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第23回 【テーマ食材】

とは、グルテンを主原料とした加工食品ですが、

その種類は、100種類以上で、地方や用途によ

りさまま です。

国内の主要産地として有名なのは、京都や金沢を

はじめ、新潟、山形、宮城、山口、沖縄で、その種類は

生猶、飾り猶、焼き麹、揚げ麹、板躯、車処、まんじゅう

ななど、形や製法がいろいろあります。

グルテンとは、水で練った小麦粉に含まれるタンパク

質です。作り方は、小麦粉に塩水を加えよく練って生

地を作ります。これを布袋に入れて水の中で揉みだす

と、澱粉が流出しグルテンができます。

このグルテンに、もち粉を練り合わせ茄でたり、蒸した

ものが生なになります。また、グルテンに小麦粉を練り

合わせ、焼き上げたものが焼き法です。焼きなには、練

り合わせたものを板状にして焼いた板処や、棒に巻い

て焼いた車麹などがあります。

処の歴史は古く、室町時代の初期に中国に修行に

渡った僧侶により持ち帰られました。当時、小麦のこと

を「麺 (めん)」 と呼び、小麦の筋 (すじ)という意味で

グルテンを「麺筋 (めんきん)」 という呼び方で伝えたそ

うです。仏教の厳しい戒律から、殺生禁断で肉食を禁

じていた禅僧たちは、大豆からつくる「豆腐」や「湯葉」

と同じく、小麦からつくる「麹」を貴重なタンパク源とし

ていました。

仏教の祭事や精進料理などに使われ、さら0こ安土、

桃山時代に入ると天正年間に千利休が催した「天正

茶会百席」に、「麹」を焼いた茶菓子「焼の処」が多く

だされたようです。

江戸時代中期には、なにもち粉などを練り合わせた

「生処」が作られるよう0こ なり、庶民の間でもよく使われ

る食材となっていきました。なは、上質の植物性タンパ

ク質でアミノ酸濃度が高く、脳の発達や働きを促すとい

われています。また、栄養価が高く、消化がよくて脂質

やカロリーが低いので、近年では健康食として高く評

価されている魅力ある食材といえるでしょう。
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【材料 4人分l

車雄         4枚
ベーグル        4個
粒マスタード     大さじ3

オーサワ有機中濃ソース 100cc

キャベツの葉       4枚
だし汁 (昆布、千し椎茸)300cc
濃口醤油      大さじ2

メープルシロップ    大さじ1

生姜 (すりおろし)  小さじ1

パン粉        適量

オリーブオイル      適量

002320
粒入マスタード
80g¥441(税 込)

【作り方l

l鍋に、だし汁、醤油、メープルシロップ、生姜を入れ、一煮

立ちさせます。ここに車盤を漬けてもどしておきます。

キャベツは洗って水気をきり千切りにします。

2ボウルに、マスタードと中濃ソースを混ぜ合わせておきます。

車なの煮汁をしぼり、地粉をまぶして先のソースをくぐら

せてパン粉をつけます。

3フライパンにオリーブオイルを多めにしき、油の温度が上

がったら②を色よく焼きあげ、よく?由をきっておきます。

4ベーグルを半分に切り、軽くトーストしてマスタードをぬり、

キャベツと③をサンドします。

002399
オーサワの

有機中濃ソース

250m!¥756(税込)

000368
地粉バン粉
1509
¥294(税込)

*食材提供/Ohsawaオーサワジャバン株式会社 フリーダイヤル0120‐ 667‐440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本Ci協会友の店まで

リマの通販フリーダイヤル0120‐ 328‐515オ ンラインショップ http〃shopJima.cojpリマ東北沢店 TEL03… 3465‐5021

※掲載商品の価格は予告なく変更する場合があります。
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【材料 4人分】
よもぎ生躯

ゆで小豆

りんごジュース

バニラビーンズ

シナモンスティック

季節のフルーッ数種類

ミントの葉

自然塩

120g

80g

400cc

1/2本

1/2本

適量

4枚

少々

【作り方】
1鍋に、りんごジュース、シナモン、バニラビーンズ、塩を

いれ火にかけ、一煮立ちさせ冷ましておきます。

生雄は3mmほどのサイコロ状に切り、サッとボイルし

冷水にとります。

2冷ました①の煮汁に、生なと小豆とフルーッを10分ほ

ど漬込み、器に盛リミントの葉を飾ります。

002500
オーサワの自然海塩 石垣 (大 )

4809¥756(税 込)

002501
オーサワの自然海塩 石垣 (小 )

240g¥399(税 込)

002016
有機アップルジュース (大 )

710m:
¥1,050(税 込)

）
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料理スタッフ 左から 阿部清美さん 加藤由希子さん

平田シェフ 山岸久子さん 橋本充世さん



【材料 4人分I

板雄

玉ねぎ

にんじん

パプリカ

ズッキーニ

枝豆 (1日でて房から出したもの)

にんにく

トマトピュレ

オリーブオイル

自然塩、胡椒

フレッシュタイム

ローリエ

【作り方l

4枚

2個

1本

14固

2本

100g

l片

150g

適量

少々

1本

1枚

1各野菜を枝豆の大きさに合わ

せて3mm角 に切ります。にんに

くをみじんに切り、オリーブオイル

とともに鍋に入れ、火にかけて

香りを出します。ここに切り分け

た野菜を加え、野菜の甘みがで

るまでソテーします。

2トマトピュレ、タイム、ローリエ、塩、

胡椒を加え、フタをして弱火で

20分ほど煮込みます。木べらで

混ぜながら、味をととのえます。

3板麹をぬるま湯でもどし、水気を

しぼって1枚に開きます。ここに

0の夏野菜の煮込みをのせて

四角く包み、200℃ のオーブンで

3分ほど焼きます。

000130
ヒカリ有機トマトピューレー

3209¥346(税込)

000126
ォーサワブラックベッパー

30g¥409(税 込)
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平田優●PROF:LE
1961年東京生まれ。1988年フランス料理店「ルクープシュー」で料理長。そ

の後、フランス各地を修行のために回る。帰国後センチュリーハイアットホテル

など一流レストランを経験する。2002年久司道夫氏認定マクロビオティックレ

ストラン「クシカーデン」初代総料理長パトリシオ・ガルシア・デ・パレデス氏よ

リマクロビオティックの基礎を習い、研究を重ねシンプル・モダンをテーマにフ

ランス料理のエスプリを残したマクロビオティック料理を創作する。2006年 5月

よリスパイラルLLCを設立し、マクロビオティック及び雑穀の普及に務める。リ

マ・クッキングスクール講師や各地のホテルなどでマクロビオティックのアドバ

イザーや料理顧間を務める。*日本雑穀協会認定雑穀エキスパート。

撮影:梅 田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール 食材イラスト:古川育子

001536
サボEXVオリーブオイル

2309¥1,029(税 込)

4609¥1,890(税 込)
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置界のセレブリテイーの多くが、弟子として

その名を運ねるマクロビオテイックマスター

久司道夫が
生涯をかけて目指す世界とは…

生に対するシンプルな「理解」から出発し

正しい「食」を通してもたらされる「健康」こそが

来るべき世界の扉を開く。

マクロビオテックが内包する陰陽哲学と

深遠なる宇宙観を……

深い見識と軽妙な機知を交え

自由闊達に語る

世界を代表する「知性」に出会う貴重な体験となることでしよう。
■1 1■

マタロピオ  ンタの家恭
柵 椰 椰 ‖ 融 螂 ‖ ■■キ 'ユ ■

躙陽2008年 10月4日●
舅吻RF錆藁黒翼3F国際ホール

:宿
区霞ケ丘町7-1

電 言舌103-3401-0101

受付開始 :12時30分～15時 (12時間場)

参 カロ費 :会員価格……39500円
一般価格|・

・“・・5"000円

講演会プログラム

12:00     開場、受付開始

12:30～12150 開会の挨拶

12150～15100 久司道夫講演 (途中休憩あり)

15:00          閉会

久ヨ道夫 プロフイール

1926年、和歌山県生まれ。東京大学法学部政治学科卒業後、同大学院修了。桜沢如―氏の影響を受け、49年に渡米。

コロンビア大学大学院政治学科で世界平和を研究する。平和的思想と食生活との関連性に注目し、自然と調和した伝統的な日本の食習慣をもとにマクロ

ビオティック標準食を編成。自然食品の普及と教育啓蒙活動に努め、自然食ブームを巻き起す。欧米人の健康維持に寄与した功績が高い評価を受け、

1995年国連著述家協会より優秀賞を授与、1999年 にアメリカ国立歴史博物館 (ス ミソニアン)に 日本人初の殿堂入りを果す。同年米国下院でその業績

が顕彰決議された。現在も欧米やアジア、アフリカなど世界各地でセミナー、講演会、著作活動を精力的に行う。久司財団会長、イーストウエスト財団会長。

日本CI協会 後援 :K‖ (ク シインステイチユートインターナショナル )

(株 )天塩、コジマフーズ (株 )、 (株 )ビーアンドエス・コーポレーション、オーサワジヤバン (株 )

催

賛

主

協

お申込み。お問哺わせは 日本 CI協 会 :璽画丁el:0120¨306…193 面 Fax:0120… 306… 293
あらかじめこ予約の上、右記郵便振替□座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座:[00100‐ 3‐ 194125]カ ロ入者名 :日 本CI協会

お振込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記入ください。(受 領証は講座当日こ持参ください。)入金後の返金には応じかねますのであらかじめこ了承ください。

ホームページからもお申し込みいただけます。 WWW.Ci… kyokai.ip



カノン小林の食養レシピ
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夏バテは心身ともにくちたりとして、体力気力を失います。
実は“自然な生活"からはるか離れてしまっている日常

の暮らしの中にもその原因があるのです。
必要なだけ睡眠をとる、暴飲暴食をしない、冷たいもの

や水分ばかり摂らない……甘いもの・アルコール・肉類・

乳製品・パン類・アイスクリーム・ケーキなど、頻繁に口に

● .

●―汁―菜を基本にして、玄米こ飯には黒胡麻塩を一食に小さじ1杯、古漬けたくあ

んの薄切り2切組を添えましょう。

●1口について50～ 100回 |よ噛んでいただきましょう。

・
°・ [呵編最優冥ぼ鍍踏瞥[里晨蒸這網 F葛

食0にしましょう。

《「/20レシピ紹つ

せず、バランスを考えるなど……“普通のこと"に留意し
て軌道修正します。

良質な塩分 (自 然海塩、梅干し、味噌、醤油、たくあん
など)を適量、カルシウム分 (黒胡麻、海藻類、小松菜、大
根葉、キク芋、ごぼう)を補い、主食はバランスのよい玄米
を食べましょう。

日 `朝食 昼食 夕食

/
玄米ポタージュ

(玉ねぎ、パセリ)

乾粟・生黒胡麻入り発芽玄米ご飯 (無圧 )

小松菜の磯巻き

切り干し大根の煮物 (き く芋・ひじき・にんじん)

黒豆と麻の実入り玄米ご飯 (圧力 )

豆腐ハンバーグ・にんじんグラッセ青莱添え

力ヽ 日らゃのスープ(力 ヨヽちゃ種、あさつきをトッピング)

′

葛練り
(ヤ ンノー・塩 )

il簡 単!胡麻タレそうめん

ひじきこんにゃく

蒸しキャベツのグリーンロール

(小松菜・にんじん・たくあん)

麻の実。生黒胡麻入り玄米ご飯 (圧力)

小松菜とにんじん葉・大根葉のクルミ味噌和え

かぼちゃとキク芋の含め煮 (刻 んだかぼちゃの種

をトッピング)

′

葛練り

(梅醤たんぼぽ

茶で練る)

発茅玄米ご飯の細海苔巻き(白 胡麻・にんじ

ん・練り梅・湯引きあさつき)

小豆かぼちゃ少量

味噌汁 (長ねぎ・大根 )

皮付きハト麦入り玄米ご飯 (圧力 )

金針菜と厚揚げの煮物

味噌汁 (小松菜、板麹、わかめ

グ

もち粟ポタージュ ライスバーガー (ひよこ豆のパテ、青菜 )

にんじんスープ

`豆
腐と穀物コーヒーのフアッジ

蓮の実入り玄米ご飯 (圧力)

●重ね煮八宝菜

味噌汁 (大根おろし・ごぼう。玉ねぎ)

∫

葛練り

(コーレン・塩 )

玄米むすび (無圧炊き。わかめのふりかけ

混ぜる)

大根。かlヨちゃ。蓮根の蒸し野菜

味噌汁 (小松菜、玉ねぎ)

蓮の実入り玄米ご飯の炒飯 (長ねぎ。大根葉・セイ

タン・刻みパセリ)

温野菜 (キャベツ・大根・ごぼう)ひまわり種ドレッシン

グ

′

葛練り(梅醤た
んぽぽ茶で練る

ゆかり混ぜ玄米ご飯の細海苔巻き
ごぼうと厚揚げの味噌煮

清汁 (小松菜・春雨・にんじん)

麻の実・生黒胡麻入り玄米ご飯

蓮根ボールの中華風葛ソースかけ

きゃべつの浜納豆炒め (ノ ンオイル)

/
コーンポタージュ

(葛入り)

発芽玄米ご飯のたくあん炒飯 (長ねぎ・松の

実 )

芽かぶとらっきょう。蓮根 (梅酢煮)の酢の物
味噌汁(大根・油揚げ。小松菜)

玄米ご飯の納豆炒飯 (玉ねぎ、納豆、もみ海苔と刻み

ねぎのトッピング)

ニラともやしの水炒め (にんじん葉・松の実・醤油味)

コーンスープ(玉ねぎ、コーン、葛、パセリ、生姜汁)



簡単!胡麻ダレそうめん
I材 料 4人 分l

そうめん……400g(湯 をわかし、表示時間通りにゆでる)

氷……適量

みょうが・……・4個

長ねぎ(白 い部分 )・
・…・20cm

生姜 (皮ごとすりおろす)・ …・・小さじ2

めんつゆ(2倍の希釈用・砂糖不使用のもの)・ …・・1/2カップ

水……1/2カップ

白練り胡麻……大さじ2(中ボウルの中へ入れておく)

〔作り方〕
1そうめんは、湯をわかして表示時間通りに茄でた後、冷

水にとって流水を加えながら洗う。滑りがとれたらそうめ

ん用の器に移して、氷を入れておく。

2みょうがは薄いガヽ日切り、長ねぎはみじん切りにして薬

味容器に移す。

3めんつゆと水を合わせておく。中ボウルに入れた自練り

胡麻の中に①の希釈つゆを少し加えながら泡立て器 (小

さなものが便利)で伸ばすことを繰り返して、胡麻ダレを

作る。できたら器へ移す。

4そうめんに胡麻ダレ、薬味を添える。

‐
J

聯 |

000396
手延 吉野葛そうめん
250g
¥420(税込)

000165
オーサワの有機めんつゆ
3109¥577(税 込)

000635
ごまそふと(白 )

120g¥682(税込)

轟

*食材提供/Ohsawaオーサワジャバン株式会社 フリーダイヤル0120‐667‐440
*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本CI協会友の店まで

リマの通販フリーダイヤル0120‐328‐515オ ンラインショップhttp″shop.‖ ma.co.ipリ マ東1ヒ沢店 TEL03‐3465‐5021
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豆腐と穀物コーヒいのファッジ
【材料 4人 用】

絹ごし豆腐……240g(塩湯がきして水切り)

米飴……大さじ2

有機りんごシロップ……適宜 (甘味調整用)

白練り胡麻……大さじ1

自然塩……ひとつまみ

角寒天……1本

無添加バニラエッセンス……小さじ1/2

りんごジュース……1と 1/2カップ+水 1カ ップ

(みじん切りした寒天を浸しておく)

穀物コーヒー……大さじ1と 1/2
クコの実……4粒

ミントの葉……4枚

【作り方 l

lミキサーに豆腐・米飴・ごまソフト・穀物コーヒー・塩を入

れ攪拌しトロトロにする。

2寒天を浸しておいたりんごジュース入りの水を中火に

かける。煮立ったら、弱火にしてゆっくり混ぜながら煮

溶かす。1に加え、バニラエッセンスを少し加えて攪拌

し、そのまま固まるまで放置する。

3ゼリー状に固まったら再び攪拌してデザートグラスに移

して落ち着かせる。半分に切ったクコの実や、ミントの

葉で彩りを添える。

附
■′..n・嚢

二
≧

瞑
琲

織先
響
升
丈
‐

000656
こめ練り飴 230g
¥315(税込)

002399
オーサワの有機りんごシロップ
265g¥1,417(税 込)

000191
オーガニック穀物コーヒー

100g¥1,890(税 込)

000517
無漂泊寒天
2本入
¥294(税込 )

料理スタッフ 左から
大澤満花さん カロ藤麻矢さん カロ藤由希子さん



m.縦 魏
重ね煮八宝菜

【材料 4人分】

大根(冬は蓮根)… ……中サイズ5cm

(25cm幅の輪切りにしたあと5mmの 距|し切り)

ごぼう・…・・8cm(斜め薄切り)

にんじん……・50g

(2.5cmの長さの斜め切りを交互にして三角切りのあと5mmの縦切り)

長ねぎ……15本

(青と自の部分に分け、斜め切り)

黒きくらげ………2枚

(水で柔らかく戻して、一ロサイズに切り、小鍋に移して大さじ1/2の醤油で煮ておく)

キャベツ(冬は自菜 )・
……250g(芯 は薄いそぎ切り、葉は2 5cm角 に切る)

にんじん葉 (茎 は除いて葉先のみ )・ …・3株分

(塩を加えた熱湯で湯びきして、およそ2 5cmの 長さに切る)

松の実 (あるいは銀杏)… …大さじ3

生姜……10g(針生姜にする)

自然塩……小さじ1

醤油……大さじ1強

葛粉……大さじ15(同量の水で溶いておく)

胡麻油……小さじ2

混合だし汁……適宜

002532
天日乾燥きくらげ
20g¥462(税 込)

〔作り方】

1深鍋に油を入れて温め、長ねぎ

の青い部分と生姜を炒め油に香

りが移ったら、ボウルにとりあげて

おく。

211'の 鍋にキャベツ・長ねぎの白い

部分・大根・|こ んじん。ごぼうの順

に塩を少々ふりながら重ね、一番

上に煮つけた黒きくらげをのせ、

中火で蓋をし、水分がでるのを

待つ (水 分が出ないときは具の

高さの1/3まで、だし汁を加える)。

3良い匂いがしてくるまで弱火で

煮る。煮汁が 1カ ップ程度 (目 分

量でよい)になるまで、だし汁を加

えて残りの塩で調味し、水溶き葛

を力田えてトロみをつける。

411と にんじん葉。松の実 (あ るい

は銀杏 )を加えて火を止め、器に

盛りつける。

ヽ 、
惨

●PROF:LE
小林薫音満 (こばやし・かおみ)・ 愛称カノン :リマ クッキングスクール師範科 主任講師

昭和薬科大学、カンザス大学、リマ・クッキングスクール師範科、久司学院キャリアトレーニングレベルⅣ卒業。現在永久コースのレ

ベルVに在籍。世界の現役の先生方と共に研鎖中。レベルⅣ修了者はアジア地域において現在ただ一人である。

F明るく楽しいマクロビオティック』そして F分 かりやすい理論を』がモットーで、社会、人類を救う一つの確実な方法がマクロビオティッ

クであるという信念のもと東奔西走し、セミナー、講浪、料理教室、食事指導、執筆に力を注いでいる。

28歳のとき幼児能力開発の運営会社を設立し、30年間の途中でマクロビオティンクに出会い、現在は後任に任せ自らはマクロビオ

テインク啓蒙に専念している。特に青少年、女性の食改善に関心を持つ。自宅をはじめ国内各地に料理教室を持つ。
『たべてやせるマクロビオティンク』Iマ クロビオティンク30分 deフルコース』(ビジネス社 )、「子育ては女を変える』『セルフメディケー

ション』F食 養生大全』(共著)『 マクロビオティンク食べて元気になるレシピJ(永 岡書店 )『 まくろ美美人』(文芸社 )。 本誌をはじ

め、その他諸雑誌執筆中。

撮影:梅 田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール
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秒
電

子
豹

錮
埒

蓼
乃

眩
し
い
太
陽
の
も
と
、
ま
っ
し
ろ
な
入
道
雲
が

青
空
に
映
え
、力
強
く
湧
き
上
が
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

草
木
の
緑
は
い
っ
そ
う
濃
く
な
り
、
太
陽
に
少

し
で
も
近
づ
こ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
背
を
伸
ば

し
葉
を
広
げ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
ま
す
。

植
物
が
育
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
栄
養
分
は
、

葉
に
あ
る
葉
緑
素
の
光
合
成
で
生
成
さ
れ
ま
す

か
ら
、
燦
々
と
降
り
注
ぐ
日
光
を
全
身
で
受
け
留

め
、
自
ら
の
元
気
の
素
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で

す
。
一方
、
私
た
ち
人
間
は
、
特
に
湿
度
が
高
い
日

本
で
は
、
夏
の
暑
さ
に
汗
を
流
し
て
体
温
調
節
し
、

で
き
れ
ば
日
陰
を
歩
き
、
日
傘
を
さ
し
て
、直
射

を
避
け
て
し
の
ぎ
ま
す
。
そ
れ
で
も
連
日
の
熱
帯

夜
で
寝
不
足
気
味
、
時
期
的
に
胃
液
の
分
泌
が

減
る
う
え
、
の
ど
の
渇
き
で
水
分
を
摂
り
す
ぎ
て

食
欲
不
振
、
過
剰
な
冷
房
で
室
内
外
の
温
度
差

が
大
き
い
冷
一房
病
な
ど
、
夏
バ
テ
要
因
が
山
積
で

す
。
そ
の
夏
が
旬
の
野
菜
類
に
は
、
ト
マ
ト
、ナ
ス
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
水
気
や
カ
リ
ウ
ム
分
が
多
く
含

ま
れ
て
、
私
た
ち
の
ほ
て
っ
た
体
の
熱
を
冷
ま
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
見
事
な
巡
り
合
わ
せ
が
、
季

節
と
い
う
時
間
の
身
土
不
二
で
す
。

ス
イ
カ
、
ひ
や
む
ぎ
、
そ
う
め
ん
、
麦
茶
、ビ
ー

ル
に
枝
豆
、
溶”
や
奴
な
ど
、
思
い
浮
か
べ
た
だ
け
で

ひ
ん
や
り
爽
快
な
気
分
に
浸
れ
る
涼
味
は
、
真
夏

の
太
陽
が
は
ぐ
ぐ
ん
だ
自
然
の
恵
み
を
生
か
す

昔
か
ら
の
知
恵
と
工
夫
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
夏
の
暑
さ
も
加
熱

気
味
の
昨
今
で
す
が
、
そ
れ
は
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

な
ど
、
受
け
留
め
る
地
球
側
の
問
題
で
、
季
節
も

天
気
も
問
わ
ず
い
つ
も
太
陽
か
ら
届
け
ら
れ
る

光
と
熱
は
、
生
命
の
存
続
に
不
可
欠
な
思
恵
で
す
。

戸
外
で
干
し
た
布
団
は
、殺
菌
効
果
に
加
え
て

お
日
様
の
匂
い
が
心
地
よ
い
眠
気
を
誘
っ
て
く
っ

す
り
安
眠
で
き
ま
す
。
食
糧
保
存
の
目
的
で
生
ま

れ
た
干
し
椎
茸
や
切
り
干
し
大
根
な
ど
の
乾
物

類
は
、
日
光
と
風
の
力
の
お
陰
で
、
も
と
の
食
材

に
含
ま
れ
る
水
分
が
飛
び
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ

ン
類
の
栄
養
分
は
凝
縮
し
て
飛
躍
的
に
増
加
し
、

カ
ル
シ
ウ
ム
分
も
生
ま
れ
て
、
独
特
の
風
味
が
醸

し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
天
日
干
し
の
工
程
を
「
風

仕
事
」
と
呼
ぶ
の
は
、
す
て
き
な
名
前
で
す
。

所
変
わ
っ
て
、
同
じ
地
球
上
で
も
緯
度
が
高
い

地
域
で
は
、
真
夏
で
も
日
の
光
が
希
薄
な
た
め
、

日
の
高
い
昼
間
は
貴
重
な
曰
光
浴
の
時
間
で
す
。

緑
の
芝
生
に
寝
こ
ろ
ん
で
太
陽
を
全
身
に
浴
び

る
様
子
は
、
い
わ
ば
人
間
の
天
日
干
し
の
よ
う
な

光
景
で
す
。
長
い
夏
休
み
も
避
暑
に
行
く
と
い
う

よ
り
、
南
の
海
岸
へ
で
か
け
て
浜
辺
で
甲
羅
干
し

を
す
る
の
が
贅
沢
な
過
ご
し
方
で
す
。
英
国
の
文

豪
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ツ
ト
中
の
「
き
み
を
夏

の
日
に
喩
え
よ
う
か
」
と
い
う
名
高
い
詩
句
が
、

最
愛
の
人
に
あ
て
た
甘
美
な
さ
さ
や
き
に
響
く

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
な
ら
で
は
の
お
国
柄
で
す
。
身

土
不
二
の
魔
法
の
め
が
ね
は
、プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
真

意
や
文
学
の
解
釈
に
も
役
に
立
つ
の
で
す
ね
。

そ
の
英
国
の
夏
に
味
わ
う
デ
ザ
！
卜
と
い
え
ば
、

完
熟
ベ
リ
！
類
を
た
ａ
ふ
り
詰
め
て
真
っ
赤
に
染

ま
っ
た
サ
マ
ー
プ
デ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ク
の

あ
る
ケ
ー
キ
が
消
化
し
に
く
く
て
苦
手
な
人
の

た
め
に
工
夫
さ
れ
、
最
初
に
作
ら
れ
た
１８
世
紀
当

初
は
「
水
治
療
法
の
プ
デ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
む
し
ろ
春
先
の
果
物

の
イ
チ
ゴ
が
、英
国
で
は
夏
が
旬
と
い
う
の
も
、
場

所
と
い
う
空
間
の
身
土
不
二
に
叶
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
赤
い
ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
黒
っ
ぽ
い
ブ
ラ
ッ
ク
ベ

リ
ー
、緑
の
グ
ー
ス
ベ
リ
！
な
ど
、
い
ず
れ
も
柔
ら

か
く
水
気
が
多
く
て
も
小
粒
で
す
か
ら
、
ス
イ
カ

や
メ
ロ
ン
な
ど
瓜
類
の
大
き
な
姿
に
比
べ
て
、
引

き
締
ま
っ
た
陽
性
と
い
え
ま
す
。
し
っ
と
り
し
た

プ
デ
イ
ン
グ
の
外
皮
は
、
フ
ィ
リ
ン
グ
の
果
汁
を
含

ん
で
姿
と
食
感
を
変
え
た
バ
ン
と
い
う
の
も
意

外
性
が
あ
り
、
ち
よ
っ
と
古
く
な
っ
た
食
バ
ン
の
再

生
利
用
に
も
な
っ
て
効
率
的
で
す
。

今
回
は
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
、
地
粉
の

天
然
酵
母
バ
ン
を
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
の
紫
色
に
染

め
て
、
か
ば
ち
や
の
マ
ツ
シ
ュ
を
寒
天
で
寄
せ
た
フ

ィ
リ
ン
グ
を
詰
め
た
日
本
版
翻
訳
レ
シ
ピ
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。

冷
た
い
お
菓
子
の
代
表
格
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

は
、
玄
米
を
３
つ
の
姿
で
ブ
レ
ン
ド
し
て
夏
の
穀

物
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
ち
り
ば
め
て
固
め
ま
す
。
□

の
中
で
マ
マ
レ
ー
ド
の
爽
や
か
な
風
味
が
弾
け
る

ク
ッ
キ
ー
に
は
、
ス
ト
ロ
ー
で
お
ち
や
め
な
表
情

を
付
け
て
み
ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
や
イ
エ
ロ
ー
な
ど
、
真
夏
の
陽
射
し

を
映
し
た
ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
の
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
元
気
い
っ
ば
い
、

お
天
道
様
に
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
し
ま

し
ょ
う
ね
。
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～玄米&コ ーンで圏める穀物昼くしのアイス～

【材料14人分

玄米クリーム 1009(1/2パック)、 玄米甘酒2009、

玄米ご飯 1009、 塩少々、コーン粒の水煮509、

お好みでオーガニックのバニラエッセンス少々

【作り方l

●プレンダーに玄米クリーム、玄米甘酒、玄米ご飯、塩(お好
みでバニラ)を入れ、全体がなめらかなクリーム状になる

まで混ぜる。

② 流し缶などの容器に移して、コーン粒を加え混ぜ、冷凍

庫に入れて時々かき混ぜながら凍らせる。

€de i t -a aot { . -l sf U f -l oC $ t -l eol t I -l ed,b r -l eC $ a -a

( )range&-Alnroncl Cookies

～オレンジの風味と
ナッツのコクで1苗 く小麦色の笑顔～

【材料】直径4.5cmのもの10個分
□―ストアーモンド609、 完全粉609、 塩 シナモン少々、

ママレード(オーガニツク 無カロ糖のもの)大さじ3

【作り方 l

● アーモンドをブレンダーにかけてlmm程度の粉末状にす

る。

②ボールに1と粉類(完全粉 塩 シナモン)を合わせて、ママ

レードを加えてさっ<り混ぜながらまとまる程度の生地に

する。

O生地を等分に分け、しっかり丸めながら直径4 5cm程 の

円盤状に成型する。

*ストローで目を抜き、竹串で□を描いて笑顔にすると楽しい

0170℃ のオープンで12分程度、こんがリキツネ色に焼き

上げる。
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～か顧ちゃの寒入をふどう色食ハンで

包んだ英国風なんやリスイーツ～

【材料】直径12cm×高さ6cmの

プディング型(400cc)1個 分 (約4人分)

※型がなければ、ポウルやどんぶり、一人分ずつの

ノ」ヽさなマフイン型 プリン型でも

[バン]天然酵母パン(お好みのものをサンドイッチ用

5mm厚さにスライス)2～ 3枚

[浸し液]ぶどうジュース、りんごジュース、

レモン汁 塩少々……合わせて約lC

[フィリング]/bbぽちゃ509、 レーズン109、

棒寒天 1/4本 (約29)十水50CC、

りんごジュース100CC、 塩 シナモン少々

(お好みでスイカ月もメロンなど生の季節の

果物をカロえてもよい)

[クリームソース]くるみ十ライスドリーム十塩少々 適量

【作り方l

●外皮を作る

プディング型の底に合わせて丸く切ったバンを敷き、型の

側面も同様にバンを数枚使って全面に張り合わせる (最

後に蓋をする型上面の直径に合わせたバンも用意して

おく)。

ボールにジュース類 (ぶどう りんご レモン 塩少々)を合

わせ混ぜ、プデイング型に注いで敷き詰めたバンの全体

に,きみるようにする(蓋になるパンにも泌ませておく)。

② 中味を作る

棒寒天は、さつと洗ってたっぶりの水に 1時間ほど浸けて

おく。

かぽちゃは切り柔らかく蒸し、皮は肖」ぎ5mmの角切り、中

味は熱いうちに塩とシナモンを振ってマッシュする。

(季節の果物をカロえるときは、lcm角 に切り小鍋に入れ

塩少々まぶしてさつと煮ておく)

水気を絞って細かくちざった寒天と分量の水を小鍋に入

れて失にかけ、5分ほどかきまぜながら煮溶かし、下ごし

らえしたかぽちゃの皮とマッシュ、りんごジュース、粗く刻

んだレーズンをカロえ混ぜ、再び沸騰したら失を止める。

●PROFILE
野口結加 (のぐち・ゆか)

リマ・クッキングスクール講師 (ウイークエンドクラス担当)、 幼い頃から食

べるより作るほうに関心がある料理好きでマクロビオティックと巡り遇う。

きれいなお菓子の本を眺めながら、身近な素材で簡単に作れるレシピを創

作するのが楽しみ。夢は日本発のマクロビオティックを世界の皆さんに英

語でもご紹介して広めていくこと。きれいなイラストを描いてくださる岡部

さんとは、初級クラスでお会いして以来のお友だち同士。

o型に詰める

①のパンを敷き詰めた型に②の寒天液を流し入れ、あら

熱がとれて固まってきたらジュースに染み込ませ、準備し

ておいたバンを被せて、冷蔵庫に入れ用1染ませる。

0ソースを作る

くるみを香ばしく炒ってすり鉢で擦り、ライスドリームを少

しずつ力0えて好みの濃度にのばす (もうすこしコクと溶

けみが欲しいときは葛粉の水溶きを少し加え失にかけて

練る)

0盛りつける

ブディングを型から出して切り分け、ソースをかけて盛り

つける。
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お菓子製作:野 口結加 イラスト:岡部友美 撮影:梅田明宏 撮影協力:リマ・クッキングスクール
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糖鎖栄養素

黒酵日発酵瓶

ナ   儡
黒酵母産生 水溶性多糖 βl,3‐ 1,6グルカン・オリゴ糖

アウレオバシジウム菌発酵液

抒ギ

「

‐lJ膨
黒酵母発酵液は優れた自然環境の中で薦糖、米糠、

アセロラ抽出物 (天然V.C)、 阿蘇山系のミネラル水

などの栄養素を培地として高度なバイオ技術をもと

に黒酵母 (アウレオバシジウム菌)の発酵により生み

出されたものです。糖鎖栄養素となるβl,3-1,6グ ル

カン(水溶性多糖)やオリゴ糖を■1成分としたジェル

体です。この発酵液にリンゴ抽出物とレモン

果汁を配含し、抗酸化力を高めています。

天然成分1(Ю%の『ナチュラルGマックス』は糖鎮栄

養素を丸ごと摂取できますG

●おなかの調子を気にする方

●スタミナ、衰えを感じている方

●食事に気を付けている方

●酒量、残業の多い方

●甘いものがお好きな方

●かわいいペツトにも !

17g× 30袋入 10,290円 (本体価格9,800円 )

ナチュラルGマ ックス 表示成分

タ ン パ ク 質

質

０

一
〇

一__p.4g
2mg

カ  リ  ウ  ム 6mg
リ       ン _5mg

水       分

食 物 繊 維

灰 分

04g_

(財)岐阜県公衆衛生検査センター

ガ

一怒
●

１

・
　

０

・

バイオテクノロジー研究者
応微リサーチ

門 田元 ―  所長

研究に携わつて早二十有余年
今では社会に貢献できること
が喜びです。

魚 株式会社 森脩焼 sY

〒434-0015静岡県浜松市浜北区於呂19301
TEL 053-580-3888
URL:http://www sh nshuyakicom
e―mal :info@shinshuyaki com

赤ちゃんからお年寄りの方まで健康維持にお役立てください

北里大学

医療衛生学部

基礎医学系

薬理学研究室

医学博士 松尾純孝

バイオの神秘から基礎実験へと

発酵液の力を実感じ そのメカ
ニズムを解明しています。

=

暮
窓



『レディースセット」を
マクロ怖咆

1ケ月間食べてもらいました。
【血糖値、体重減少効果及び便通改善効果を検証】

■試験前後における被験者 10名の ■試験前後における被験者10名 の  ■試験前後における被験者 10名の体重、

随時血糖値は、摂取後4週 目に   排便回数、排便量は、摂取後3週目に  BMI、 体脂肪率及びウエスト周囲径は、

有意な減少が認められました。   有意な変化が認められました。     摂取 lヶ月後に有意な減少が認められた。

060 ①
32

対象被験者 :成人女 1生 10名

ヨ 編取前  |1日 摂取後(4週 )

健康食品試験綺計解析報告書
(株式会,聯合臨床薬理研究PF臨床試験結果より)

搬Ⅲ ¬̈
7尊

蛯
ウエスト周囲径にⅢ血糖値

“
9′¨ 排便回数 (回 ) 排便量 はィンい BMlcsr.t 体脂肪率ぃ)

ウ エ ス ト

4Jcm細くなり、

2kg痩せました。

お い しく『食 』を 変 え て 、無 理 を せ ず …

今注目のマクロビオティック食事法による、本当の

美しさへ内側からのアプローチ。お肌もよろこぶ

安心レシピで無理なく理想の体形へ。

餡 鏃 ・Q靡
レ デ ィー ス セ ット

セット価格 16,000円 (税込)
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回
□
□
ぴ
ち
ぴ
ち
〔
空
牙

育
ち
盛
り
の
す
ご
い
玄
米
′

青
玄
米
と
は
育
ち
盛
り
の
若
い
玄
米
で
、
成
長
す
る
た
め

の
栄
養
と
パ
ワ
ー
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

青
玄
米
を
に
が
り
水
に
つ
け
て
発
芽
さ
せ
ま
し
た
。
発
芽

に
よ

っ
て
、
今
ま
で
眠

っ
て
い
た
酵
素
が
日
覚
め
て
活
動

を
始
め
ま
す
。
ギ
ャ
バ
（
γ
ｌ
ア
ミ
ノ
酪
酸
）
や
食
物
繊
維
、

ア
ラ
エ
ン
が
大
幅
に
増
え
、
フ
ィ
チ
ン
酸

（Ｉ
Ｐ
６
）
は

ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
収
し
や
す
い
形
に
変
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「硬
く
て
食
べ
に
く
い
」

「お
い
し
く
な
い
」

「
に
お
い

が
す
る
」
な
ど
、
従
来
の
玄
米
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る

新
し
い
玄
米
で
す
。

BE5丁 AMEN:丁Y

ぴちぴち発芽 青玄米

300g    399Fl (羽 嗜れ生)

アラニン

うまみの成分。甘みが

増えたおいしいお米に

なる。[白 米の10.4倍 ]

フィチン酸

強力な抗酸化作用。

米ぬかに多く含まれ

る。 [白米の8.2倍 ]

ギャバ

アミノ酸の一種。発

芽によってグンと増

える。 [自米の15～

18倍 ]

食物繊維

毎日欠かさずとりた

い栄養素。 [白 米の

8.4倍 ]

[お すすめのお召し上が り方]

白米2カ ップをといでから青玄米

1カ ップを加えて軽くすすぎます。

水加減は自米3カ ップの目盛 りに

あわせて炊飯します。

※青玄米のみでもおいしくお召し

上が りいただけます。お好みによ

り青玄米の量を加減してください。

愛・感謝・・・こころを込めてお客様ヘ

ベストアメニカ 株式会社
本   社 福岡県久留米市三瀦町田川32-3

丁E L0942-64-5572

東京営業所 丁E L03-3539-5671

白米、発芽玄米、青玄米の比較

白米、発芽玄米、青玄米の栄養成分(100gあたり)

枷　
野

二
で

■1  白 米

発芽玄米

■■国 青玄米
(単位:mg)

ギ
ヤ
バ

ア
ラ
ニ
ン

フ
イ
チ
ン

食
物
繊
維

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

<自社調べ>
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新谷弘実先生講演会
「病気にならない幸せ健康法」
日時:2008年 8月 31日 (日 )

13:30～ 16:30

盪 』蹴 T躙
帥

|

中込方法:官製ハガキに①セミナー日 |

Э氏名③住所④電話番号を明記の上、
|

下記までお申し込み下さい。     i
Tl‰0帽

翼死鷺管咽

“

1:覗 lξ琉♂
」 |~』

〕:弾素』延l[:lよ

コ

httpl//www lactis.jp

乳 酸菌生 成 エキス

LACTIS
ラクティスは、16種 の乳酸菌でつくった豆乳∃

―グル トのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティスは、生きた乳酸菌ではなく、乳酸菌
の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切 リタイプ

…
10m!X30本 入 り 8,925円 (税込 )

「おなかの元気」応援します

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしています。

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクティスは、善玉菌の味方となっ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲んでいます」
世界的な内視鏡外科医で、

ベストセラー「病気にならない生き方」の著者
アルバートアインシュタイン

医科大学外科教授
新谷弘実 (し んやひろみ)先生

「30万人の腸内を診察した経験から

みると、善玉菌が優勢な『きれいな

腸Jの持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクティスを勧めています」

嚇者71_リワジャパリ株式会社 昌留躍′瀕 辟諄樅0巧8卜 038



『陽泉』
暑

幸

市

拳 ‖ 笏
鋏

=

夏
は
、
身
体
を
冷
し
て
く
れ
る
食
物
が
溢

ね
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
環
境
で
冷

一房
が
稼
動
し
て
、
強
く
効
き
す
ぎ
た
空
間
も

あ
り
、
そ
の
た
め
、
結
果
的
に
陰
性
食
物
を

取
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

暑
さ
で
弱

っ
た
と
こ
ろ
へ
追
い
討
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
身
体
の
内
側
を
冷
や
し
過
ぎ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に

お
世
話
に
な
り
た
い
の
が

「陽
泉
」
で
す
。

タ
ン
ポ
ポ
の
根
を
長
時
間
じ

っ
く
り
と
煮
詰

め
た
エ
キ
ス
で
す
。

私
は
、
四
季
を
通
し
て
風
邪
の
兆
候
が
現

ね
た
時
に
使
用
し
ま
す
。
就
寝
前
に
耳
か
き

程
度
の
量
を
な
め
る
と
、
翌
朝
は
颯
爽
と
す

が
す
が
し
く
起
き
ら
れ
、
昨
晩
の
重
苦
し
さ

が
嘘
の
よ
う
で
す
。
夏
の
風
邪
だ
け
は
避
け

た
い
も
の
で
す
。

実
は
、
私
は
商
品
を
１
個
購
入
す
る
と
８

年
位
使
用
し
ま
す
。
賞
味
期
限
は
終
わ

っ
て

い
ま
す
が
、
熟
成
が
進
ん
で
い
る
の
で
し
よ

う
か
、
味
覚
は
ま
ろ
や
か
さ
を
増
し
生
命
力

に
溢
ね
て
い
ま
す
。
期
限
切
ね
後
の
使
用
を

お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
が
、
タ
ン
ポ
ポ
に
は
食

物
を
超
え
た
極
陽
性
と
い
わ
ね
る
何
か
が
あ

り
ま
す
ね
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、英
名
は
「ダ

ン
デ
ィ
ラ
イ
オ
ン
」
で
す
か
ら
。
何
か
パ
ロ

デ
ィ
の
よ
う
で
す
。
え

っ
パ
ロ
デ
ィ
？
　
メ

ロ
デ
ィ
つ
　
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
　
　
大
昔
、

荒
井
由
美
が
歌

っ
て
い
た

　

　

「ダ
ン
デ
ィ

ラ
イ
オ
ン
～
遅
咲
き
の
た
ん
ぽ
ぱ
」
　

　

。

り
階
璧
改〈易
劇
同
□
陽
ィ
ッ
？
カ
フ
ェ∩
園
Ｌ
劃

◆
カ
フ
ェ
「
∪
Ｎ
ｌ
Ｔ
Ｙ
」

８
月
１
日
（金
）
～
７
日
（木
）

１０
時
～
１８
時

玄
米
プ
レ
ー
ト
（ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
）

◇
９
５
ｏ
ψ∽
ｏ
２
■
サ
ン
ク
）

８
月
１
日
（金
）
～
３
日
（日
）

１０
時
～
１８
時

ス
ィ
ー
ツ
と
お
飲
み
物

知 摯 点:.

リマ東北沢店

所在地 :〒 151-0065東 京都渋谷区大山町115
Te1 03‐ 3465-5021 Fax 03‐ 3465-5022

休 日:年 中無休 (た だし1月 1～ 2日 は休み)

営業時間 :午前10時 から午後 7時
最寄り駅 :小 田急線東北沢駅下車徒歩 2分

●商品情報●

「陽泉」

100g  4,200円

タンポポ根のエキス100%.

陽性食品 無添力□,苦味、酸味

甘味が濃縮、そのまま、または

湯に溶いてタンポポコーヒーに

甘味オ1と して.

原材料 :たんぽぽの根 100%、

国内産

開封前賞味期間 1常温で 2年

け
].t炒 |

箋嗣ギ螺ギ■■=型割纂癬



S丁NNOC 丁      E

8月号●目次

p3O p28 p2O p14 p13 P10 PO P3

店
長
の
今
月
の
お
す
す
め
商
品

現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

ア
レ
ッ
ク
ス

・
ジ
ャ
ッ
ク
の
玄
米
手
当
て
法
シ
リ
ー
ズ
●
原
文

¨
ア
レ
ッ
ク
ス

・
ジ
ャ
ッ
ク
／
和
訳

¨
美
上
み
つ
子

〇
米
飴

ｍ
コ
≦
．３
コ
ヨ
ｏ
コ
計堕
σ
ｏ
⊆
ｏ
ｏ
Ｏ
■
２
ｏ
コ

世
界
的
食
糧
危
機
●
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク

ド
ク
タ
ー
ソ
ル
ト
の
塩
談
義
●
村
上
譲
顕

２
回
●
塩
は
何
か
ら
作
る
の
？

未

病

病
気
に
な
ら
な
い
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
生
活
●
岡
部
賢
二

第
８
回

“
夏
バ
テ
の
原
因
と
対
策

緊
急
レ
ポ
ー
ト
ー
●
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
上
部
一
馬

２
０
０
Ｘ
年
Ｈ
５
Ｎ
ｌ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
類
を
襲
う
Ｐ

致
死
率
６２
％
Ｈ
国
内
で
数
百
万
人
が
死
亡
す
る
可
能
性
も
Ｈ

真
弓
定
夫
先
生
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
自
然
育
児
講
座
●
真
弓
定
夫

第
４
回
¨
身
土
不
二
か
ら
…
…
日
本
人
に
適
し
た
食
を
考
え
る

官
足
法
教
え
ま
す
●
行
本
昌
弘

足
と
あ
な
た
の
健
康
●

Ｄ
マ
イ
ク
の
生
活
の
知
恵
●
牧
内
泰
道

Ｏ

僣
し
む
少

の
大
切
さ

工葉

ド̈
ク
ダ
ミ

ガ
ｇ
興

轟
鶏
用

う
さ
と
の
服
展
シ
リ
ー
ズ

出
逢
い
　
草
木
染
め
・
手
織
り
の
洋
服
●
角
山
晴
美

「お
産
の
家
」
吉
村
医
院
の
吉
村
正
先
生
を
国
ん
で
　
後
編

テ
ー
マ

＝
真
実
の
お
産
と
は
？
　
人
間
の
本
質
と
は
？
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「マクロJと は大きな視点、「ビオJは ′L命、「テインクJは 術・学の意味「 lヽacrobioiqucJ

(マ クロビオティック)は 中国の「/Jの 哲学からすべての食物を陰と陽に分け、穀物を中心

とした究極の食養法で、日本CI協 会の創設者、桜lll力 l一 (1893年 ～1966年 )に よってlL畔 1

され、世界に普及しています.マ クロビオティンクの食養法は、次の3つ の原員Jに 基づい

ています。

■身土不 1(し んどふじ=[1産品で季節に合わせたイリの素材を1〕 いる)

|一物全体 (い ちぶつぜんたい=食物の総合的な栄養を考え、野菜は皮をむかずに葉も茎

もひげ根も全体を調理する 穀物も精自せず丸ごと調理する)

0陰陽調和 (い んようちょうわ=食物の陰陽バランスを考え、体調に合わせて選択 調理

する。精製lllや動物性食キ:は 原貝1的 に用いない)

p64 p62 p60 p52p56

No。

851
tr ,.Mtacroorcnque
@ August 2008

p82  p74  p72   p70

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
●
細
川
順
讃

第
１３
回
／
自
己
治
癒
力

（３
）
細
胞
の
設
計
甲
…
遺
伝
子

〓
ｏ
ｏ
３
σ
一ｏ
計
ご

匡
お

ヨ

Ｚ
ｏ
Ｅ
く
ｏ
具
Ｌ
一
ュ
ー
∃
―
ク
で
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
暮
ら
し
●
小
幡
有
樹
子

第
１３
回
／
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ツ
ク
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
エ
フ
¨
エ
リ
ツ
ク
・
レ
シ
ヤ
ソ

薬
に
な
る
野
菜
●
山
村
慎

一
郎

第
８
回

中
に
ん
じ
ん

Ｄ
じ
ん
ペ
ー
の

『プ
ラ
ス
の
健
康
』
●
石
井
仁
平

８
∽＆

風
邪

美
容
ア
ナ
リ
ス
ト
中
村
祐
子
の
し
あ
わ
せ
コ
ス
メ
を
さ
が
し
て
●
中
村
祐
子

第
６
回
／
敏
感
な
唇
に
も
優
し
い
　
ま
る
で
美
容
液
の
よ
う
な
新
リ

ツ
プ
グ

ロ
ス
に

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
く
す
く
子
育
て
日
記
●
倉
田
有
理

第
２３
回

¨
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
は
脳
を
育
て
る

ｚ
ｏ
ご
「２

蚕
計ｏ
〓
ｏ
コ
Ｏ
ｏ
己
ｏ
コ
～
キ
ツ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
む
～

①

畑
の
虫

（自
然
の
相
関
図
）

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
∃
ガ
教
室
へ
よ
う
こ
そ
―
●
森
山
幹
麗

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
ヨ
ガ
の
調
和

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
な
病
院

静
岡
県
磐
田
市

『田

村

歯

科

医

院

』

●
院
長

島
＝

筆
生

新
商
品
情
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一

全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
　
　
　
　
　
　
　
　
．一

一

編
集
室
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・

日
本
Ｃ
ｌ
協
会
の
ご
案
内

Ⅲ

鑢
瘍

儡

鼈
簑 颯 躙 靡 聰 輻 裔

...

● ス タッフ

表紙 デザ イン :〔 イラス ト〕人羽 りゑ

本 文 イラス ト :人 1/1り ゑ  il部友美

〔デザイン〕中小J占貝1

平リトlr蔵/占川育 r 室井さと了
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マクロビオティックの考え方はとてもシンカレで九 玄米菜食を中心として、その土

地で穫れたものを、その旬に食べるだけで魂 化学的で不自然な加工や精製をせ

嗅 自然の恵みをそのまま摂り入れる、日本が古くから大切にしてきた食事法・生活

法であり、それが′さと体の健康を作り、維持できるということなので九 (=食養法)

マクロビオティック実践のため、次の5つの基準を厳守する必要がありま九

食品の品質基準                     ‐‐|..

マクロビオシ ックで使用する食品は、次の品質基準が必要です。

①身土不二の理念から国内産を優先します(地産地消)。

②無農薬有機栽培(自然晨法・オーガニック・有機」AS)に基づいた農産物を基本とします。

③遺伝子組み換え作物は使用しません。

④伝統製法を優先します。

食品の選択基準                       ||
マクロビオティックでは食品を次の基準により選択しています。

①主食は玄米、または分掲き米など全粒に近いものを使用します。

②動物性食品は魚員や小魚にとどめています。

③副食は野菜や海藻豆類を主とします。

④自砂糖、グラニュー糖などの精製糖は使用しません。

⑤安全性・機能性が明確な添カロ物以外は使用しません。

⑥目的に応じて機能性食品を有効に活用します。

食品の摂取基準                ‐|■  ‐
|||・

マクロビオシ ックでは食事の摂取基準を次のようにしています。

①一口ことに最低30回以上咀嘔すること。

②食事の量を腹8分目にすること。

③十分な水分の摂取をすること。

④旬の野菜を摂ること。

蛹 酢 躙 する剛      ‐  ■
| ‐

■

マクロビオシ ックでは次の生活習慣に注意が必要です。

①タバコは禁止されています。

②酒類は健常者に限り、少量が許容されています。

③間食は健常者には許容されますが、量に注意してください。

④睡眠や休息は十分とることが必要です。

⑤毎日、適度な運動をすることが大事です。

■
‐ ‐      

・ |・

マクロピオ粛 ックの料理方法   ‐|‐    ■

マクロビオティックによる調理方法には陰陽をふまえ、以下の基本原則が

あります。(詳 しくはリマ・クッキングスクールで学ぶことができます)

①一物全体を基本に皮をむかずに芯や根も工夫して食べること。

②なるべくゆでこぼさないこと(灰汁を抜かない)。

D● ● ● 00● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 000● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
穀
物
菜
食
を
中
心
と
し
た
「健
康
維
持
、
体
質
改

姜
日、
治
病
」
の
た
め
の
食
事
法
で
す
。
一
九
二
〇
年
以
降
、
日
本
Ｃ
ｌ
協
会
の
創

設
者
で
あ
る
桜
沢
如

一
（
一
人
九
二
～

一
九
六
六
年
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
世

界
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
伝
承
療
法
を
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
理
念
は

変
わ
ら
な
い
が
、
現
代
人
の
生
活
様
式
の
多
様
化
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
、
生
活

環
境
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

以
下
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
し
て
「現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
概
念
を

説
明
し
た
も
の
で
す
。
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マクロビオラ″クの「食による治病」の考え方から症状

別食養マニュアルを紹介いたします。症状別食養マニ

ュアルは当協会が医師、料理講師等の意見を加えて制

作した、食による未病を改善するためのマニュアルで

現 自分の身体は自分で守るというセルフメディケーシ

ョンの考え方が基本で魂

症状と対策

マクロビオティック食事法

。食品の案内

風邪、気管支炎1心疾患、不整脈、

花粉症、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎、

しみ 。そばかす、抜け毛、水虫、いぼ・たこ・魚の日、

肌荒れ、あせも、肝機能、腎臓病、

JF尿時の異常、精力減退、糖尿病、月巴満、痛風、

生理不順、更年期障害、不正出血、予L房の異常、

冷え性、生理痛、月経前症候群、

鼻炎、眼精疲労:いびき1歯周病、回臭・体臭、

口内炎、耳なりヽ|1機t骨粗しょう症、

リウマチ、腰痛、肩こり、
1虚

弱体質、腫瘍、痔疾

ご注文・お問合せはリマの通販まで

フリーダイヤル 0120‐328‐515

00● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 00● 00000● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 00
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)● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

写診輻扮腑絣 赳瘍粽勒炸

恣蝸魃2-ll鰊鰤鰤儡蛹簿
麟 囃鵞   アトピー性皮膚炎はよくなつたり、悪くなつたりを繰り返しながら長期間続く皮膚炎。

症状は痒みのある湿疹が中心で、額、眼や口の周り、唇、耳、首、手足、関節部などに多く現れる。喘息、アレ

ルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎など他のアレルギー疾患が同時に見られることが多い。乳幼児期に始

まつたアトピー性皮膚炎が成人期まで続くこともあり、中には成人になつてから始まる場合もある。

アトピー性皮膚炎の原因となるものとしては、ほこりやダニなどのハウスダスト、スギ・プタクサなどの花

粉、空中のカビ、犬や猫の毛・フケ、住宅建材に使用されている化学物質など、生活環境中の物質が多くあげ

られる。特に乳幼児は牛乳、卵、大豆、そば、小麦粉などの食物がアレルゲンとなることが多い。

でき華藝彗チギf讐羹婁い言夢翼ギユ
ステロイド剤や抗アレルギー剤などの化学薬品は、免疫機能を低下させ、諸臓器の機能障害を招くこともある。

食生活の改善、特に砂糖は症状を悪化させる最大の要因。また、精神的な状態にかなり影響されるので、心を

解放させてあげることが大切。正しいスキンケアを行い、免疫力を向上させて治癒させることが望ましい。
でき華 萎慧ティ奮肛羹婆藝量事 彗

毛董べ墨べ量蓬幸
:二

=|=垂
毒|≡■■ ||=i「 |■ ||ヨ ■■.書      11==■ |=幸■ミ苺

===寺
毒

i三二i・二千i.i=i.■ :三響■■■■111‐ 与■‐■ 111■ ,==七 i lf三 ■■■
=モ

■■■■,■

:■≒二|=:=二 ■■riキil■          |■ :=■it=三 |=言 i■i
l■

=二
■
=■

■■■1:■

春葛、こぼう、ニラ、らつきょう、胡麻、ふのり、梅干、赤味1曽、醤油、よもぎ、自然薯 ‐■■ 11t■ 三|:

書葛、ふのり、胡麻、タンポポ、もやし、大根葉、よもぎ、里芋、人参、人参葉、皮つき八トムギ ■■■■ 二

幸蓮根、蓮の実、自然薯、黒胡麻、黒豆、昆布、ブラウンマッシュルーム ■11■ |■ ■■●■

幸皮つき八トムギ、山芋、かばちゃ、ほうれん草、春菊、せり、玉ねぎ、蓮の実、松の実  …1‐・ |■ ■■11

やなつめの実、ユリ根、ねぎ類、のり、黒胡麻  ■|■ |‖ ‖|‖‖

壽ひじき、わかめ、昆布、のり、青のり、あおさ、あらめ、もずく、山芋  |■ ■|:■ ||

ント鷹…Ⅲ・情 I虻十1当 に動躙 灼 柵醐鰍編鮨 鼎 (おすすめ商品内の左上輻輻蜀 をこ参照ください)

tヰ コ |・ 自律神経、代謝機能を安定化         靱||″ 淑‖Tレ ・免疫力強化
■1lJ,■ ′.― li・ 活性酸素除去            徽辮脚 ・免疫機能の正常化

」11;れ ノ→・■難 ・免疫力強化

分包タイプて携帯に便利 ケール100% 無糖、無添加

■水100m‖こ―包 (2g)の割合で青汁ジユースとして

愛媛大学との共同研究          ●皮膚状態質問紙においては、「痒み
曜重

毎
露賢

取
「ぁ程度ェi殊寛島顧剛i荒れの程度」

は摂取3週日でも有意に改善され

ることが明らかと/Jつた。

皮膚症状のある肌の面積を指標と

する「肌の状態評価」では、6週目以

降12週目までに有機な減少が認め
枠 の撥薦    外聯 な動 の橿魔    属の撻

“
  ら れ た 。

●ケールの摂取は、肌の難治性疾患を持つ人の気分状態を有意に改善させること、
及び皮膚症状を完解させることが判明した。

■,6■ 5■ |■■|  ~1
■開封前賞妹期間 :常温て1年

帯 ―,レ (卿開産)

国―い
爛

絆

ω

ｏ

わ

。

宮革をテ■ii垂 ―す賛薫翁雪康民
ヨ革

=Fiキ
学■■ミまさ颯た有効敏,書再

■沖縄県宮古島にて、農薬を使わすに栽培された

日生要と焙煎大麦を合わせ 飲みやすく仕上げた

■ノンカフェイン

ロ多くの大学や病院が富古ビデンス

ピローサの研究に参力0している

剛附群甲躙 かん|]ぅ茶
|11:|||11■ ■■

'11,421,OFI■ 11

口開封前賞味期間 :常 温て2年

寓謝ビデンスピローサ(タチアワユキセンタングサMMBp―
富古鳥産)、 ショウガ(中国産)、 ォオムギ(国内産)

臨床 データ
 (患者 山0泰● 33歳 女性)

生後1ケ月から乳児脂漏性皮膚炎が発症したため当科受診。

2歳児にアトピー性皮膚炎と診断。

ALAST賦ダニ6+、 マラセチア6+、 ホコリ、スギ5+、 ヒノキ、カンジダ4+。

LGE:11134U/ml各 種治療を行うも軽快せす。

平成14年 11月 8日 皮疹急激悪化のため、かんぼう茶飲用開始、12月 6日軽快傾

向が見られ始めた。

平成15年 1月 28日より顔にビデンスクリーム外用開始。3月 7日顔が軽快した。
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マクロビオティックのエビデンス
EyrDEICE OF MACROβ ′Oπ2υE

リマ・クッキングスクール初級受講者 165名 にアンケートとつた。どんなきつかけでマクロビオ

ティックを始めたのか、始めてどのような変化があつたのかをまとめた。

マクロビオティックの効果が分かる。

1.マクロビオティックを始めた理由 2.マクロビオティックを始めて良かったか

3.マクロビオティックを始めて苦労はあったか 4.病気や持病が改善した

美容・
ダイエット

18%

体力維持
11%

病気・体質の」

改善
12%

【はいの具体例】

理解を得られない

食べるものがない

良い食材が買えない

肉・魚・砂糖が食べられない など

5.睡眠の質が改善された

【はいの具体例】

ぐっすり深く眠れる

時間短縮になった

日覚めが良い

寝付がよくなった など

【はいの具体例】

健康・体調がよい

精神的に良い

治病に良い

食事が良くなった など

【はいの具体例】

アトピー

風邪鼻炎花粉症

生理痛 など

6.疲れが溜まりにくくなった

【はいの具体例】

元気になった

回復が早い

身体が軽くなった など

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ③ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

901イαcrοιJο

`J9“

ι 2008.8



鍮
=

カ ポ 写
:下

アレックルジャッタの玄米手当て法

=: 冬 |

米飴
(Rice Syrup)

使い方
●飲み物やスナックに使うときは小さじ1-大 さじ1位にする。
0も ちやポンセンなどに塗ってスナックにする。
Oバ ンケーキやヮッフルやフライパンで焼いたもちのソースにする時は少々の水やイチゴ、ブル

ーベリーなど果物と混ぜて鍋で弱火で温めて使 うと良い。

封
麒

贔

蓉

了

―
　
一

一般的に多くの薬用効果がある

玄米米飴の形状はハチミツに似ているが、穀物を主体とした濃厚な天然甘味料である。
果物、砂糖、加糖ブドウ糖液糖、蜂蜜などの単糖類より時間をかけてゆっくり消化・吸収され

るので、血糖値に急激な影響を与えない。
料理ではソースの甘味付けなど、また特にデザー トやスナックに多く使われている。
米飴はス トレスや緊張を和 らげる作用があるほか、乾いた咳をするとき、 (内 に籠もったエネ

ルギーの発散)ま た使い方によっては太りすぎの予防、解消にも役立つ。
玄米米飴は麦飴に比べれば下降のエネルギーを持つので風邪、熱、炎症など拡散性の症状のと

きは良いが、腎臓、膀脱、生殖器、骨など下降、収縮のエネルギーの症状には上昇、拡散のエネ
ルギーを持つ麦飴を使うのが好ましい。しかし、麦飴 (炊いた米と発芽した麦で作 られる)は体内で
米飴よりも硬 くなりやすく停滞しやすいので使いすぎないように注意することが大事である。
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・世
界
的
食
糧
危
機

今
春
、
主
要
穀
物
が
劇
的
に

高
騰
し
世
界
的
な
食
糧
危
機
が

ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
米
は
今
年

の
は
じ
め
に
比
べ
価
格
は
３
倍

に
跳
ね
上
が
り
、
小
麦
も
昨
年

に
比
べ
２
倍
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

も
２
年
間
で
２
倍
へ
と
価
格
が

上
昇
し
た
。
世
界
の
穀
物
貯
蔵

量
は
２
０
０
０
年
来
す
で
に
半

分
に
減
少
し
、
世
界
保
健
機
構

に
よ
る
と
今
後
多
く
の
貧
困
と

何
百
万
も
の
飢
死
者
が
出
る
と

推
定
さ
れ
る
。

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
現

は
激
し
い
燃
料
価
格
上
昇
の
影

響
だ
。
農
地
が
燃
料
生
産
の
た

め
の
原
料
を
育
て
る
た
め
に
開

発
さ
れ
る
に
従
い
、
人
間
の
食

べ
る
主
要
穀
物
が
減
少
す
る
。

米
国
で
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原

料
と
し
た
エ
タ
ノ
ー
ル
ブ
ー
ム

は
食
糧
暴
動
を
引
き
起
こ
し
、

メ
キ
シ
コ
で
ト
ル
テ
ィ
ー
ア
の

価
格
が
法
外
に
高
騰
し
た
。
米

不
足
は
香
港
と
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

で
買
い
だ
め
な
ど
の
混
乱
も
ひ

き
起
こ
し
た
。
米
、
麦
を
は
じ

め
と
す
る
食
糧
不
足
に
よ
る
暴

力
が
エ
ジ
プ
ト
、
ハ
イ
チ
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
象
牙
海
岸
、
モ
ー

リ
タ
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
イ
エ
ー
メ
ン
、

タ
イ
、
イ
ン
ド

不ヽ
シ
ア
、
イ
タ

リ
ア
な
ど
で
起
こ

っ
て
い
る
。

気
候
の
変
化
も
ま
た
穀
物
収

穫
減
少
の
要
因
で
あ
る
。
今
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
米
の
収

穫
は
ほ
ぼ
壊
滅
的
で
あ
る
。
６

年
来
の
干
ば
つ
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
全
国
土
の
“
％
に
も
及
ぶ

収
穫
減
と
な
る
。

南
半
球
で
は
最
大
手
の
デ
ニ

リ
キ
ン
製
粉
所
は
閉
鎖
さ
れ
２

千
万
も
の
人
は
他
で
食
糧
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
科

学
者
い
わ
く
、
こ
の
長
引
く
日

照
り
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

あ
り
、
こ
の
傾
向
は
い
ず
れ
地

球
の
他
の
場
所
に
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
あ
る
。

米
の
問
題
は
輸
出
量
の
不
足

で
あ
る
。
そ
れ
は
米
の
∞
％
が

生
産
さ
れ
る
場
所
で
消
費
さ
れ

て
し
ま
う
か
ら
だ
。
ほ
ん
の
１０

％
だ
け
が
世
界
の
市
場
に
出
回

る
。
そ
し
て
他
の
商
品
の
よ
う

に
投
資
者
に
よ
る
貯
蓄
や
投
機

と
し
て
扱
わ
れ
や
す
い
。
こ
の

大
規
模
な
経
済
的
天
候
下
に
お

い
て
、
微
小
な
経
済
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
に
加
え
、
国

の
政
策
や
報
道
関
係
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
２
つ
の

原
因
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
有

機
農
法
と
従
来
の
農
法
に
関
し

て
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
人

間
が
食
べ
る
植
物
よ
り
も
飼
料

と
し
て
動
物
が
食
べ
る
植
物
が

世
界
的
食
糧
不
足
、
天
候
異
常
、

環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な

っ
て
い
る
と
い
つヽ
こ
と
だ
。

兼
業
農
家
は
健
康
的
な
野
菜

を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ

り
生
産
的
、
合
理
的
な
農
業
方

法
で
あ
る
。
最
近
の
ア
メ
リ
カ

の
調
べ
で
は
ほ
と
ん
ど
化
学
物

ll o Macrobiotisue 2008. 8



質
を
使
用
し
な
い
で
野
菜
を
４

エ
ー
カ
ー
の
畑
で
作
る
農
家
は

１
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
平
均
１
４

０
０
ド
ル
の
利
益
が
あ
る
の
に

対
し
１
３
６
４
エ
ー
カ
ー
の
農

家
は
１
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
”
ド

ル
の
利
益
し
か
な
い
こ
と
が
わ

か

っ
た
。
過
去
に
お
い
て
大
農

家
は
こ
の
格
差
を
大
量
な
生
産

物
で
補

っ
て
い
た
。
し
か
し
石

油
と
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ジ
ー
ゼ
ル

燃
料
の
高
騰
で
農
家
は
遠
距
離

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
野
菜
を
運
ぶ

こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
た
。

動
物
の
飼
料
を
減
ら
す
こ
と

は
他
の
ど
ん
な
政
策
よ
り
も
食

糧
危
機
に
有
効
な
の
で
あ
る
。

人
間
が
食
べ
る
穀
物
や
豆
や
野

菜
を
作
る
の
に
比
べ
動
物
に
食

べ
さ
せ
る
飼
料
を
作
る
の
は
１０

倍
か
ら
”
倍
も
の
土
地
を
使
う
。

食
糧
農
業
機
構

（Ｆ
Ａ
Ｏ
）

の
最
近
の
報
告
に
よ
る
と
耕
作

可
能
な
地
球
上
の
土
地
の
２６
％
、

つ
ま
り
約
１
／
３
を
動
物
の
飼

料
用
と
し
て
使

っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
人
間
が
使
う
水
の

８
％
を
動
物
の
飼
料
用
の
灌
漑

用
水
と
し
て
い
る
こ
と
が
水
質

汚
染
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
抗
生
物
質
、
ホ
ル
モ

ン
剤
、
農
薬
、
化
学
肥
料
、
な

ど
を
含
む
動
物
の
糞
や
牧
場
廃

棄
物
な
ど
も
同
様
に
深
刻
な
水

質
汚
染
源
と
な
る
。

今
後
、
動
物
食
に
関
し
て
は

特
別
な
課
税
を
し
、
そ
の
収
益

の

一
部
を
従
来
の
農
法
か
ら
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
法
に
変
え
る
人

へ
の
援
助
に
回
す
こ
と
や
、
穀

物
菜
食
を
ベ
ー
ス
と
し
た
食
育

の
充
実
、
汚
染
さ
れ
た
飼
料
用

農
地
の
改
善

へ
の
使
用
、
ま
た

食
べ
物
、
千
不
ル
ギ
ー
、
天
候

異
常
の
影
響
の
被
害
に
遭
遇
し

て
い
る
人
た
ち
の
実
際
の
救
援

に
使
う
な
ど
の
新
た
な
取
り
組

み
が
早
急
に
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

● PROF:LE
アレックス・ジャック
過去る年間の講演、書籍、個人カウンセリングを通じて、アレックス ジャックは多くの個人や家族を健康と
幸せに導いてきた。これまで、ベトナム戦線でのレポーター、イーストウェストジャーナル編集長、クシ学園の
総支配人兼講師、ワンピースフルワールドのディレクターなどとして活躍。現在、プラネタリーヘルス代表、米
と主要食物を遺伝子組み換えから守るアンバーウェイブネットワーク代表として世界中で講演活動を行なう。
現在、アメリカ、ニューイングランドのパークシャーの美しい山の中で家族とともに暮らす。
アレックスの書書

“ガンを防ぐ食事法"、 “マクロビオティック健康法"、 (久司道夫共著)、マクロビオティック料理法 (ア ベリーヌ・
久司共著)、“モーツァルトの影響"(ドン・キャンベル共著)ハムレット生帥 年記念新書をはじめとする数々
の本を世に送り出している。
アメリカ国内はもとより、日本、中国、ロシアほか多くのヨーロッパの国々で講演を行い、彼の本は何ヶ国隔
にも翻訳されている。
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鮨
・・・

塩
は
何
か
ら
作
る
の
？

日
本
で
は
、
塩
は
海
水
か
ら
作
る
も
の

ま

っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
世
界
的

卜見
る
と
、
陸
か
ら
採
り
出
す
塩
が
意
外

い
ん
で
す
ね
。
ま
た
、
市
販
の
塩
の

は
、
な
ん
と

″塩
か
ら
作
る
塩
″
だ

て
、
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
つ

の
原
料
は
、
商
品
に
書
く
こ
と
が
義

け
ら
れ
て
い
る
表
示
で
簡
単
に
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
一
括
表
示
の
原

材
料
名
欄
を
見
て
く
だ
さ
い
。
食
用
塩
公

正
競
争
規
約
が
徹
底
す
れ
ば
、
「海
水
」
、

「海
塩
」
、
「天
日
海
塩
」
ま
た
は

「天
日
塩
」
、

「岩
塩
」
、
「
湖
塩
」
、
「
天
日
湖
塩
」
の
ど

れ
か
、
ま
た
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
書
か

れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

一
　

海
水
…
…
海
に
面
し
た
国
の
多
く
は
海

水
か
ら
塩
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
昭
和
四
六
年
の
塩
田
廃
上
に
よ
っ
て
、

そ
の
ま
ま
売
ら
れ
る
ほ
か
、
他
の
塩
の
原

料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
メ
キ

シ
ヨ
や
オ
■
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
雨
の
少
な

い
乾
燥
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
規
模
に
大
量

に
生
産
さ
れ
た
天
日
塩
は
、
日
本
に
も
た

く
さ
ん
輸
入
さ
れ
、
精
製
塩
や
再
製
自
然

塩
の
原
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
塩

。
地
下
塩
水
…
…
岩
塩
は
、
地
殻

変
動
で
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
内
海
が
干
上
が

っ
て
地
中
に
埋
も
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
の
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
層

を
掘
り
出
し
て
粉
砕
す
る
か
、
水
を
注
ぎ

入
れ
て
溶
か
し
た
塩
水
を
汲
み
上
げ
て
再

結
晶
化
し
ま
す
。
地
下
塩
水

（塩
泉
水
や

塩
井
水
）
は
、
土
の
中
の
岩
塩
が
地
下
水

で
溶
け
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど

れ
も
、
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

湖
塩

・
塩
湖
水
…
…
塩
湖
は
、
岩
塩
が

雨
水
や
地
下
水
で
溶
け
て
湖
に
な
っ
た
も

の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
干
上
が
っ
た
湖

塩
を
採
集
し
て
粉
砕
す
る
か
、
塩
湖
水
か

ら
製
塩
し
ま
す
。
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
い
し
く
て
体
に
良
い
塩
を
作
る
に
は
、

ど
ん
な
原
料
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
ズ
バ
リ
海
水

一
〇
〇
％
で
す
。
岩

塩
も
塩
湖
水
も
大
本
を
た
ど
れ
ば
海
水
で

す
が
、
そ
れ
が
で
き
る
途
中
で
ミ
ネ
ラ
ル

が
除
か
れ
た
り
、
溶
岩
な
ど
が
混
じ
り
込

ん
だ
り
し
て
、
海
水
と
は
大
き
く
異
な

っ

た
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
な

っ
て
い
る
の

で
す
。

地
球
の
生
命
が
誕
生
し
た
海
水
に
は
、

生
き
物
に
と

っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
不ヽ
シ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
、
鉄
、
銅
、
亜
鉛
、
マ
ン
ガ
ン
な
ど

の
少
量
微
量
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
適
度
に
、
バ

ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

海
水

一
〇
〇
％
を
直
接
原
料
に
す
る
の
が

ベ
ス
ト
な
ん
で
す
ね
。

な
お
、
海
水
を
原
料
に
し
さ
え
す
れ
ば

良
い
塩
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

製
法
も
問
題
に
な
り
ま
す
。
原
料
と
製
法

の
両
方
が
そ
ろ
っ
て
良

い
塩
が
で
き
る
の

で
す
。
　
　

　
　

　
　

　
　

（
つ
づ
く
）

NPO法人

日本食用塩研究会

村上 譲顕

酬̈
蛹の真ん中で、
『塩』の大切さに気づくこと。

それはそのまま          ・ .

生活のクオリティ。           ‐

『塩』を中心にさまさまな商品開発に取り組んでいます。

■ニレ悪 ]L・ ● ●111二 |〕::L‐ 幽 Dli口嗜
=輛

球に優しい

回圃 一一̈“一一一一〕】一一

，Φ
砦

…

E=●
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DI

古 ｀に、

■・・` ヽ

「1然海r_海の精  ソルトdcはみがき  CI)しおのみち

0海 の精株式会社

〒160-0023東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 7‐ 229
丁el.03-3227-5601 Fax.03-3227-5602
www umlnosel com
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赳躙 I   R彗睾
　
、

一
〓

　

●

〓輪

一

言鼈魃警熙f炉

冷
房
に
よ
る
冷
え
の
ぼ
せ
に
注
意

夏
バ
テ
の
本
当
の
原
因
は
、
暑
さ
よ
り

「冷
え
」
に
あ
る
の
で
す
。
そ
の
主
な
要

因
は
ク
ー
ラ
ー
の
冷
気
で
す
。
冬
は
寒
さ

に
対
す
る
冷
え
対
策
は
万
全
な
の
に
、
夏

は
無
防
備
で
出
か
け
る
こ
と
が
多

い
と
思

い
ま
す
。
列
車
や
バ
ス
、
オ
フ
ィ
ス
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
い
た
る
所
で
空
調
が
効

き
す
ぎ
て
、
夏
ほ
ど
身
体
が
冷
気
に
さ
ら

さ
れ
る
機
会
が
多

い
の
で
す
。

お
風
呂
の
お
湯
が
冷
め
る
と
冷
た
い
水

が
底
に
溜
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
、
冷
え
た

空
気
も
部
屋
の
底
部
に
た
ま
り
人
間
の
足

腰
を
冷
や
し
て
い
き
ま
す
。
足
腰
が
冷
え

る
と
、
足
先
で
冷
や
さ
れ
た
血
液
は
時
間

と
共
に
心
臓
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

時
に
お
腹
の
中
心
部
を
冷
や
し
て
し
ま
う

こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。
人
間
は
健
康
な

状
態
の
時
は
、
お
腹
の
中
心
が
温
か
く
、

皮
膚
表
面
が
冷
た
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
お
腹
が
冷
え
る
と
、
熱
は
居

場
所
が
な
く
な
っ
て
皮
膚
表
面
に
逃
げ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
が
ほ
て
り
の
状
態
で
す
。

手
先
、
足
先
が
か
っ
か
し
て
ほ
て
る
原
因

は
熱
で
は
な
く
、
実
は
冷
え
な
の
で
す
。

冷
た
い
氷
水
に
手
を
つ
け
た
後
、
手
が
ほ

て
る
の
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
冷
え
て
縮
ん
だ
血
管
が
、
逆
に

身
体
を
温
め
る
た
め
に
拡
張
し
、
血
液
を

急
速
に
流
し
込
む
の
で
身
体
が
ほ
て
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ほ
て
り
が

出
る
時
は
身
体
が
冷
え
て
い
る
状
態
と
捉

え
て
く
だ
さ
い
。

頭
痛
や
肩
凝
り
、
不
眠
症
に

ま
た
、
足
腰
が
冷
え
る
と
身
体
の
熱
は

上
半
身
の
方
に
逃
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一肩
や
頭
に
熱
が
こ
も
っ
て

「冷
え

の
ぼ
せ
」
の
状
態
と
な
り
、
の
ど
の
渇
き

や
一肩
凝
り
、
首
の
凝
り
な
ど
の
症
状
が
出

や
す
く
な
り
ま
す
。
の
ぼ
せ
た
状
態
や
ほ

て
っ
た
状
態
の
時
に
は
、
冷
た
い
飲
み
物

や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
氷
菓
子
が

食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ

う
な
も
の
を
摂
る
と
益
々
足
腰
や
内
臓
が

冷
え
る
の
で
完
全
な
冷
え
性
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
人
間
の
健
康
的
な
熱
の
バ
ラ

ン
ス
と
は
、
足
腰
が
温
か
く
、
上
半
身
が

や
や
冷
え
て
い
る
状
態
で
、
こ
れ
を

「頭

寒
足
熱
」
と
い
い
ま
す
。

「冷
え
の
ぼ
せ
」
の
状
態
を
放
置
し
て

お
く
と
、
一肩
か
ら
首
の
血
液
の
う

っ
血
状

態
か
ら
頭
に
新
鮮
な
血
液
が
供
給
さ
れ
ず
、

酸
素
不
足
が
お
き
、
老
廃
物
が
蓄
積
す
る

た
め
、
頭
痛
や
耳
鳴
り
、
眼
精
疲
労
な
ど

の
症
状
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
脳
の
血

管
が
も
ろ
い
状
態
の
時
に
、
長
時
間
に
わ

た
り
脳
に
う

っ
血
が
あ
る
と
脳
梗
塞
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
脳
梗
塞
の
方
に

共
通
す
る
の
は
、
足
が
冷
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
足
先
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
温
め

て
あ
げ
る
と
脳
の
血
液
循
環
が
よ
く
な
り

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
近
激
増
し
て
い
る
不
眠
症
の
ト
ラ
ブ
ル

も
原
因
は

一
緒
で
す
。
夜
眠
る
と
き
に
は
、

通
常
は
脳
の
血
液
が
下
半
身
に
降
り
て
行

き
、
脳
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
と
い
つ
て
脳
内

温
度
が
２
、
３
度
下
が
る
と
眠
く
な
る
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
冷
え
の
ぼ
せ
が
続
く
と

脳
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
が
で
き
ず
、
夜
眠
れ

な
い
と
い
う
夏
バ
テ
特
有
の
症
状
を
招
き

夏
バ
テ
の
原
因
と
対
策

夏
バ
テ
特
有
の
症
状
と
し
て
は
、
き
つ
さ
や
だ
る
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
欲
不
振
な
ど

の
胃
腸
の
疲
れ
や
、
自
律
神
経
の
疲
れ
か
ら
不
眠
症
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
夏
バ
テ
の
原
因

と
は

一
体
何
で
し
ょ
う
。

ム
ス
ビ
の
会
主
宰

フ
ー
ド
ア
ン
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

¨
冊
鼎
齢
　
薔
曇
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ほてり

冷えのぼせ|の症状 頭痛、耳鳴り、

眼精疲労、不眠症、

脳梗塞 (脳のうつ血状態)

↑

肩・首のコリ

↑

(気血上昇)

↑

胃腸を冷やす

↑

子宮を冷やす
‐
 .

(冷えた血液)

↑     ‐

足腰を冷や―す

↑
■|■|■    ‐‐..‐ |

クーラーの冷気

冷
「え
で
気
血
上
昇

燿

冷
え
の
ぼ
せ

冷え

奮闊 抒

警躙
鰤
斬
顆
機
ｗ
自
〓

警

は
町
讐
毛

Ⅷ

讐
鮨

蟻

灌

●

砕
　

　

郷
腑轟鰤鰊鏃笏

や
す
い
の
で
す
。
不
眠
症
の
方
は
寝
る
前

に
足
湯
や
半
身
浴
で
足
腰
を
温
め
る
と
頭

寒
足
熱
状
態
に
一戻
り
、
眠
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。

婦
人
科
系
や
出
産
の
ト
ラ
ブ
ル
に

ま
た
、
足
先
で
冷
や
さ
れ
た
血
液
は
お

腹
の
中
心
に
あ
る
子
宮
を
冷
や
し
な
が
ら

心
臓
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
子
宮
が
冷
え

る
と
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
子
宮
内
膜

症
や
生
理
痛
、
生
理
不
順
な
ど
の
婦
人
科

系
の
ト
ラ
ブ
ル
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

冷
え
が
ひ
ど
く
な
る
と
血
液
が
固
ま
り
や

す
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
子
宮
筋
腫
や
子

宮
が
ん
な
ど
を
招
い
た
り
、
不
妊
症
の
原

因
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。
子
宮
の
壁
面

が
冷
え
る
と
氷
の
壁
面
の
よ
う
に
な
り
、

排
卵
さ
れ
た
卵
子
は
居
心
地
が
わ
る
く
て

氷
の
壁
面
を
す
べ
り
落
ち
る
よ
う
に
流
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
反
対
に
子
宮
を
温
め
て

あ
げ
る
と
卵
子
は
居
心
地
が
よ
く
な
っ
て

着
床
で
き
る
の
で
す
。

問
題
は
妊
娠
中
の
冷
え
で
す
。
足
腰
で

冷
や
さ
れ
た
血
液
や
体
液
は
、
赤
ち
ゃ
ん

が
十
月
十
日
育
つ
羊
水
の
温
度
を
下
げ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
羊
水
温
度
が
下
が
る

と
赤
ち
ゃ
ん
は
北
極
海
を
寒
い
寒
い
と
い

つ
て
泳
い
で
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
羊
水
温
度
が
適
切
で
あ
れ
ば
、
赤
ち

や
ん
は
ハ
ワ
イ
の
海
を
心
地
よ
く
泳
い
で

150 Mα
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生
ま
れ
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
羊

水
温
度
の
低
下
に
よ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
新

陳
代
謝
能
力
が
悪
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、

未
熟
児
の
傾
向
が
出
て
き
ま
す
。
低
体
温

で
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
胃
腸
の
発
達
が

未
熟
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
傾
向
を
招
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
力
の
低
下

か
ら
感
染
症
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
早
産
の
原
因
も
、
羊
水
環
境
が
悪
く

て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
我
慢
で
き
な
く
て
生
ま

れ
出
て
く
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

胃
腸
病
や
自
律
神
経
の
ト
ラ
ブ
ル
に

お
腹
の
中
心
に
は
胃
腸
が
あ
り
ま
す
。

足
腰
の
冷
え
は
同
時
に
胃
腸
の
冷
え
を
招

き
ま
す
。
胃
腸
が
冷
え
る
と
消
化
管
酵
素

や
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
り
、
消
化

不
良
や
下
痢
、
軟
便
、
腹
痛
、
食
欲
不
振

の
状
態
に
な

っ
た
り
、
ひ
ど
く
な
る
と
痩

せ
の
大
食
い
の
傾
向
を
招
い
た
り
も
し
ま

す
。
消
化
管
の
酵
素
や
ホ
ル
モ
ン
は
体
温

と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
す
。
平
熱

は
３６

・
５
℃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
体

温
が
１
度
低
下
す
る
と
酵
素
や
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
は
Ю
％
も
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
胃
腸
が
冷
え
た
状
態
で
は
消
化

酵
素
や
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
が
う
ま
く
働
け

ず
、
消
化
不
良
や
食
欲
不
振
な
ど
の
症
状

が
起
き
る
の
で
す
。
慢
性
的
は
胃
腸
の
冷

え
か
ら
、
食
べ
て
も
太
れ
な
い
と
い
う
痩

Macrobiotique 2008. 8 O l6

胃 腸 の冷 え

消化不良、下痢、

軟便、腹痛、

食欲不振、

痩せの大食い、

アレルギー、

自律神経のトラブル

赤ちゃん

未熟児

早産

アレルギー

お腹の冷えのトラブル

子宮の冷え

生理通

生理不順

子宮内膜症

不妊症

子宮ガン

子宮筋腫

蒙
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せ
の
大
食
い
状
態
や
食
べ
物
が
う
ま
く
消

化
で
き
な
い
ア
レ
ル
ギ
ー
の
傾
向
を
招
い

て
し
ま
う
の
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
人
間
の
身
体
は
自
律

神
経
が
働
い
て
常
に

一
定
の
状
態
に
保
た

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
多
少
冷
え
て
も
、

体
温
は
ま
た
す
ぐ
に
元
に
戻
る
の
が
普
通

な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
自
律
神
経
の
働
き

は
、
冷
え
過
ぎ
た
り
、
食
べ
過
ぎ
た
り
、

不
規
則
な
生
活
が
続
い
た
り
、
ス
ト
レ
ス

に
さ
ら
さ
れ
た
り
す
る
と
乱
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
我
々
を
取
り
巻
く
現
代
の
生
活

環
境
の
問
題
が
重
な
り
合

っ
て
冷
え
を
助

長
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
頑
固

な
冷
え
や
血
行
不
良
を

「が
血
」
と
呼
ん

で
、
身
体
の
病
的
な
状
態
と
し
て
東
洋
医

学
で
は
と
ら
え
ま
す
。
血
液
は
体
温
が
低

下
す
る
ほ
ど
に
粘
り
を
増
し
て
、
流
れ
が

悪
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

血
液
の
循
環
が
滞
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
細
胞
の
機
能
が
低
下
し
、
コ
リ

や
だ
る
さ
、
痛
み
が
起
き
た
り
、
抵
抗
力

を
落
と
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ

に
冷
え
は
万
病
の
元
な
の
で
す
。

梅
醤
番
茶
や
葛
で
冷
え
改
善

こ
の
冷
え
バ
テ
の
改
善
に
は
梅
醤
番
茶

が
お
す
す
め
で
す
。
梅
醤
番
茶
の
塩
分
補

給
作
用
と
血
行
促
進
作
用
に
よ
り
、
全
身

の
血
液
循
環
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
の
紫
外
線
に
よ
っ
て
体
内
に
生
じ
た
疲

労
物
質

（乳
酸
）
を
分
解
す
る
ク
エ
ン
酸

を
豊
富
に
含
む
た
め
、
夏
バ
テ
特
有
の
倦

怠
感
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
塩
分
補

給
に
よ
り
、
胃
腸
の
働
き
の
低
下
に
よ
る

食
欲
不
振
も
改
善
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

炎
天
下
で
の
農
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合

に
は
、
汗
で
塩
分
が
失
わ
れ
る
の
で
、
梅

酢
を
５
～
６
倍
に
薄
め
た
梅
酢
ド
リ
ン
ク

を
持
ち
歩
く
と
、熱
中
症
や
脱
水
症
状
（脱

塩
症
状
）
の
予
防
に
な
り
便
利
で
す
。

自
律
神
経
の
調
整
役
と
し
て
は
、
葛
が

お
す
す
め
で
す
。
葛
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド

（ダ
イ
ゼ
イ
ン
）
に
は
血
管

の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
血
液
の
流
れ
を
良
く

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
一肩
や
首
の
血
管

が
拡
が
る
と
う

っ
血
状
態
が
解
消
さ
れ
て

楽
に
な
り
ま
す
。
一肩
、
首
の
血
流
が
改
善

す
る
と
脳
に
新
鮮
な
酸
素
を
含
む
血
液
が

供
給
さ
れ
る
た
め
、
頭
痛
や
不
眠
症
、
う

つ
病
な
ど
の
症
状
が
改
善
さ
れ
ま
す
。
葛

は
天
然
の
精
神
安
定
剤
や
睡
眠
導
入
薬
と

し
て
働
く
の
で
す
。
葛
に
は
ま
た
、
お
腹

の
中
心
部
を
温
め
る
働
き
と
、
血
液
を
足

腰
中
心
に
循
環
さ
せ
る
求
心
的

（陽
性
）

な
働
き
も
あ
り
、
冷
え
の
ぼ
せ
や
胃
腸
病
、

婦
人
科
疾
患
の
改
善
に
効
果
的
で
す
。
葛

を
溶
き
入
れ
た
葛
梅
醤
番
茶
も
夏
バ
テ
対

策
に
お
す
す
め
で
す
。

＝

一一
　
航
Ｌ
讐
χ

伝
統
的
な
和
菓
子
や
根
菜
類
を
活
用

里
ゴ̈
マ
に
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
て
自
律
神
経
を
安
定
さ
せ
る
力
が
あ
り

ま
す
。
玄
米
の
米
ぬ
か
成
分
の
中
の
ガ
ン

マ
ー
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
と
い
う
成
分
に
も
天

然
の
精
神
安
定
作
用
が
あ
る
の
で
、
玄
米

と
ゴ
マ
塩
の
組
み
合
わ
せ
は
、
冷
え
の
ぼ

せ
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
態
の
改
善

に
は
ビ

ッ
タ
リ
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。
ゴ

マ
と
葛
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
マ
豆
腐
な
ど

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
寒
天
に
は
皮
膚
表
面

の
ほ
て
り
を
取
り
除
き
、
お
腹
の
中
心
部

を
温
め
る
と
い
う
働
き
が
あ
る
た
め
、
暑

さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
夏
場
に
と
こ
ろ
て

ん
や
水
菓
子
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
葛
や
寒
天
、
黄
な
粉
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
の
が
日
本
の
伝
統
的

な
和
菓
子
で
す
。
油
や
白
砂
糖
を
多
用
し

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
洋
菓
子
か

ら
、
低
糖
分
の
和
菓
子
に
切
り
替
え
る
だ

け
で
も
体
調
が
よ
く
な

っ
て
い
く
で
し
ょ

「ヽノ。漢
方
で
は
冷
え
か
ら
く
る
血
行
不
良
の

は
ち
，
つ
たっ
き
と
う
　
　
　
し
？
つせ
ん
だ
いはう

改
善
に
「補

中

益
気
湯
」
や

「十
全
大
補

湯
」、
「六
君
子
湯
」
、
「人
参
栄
養
湯
」
な

ど
、
い
ず
れ
も
高
麗
人
参
を
配
合
し
た
漢

方
薬
を
用
い
ま
す
。
高
麗
人
参
に
は
衰
え

た
胃
腸
の
働
き
を
活
発
に
し
、
消
化
酵
素

や
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
刺
激
し
て

一ｍ
・詈蟄
財
饉

隋
聰
牌

警
■
働

=

夕l業明治15年

大自然の恙みを

人にやさいヽ

エネルギーに 株 式 会 社 】〕llギた 4ニ キス

〒455-0836名 古屋市港区新木屋 3318
TEL.052-303-4147
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消
化
吸
収
力
を
高
め
、
千
不
ル
ギ
ー
の
生

産
力
を
増
し
て
体
を
温
め
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
剤
を
補
気
薬
と
い

い
、
西
洋
薬
の
消
化
薬
と
は
全
く
違

っ
た

働
き
を
し
ま
す
。
根
菜
類
全
般
に
も
補
気

薬
的
な
働
き
が
あ
り
、
植
物
が
太
陽
光
線

で
発
電
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
デ
ン
プ
ン
や

オ
リ
ゴ
糖
と
し
て
凝
縮
さ
れ
て
蓄
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
煮
締
め
て
食
べ
る
と
、
身
体

を
温
め
、
気
血
を
下
半
身
に
下
げ
る
頭
寒

足
熱
の
状
態
に
戻
し
て
く
れ
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
で
は
、
ご
ぼ
う

や
人
参
、
蓮
根
を
味
噌
と

一
緒
に
炒
り
上

げ
た
鉄
火
味
噌
や
タ
ン
ポ
ポ
の
根
を
配
合

し
た
タ
ン
ポ
ポ
コ
ー
ヒ
ー
、
葛
の
根
を
く

だ
い
た
で
ん
ぷ
ん
を
冷
た
い
水
と
寒
風
で

さ
ら
し
て
作

っ
た
葛
粉
な
ど
が
冷
え
の
改

善
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
頭
の
上
の
方
に
で

き
る
果
物
や
砂
糖
な
ど
の
遠
心
力
（陰
性
）

の
強
い
食
べ
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
冷
え
の

ぼ
せ
の
傾
向
が
強
く
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
下
半
身
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
、

薄
着
は
せ
ず
、
腹
巻
き
や
膝
掛
け
、
厚
手

の
ソ
ッ
ク
ス
、
室
内
履
き
な
ど
冷
房
に
よ

る
冷
え
の
対
策
も
必
要
で
す
。
シ
ャ
ワ
ー

で
は
皮
膚
表
面
し
か
温
ま
ら
ず
、
毛
穴
が

閉
じ
て
、
冷
気
が
外
に
抜
け
な
く
な
る
の

で
、
お
風
呂
で
し
っ
か
り
温
ま
っ
て
く
だ

さ
い
。
漢
方
入
浴
剤
や
良
質
の
塩
を
入
れ

た
お
風
呂
で
ゆ
っ
く
り
と
身
体
を
温
め
る

と
冷
え
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

鐵当測ン『 鰺1当.1は電怒鰈で
'佛

‐‐,魃
頭寒足熱と

鐵酢
食べ物

7愈‐
陽性

気
血
上
昇
＝
冷
え
の
ぼ
せ

薫

天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
も
の

果
物
、

砂
糖
な
ど

地
中
に
向
か
っ
て
伸
び
る
も
の

一「　　　・・・　　　　・　・・・・・　　　　・・

気
血
を
下
げ
る
卜
頭
寒
足
熱

地大 愧―

高麗人参

葛

たんぽぽの根

根

菜
類

螺麗疑糞第

1量

獄 ]
※澤轟品JIli:][t,だよ

●PROF:LE
おかべ・けんじ

、 1961年生まれ。日本玄米正食研究所所長。

長ヽ軍脚議″i眈全、てレリリヵ社会とダ
|イ エット食品」をテーマに研究。日本の伝統食が最高のダイエ

|ッ ト食と気づいた後、正食と出会い松岡四郎先生 (正食協会

,解書『らぼ騒Z2Fl魂警fF鰊戦:電屋
/ 年福岡県の日舎に移り住み、日本玄米正食研究所を開設。農

業の勉強のかたわら、マクロビオティックの講演や健康指導で
全国を回つている。趣味は畑仕事。2∞5年『ムスビの会』を
発足し、2006年より、セミナーハウス「四季の舎ながいわ」
を開校。著書に「マワリテメクル小宇宙～暮らしに活かす陰陽
五行」(ムスビの会)。
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Macroblotic Fac‖ itator

大地の恵みと食卓を

むすび続けて

鬱
40年

懇

珈蝙轟

囲 L・」―繊

霰暉プリ寧ν繁スクだわの敗カ
f5年ぶりの新刊ノノ   魃

1965年桜沢里真先生が創立以来、43年の歴史と信頼を持つ

リマ・クッキングスクールのレシピを本にしました。

初級と中級のレシピをカラー写真とともに紹介します。

2008年げ]からの講座で実際に教材として使用するものです。
マクロビオティックの基礎を学びたい方、

軽去リマ・クッキングスクールを修了された方も復習としてどうぞ。

馘
=障″夕p′″笹里留4
L′ Bθθ力発行:督翼蟹11,1鷺1119肥

輸

お問い合せ先 日本Ci協会
〒151‐0065東京都渋谷区大山町11‐ 5 TEL.03‐ 3469-7631 Fax.03‐ 3469-7635ホームベージー w.c卜 kyokai.jp
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90年前のスペイン風邪では6億人が感染した(近未来予測研究所より)ジャーナリスト/上部 一馬

今
、
人
類
は
史
上
最
大
の
危
機
に
局
面

し
て
い
る
。
Ｈ
５
Ｎ
ｌ
型
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
い
つ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク

（世
界
的

人
流
行
）
を
引
き
起
こ
し
て
も
お
か
し
く

な
い
な
い
か
ら
だ
。
本
来
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
鳥
か
ら
鳥
に
し
か
感
染
し
な

い
。
し
か
し
、
遺
伝
子
を
組
み
替
え
、
人

間
に
感
染
、
さ
ら
に
短
期
間
に
空
気
感
染

に
よ
っ
て
全
世
界
に
感
染
、
拡
大
す
る
可

能
性
が
高
く
な

っ
て
き
た
の
だ
。
未
曾
有

の
人
惨
事
が
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
る

と
孝
え
て
い
い
。

事
実
、
今
年
に
入

っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
報

道
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
こ
の
Ｈ
５
Ｎ
ｌ
型
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
を
２
日
連
続
で

放
映
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
１
昨
年
５
月
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
で
４
家
族

６
人
が
感
染
、
数
日
後
５
人
が
窒
息
死
し

た
事
件
か
ら
始
ま
る
。

∞
年
５
月
現
在
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
確
認
し
た

感
染
者
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー
３
３
人
、

ベ
ト
ナ
ム
ー
０
６
人
、
中
国
∞
人
な
ど
合

計
３
８
３
人
が
感
染
、
２
４
１
人
が
死
亡
。

実
に
致
死
率
６２
％
の
猛
威
だ
。

す
で
に
２
０
０
６
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界

保
健
機
構
）
は
、
「世
界
で
最
悪
１
億
人

以
上
が
死
亡
、
も
は
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
必
ず
起
こ
る
。

問
題
は
い
つ
起
こ
る
か
だ
」
と
全
世
界
に

警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
の
だ
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
３
２
０
０
万
人
が

感
染
、
致
死
率
２
％
で
６
４
万
人
が
死
亡

す
る
と
発
表
し
た
。

し
か
し
、
国
立
感
染
症
研
究
所
の
田
代

真
人
部
長
は
、
「
２
カ
月
で
３
０
０
０
万

人
が
感
染
、
最
悪
で
数
百
万
人
が
死
亡
、

経
済

・
社
会
機
能
の
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
る

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
警
告
す
る
。
専
門
家
の
間
で
は
、

も

っ
と
高
い
数
字
が
弾
き
出
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
れ
ば
、
ま
さ
に

社
会
は
パ
ニ
ッ
ク
、
病
院
に
は
人
が
殺
到
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
流
通
も
混

乱
、
食
糧
は
手
に
入
ら
ず
、
電
車
や
バ
ス

も
止
ま
る
。
街
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
遺
伝
子
を
進
化
さ
せ
、
人
型
に
近
づ

い
て
お
り
、
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
し

か
な
い
と
い
う
の
だ
。

∞
年
一則
、
ス
ベ
イ
ン
風
邪
で
６
０
０
０

万
人
～
８
０
０
０
万
人
が
死
亡
し
た

こ
う
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
１
９
１
８

年
に
も
あ

っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流

行
、
半
年
で
６
億
人
前
後
が
感
染
、
６
０

０
０
万
人
～
８
０
０
０
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
。
」ヽ
の
時
の
世
界
人
日
は
１８
億
人
だ
。

６
億
人
が
感
染
し
た
の
だ
か
ら
、
感
染
率

は
実
に
認
％
だ
。
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日本
20041～ 2山 口、大分、京都(家きん)

20071～ 2宮崎、岡山(家きん)

20084～ 5青森、秋田、北海道(野鳥)

鳥インフルエンザ (H5Nl)発生国及び人での発症事例 (2003年 11月 以降)

注2)上国のうち、モンゴル、イタリア、プルガリア、ス●ベニ
ア、ギリシヤ、オーストリア、ス●パキア、スイス、スウェーデ
ン、ポスニアヘルツェゴビナ、スベインは野■からの検出。

フ諄 ナフアツ ロ
コートシ・ホヮール

08年 5月 現在、インドネシア、ベトナム、中国などで感染による死亡者は241人 に達した

参考:WHOの 確認している発症者数は
計383人 (う ち死亡241人

)。

出典 :WHO・01Eホームベージ

日
本
で
は
、
人
口
５
７
０
０
万
人
中
２

３
０
０
万
人
が
感
染
、
６
万
人
以
上
が
死

亡
し
た
と
さ
れ
る
。
感
染
率
は
Ю
％
だ
。

こ
の
時
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
弱
毒
性
だ

っ
た
が
、
当
時
、
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
府
は
論
争
に

明
け
暮
れ
、
無
策
の
ま
ま
静
観
、
こ
れ
が

被
害
を
拡
大
し
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。

今
回
の
新
型
殺
人
ウ
イ
ル
ス
は
、
史
上

最
悪
の
強
毒
性
だ
。
何
の
対
策
も
講
じ
ず
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
同
様

の
事
態
と
な
れ

ば
、
１
億
２
０
０
０
万
人
中
４
８
０
０
万

人
が
感
染
、
致
死
率
は
鬱
％
な
の
で
、
２

９
０
０
万
人
が
死
亡
す
る
計
算
に
な
る
。

高
速
大
量
輸
送
時
代
の
今
日
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
ア
ジ
ア
の
ど
こ
か
で
発
生

し
た
場
合
、
た
ち
ま
ち
周
囲
に
感
染
、
こ

れ
ら
の
感
染
者
が
飛
行
機
に
の
り
、
１
週

間
以
内
に
は
世
界
に
広
が
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

同
研
究
所
で
は
、
日
本
で
の
最
初
の
感

染
地
は
、
「中
国
と
の
交
流
が
活
発
な
福

岡
と
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
し
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
そ
の
結
果
、
「感

染
者
は
Ю
日
後
１
万
人
超
。
死
者
、
最
大

８
万
人
。
火
葬
場
の
対
応
が
限
界
に
達
し
、

公
民
館
な
ど
を
利
用
し
た
死
体
安
置
所
も

対
処
で
き
な
け
れ
ば
、
都
道
府
県
が
土
葬

の
許
可
を
出
す
事
態
も
想
定
さ
れ
る
」

こ
れ
は
西
日
本
新
聞
が
５
月
４
日
、
１
面
、

２
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
た
。

６
月
に
半
ば
に
な

っ
て
、
さ
ら
に
同
研

究
所
は
、
東
京
八
王
子
の
男
性
が
海
外
で

感
染
し
、
帰
国
し
た
場
合
を
想
定
、
２
週

間
で
は
感
染
者
数
は
３６
万
人
に
達
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
の
旅
客
調
査
デ

ー
タ
を
元
に
首
都
圏
や
京
阪
神
、
名
古
屋

市
近
郊
な
ど
、
８
地
域
で
全
人
日
の
関
％

の
移
住
者
の
移
動
パ
タ
ー
ン
を
コ
ン
ピ

ュ

タ
ー
で
解
析
し
た
の
だ
。

感
染
者
は
東
京
九
の
内
に
勤
務
、
電
車

で
通
勤
、
感
染
か
ら
３
日
目
で
発
症
、
８

日
日
で
は
首
都
圏
で
の
感
染
者
数
は
約
８

６
０
０
人
に
膨
れ
上
が

っ
た
．
さ
ら
に
ウ

イ
ル
ス
は
航
空
機
や
新
幹
線
で
北
海
道
か

(WHO・ 各国政府の正式な公表に基づく)

注1)上 国の他、人への感染事例としヽ __一/
1997年書港(H5Nl 10名 感染、6人死亡 )

1999年書港 (H9N22名 感染、死亡なし)

2003年番港 (HSN1 2名感染、1人死亡 )

2003年オランダ(H7N789名 感染、1人死亡)

2004年カナダ(H7N32名 感簗、死亡なし)

2007年英国(H7N24名 感lt、 死亡なし)等 がある。

労働者が減少し「世界恐慌』の引き金となつた

●

ｔ
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●
二
」

０
多誉

♂

H5Nl型ウィルス菖』電鍛観爵甚葛撃蹟 らが警笛を鳴らす

ら
沖
縄
ま
で
運
ば
れ
、
２
週
間
で
は
感
染

者
は
全
国
で
％
万
人
に
達
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
数
値
も
専
門
家
の
観
測

で
は
甘
い
と
い
う
。

人
型
遺
伝
子
に
変
化
、
い
つ
バ
ン
デ
ミ

，
″
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い―

こ
の
問
題
に
詳
し
い
国
際
感
染
症
医
療

要
員
養
成
セ
ン
タ
ー

（福
岡
市
）
の
牧
野

長
生
会
長
は
語
る
。
「実
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
時
の
死
亡
者
を
ア

ラ
ス
カ
の
永
久
凍
土
に
埋
葬
し
た
の
で
す

が
、
こ
れ
を
掘
り
出
し
、
死
体
か
ら
細
胞

を
取
り
出
し
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
ウ

イ
ル
ス
を
分
析
し
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
、
ポ

リ
メ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
の
遺
伝
子
が
Ю

力
所
人
型
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の
Ｈ
５
Ｎ
ｌ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
４
か
ら
５
カ
所
で
人
型
に
変
化

し
て
い
た
の
で
す
。
さ
ら
に
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
は
、
鳥
の
体
温
η
℃
で
増
殖
す

る
の
で
す
が
、
人
間
の
体
温
で
あ
る
％
℃

で
増
殖
で
き

る
力
を
獲
得

銀
し
て
い
る
こ

離
と
も
判
明
し

婚
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
人

か
ら
人

へ
の
感
染
爆
発
は
臨
界
点
に
達
し

て
お
り
、
い
つ
バ
ン
デ
ミ
ツ
ク
が
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
の
で
す
。
現
在
、
政
府

は
タ
ミ
フ
ル
を
２
８
０
０
万
人
分
備
蓄
、

プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
２
０
０

０
万
人
分
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
政
治
家
、
医
師
、
警
察
官
な
ど
の
優
先

順
位
が
あ
り
、　
一
般
向
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
急
に
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ

ン
を
製
造
、
備
蓄
し
、
国
民
全
部
に
接
種

さ
せ
る
べ
き
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
は
必
ず
起
き
ま
す
。

こ
の
秋
か
■
月
、

１２
月
あ
た
り
に
感
染
が

発
生
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
り
ま
す
」
。

こ
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
と

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
な
ど
で
発
生

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
か

ら
つ
く

つ
た
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
だ
。
し
か

し
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
感
染
か
ら
逃
れ
る
術
は
な
く
、

症
状
が
大
幅
に
緩
和
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

一
番
、
効
果
的
な
の
は
、
ズ
バ
リ
、
パ

ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

な
の
だ
が
、
こ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か

つ
て
か
ら
製
造
開
発
ま
で
に
半
年
か
ら
１

年
間
か
か

っ
て
し
ま
う
。
し
た
が

っ
て
、

パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
ま
で

の
半
年
あ
ま
り
、
感
染
し
な
い
努
力
が
要
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求
さ
れ
る
。

「
そ
ん
な
馬
鹿
な
、
そ
ん
な
こ
と
は
起

こ
る
わ
け
が
な
い
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多

い
か
も
し
れ
な
い
。

隷
で
藁

潮

し
か
し
、
す
で
に
米
国
で
は
、
テ
ロ
や

大
災
害
と
同
等
の
非
常
事
態
と
し
、
プ
レ

バ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
社
会
機
能
の

維
持
に
不
可
欠
な
人
々
に
接
種
、
新
型
ウ

イ
ル
ス
が
発
生
し
た
ら
、
直
ち
に
全
国
民

に
バ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

計
画
を
打
ち
出
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
苦
い

経
験
を
も
つ
中
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ロ

シ
ア
と
戦
争
が
起
き
た
時
と
同
等
の
国
家

一
級
の
軍
事
管
理
体
制
を
敷
き
、
３
年
分

の
食
糧
を
備
蓄
し
、
タ
ミ
フ
ル
を
数
億
人

分
備
蓄
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン

の
大
量
の
緊
急
製
造
に
入

っ
た
模
様
だ
。

ま
た
、
ス
イ
ス
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

は
、
全
国
民
分
の
プ
レ
バ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ

ク
チ
ン
や
タ
ミ
フ
ル
の
備
蓄
が
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
と
、
”
℃
以
上
の
高
熱
を
発
し
、
酷
い

肺
炎
な
ど
を
併
発
す
る
。
８
日
前
後
で
呼

吸
困
難
に
陥
り
、
死
亡
す
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
と
い
う
の
だ
。

ち
な
み
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
て
い
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
段
階
は
、
フ

エ
ー
ズ
ー
か
ら
６

（次
頁
表
）
ま
で
あ
る
。

現
在
は
、
「動
物
か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
感
染
が

見
ら
れ
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
の
連
続
し
た

感
染
伝
播
は
な
い
が
、
非
常
に
ま
れ
に
密

接
な
接
触
者
へ
の
感
染
が
見
ら
れ
る
」
と

す
る
フ
ェ
ー
ズ
３
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
も

限
り
な
く
、
フ
ェ
ー
ズ
４
に
近
い
と
す
る

専
門
家
も
い
る
。

で
は
、
こ
れ
を
防

ぐ
に
は
、
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
。

Ｈ
５
Ｎ
ｌ
型
新
型

ウ
イ
ル
ス
は
見

つ
か

っ
て

い
な

い
の
で
、

前
出

の
牧
野
会
長
が

述
べ
る
よ
う

に
プ
レ

パ
ン
デ
ミ

ツ
ク
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
か
、

抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬

で
あ
る
タ
ミ
フ
ル

を
投
与
す
る
し
か
な

い
。
し
か
し
、
今
年

４
月
、
国
が

つ
く

っ

た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
法

で
は
、

こ
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
を
２

０
０
０
万
人
分
備
蓄
し
、
７
月
か
ら
６
４

０
０
人
に
試
験
的
に
接
種
、
∞
年
に
は
１

０
０
０
万
人
に
接
種
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

だ
。
し
か
し
、
こ
の
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、
優
先
順
位
が
あ
り
、

為
政
者
、
医
師
、
警
察
官
な
ど
の
優
先
順

位
が
あ
り
、
一
般
市
民
は
対
象
外
な
の
だ
。

タ
ミ
フ
ル
の
備
蓄
も
２
８
０
０
万
人
し
か

な
く
、
国
民
の
２
％
分
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
パ

ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
は
、
半

年
以
上
か
か
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク

ワ
ク
チ
ン
の

一
般
向
け
接
種
は
２
０
１
０

年
以
降
に
な
る
見
通
し
だ
。
で
は
、
北
京

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
が
あ
る
こ
の
夏
、
あ
る
い

は
こ
の
秋
か
、
冬
、
ま
た
は
来
春
、
感
染

が
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？

も
し
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
通
り
、
「
３

週
間
で
日
本
全
土
に
感
染
」
し
た
ら
、
も

は
や
な
す
術
が
な
い
の
だ
。

さ
す
が
に
６
月
半
ば
、
日
本
経
団
連
は
、

政
府
が
行

っ
て
い
る
方
針
で
は
、
「十
分

な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
は
な

い
」
と
し
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。
第
１

に
全
国
民
分
の
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン

の
早
期
製
造
。
第
２
に
欧
米
並
み
の
抗
イ

ン
フ
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の
備
蓄
。
第
三

に
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

<WHOに よる新型インフルエンザの発生段階>

フェーズ 1

ヒトから新 しい亜型のインフルエンザウイル

スは検出されていないが、ヒ トに感染する可

能性がある亜型のインフルエンザウイルスが、

動物で検出されている。動物で検出されても、

ヒトヘの感染や 発症のリスクは低いと考えら

れる。

フェーズ2

ヒトから新 しい亜型のインフルエンザウイル

スは検出されていないが、動物内で発生 して

いる亜型のインフルエンザウイルスが、ヒ ト

に感染する可能性が高い。

新 しい亜型のインフルエンザウイルスによる、

動物からヒ トヘの感染が見 られる。ヒ トから

ヒ トヘの連続 した感染伝播はないが、非常に

まれに、密接な接触者への感染が見られる。

フェーズ4

ヒ トからヒ トヘの連続 した感染は見られるが、

ウイルスがヒ トヘ十分順応 して
‐
t｀ ないため、

小さく限 られた地域 。集団内の感染に止まっ

ている。

フェーズ5

より大きな地域・集団内でのヒ トからヒ トヘ

の連続 した感染が見られるが、感染の広がり

は依然 として限られている。ウイルスがより

ヒ ト型に近づきつつあることが認められるが、

まだ完全にはヒト間での感染伝播は確立 して

いない。バンデミック発生のリスクが高まる。

フェーズ6 バンデミックの発生。世界中での感染伝播。
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優
先
範
囲
の
見
直
し
な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
最
近
に
な
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
こ

れ
ま
で
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
短
期
間
で

世
界
中
に
感
染
が
拡
大
す
る
懸
念
が
あ
る

こ
と
か
ら
対
策
を
練
り
直
し
、
年
内
に
各

国
に
通
知
す
る
方
針
を
決
め
た
。

時
速
■
‐‐‐２‐‐‐‐Ｏ
ｍ
で
空
気
感
染
、

室
‐内
一
一
に
伝
播
す
る

こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
遺

伝
子
の
突
然
変
異
率
は
非
常
に
高
い
。
１

個
の
ウ
イ
ル
ス
は
１
日
で
１
０
０
万
個
以

上
に
増
殖
。
人
間
が
１
０
０
万
年
か
か
っ

て
進
化
す
る
の
を
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
た

っ
た
１
年
で
や
り
遂
げ
る
と
い
う
。
咳
や

く
し
ゃ
み
で
伝
播
す
る

『飛
沫
感
染
』
で

は
１
０
０
０
分
の
５
ミ
リ
の
微
粒
子
。
人

ご
み
や
室
内
で
伝
播
す
る

『空
気
感
染
』

で
は
、
そ
の
飛
沫
核
は
そ
れ
以
下
。
飛
沫

感
染
で
は
１
メ
ー
ト
ル
半
程
度
に
飛
び
散

る
。
空
気
感
染
で
は
、
数
時
間
空
中
に
滞

留
、
咳
を
５
、
６
回
、
ゴ
ホ
ン
、
ゴ
ホ
ン

や
っ
た
だ
け
で
、
時
速
１
２
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
飛
散
、
そ
こ
の
車
内
や
室
内
に
い

た
人
は
殆
ど
全
員
感
染
す
る
。

こ
の
空
気
感
染
か
ら
逃
れ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
？
　
国
立
感
染
症
研
究

所
の
岡
田
春
恵
医
学
博
士
の

『Ｈ
５
Ｎ
ｌ

型
ウ
イ
ル
ス
襲
来
』
に
よ
れ
ば
、
「感
染

が
始
ま

っ
た
場
合
、
普
通
の
マ
ス
ク
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
人
ご
み
を
避
け
る
、
２

カ
月
分
の
食
料
、
日
用
品
を
備
蓄
し
、
収

ま
る
ま
で
家
に
ろ
う
城
す
る
し
か
な
い
」

と
い
う
の
だ
。
あ
な
た
は
、
２
、
３
カ
月
、

自
宅
ろ
う
城
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

岡
田
博
士
に
よ
れ
ば
、
恐
ろ
し
い
の
は

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
ン
ザ
に
感
染
、
発
症

す
る
ま
で
２
～
３
日
の
潜
伏
期
間
が
あ
る

こ
と
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
海
外
で

感
染
、
国
内
に
帰
国
し
た
場
合
、
空
港
の

検
疫
で
は
感
染
者
を
発
見
で
き
な
い
と
い

う
の
だ
。
仮
に
国
内
で
感
染
者
が
発
病
し

た
時
に
は
、
す
で
に
こ
の
感
染
者
か
ら
相

当
数
が
感
染
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

感
染
問
題
に
詳
し
い
九
州
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
の
林
純
教
授
は
、
「
ス
ペ
イ

ン
風
邪
の
時
、
米
国
の
あ
る
州
で
は
流
行

初
期
に
学
校
閉
鎖
、
集
会
の
禁
止
を

一
カ

月
以
上
禁
止
し
た
と
こ
ろ
、
死
亡
者
を
よ

そ
の
州
よ
り
Ю
％
も
減
ら
せ
た
の
で
す
。

こ
の
他
、
業
務
以
外
の
旅
行
の
禁
止
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
推
奨
す
る
感
染
防
御
効
果
の
あ
る

国
際
規
格
の
マ
ス
ク
装
着
の
義
務
化
な
ど

に
よ
り
、
感
染
者
を
１
０
０
０
万
人
か
ら

５
０
０
万
人
以
下
ま
で
減
少
さ
せ
ら
れ

る
。
感
染
者
の
早
期
発
見
、
早
期
抗
ウ
イ

ル
ス
剤
投
与
に
よ
り
死
亡
率
を
１０
％
以
下

に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な

い

か
」
と
い
つヽ
。

国
は
、　
一
刻
も
早
く
、
全
国
民
分
の
プ

レ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
備

蓄
、
空
港
や
港
湾
な
ど
の
綿
密
な
水
際
対

策
、
学
校
閉
鎖
や
集
会
禁
止
な
ど
、
早
急

に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

フ一
。Ｈ

５
Ｎ
ｌ
型
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、
と
く
に
致
死
率
が
高
い
の
が
免
疫
力

の
高

い
１０
代
か
ら
”
歳
代
だ
。
か
つ
て
、

ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流
行
し
た
時
、
日
本

で
は
約
３
週
間
で
全
国
に
広
が
り
、
働
き

手
が
次
々
と
倒
れ
た
。
ま
た
、
郵
便
、
電

話
、
鉄
道
、
流
通
に
混
乱
が
起
こ
っ
た
。

食
糧
や
熱
さ
ま
し
の
氷
な
ど
も
通
常
の
数

倍
の
高
値
に
な

っ
た
。
死
者
の
ピ
ー
ク
が

捕集効率99%以上のマスクとゴーグルが必要

家庭でマスク、ゴーグルの大量備蓄を
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Ｚ
歳
か
ら
”
歳
に
集
中
し
て
い
た
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
あ
の
１
９
２
９
年
の
有
名

な
世
界
大
恐
慌
は
、
こ
の
時
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
原
因
で
、
働
き
盛
り
の
労
働
力
を

失

っ
た
こ
と
も
要
因
の

一
つ
だ

っ
た
ら
し

い
。前

出
の
田
代
真
人
部
長
は
Ｔ
Ｖ
番
組
で

続
け
る
。
「致
死
率
で
は
、
若

い
１０
歳
か

ら
”
歳
代
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
若
い
世
代
は
免
疫
力
が
高
い

の
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
過
剰
に
反
応
し
、

免
疫
が
暴
走
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
い
つ
。

こ
れ
は
、
『サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
ト
ー
ム
』

と
呼
ば
れ
る
免
疫
系
の
バ
ラ
ン
ス
破
壊
さ

れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
起
こ
る
せ
い
だ
。

人
間
の
体
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入

し
て
き
た
時
、
自
血
球
の

一
つ
で
あ
る
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
な
ど
が
出
動
、
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
を
攻
撃
、
感
染
し
な
い
シ
ス
テ
ム

が
完
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

し
っ
か
り
働
い
て
い
る
人
ほ
ど
元
気
な
証

拠
だ
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
に
も
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
時
、
こ
の
自
血
球
か
ら
ウ
イ
ル
ス

を
攻
撃
す
る
武
器
が
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
よ

ば
れ
る
神
経
伝
達
物
質
だ
。
こ
の
物
質
は

Ｃ
型
肝
炎
の
特
効
薬
で
有
名
に
な

っ
た
イ

ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
や
、
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ

ン
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
な
ど
だ
。

こ
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
狂
い
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
こ
の
サ

イ
ト
カ
イ
ン
が
異
常
に
誘
発
さ
れ
、
ウ
イ

ル
ス
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
正
常
な
細
胞

ま
で
過
剰
に
反
応
、
他
の
臓
器
ま
で
も
攻

撃
、
そ
の
結
果
、
思
い
肺
炎
や
多
臓
器
不

全
を
起
こ
し
、
や
が
て
死
に
至

っ
て
し
ま

つヽ
と
い
う
の
だ
。

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
に
死
亡
例
が
多

い
の
だ
が
、

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
若
く

て
元
気
な
若
年
層
に
死
亡
者
が
多
い
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

嘲一倒時一嚇齢藤概脚い統ぃので、

１
０
０
％
感
染
す
る

こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
世

界
中
の
誰
で
あ

っ
て
も
免
疫
が
な

い
の

で
、
ウ
イ
ル
ス
に
曝
さ
れ
れ
ば
、
１
０

０
％
感
染
す
る
。
ま

っ
た
く
、
従
来
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
す

る
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
、
Ю
代
か

ら
”
代
ま
で
の
死
傷
者
が
多
か

っ
た
の

で
、
「若
く
て
健
康
だ
か
ら
安
全
」
と

い

う
の
は
、
通
用
し
な
い
。
こ
う
い
っ
た
世

代
ほ
ど
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
正
常
化
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
予
防
策
は
、
一削
項
で
も
述
べ
た
が
、

第

一
に
外
出
時
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
捕
集
率

”
％
以
上
の
高
機
能

マ
ス
ク
と
汚
染
微
粒

子
捕
集
機
能
付
き
ゴ
ー
グ
ル
、
ゴ
ム
手
袋

を
必
ず
装
着
す
る
。
第
二
に
う
が
い
と
爪

の
間
ま
で
洗
う
徹
底
し
た
手
洗

い
の
励

行
。
第
三
に
外
出
か
ら
帰

っ
た
ら
、
室
外

で
衣
類
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
落
と
す
。

第
四
に
必
要
な
場
合
以
外
、
出
歩
か
な
い

な
ど
だ
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
流
通
に
は
、

品
不
足
か
、
閉
鎖
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

し
た
が

つ
て
、
２
カ
月
分
の
日
用
品
や
米

や
水
の
備
蓄
も
必
要
だ
。

パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
が
起
こ
れ
ば
、
医
療
体

制
も
崩
壊
、
街
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な

り
、
経
済
、
社
会
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
未
曾
有
の
大
惨

事
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
秋
か
冬
、

来
年
春
、
ま
た
来
秋
な
ど
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
。

あ
な
た
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
必
ず
起
こ
る
Ｈ
こ
と
を
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
大
惨
事
に
な

つ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
だ
。
関

東
で
の
大
地
震
も

い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な

い
と

言
わ
れ
る
。

そ
の
Ｘ
デ
ー
に
備
え
る

た
め
に
も
、
緊
急
災
害
用

の
グ

ッ
ズ
を
備
蓄
、
危
機

意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●PROF:LE
うわべ・かずま

元健康産業流通新聞編集次長、フリーとして

活躍。現健康情報新聞編集長兼務。
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感染者が押し寄せ病院はパニックとなる(近未来予測研究所より)



田 食糧は長持ちするもの。日用品は幅広く備える。

目安は家族全員の分として2～ 3週間分。米

や缶詰、ミネラリレウオーター、レトルトパック食

品、切り餅など。日用品はマスクやゴーグル、ゴ

ム手袋、常備薬、カセットコンロ、懐中電灯など。

口 普段から腸内細菌餞を改善できるオリゴ糖や

茸類をとり、免疫機能を高めておく。プロポリス、

梅肉エキスも抗菌作用があるので効果的。

日 むやみに外出はしない。外出時には必ずウイ

ルス捕集効率99%以上のウイルス感染防止用

マスクやゴ…グル、ゴム手袋を装着する。

特に電車、バス等の中、病院、駅など、人の多

く集まる場所では、必ずマスクをする。帰宅し

たら。ビニール袋に入れ、部屋に持ち込まない。

□ くしゃみや咳をしている人には近づかない。

放出されたウイルスは約12時間生存している。

日 外出から帰つたら、着用した衣類はすぐ洗濯。

必ずうがいをし、手を洗う。手の甲と指の間、

爪の間まで石けんを使い、洗い流す。

に催層1翼』轟磐ぼ庭場T蔭翼雇]億:

:[|:]][[]iii]Illi鸞
寧詈

め―波の感染期間は1から2カ月で、その間1食粗の

備蓄が必要です。近隣国で感染が起こると島 手悪

写胴鷺轟塩獣轟野鰍盤鰍
ら何が起きても慌てないよう、最低、感染防止用マ

重ζ彗認」f与儡 部機謂 智

備
のと意見を参考にまとめた防御マ

口 急に発熱したら先ず病院で診断を受ける。病

院に行くときは、必ず感染防止用マスクとゴー

グルをつける。38℃の熱以下でも必ず病院で

診断を受ける。

■ 家庭 内で感染者 が

出たら、独立した部

屋で必ず1人で寝かす。

患者も看護者 も必

ず感染防止マスクを

し、ゴーグル、ゴム手

袋をつける。

口 感染者の衣服、寝具、食器は必ず熱湯消毒する。

市販の塩素系漂

白斉」で確実に消

毒することが重要。

その際も感染防

止マスクとゴー

グル、ゴム手袋を

装着。消毒後 は

水洗い。

回 悪署の都厘を自め、

1時間に何回も室内を換気する。

回 看護者は、患者のウイルス汚染物にふれたら、

感染防止マスクをつけたまま、必ず抗菌剤入り

ハンドソープか石けんで何回も手を洗う。

□ 患者は高熱が出るので、氷枕や解熱用保冷用

具を用意する。
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☆★特典★☆

わかりやすいレシビ&体 と食の関係がわかる小冊子つき

DVD「六谷ゆみこの雑穀グルメ●クッキング!J発売中!

雑穀でおかずを作る、雑穀でスイーツを作る

世界最新の健康的でおいしいベジタリアン食

今までうまく作れなかった粒ソバツーセージ   アマランサスパスタを

が美味しく作れました。家族にも人夕r評 !!   見ながらつくつたらバ

1巻  8,880円 約80分
(料理 5種 &スイー ト5種のレシビ +ミ ニ講座 5回分 )

全 5巻セット 44,400円
*こ の DVDは CS放送 (ス カバー 1)で 2007年 4月 ～ 9月 に

放映 された 26回 分をまとめたものです。料理 (お かす &ス イー

ト)や試食 シー ン ミニ講座などをすべて収録。

ク他

v614'●

'シ

サススパゲティ、甘酒のショ…トブレッド他
VOL5アワチーズビッツアtコヨナッツプテイング他

あなたの体と心を 「伝えたよitiあ

=L轟
ふ書

=轟

tlt書」

きらきら輝かせる知恵と技を3日間でお伝えします !

13年●に実入 :

未来食サバイ′
<このセミナーで学ぶこと>
*ほ んとうの食べ物を,と 分けるノ」

*いのちと食べ物のホントのIJ係

*字 lifの ルールで料川|する知忠

*おいしさとエネルギーを

り|き ||||~本 1111寺  1也

く参力0者の声 >
このセミナーで出逢ったものは料理でも宇宙

観でもない、今まで振り返ってもみなかった私

自身でした。 (Sさ ん) |

☆今後の予定☆

| ◆食術編  11月 1‐38 熊本  |

: ◆スイー ト編 各回 77700円  |
1   9月 6・

'B 
島根       |

10月 25・ 26日 東京

日程

集合

日程
集合

参加費 :各回 100,800円 (2泊・食事付き)

(セ ミナー参加費88,800円 +宿泊費(2泊)12,000円 )

講師  :大谷ゆみこ

Jヾレセミナー食術編
:9月 13～ 15日 (土～月0祝)京都会場
:初 日 10時 ～    最終日 :～20時 30分

:10月 18～20日 (土～月)山形会場
:初 日 10時 45分～ 最終日 :～ 19時
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真戸足天大生の

ぷ言さ民のた綺″
穆螢月尺爾慶

第 4回
身土不二から……

日本人に適 した食を考える

真弓小児科医院院長
◎

Ｑ真弓定夫

身
土
不
二
を
基
に
し
て

人
は
、
地
球
上
で
生
活
し
て
い
る
四
千

種
類
を
超
え
る
哺
乳
動
物
の

一
員
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。

全
て
の
哺
乳
動
物
は
、
そ
の
種
族
が
地

球
上
に
発
生
し
て
以
来
、
発
生
し
た
場
所

で
、
そ
の
種
族
に
も

っ
と
も
適
し
た
食
べ

物
を
食
べ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
パ
ン
ダ
は
中
国
の
山
中
で

笹
の
葉
を
食
べ
、
コ
ア
ラ
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
草
原
で
ユ
ー
カ
リ
の
葉
を
食
べ
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
だ
け
は
そ
の

食
べ
物
を
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
二

大
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

人
は
、
猿
の
仲
間
で
す
。
人
本
来
の
生

息
地
は
猿
が
住
ん
で
い
る
土
地
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

猿
の
生
息
地
の
北
限
は
青
森
県
の
下
北

半
島
で
す
。
下
北
半
島
よ
り
北
に
は
寒
い

た
め
、
猿
は
住
め
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と

は
、
人
本
来
の
食
べ
物
は
、
本
州
。四
国
・

九
州

・
沖
縄
、
そ
れ
以
南
の
土
地
で
採
れ

る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
ご
は
ん

。
野
菜

・
海
藻

・
果
物

・
魚

介
類
な
ど
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
『身

土
不
一
」

を
基
に
し
て
考
え
れ
ば
、
猿
が

住
ん
で
い
な
い
北
欧
、
ド
イ
ツ

・
フ
ラ
ン

ス
、
日
本
人
で
い
え
ば
北
海
道
に
住
ん
で

い
る
人
々
は
人
本
来
の
食
べ
物
を
食
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

蛇
足
な
が
ら
、
猿
が
住
め
な
い
土
地
に

人
が
住
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
火
を

使
い
、
住
居
に
入
る
な
ど
、
自
然
界
に
あ

っ
て
は
不
自
然
な
こ
と
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
な
の
で
す
。

ま
た
、
自
然
界
に
は
流
通
機
構
な
ど
は

な
く
、
自
分
の
足
で
食
べ
物
を
集
め
る
の

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

『ご
馳

走
』
な
ど
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

し
た
が

っ
て
、
人
本
来
の
生
息
地
で
生

活
し
て
い
る
日
本
人
の
食
べ
物
は
、
ご
は

ん

。
味
噌
汁
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ

に
野
菜

・
海
藻

・
魚
介
類
が
加
わ
り
ま
す
。

そ
れ
が
建
国
以
来
、
昭
和
２０
年
ま
で
の
二

千
年
に
渡
る
食
事
で
し
た
。

一
方
、
寒
帯
に
住
む
人
々
は
、
寒
冷
の

た
め
こ
の
食
事
を
摂
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
人
は
決
し
て
強
い
動
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
工
夫
し
て
他

の
動
物
を
倒
し
、
そ
の
肉
を
食
べ
た
り
、

乳
を
飲
ん
だ
り
し
て
飢
え
を
凌
い
で
き
た

の
で
す
。

彼
ら
に
と

っ
て
の
肉
や
牛
乳
は
、
日
本

人
に
と

っ
て
の
ご
は
ん
に
味
噌
汁
の
よ
う

に
、
身
近
に
必
須
の
食
べ
物
に
な

っ
て
き

た
の
で
す
。
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し
か
し
、
こ
れ
ら
は
人
本
来
の
食
べ
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
彼
ら
が
寒
帯
に

移
り
住
ん
だ
当
初
に
は
、
終
戦
後
∞
年
で

食
事
が
急
激
に
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
今
の

日
本
人
以
上
に
様
々
な
病
気
に
な

っ
て
い

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
人
の
身
体
に
合
わ
な
い
食
べ

物
で
も
、
二
～
三
千
年
に
渡

っ
て
食
べ
続

け
て
い
れ
ば
、
遺
伝
子
が
変
わ
っ
て
食
べ

て
も
平
気
に
な
る
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、

ず

っ
と
寒
帯
に
住
み
続
け
て
い
る
人
々
は
、

肉
を
食
べ
て
も
、
牛
乳
を
飲
ん
で
も
健
康

上
支
障
を
来
さ
な
い
わ
け
で
す
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
が
も
た
ら
し
た
も
の

日
本
人
は
建
国
以
来
、
昭
和
Ю
年
ま
で

は
日
本
人
に
適
し
た

（と
い
う
こ
と
は
人

に
適
し
た
）
食
べ
物
を
食
べ
続
け
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
が
、
昭
和
”
年
～
ν
年
に
か
け
て

の
ア
メ
リ
カ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ

っ

て
根
本
的
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
主
食
は
ご
は
ん

・

う
ど
ん

。
な
ど
を
バ
ン

・
パ
ス
タ
に
、
野

菜

・
海
藻

・
魚
介
類
が
主
体
で
あ

っ
た
副

莱
は
、
肉

・
牛
乳

。
乳
製
品
な
ど
、
昭
和

”
年
ま
で
は
日
本
人
が
ほ
と
ん
ど
と

っ
て

い
な
か
っ
た
動
物
性
食
品
に
変
え
ら
れ
た

ま
ま
で
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
成
人
病

・
生
活
習
慣
病

・
メ

タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
と
い
っ

た
終
戦
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
疾
患

群
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

私
は
昭
和
Ю
年
に
医
者
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
学
生
時
代
に
成
人
病
の
講
義
は
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
”
年
代
ま
で
は
成

人
病
な
ど
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
こ
と

を
心
得
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
そ
し

て
、
終
戦
前
の
日
本
人
本
来
の
食
事
を
取

り
戻
す
こ
と
で
、
健
康
を
保
持
し
て
く
だ

さ
い
。

″遠
く
て
近
き
も
の
″
を

日
本
人
も
肉
類
を
食
べ
て
も
い
い
季
節

が
あ
り
ま
す
。
冬
に
な
る
と
、
気
候
風
土

が
猿
の
住
め
な
い
寒
帯
に
近
く
な
り
ま
す
。

冬
に
は
少
量
な
ら
肉
類
を
食
べ
て
も
差
し

支
え
な
い
の
で
す
。

食
養
家
の
石
塚
左
玄
が
残
し
た

『春
苦

味
、
夏
は
酢
の
物
、
秋
辛
味
、
冬
は
脂
と

心
し
て
食
え
』
と
い
っ
た
言
葉
の
重
み
が

ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

季
節
が
巡
っ
て
再
び
春
が
訪
れ
た
ら
、

肉
類
は
や
め
て
魚
介
類
に
変
え
れ
ば
い
い

の
で
す
。

総
じ
て
、
私
が
診
療
で
訴
え
続
け
て
い

る
の
は

『ひ
ふ
み
神
示
』
の
中
の
次
の
一

節
で
す
。

『遠
く
て
近
き
も
の
、
ひ
ふ
み
の
食
べ
方

せ
よ
』

″遠
く
て
″
と
い
う
の
は
、
生
物
学
的

に
遠
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。
人
は

共
食
い
に
な
り
ま
す
。
人
よ
り
は
獣
、
獣

よ
り
は
鳥
、
鳥
よ
り
は
魚
、
そ
う
し
た
動

物
性
食
品
よ
り
は
植
物
性
食
品
。
同
じ
植

物
性
食
品
で
も
木

（果
物

・
木
の
実
）
よ

り
も
草

（穀
類

・
野
菜

・
海
藻
類
）
の
方

が
人
の
健
康
に
よ
い
の
で
す
。

″近
く
て
〃
と
い
う
の
は
「身
土
不
一
置

に
基
づ
い
て
で
き
る
だ
け
自
分
の
住
ん
で

い
る
土
地
の
近
く
の
食
べ
物
を
食
べ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ひ
ふ
み
の
食
べ
方

と
い
う
の
は
、
箸
を
使

っ
て
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
″遠
く
て
″

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
原
則
を
よ
く
弁
え
て
、
動
物

性
食
品
、
と
く
に
肉
類
の
摂
取
を
控
え
る

こ
と
で
、
心
身
と
も
健
康
な
生
活
を
送

っ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

● PROF:LE
[参考文献]

島田彰夫
『伝統食の復権』

(東洋経済新報社)

岡本天明
『ひふみ神示』

(太陽出版)

まゆみ 。さだお

1931年東京生まれ。東京医科歯科大学

卒業後、同大学病院小児科学研究室入

局。田無市・佐々総合病院勤務を経て、

1974年武蔵野市に真弓小児科医院を開

設。経済成長と核家族化による、見失わ

れてきた本来の自然流育児、健康を精カ

的に実践提唱されている。チェロを演奏

する音楽愛好家でもある。

■真弓小児科医院

住所 :〒 180‐ 0004東京都武蔵野市吉祥寺本町 1‐13-3

電話 :0422-21-3870

休診 :日 ・祝
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足
の
超
健
康
法

官
■
馬
法
一教
．．．■え
ま

す

第
３２
回

足
と
あ
な
た
の
健
康

⑮

得
里
不
白
日
一■
文
化
創
作
出
版
社
長

足
の
甲
部
は
、
諸
器
官
の
反
射
区
だ
け

で
な
く
、
重
要
な
リ
ン
パ
の
反
射
区
が
集

中
し
て
い
て
、
と
て
も
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。

昔
の
人
は
、
外
か
ら
帰

っ
て
き
た
と
き
、

井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
足
に
か
け
な
が
ら
、

踵
で
こ
す
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
洗

っ
て

い
ま
し
た
。
今
は
ま
ず
こ
の
よ
う
な
動
作

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
風
呂
に

入

っ
た
と
き
、
踵
で
足
の
甲
部
を
こ
す
り

つ
け
る
よ
う
に
し
て
し
ご
い
て
お
く
だ
け

で
も
、
リ
ン
パ
の
茂
樹
が
で
き
て
、抵
抗
力

の
あ
る
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
は
、
足
の
甲
部
は
握
り
拳
を
作

っ
て

第
２
趾
～
第

５
趾
ま
で
の
第

２
関
節
で

（特
に
第
２
趾
）
指
先
か
ら
躁
の
方

へ
向

か

っ
て
、
し
ご
い
て
い
く
よ
う
に
ご
指
導

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
棒
を
差
し
込

ん
で
揉
ん
で
い
つ
て
も
よ
い
の
で
す
。

虫
歯
、
抜
け
た
歯
な
ど
は
、
取
り
返
し

よ
う
が
な
い
の
で
す
が
、
虫
歯
や
歯
槽
膿

漏
に
よ
る
歯
や
歯
茎
の
痛
み
に
対
応
す
る

反
射
区
で
す
。

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ま
ず
初
め
に
こ

の
扁
桃
腺
に
取
り
付
い
て
、
喉
が
い
が
ら

つ
ぽ
か

つ
た
り
、熱
が
出
た
り
と
、
い
わ
ゆ

る
一届
桃
腺
炎
の
状
態
が
お
き
ま
す
。
こ
の

時
点
で
早
く
足
揉
み
を
し
て
お
け
ば
、
気

管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
本
格
的
な
風
邪
を
こ

じ
ら
せ
た
状
態
に
な
ら
な
く
て
済
み
ま
す
。

こ
の
部
分
も
一届
桃
腺
肥
大
な
ど
の
た
め
、

手
術
で
取

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
物
が
入
る
最
初
の
通
過
点
で
す
か
ら
、

異
物
が
侵
入
す
る
と
き
の
セ
ン
サ
ー
の
役

目
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
充
分
に
手

術
が
必
要
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
反
射
区
と
、
上
半
身
リ
ン
パ
腺
、

下
半
身
リ
ン
パ
腺
の
３
つ
の
リ
ン
パ
腺
は
、

身
体
の
抵
抗
力
や
自
然
治
癒
力
な
ど
に
と

っ
て
特
に
重
要
な
反
射
区
で
す
。

横
隔
膜
よ
り
上
、
特
に
呼
吸
器
や
乳
房

に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
」ゝ
の
胸
部
の
反
射

区
を
押
す
と
飛
び
上
が
る
ほ
ど
痛
い
の
で
す
。

痛
み
の
な
く
な
る
ま
で
、
よ
く
よ
く
揉

ん
で
い
つ
て
く
だ
さ
い
。

胴
創

∃
胸
部
リ
ン
パ
腺
④

声
帯

。
咽
喉

・
気
管
⑤

〈声
が
か
す
れ
る
人
、
声
帯
に
ポ
リ
ー

プ
の
あ
る
人
、
風
邪
に
よ
る
喉

・
気
管

支
の
痛
み
、
炎
症
な
ど
に
対
応
〉

こ
の
反
射
区
は
、
前
述
の
胸
部
リ
ン
パ

腺
と
同
じ
場
所
、
つ
ま
り
第
１
趾
の
骨
と

骨
の
間

（た
だ
し
、
胸
部
リ
ン
パ
は
第
１

趾
寄
り
）
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
揉
む
と
き

は

一
緒
に
揉
ん
で
お
き
ま
す
。

外
反
母
趾

（第
１
趾
と
第
５
趾
が
極
端

に
内
側
に
向

い
て
い
る
足
の
こ
と
で
、
官

足
法
で
は

″足
趾
変
形
症
″
と
呼
ん
で
い

る
）
の
方
は
、
風
邪
を
引
く
と
す
ぐ
に
喉

が
や
ら
れ
て
唆
が
出
た
り
、
咳
が
出
た
り
、

熱
が
出
た
り
し
ま
す
。
普
段
か
ら
、
こ
の

反
射
区
を
よ
く
揉
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

firflf,

下顎

上撃晨
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く尤几 導電> く左兄裏〉

箭ヨ負〕ロ

ヨ長

コ

二又ネ申経
ラ興(月出)

F出下妻イ挙
白
軍

子員 き予

尋B甲ホ
｀
藻

河市気′管 支

甲1で 1象

腎  再敬
す い弓儀

｀

日り豆莫)同

耳

イ電ヤ婦ヨ青ら

日奪 昂機
｀

織 イ〒念し,易

下イテ糸も1易

直 渭易

1曽 1)言 筒ち

本黄行結湯

上行糸吉1易

口市↑

首 湯

日 口寺 2008年 8月 13日 (水 )

10月 15日 (水 )

14時 30分～16時 30分

講 師 イ子本昌弘氏

文化創作出版社長

会 場 日本 CI協会 2階

参加費 3.500円 (税込)

※お申込み 日本CI協会

丁e1 03-3469-7631

斯庁屏二/t

1七 ――イ

生 う壺 1泉

口
）

千
‐
　

口
一

●

田

　

河

月

　

　

ヽ
日

腎

藤

・罰
　
だ

員 の友身寸区分布図

平
衡
器
官
は
内
耳
に
あ
り
、
三
半
規
管

な
ど
と
と
も
に
身
体
の
平
衡
感
覚
を
保
つ

器
官
で
、
外
反
母
趾
の
人
な
ど
は
障
害
が

起
き
や
す
い
の
で
す
。

胸
は
ほ
と
ん
ど
女
性
に
関
係
す
る
反
射

区
で
、
こ
の
部
分
が
ち
ょ
っ
と
触
る
だ
け

で
痛
い
と
い
う
人
は
、
お

っ
ぱ
い
に
問
題

（乳
ガ
ン
）
が
あ
る
か
、
問
題
を
抱
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
い
つ
ち
に
揉

ん
で
、
そ
の
痛
み
を
な
く
し
て
お
き
ま
し

」Ｆ（ヽ
「^′。

〆r本和 そんι゙t

子τ鶴んぴ↓」f'1

惰 獅

幽

撃し
が
ん
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貴方は貴方の人生を惜しみ、丁寧に生きていますか??

道場には惜じむ心のない人が来る みな悩みを持つている

隆 ・
この4っの病気に共通しているのは

惜じむ心のないことだ、何をやらせても無造作である、
｀

やりっばなしである。

そんなとき……¶音じむ̀
い

'Ъ大切さを話す

世

世

鰊

謝

ｉ

惜しむ心とは?

％
マ
稽
鬱
蝙
覺
機
瘍
卸
》

時を惜しむ 年輪 を惜しむ

接した人を惜しむ  キレイなものやことを惜しむ

恋を惜しみ慈じむ  土や家や環境を惜しむ

若さを惜しむ 経 てきた人生を惜 しむ

僕はまだ76オ、大元気・大健康の大青年
には未だ18才

夢と希望と恋に生きている

今日1日を惜しみ、生きて生きて生き抜いてヽ

Vol。 11

Drマイク●PROFILE
牧内泰道 (ま きうち たいどう)

1932年生まれ。
大元気。大健康の大青年。
桜沢如―の愛弟子で、氏の

教訓である「人生は遊び」を
地で行っている。心は未だに
18才、夢と希望に溢れている。
30才代に胃ガンになつたの
をきっかけに、桜沢如一、大
森英櫻、牛尾盛保、沖正弘・

中村天風などに師事。
食養、ヨガ、断食断心行法に
て胃ガンを克服。
1967年 、東京ヨガ断食道場
を建て、大森英櫻式食養を
指導し現在に至る。
熱海断食道場長。NPO群馬
リフレッシュ学園長。
【著書】ひとは食べものの「お
化け」(リ ーブル社)、 気を変
えれば人生が変わる(現 代
書林)、 死後の世界は、この
世で決まる(現 代書林)、 D「

マイクのチョーきれい (いすゞ

出版 )、「アトピーは食べも
ので治る」(現代書林)、「炭
パワー超健康法」(日 本文
芸社)など多数。

「もった1‐ )ない」「有難い」

“

暉じ、労わうて接し、心配りをして丁寧にやること

一つ一つを丁寧にやる やつていることに集中する

や0ていることに語りかける

すると……段々 分つてくる どうやったら良いのかが

人の1い、相手の心●分り、やつていることの本質も分つてくるよ

そしてなにより大事なことは、i今1を惜しむこと



ある断食道場 !!

「 もう、病気は止めよう !」

食養・手当・個人指導

◎研修費 :通算 3カ月 3回合宿……22万円

研修の内容

○大森英櫻式のマクロバイオテック病気別の食養 。手当法の実践指導

○大森英櫻式の望診……顔で診る・手相で診る・名前で診る

「宿便とり」
◎ダイエツト・野草酵素断食…… 1日 1万円

熱海断食道場

むロロ臨□口饉フ 〒413-0002 静岡県熱海市伊豆山1062-34 TEL:0557-80-2101
E―man i danilkiOaquaocn neip URL:http:〃 www taisitukaizen com

◎社団法人耕心学堂

◎NPOリ フレッシュ学園群馬
■>長期滞在

Fメ Xヽ :0557-80-2053
http:〃 www danjik卜 dcom

有機構シリ■ズ
厳しヽ基準の認定を受けた有機商品です。

希望小売価格525円・税込
 希望小讐稿忌編酬 占.税込

観 m∈ Kcn原 釧 ゥ xヶ ⊃ 大囲 蓋 旧 r13bttE13 277縮様知 丁EL 00 690トフ2日

1鶉‰

希望小売価格2,100円 。税込 希望小売価格3,675円 。税込
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ミ
と
は
ど
の
よ
う
な
植
物
か

ド
ク
ダ
ミ
（十
薬
・重
薬
）
の
効
用

Ｔ

く
だ
み
や
　
真
昼
の
間
に
自
十
字
」

こ
の
草
は
北
海
道
南
部
か
ら
、
本
州
、

四
国
、
九
州
と
日
本
中
の
い
た
る
と
こ

ろ
の
陰
地
に
生
え
て
お
り
、
草
全
体
に

特
有
の
臭
気
が
あ

っ
て
、
す
ぐ
ド
ク
ダ

ミ
と
わ
か
り
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
、

し
ぶ
と
く
広
が
る
の
で
シ
ブ
ト
草
と
も

呼
ば
れ
る
東
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
野
生

の
多
年
草
で
す
。

ド
ク
ダ
ミ
の
名
は

「毒
矯
み
」
釜
母
を

嬌
め
て
く
れ
る
）
コ
母
に
も
痛
み
に
も
効

く
」
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
ま
た

「十
薬
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
名
医
貝
原
益

軒
が

「大
和
本
草
」
と
い
う
薬
物
書
に

馬
医
者
が
、
「馬
に
用
い
て
十
種
類
の
薬

効
あ
り
と
し
て
十
薬
と
呼
ん
で
い
る
」

と
記
し
、
こ
れ
に
由
来
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
漢
方
で
は

「歳
」

と
呼
び
、
こ
れ
に

「十
」
ま
た
は

「重
」

を
当
て
た
の
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
中
国
で
は
魚
の
よ
う
な
生
臭

い
に

お
い
が
す
る
の
で

「魚
鯉
一こ

と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
ダ
ミ
は
、
菩
提
樹
の
葉
の
よ
う

な

ハ
ー
ト
型
の
広
い
卵
状
で
、
草
丈
は

ｍ
ｃｍ
位
で
、
自
色
の
地
下
茎
で
横
に
長

く
伸
び
て
繁
殖
し
ま
す
。
梅
雨
が
明
け

た
こ
ろ
に
４
枚
の
十
字
状
の
白

い
花
を

つ
け
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
葉
に

近
い
性
質
を
も
つ
芭
で
、
本
当
の
花
は
、

そ
の
上
に
伸
び
る
穂
に
つ
く
、
非
常
に

細
か
く
多
数

つ
く
淡
黄
色
の
花
な
の
で

す
。ド

ク
ダ
ミ
を
草
と
し
て
採
取
す
る
の

は
、
５
月
～
６
月
の
こ
の
花
の
咲
い
て

い
る
時
期
で
、
根
を
含
め
て
取
り
、
乾

燥
し
て
適
当
の
大
き
さ
に
切
り
、
紙
製

に
入
れ
て
貯
蔵
し
て
お
き
煎
じ
て
用
い

ま
す
。

切
傷
や
化
膿
し
た
腫
れ
も
の
な
ど
の

外
用
に
使
う
生
の
葉
は
、
随
時
必
要
な

と
き
に
採
取
し
ま
す
。

ド
ク
‐ダ

ミ
の
効
用

「花
は
十
字
、
葉
は
菩
提
樹
と

一
茎
に

奇
し
く
も
そ
な
え
る
聖
（ひ
じ
り
と
言
だ
み
」

久
松
員

一

ド
ク
ダ
ミ
は
、
確
か
に
１
つ
の
茎
に

キ
リ
ス
ト
教

（花
は
十
字
）
と
佛
教

（葉
は
菩
提
樹
）
を
も

っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
素
晴
し
い
薬
効
を
も
つ
薬
と
し
て
、

肌
の
衰
え
を
美
事
に
防
ぐ
美
容
化
粧
料

と
し
て
、
そ
し
て
飢
饉
の
と
き
の
食
物

と
し
て
私
た
ち
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
の
で
す
。

薬
と
し
て
は
中
国
で
は
約
１
５
０
０

年
前
、
日
本
で
は
３
０
０
年
前
の
江
戸

時
代
か
ら
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
最
近
で
は
健
康
食
品
と
し
て
改
め
て

注
日
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
新
鮮

な
酸
素
と
体
に
栄
養
を
与
え
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
り
出
し
、
免
疫
力
を
与
え
て

健
康
を
支
え
る
食
物
な
し
に
は
生
き
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
大
切
な
食
物
の

中
で
最
高
の
食
物
を
健
康
食
品
と
呼
ぶ

の
で
す
。
薬
は
病
気
に
な

っ
て
か
ら
で

す
が
、
健
康
食
品
は
、
ほ

つ
て
お
く
と

病
気
に
な
る
前
の
未
病
の
段
階
で
、
体

の
免
疫
力
を
高
め
て
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
予
防
し
て
く
れ
る
働
き
を
も
ち

ま
す
。
そ
の
意
味
で
薬
以
上
に
大
切
な

も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に

本
物
の
健
康
食
品
で
な
い
と
い
け
ま
せ

薬学博士

林 輝明
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特集 :ドクダミ

ん
。
長
い
間
、
人
間
に
使
わ
れ
て
き
て
、

全
く
副
作
用
が
な
く
、
確
か
に
効
果
の

あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
が
必

要
で
す
。

そ
し
て
、
現
代
医
学
で
有
効
成
分
が

し

っ
か
り
判
り
、
臨
床
的
に
も
科
学
の

ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
効
用
が

証
明
さ
れ
た
も
の
こ
そ
が
本
物
な
の
で

す
。
ド
ク
ダ
ミ
は
、
そ
の
数
少
な
い
本

物
の
健
康
食
品
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ド
ク
ダ
ミ
が
薬
と
し
て
記
載
さ
れ
た

最
初
の
本
は
、
中
国
の
梁
の
時
代
に
出

版
さ
れ
た
神
農
本
草
経
集
注

（５
０
２

年
）
で
、
そ
の
後
、
漢
方
の
薬
と
し
て

伝
承
さ
れ
、
明
の
時
代
に
入

っ
て
、
李

時
珍
と
い
う
名
医
の
書
い
た
世
界
最
大

の
薬
の
百
科
辞
典

「本
草
網
目
」
（１
５

９
０
年
）
に
ド
ク
ダ
ミ
の
色
々
な
効
能

が
述
べ
ら
れ
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

日
本
で
薬
草
と
し
て
そ
の
効
果
を
最

初
に
記
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
図
説

百
科
辞
典

「和
漢
三
歳
図
会
」
（１
７
１

２
年
）
で
、
著
者
の
寺
島
良
安
は
本
草

網
目
の
ド
ク
ダ
ミ
の
原
文
を
そ
の
ま
ま

訳
し
て
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

数
多
で
の
薬
物
医
学
書
に
そ
の
効
用
が

書
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
匂

い
が
強
力

で
あ
る
た
め
、
漢
方
薬
に
は
あ
ま
り
配

合
さ
れ
ず
、
民
間
薬
と
し
て
草
濁
で
幅

広
く
人
々
に
使
わ
れ
、
そ
の
効
用
が
確

認
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ド
ク
ダ
ミ
は
内

服
薬
と
し
て
は
根
を
含
む
乾
燥
物
を
煎

じ
た
り
、
粉
末
に
し
て
用
い
、
外
用
に

は
生
葉
や
そ
の
し
ば
り
汁
を
主
と
し
て

用
い
て
き
ま
し
た
。

先
ず
乾
燥
物
を
む
く
み
と
り
、
毒
物

を
除
く
利
尿
剤
と
し
て
、
１
回
４
～
１２

ｇ
を
煎
じ
て
服
用
し
ま
す
。
こ
の
働
き

の
有
効
成
分
は
ケ
ル
セ
チ
ン
や
ケ
ル
シ

ト
リ
ン
と
い
つ
た
フ
ラ
ボ
ン
配
糖
体
で
、

特
に
ケ
ル
シ
ト
リ
ン
は
１０
万
分
の
１
ま

で
薄
め
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
強
い

利
尿
作
用
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
西
瓜
な
ど
の
利
尿
成
分
で

あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
カ
リ
ウ
ム
分
が
多
量

に
含
ま
れ
て
居
り
、
尿
の
排
出
を
更
に

高
め
て
く
れ
ま
す
。
腎
臓
病
や
心
臓
病
、

産
前
産
後
の
む
く
み
と
り
に
ド
ク
ダ
ミ

が
使
わ
れ
た
の
は
こ
の
理
由
に
よ
り
ま

す
。
最
近
、
お
年
寄
り
の
頻
尿
や
子
供

の
寝
小
便
の
改
善
に
も
、
膀
眺
に
貯

っ

た
尿
を
完
全
に
出
し
切
る
ド
ク
ダ
ミ
の

健
康
食
品
が
良
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
ク
ダ
ミ
が
心
臓
病
や
高
血

圧
、
冷
え
性
、
腰
痛
の
民
間
薬
と
し
て

用
い
ら
れ
て
き
た
の
は
、
ケ
ル
シ
ト
リ

ン
が
強
心
作
用
を
も
ち
、
ケ
ル
セ
チ
ン

が
血
管
を
強
化
し
、
拡
げ
て
血
液
循
環

を
良
く
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た

老
人
性
便
秘
な
ど
の
緩
下
剤
と
し
て
古

く
か
ら
用
い
ら
れ
る
の
は
、
ケ
ル
シ
ト

リ
ン
が
衰
え
た
大
腸
の
運
動
を
助
け
、

送
り
出
し
の
嬬
動
（せ
ん
ど
う
羅
Ｈ用
を
高

め
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
動
脈

硬
化
を
防
い
で
老
化
を
防
ぐ
作
用
を
も

つ
の
も
、
こ
れ
ら
フ
ラ
ボ
ン
配
糖
体
の

血
管
強
化
、
血
行
促
進
の
働
き
に
よ
り

ま
す
。
淋
病
や
尿
道
患
、
食
中
毒
、
化

膿
、
回
虫
、
水
虫
な
ど
の
殺
菌
治
療
剤

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
強
い
殺
菌
、
殺
カ
ビ
作
用
を
も

つ

ド
ク
ダ
ミ
特
有
の
匂

い
、
効
力
の
働
き

に
よ
り
ま
す
。
デ
カ
ノ
ニ
ー
ル
ア
セ
ト

ア
ル
レ
ヒ
ド
、
ラ
ウ
リ
ン
ア
ル
レ
ヒ
ド
、

メ
チ
ル
ノ
ニ
ル
ケ
ト
ン
、
な
ど
の
飛
散

し
易
い
精
油
成
分
の
働
き
に
よ
り
ま
す
。

従

っ
て
こ
れ
ら
の
用
途
に
用
い
る
と
き

は
、
長
時
間
加
熱
し
過
ぎ
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
す
。
特
に
デ
カ
ノ
ニ
ー
ル

ア
セ
ト
ア
ル
レ
ヒ
ド
の
作
用
は
強
力
で
、

水
虫
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
の
自
鮮
菌
に

対
し
て
も
強
い
抗
カ
ビ
効
果
を
発
揮
し
、

化
膿
菌
の
ブ
ド
ウ
状
球
菌
や
淋
菌
に
対

C9H19-CO― C H2C H0
デカメニールアセトアルレヒド

C[lH鵞3C H0
ジウリンアルレヒド

C H3-Co―c9H19
メチルノニルケトン

OH
◆ドクダミの有効成分

H0

OH O
ケルシトリン

〔〕
OH
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し
て
は
４
万
分
の
１
ま
で
薄
め
て
も
制

菌
力
を
持
ち
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
の
地
下

茎

（根
）
に
も
、
水
虫
を
治
す
こ
れ
ら

精
油
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

淋
菌
、
梅
毒
の
治
療
に
は
乾
燥
物
を

１
日
”
ミ
痔
に
は
１
日
Ю
ｇ
を
煎
じ
て
、

夫
々
３
回
に
分
け
て
飲
む
と
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
を
外
用
に
利
用
す

る
と
き
は
、
乾
燥
や
過
熱
に
よ

っ
て
、

殺
菌
成
分
が
飛
散
し
て
減
少
し
な
い
よ

う
に
生
葉
や
生
葉
の
し
ば
り
汁
を
主
と

し
て
用
い
ま
す
。
古
く
か
ら
腫
物
や
化

膿
傷
、
脱
畦
、
が
癬
、
出
血
、
蓄
膿
症
、

毒
虫
さ
さ
れ
な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

化
膿
性
の
腫
物
や
切
傷
に
は
、
新
鮮

な
生
の
葉
を
水
洗
い
し
、
新
聞
紙
な
ど

に
包
ん
で
火
で
あ
ぶ
り
、
柔
ら
か
く
な

つ
た
ら
、
腫
物
や
切
傷
の
大
き
さ
に
折

っ
て
患
部
に
あ
て
、
セ
ロ
テ
ー
プ
で
止

め
て
お
く
と
、
膿
を
吸
出
し
、
腫
れ
が

ひ
き
ま
す
。
ま
た
ト
ゲ
が
と
れ
ず
化
膿

し
た
と
き
、
ド
ク
ダ
ミ
の
生
葉
を
も
ん

で
つ
け
、
セ
ロ
テ
ー
プ
で
止
め
て
お
く

と
、
次
の
日
に
は
ト
ゲ
も
取
れ
て
、
膿

も
な
く
な
る
ほ
ど
で
、
素
晴
ら
し
い
効

き
目
を
発
揮
し
ま
す
。

蓄
膿
症
に
は
、
生
葉
４
～
５
枚
を
塩

で
よ
く
も
み
、
汁
の
出
る
こ
ろ
に
、
ま

る
め
て
鼻
穴
の
片

一
方
に
挿
入
し
、
∞

分
位
で
鼻
を
か
む
と
、
膿
の
よ
う
な
鼻

汁
と
と
も
に
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
１

日
３
～
４
回
行
う
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

同
時
に
乾
燥
葉
”
ｇ
を
煎
じ
て
服
用
す

る
と
更
に
治
癒
が
速
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

女
子
蔭
部
の
た
だ
れ
は
、
煎
液
で
洗
い
、

１
日
”
ｇ
の
煎
剤
を
飲
む
と
、
非
常
に

早
く
回
復
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ド
ク
ダ
ミ
は
民
間
薬
と

し
て
、
非
常
に
広

い
効
用
を
持
ち
ま
す

が
、
実
は
国
が
定
め
た
日
本
薬
局
法
と

い
う
法
律
書
に
十
薬
の
名
で
収
載
さ
れ
、

便
通
薬
や
利
尿
薬
、
消
炎
剤
と
し
て
用

い
ら
れ
る
立
派
な
薬
で
も
あ
る
の
で
す
。

従

っ
て
、
本
物

の
健
康
食
品
と
し
て
、

健
康
に
良
い
働
き
を
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
と
云
え
ま
し
ょ
う
。

ド
ク
ダ
ミ
は
優
れ
た
美
容
効
果
を
も

つ
化
粧
品
で
も
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち

の
皮
膚
は
、
汗
な
ど
に
含
ま
れ
る
乳
酸

な
ど
に
よ
っ
て
微
酸
性
を
保

っ
て
細
胞

や
カ
ビ
が
皮
膚
に
付

い
て
繁
殖
す
る
の

を
防
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
女
性
ホ
ル

モ
ン
に
よ
っ
て
、
分
泌
が
促
進
さ
れ
る

皮
脂
が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
多

い
青
春

期
に
過
剰
に
出
て
、
皮
脂
が
皮
膚
表
面

を
覆

い
、
こ
れ
に
空
気
中
を
浮
遊
す
る

ア
ク
ネ
菌

（
ニ
キ
ビ
菌
）
が
付
着
し
、

毛
穴
か
ら
侵
入
す
る
と
化
膿
し
て
ニ
キ

ビ
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
他
の
化
膿
菌

が
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
か
ら
入

り
込
み
、
繁
殖
す
る
と
皮
膚
は
炎
症
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
の
と
き
ド
ク
ダ
ミ
化

粧
品
や
ド
ク
ダ
ミ
液
を
使
用
す
る
と
、

強
力
な
殺
菌
力
で
ニ
キ
ビ
を
治
し
、
皮

膚
の
炎
症
を
治
し
て
く
れ
ま
す
。
ド
ク

ダ
ミ
入
り
化
粧
品
は
、
皮
膚
細
胞
を
活

性
化
す
る
と
共
に
、
細
菌
や
カ
ビ
の
増

殖
を
許
さ
ず
常
に
清
潔
に
保

っ
て
、
美

肌
を
作
り
上
げ
て
く
れ
る
の
で
す
。

美
し
い
肌
と
は
、
艶
と
潤
い
が
あ
り
、

や
わ
ら
か
く
弾
力
に
富
ん
で
い
て
、
血

色
の
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
皮
膚
に
充
分
に
栄
養
と
新

鮮
な
酸
素
を
補
給
し
て
や
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
役
目
を
は
た
す
の
は
血

液
で
、
血
管
と
い
う
レ
ー
ル
に
乗

っ
て

栄
養
と
酸
素
を
届
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

ド
ク
ダ
ミ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
皮

膚
の
毛
細
血
管
を
強
化
し
、
拡
張
し
て

血
流
の
促
進
を
は
か

っ
て
く
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
ド
ク
ダ
ミ
を
粒
な
り
、
お
茶

で
毎
日
飲
ん
で
い
れ
ば
、
艶
、
潤

い
、

弾
力
、
柔
軟
性
に
富
む
血
色
の
良

い
美

肌
と
な
り
ま
す
。
ま
た
ド
ク
ダ
ミ
の
も

つ
緩
下
作
用
と
利
尿
作
用
は
、
便
秘
を

解
消
し
て
毒
素
を
排
出
し
て
肌
の
吹
き

出
物
を
防
ぎ
、
む
く
み
を
と

っ
て
く
れ

ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
に
は
内
か
ら
飲
む
化

粧
品
で
も
あ
る
の
で
す
。

鰤蒻愧
して

ま
た
ド
ク
ダ
ミ
は
食
物
と
し
て
も
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
貝
原
益

軒

の
大
和
本
革

（
１
７
０
８
年
）
に

「駿
州
の
山
中
の
村
民
、
ド
ク
ダ
ミ
の
根

を
掘
り
、
飯
の
上
に
置
き
蒸
し
て
食
す
。

味
甘
し
と

い
う
」
と
書

い
て
食
物
と
し

て
の
利
用
法
を
述
べ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
ド
ク
ダ
ミ
特
有
の
臭
み

は
、
加
熱
に
よ

っ
て
消
失
す
る
の
で
、

若

い
芽
を
て
ん
ぷ
ら
に
す
る
と
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
新
し
い
葉
を

塩
湯
で
よ
く
ゆ
で
て
、
水
に
さ
ら
し
、

味
噌
と
み
り
ん
で
和
え
る
食
べ
方
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
広
範
囲
の
効
用
を
も

つ
ド

ク
ダ
ミ
が
飲
み
易
い
健
康
食
品
と
な

っ

て
市
場
に
出
て
い
ま
す
。

エ
キ
ス
分
を
錠
剤
と
し
た
製
品
や
、

毎
日
飲
み
易
い
ド
ク
ダ
ミ
の
根
の
お
茶

な
ど
で
す
。
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特集 :ド クダミ

2.乾燥
どくだみを一掴みずつ束にし、葉が下になるようにして、

風通しのよい場所で乾燥させま魂 晴天の夏なら3～ 5

日。普通は1週間から10日 くらいかかりま現 (どくだみ

を摘んでみてシャリシャリしていれば乾燥OKで魂 )

4.飲み方

土瓶、耐熱ガラス、ホウロウ鍋などを使用し、1回 当り5

～20gの乾燥どくだみを約500～ 600mlの水で煮立てま

現 目安として1日 2～ 3回 程度に分けて飲み、特に食前

に飲むと体への吸収も良好で丸

●PROFILE
はやし・てるあき

薬学博士。日本生薬学会幹事、中国・長春中医薬大学名誉教授。
大阪府生まれ。1948年大阪薬学専門学校 (現在の大阪大学薬学部)卒 。
大阪大学医学部薬学専門科助手として薬学分析などの研究に従事。さら
に、国立予防研究所で抗生物質の研究にあたる。67～ 73年 まで、大阪大
学薬学部生薬学教室研究員として生薬学を専攻。76年 、大阪大学より薬
学博士号を授与。その後、近畿大学東洋医学研究所講師として東洋医学
の研究を続ける。現在、財団法人教育文化研究所理事、財団法人東洋医
学国際研究財団評議員なとを努めるかたわら全国各地での講演や執筆活
動などに幅広く活動中。
主な著書に『若さを保つ食べもの学JFからだに効く食材調理図典』『症状
別健康食品の選び方Iなど。

37● ′し

`α
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1.採取

どくだみ草を採取。地面から少し上を摘み取り、水洗い

して土や虫などの,号れを落としますЭ

3.保管

乾燥したどくだみを、はさみなどで適当な大きさにカット

し、密封できる空き缶などに入れ、風通しのよいところ

で保管しま丸 (飴やお菓子などに入っている乾燥剤な

どを再利用すると効果的です )



ど
く
だ
み
で
原
爆
症
の

苦
し
み
を
克
服
し
た
！

野
田
利
忠
さ
ん
（広
僣
懸
∞
代
無
職
）

広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
昭

和
”
年
８
月
６
日
、
私
は
被
爆
し

ま
し
た
。
連
日
高
熱
が
続
き
、
時

に
は
犯
度
を
上
回
る
日
も
あ
り
ま

し
た
。
当
時
は
医
薬
品
も
な
く
、

た
だ
熱
に
う
な
さ
れ
、
苦
し
さ
に

耐
え
る
ば
か
り
で
し
た
。
苦
し
さ

の
中
、
私
は
す
が
る
よ
う
な
思
い

で
、
看
病
し
て
く
れ
て
い
た
母
に

「
ど
く
だ
み
を
煎
じ
て
く
れ
」
と

頼
ん
だ
の
で
す
。
私
は
ど
く
だ
み

を
連
日
飲
み
続
け
ま
し
た
。
ど
く

だ
み
を
飲
ん
で
は
汗
を
か
く
。
そ

の
繰
り
返
し
。
と
に
か
く
浴
び
る

よ
う
に
ど
く
だ
み
を
飲
み
続
け
ま

し
た
。

や
が
て
Ю
日
後
、
奇
跡
が
起
こ

り
ま
し
た
。
熱
が
下
が
り
、
平
熱

に
戻

っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
ど

く
だ
み
を
飲
み
続
け
、
高
熱
に
苦

し
む
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
ど
く
だ
み
は
、
わ

が
家

で
は
昔
か
ら
常
備
薬
で
し

た
。
あ
の
高
熱
の
さ
な
か
、
ど
く

だ
み
を
求
め
た
の
は
、
幼
少
時
代

か
ら
親
し
ん
で
き
た
常
備
薬
を
、

無
意
識
の
う
ち
に
体
が
求
め
た
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
。

今
Ю
歳
に
な
り
ま
す
が
、
被
爆

に
よ
る
後
遺
症
も
残
ら
ず
、
比
較

的
健
康
体

で
や

っ
て
こ
れ
た
の

も
、
ど
く
だ
み
の
お
か
げ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
お
茶

代
わ
り
に
ど
く
だ
み
を
飲
ん
で
い

ま
す
。
と
て
も
手
間
い
ら
ず
の
健

康
法
で
す
。

慢
性
的
な
便
秘
症
に

悩
ん
で
い
ま
し
た

山
川
敦
子
さ
ん
（墓
昼
”
”
代

主
婦
）

私
は
Ю
代
の
頃
か
ら
の
慢
性
的

な
便
秘
症
で
、
ひ
ど
い
時
に
は
通

院
を
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
れ
に

伴

い
、
肌
荒
れ
や
吹
き
出
物
も
多

く
、
す
ご
く
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

あ

る
日
、
知
人
か
ら
、
「
便

秘

・
肌
荒
れ
に
は
、
ど
く
だ
み
が

い
い
よ
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
ど

く
だ
み
は
子
ど
も
の
頃
、
母
か
ら

体
に
良

い
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し

た
し
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
調
べ
て
み
る
と
、
ど
く
だ
み

は
漢
方
に
も
使
わ
れ
て
い
た
り
、

利
尿
作
用
や
緩
下
作
用
な
ど
が
あ

る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
私
の
症
状

に
合
い
そ
う
な
の
で

「も
し
か
し

た
ら
？
」
と
思
い
、
薦
め
ら
れ
た

ど
く
だ
み
の
錠
剤
を
試
し
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
日
１
回
、
朝
食
前
に
毎
日
飲

み
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
飲
み
始

め
て
数
週
間
で
、
今
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
試
し
て
も
駄
目
だ

っ

た
便
秘
症
の
私
が
、
毎
日
ス
ム
ー

ズ
に
出
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で

す
１

さ
ら
に
３
ヶ
月
ほ
ど
す
る
と
、

便
の
出
に
よ
る
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果

な
の
で
し
ょ
う
か
、
す

っ
か
り
吹

き
出
物
も
治
り
、
肌
荒
れ
も
良
く

な
り
、
化
粧
の
ノ
リ
が
良
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
す

つ
か
り
ど

く
だ
み
に
は
ま

っ
て
し
ま
い
、
普

段
飲
ん
で
い
る
お
茶
も
ど
く
だ
み

茶
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
私
に
は
も
う
、
ど
く
だ
み

は
手
放
せ
ま
せ
ん
―

糖
尿
病
の
恐
れ
が
あ
る
と

言
わ
れ
て

鈴
木
ゆ
き
さ
ん
曾
薫
都
”
代
会
租
塁

２
年
は
ど
前
、
内
科
で
血
液
検

査
を
し
た
際
、
血
糖
値
が
高
く
、

体
内
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
不
足
で
、

糖
尿
病
の
恐
れ
が
あ
る
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
医
者
か
ら
糖
尿
病
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
は
恐
怖
感

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ま
さ
か
自

分
が
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

糖
尿
病

の
克
服
を
決
意
し
、

徐
々
に
食
事
制
限
を
し
始
め
た
あ

る
日
、
親
戚
に
ど
く
だ
み
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
ど
く
だ
み
の
利
尿

作
用
か
ら
、
水
分
の
体
内
処
理
を

ス
ム
ー
ズ
に
し
て
く
れ
る
た
め
、

糖
尿
病
の
改
善
に
役
立
つ
と
の
こ

と
。
ま
た
、
緩
下
作
用
か
ら
便
の

出
も
良
く
な
り
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

も
効
果
が
あ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
も
正
常
化
し
て
く
れ
る
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

勧
め
ら
れ
た
商
品
は
、
粒
状
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
、
携
帯
し
て
持

ち
運
び
で
き
る
の
で
、
毎
日
飲
み

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

飲
み
始
め
て
か
ら
半
年
ほ
ど
経

ち
、
医
者
か
ら

「血
糖
値
が
正
常

の
値
ま
で
戻

っ
て
い
る
よ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
ど
く
だ
み
の
お
か

げ
だ
な
と
思
い
、
思
わ
ず

ニ
ヤ
ッ

と
笑
み
が
漏
れ
て
し
ま

い
ま
し

た
。今

で
は
美
味
し
い
食
事
を
気
兼

ね
な
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
制
限
し
て
い
た
大
好
き
な
甘

い
も
の
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
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瑕

珊

洛

に

い

草

木

染

め

ｏ
手

織

り

の

洋

服

霞
△〓…

…

タツフ
角
山
異

嘉

珈

理

一

一

こ
・

の
服

と

出

逢

っ
た

の

は

、

大

ベ
ン
ト
会
場
の

一
角
の
僅
か
な
ス

着
る
人
に
よ

っ
て
、
そ
の
人
の
個
性
が
引

き
立
つ
と
い
う
か
、
違

っ
た
デ
ザ
イ
ン
に

見
え
た
り
す
る
の
で
す
。
縫
製
も
裏
か
表

か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
き
れ
い
な
こ
と
に
感

激
し
ま
し
た
。

綿
の
種
を
取
り
、
繊
維
を
ほ
ぐ
し
て
手

で
つ
む
い
で
糸
に
し
、
草
木
染
に
し
た
も

の
を
手
織
り
す
る
。

布
を
作
る
の
で
さ
え
い
く
つ
の
も
工
程

が
あ
り
、
更
に
服
も

一
人
ひ
と
り
の
人
が

一
着
分
を
縫
い
上
げ
る
と
い
う
気
が
遠
く

な
る
よ
う
な
作
業
。
最
初
は
高
く
て
手
が

届
か
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、
値

段
を
見
る
と
意
外
と
安
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
出
逢
い
に
、
す

っ
か
り
そ
の

服
を
気
に
入

っ
て
し
ま
い
、
最
初
に

一
枚

の
ト
ッ
プ
ス
を
購
入
。

コ
ッ
ト
ン
ー
０
０
％
の
手
紡
ぎ
さ
れ
た

糸
が
、
ベ
ー
ジ
ュ
に
近
い
淡
い
ピ
ン
ク
色

に
染
め
ら
れ
、
ざ

っ
く
り
と
手
織
り
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。
う
れ
し
く
て
そ
の
ま
ま

着
て
帰

っ
た
く
ら
い
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
と
き

一
緒
に
試
着
し
た
ボ
ト
ム
ス

は
、
今
で
こ
そ
、
通
称
モ
モ
ン
ガ
パ
ン
ツ

慶ヽ鰈嘩球一はどのノ、″詢徊は酬い̈
“

と

呼

ば

れ

る

ス
カ

ー

ト
？
　
で
、
う
さ
と

の

定
番
中
の
定
番
な
の
で

す
が
、
ズ
ボ
ン
と
ス
カ

ー
ト
を
重
ね
て
着
用
し

た
よ
う
な
感
じ
に
見
え

る
、
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ

た
シ
ル
エ
ッ
ト
で
し
た
。

知
人
に
も

「
よ
く
似

合

っ
て
い
る
」
と
言
わ

れ
た
も

の
の
、
そ
の
時

は
買

っ
て
着
る
勇
気
も
な
く
、
後
ろ
髪
を

引
か
れ
る
こ
と
も
な
く
帰
宅
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
局
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
ず
、

翌
日
に
は
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
―

「
そ
う

い
え
ば
、
最
近
、
静
電
気
が
起

き
な
い
な
あ
～
」

う
さ
と
を
着
始
め
て
し
ば
ら
く
た

つ
た

あ
る
冬
の
通
勤
時
、
地
下
鉄
の
自
動
改
札

を
通
り
な
が
ら
、
ふ
と
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

春
や
秋
に
、
素
肌
に

一
枚
ま
と

っ
た
身

体
を
風
が
か
け
ぬ
け
て
ゆ
く
気
持
ち
良
さ

は
最
高
で
す
が
、
冬
で
も
、
ひ
た
す
ら
重

ね
着
し
て
十
分
暖
か
く
快
適
に
過
ご
せ
ま

す
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
衣
類
は
、
う
さ
と

一
色
に
な
り
ま
し
た
が
、
素
材
や
デ
ザ
イ

ン
が
か
な
り
豊
富
な
の
で
、
不
思
議
と
飽

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

上
か
ら
下
ま
で
、
中
か
ら
外
ま
で
思
い

つ
き
り
う
さ
と
づ
く
し
、
と
い
う
の
は
大

変

（―
）
く
せ
に
な
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
１２
年
。
最
初
の

一
枚
は
購
入

時
よ
り
は
色
あ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
で
も

と
き
ど
き
着
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
う
さ

と
ジ
ャ
パ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
な

っ

て
、
楽
し
く
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

日
々
で
す
。
年
間
の
展
示
会
回
数
は
２
０

０
回
以
上
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国

「うさと以外は着られなくなった」という筆者。
各地のうさと展で会えるかもしれません。

／

　

　

）
　

一

――
・
―
‐



各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　
初
め

て
開
催
さ
れ
る
主
催
者
さ
ん
の
お
世
話
役

」全
国
あ
ち
こ
ち
行
か
せ
て
い
た

や
っ
て
着
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な

い
ず
と
い
う
お
客
さ
ま
に
は
い
つ
も
こ
う

お
伝
え‐‐
し
て
い
ま
す
。

『ジ
ー
ン
ズ
や
ス
ラ
ッ
ク
ス
に

一
枚
だ
け

合

‐わ
せ
て
も
良
し
―
　
ス
カ
ー
フ
か
ら
入

る
の
も
ぁ
リ
ー
」

『
ヮ
ン
ピ
ー
ス
も
う
れ
し
い
―
　
エ
プ
ロ

ン
も
オ
シ
ヤ
レ
ー
　
パ
ジ
ャ
マ
は
着
心
地

好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で
、
仕
事

な
の
か
、
旅
行
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

く
ら
い
で
す
ｃ

主
催
者
の
ほ
と
ん
ど
が
私
と
同
じ
う
さ

と
フ
ア
ン
。
み
な
さ
ん
、
大
好
き
な
う
さ

と
を
周
り
の
方
々
に
広
げ
て
く
だ
さ

つ
て

い
ま
す
、
と
い
う
か
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
．
展
示

会
場
は
、
お
祭
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
心

地
良
い
た
め
か
半
日
か
ら

一
日
い
ら

っ
し

ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

人
好
き
な
う
さ
と
の
服
を
通
し
て
、
多

く
の
方
々
と
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
笑
顔
の

輪
が
広
が
る
。

謝
で
す
。

活かしたデザインの服を創作し続けている。北海道南富良野出

身。現在タイ・チェンマイ在住。2004年から『Cdebra‖On of

Oneness』 と題した平和の祈りのイベントを、うさとの縁で結ば

れた人たちと一緒に全国各地で開催している。

■うさとシヨツプ            ■
1都′いよリアクセス

=毎
な鷺沼駅から歩いてすぐの場

所に、うさとジャバンのアンテナシヨップが″′ま魂本‐‐
―の家具のぬくもりが感じられる静かな空間4ゆつく11‐

くつる||でいただ,事鳥お毎警にお越しください。

〒216‐0005神奈川県川崎市宮前区土橋3‐ 2‐ 1●|

熟 欝 i墨轟 L、舞 慰 讐 覇 麿

00

アクセス/東急田園都市線「鷺沼駅」から徒歩塗

(渋谷駅から鷺沼駅までは急行で17分です)

有限会社うさとジャバン

〒60413202  1‐

京都市中京区衣欄通三条■

'レ

突抜町126

TEL 075‐213¨4517 FAX 075‐ 213‐4518

鰊 :翼 |:‖‐‐| .‐

9/1(月 )～ 9/7(日 )

『うさとの服展』

会場 :リ マ東北沢店2階特設会場にて

この機会をお見逃しなく !
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つのやま・はるみ

東京下町生まれ。1996年 、うさとの服 (当 時のブランド名は「大地の氣もの」)

に出会い、以後販売に携わる。そのキャリアを活かし、現在、有限会社うさと

ジャバンのスタッフとして、全国各地の代理店の展示会運営の指導に当たる。

着こなしや洋服の取り扱いに関する的確なアドヴァイスとコーディネートには

定評がある。うさとの「衣」を通してオーガニックに目覚め、食、住にまでその

波が広がり、日々快適なオーガニックライフを実践している。

|」鰈

"基

凛デ,ィナ|
を経験した後、欧米で

オートクチュール、ウェ

ディングドレスなどの創

作活動を行う。1994年

から命のエネルギーを

感じる本物の素材を求

めて世界を旅し、1996

年タイ・チェンマイに行

き着く。タイの少数民族

の伝統的な手織り、草

木染めの布等、素材を

セブンイレブン●璧鸞■うさとショップ



醸
鰺
ｇ
真
実
の
お
産
と
は
？
人
間
の
本
質
と
は
？

自
然
出
産
４０
年
間

一
筋
、
２
万
例
以
上
も
取
り
組
ま
れ
て
こ
ら
れ
た
吉
村
正
先
生
の
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
取
材
は
吉
田
賢
史
先
生
が
以
前
研
修
さ
れ
、
度
々
医
学
研
究
会
で
そ
の
と
き
の
お
話
が
で
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

吉
村
正
先
生
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
、
信
念
を
み
な
さ
ん
も
感
じ
、
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。

前
月
号
に
続
き
、
後
編
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

飯
田
晋
さ
ん
　
果
物
は
体
を
冷
や
す
と
言

っ
て
食
べ
な
い
よ

つヽ
に
、
と
い
つヽ
考

えヽ
方

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う

か
？

吉
村
先
生
　
伝
統
的
な
も
の
に
戻
れ
ば
い

い
の
で
す
。
昔
の
リ
ン
ゴ
は
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
く
ら
い
小
さ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
な
ら

ま
だ
い
い
で
す
。
そ
れ
ば

っ
か
り
食
べ
る

と
い
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
…
…
。
で
も

今
は
技
術
が
進
ん
で
、
人
工
的
に
大
き
く

し
た
り
、
糖
分
を
増
や
し
て
甘
く
し
て
い

る
の
で
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
、
そ
ん
な
甘
す

ぎ
る
リ
ン
ゴ
を
作
る
の
も
ど
う
か
し
て
い

ま
す
。

細
川
先
生
　
基
本
は
自
然
と
い
う
こ
と
で

す
ね
、
食
事
も
。

吉
村
先
生
　
そ
う
で
す
。
大
元
に
帰
れ
ば

い
い
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
帰
れ
ば
お
産

で
も
、
医
者
な
ん
か

一
人
も
要
ら
な
く
な

り
ま
す
。
死
ぬ
者
は
死
ぬ
の
で
す
。
死
ぬ

労曇営ξ茫ポ言iずlk集岬

牲 詳MIホ柩は

「お
産
の
家
」．．〓
村
Ｅ
院‐‐の

吉
村
工
■
■
を
目
ん
で
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者
が
死
ん
で
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
。

自
然
に
す
る
の
が

一
番
な
の
で
す
。

そ
れ
を
今
は
、
ち
ょ
っ
と
陣
痛
が
来
て
、

赤
ん
坊
が
苦
し
そ
う
だ
か
ら
と
、
す
ぐ
に

お
腹
を
切

っ
て
赤
ん
坊
を
出
そ
う
と
す

る
。
こ
れ
は
人
間
が
発
揮
で
き
て
い
た
本

来
持

っ
て
い
た
強
さ
が
現
れ
る
の
を
邪
魔

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
医
学
は
み

な
そ
う
い
う
側
面
を
持

っ
て
い
ま
す
。
本

来
な
ら
、
そ
う

い
う
医
学
は
な
い
方
が
マ

シ
で
す
。

産
婦
人
科
で
は

っ
き
り
分
か
り
ま
し

た
。
医
療
は
必
要
な
い
。
帝
王
切
開
は
本

来
、
や
ら
な
い
方
が
よ
い
。
自
然
が
良

い

の
で
す
。
神
に
従
え
ば
い
い
の
で
す
。
そ

れ
が

一
番
気
持
ち
が
よ
い
。
勉
強
も
要
ら

な
い
ん
で
す
。

大
体
５
～
６
歳
の
子
ど
も
は
面
白
い
で

は
な
い
で
す
か
。
動
作
も
く
ち
ょ
く
ち
ょ

し
て
い
て
う
れ
し
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
学

校
に
行

っ
た
途
端
に
面
白
く
な
い
子
ど
も

に
な
り
ま
す
。

学
校
な
ん
て
、
イ
チ
、
二
の
サ
ン
で
止

め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
い
た
い
く
ら

い
で
す
。
学
問
な
ん
て
人
間
の
歴
史
の
中

の
ご
く

一
部
で
す
。

綱
川
先
生
　
で
も
吉
村
先
生
が
学
ん
だ
医

学
は
役
に
立

っ
た
面
も
あ
り
ま
す
よ
ね
？

吉
村
先
生
　
そ
れ
が
間
違

っ
て
い
る
と
知

る
の
に
は
役
立
ち
ま
し
た
。
全
然
勉
強
し

て
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
い
か
ん
と
い
う

こ
と
す
ら
分
か
ら
な
か

っ
た
で
し
ょ
う

ね
。私

は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
が
来
た
ら

言

い
ま
す
。
「
人
は
、
生
ま
れ
た
以
上
、

い
つ
か
は
死
ぬ
。
妊
娠
し
た
か
ら
に
は
、

死
を
覚
悟
せ
よ
。
死
を
覚
悟
せ
ん
よ
う
な

人
は
セ
ッ
ク
ス
を
し
て
は
い
か
ん
」
と
。

女
が
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
と
い
う
こ
と
は
、

命
を
懸
け
る
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。
命
を

目
指
す
の
で
す
か
ら
、
自
分
が
命
を
懸
け

な
い
で
ど
う
し
ま
す
か
。

自
分
だ
け
安
全
地
帯
に
い
て
、
楽
し
て

産
も
う
な
ど
と
い
う
気
持
ち
で
は
ろ
く
な

お
産
は
出
来
ま
せ
ん
。
こ
う
言
う
と
、
び

っ
く
り
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
逃
げ
た
人

は
い
ま
せ
ん
。

「断
じ
て
行
え
ば
、
鬼
神
も
こ
れ
を
避
く
」

皆
、
勇
気
が
足
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
こ

と
ば
か
り
考
え
て
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
か

ら
、
ホ
ン
ト
の
こ
と
に
到
達
で
き
な
い
の

で
す
。

医
者
も
同
じ
で
す
。

「死
を
も
厭
わ
ず
」

そ
う
い
う
気
持
ち
で
医
者
に
な
ら
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
真
実
は
死
を
賭
し
て
な

け
れ
ば
、
つ
か
ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
い
つ
死
ぬ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
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大
東
あ

い

マ
ク

ビ

オ
ア

イ
｀

ン

ク

ス
タ
ジ

オ

☆プロフィール
1957年生まれ,福井県在住
リマクッキングアカデミー師範科卒

食養料理研究家,日本成人病予防協会健康管理士
「
台所は薬局'お母さんは薬剤師」をテーマに心

身共に何があつても大丈夫な女性が増えるのを楽
しみにしています。

食箋学べます
ナチュラルコロス・食の処方箋コロス

参加費:5000円
|マクロビオティックヘの入門編'季節の旬のお野菜を
一つのお鍋で5～ 7品作り上げ、簡単な陰陽理論で
美味しさを引き出します。

1食の処方箋は個人個人の望診を学びます。

福丼3/9は|,0/1:仕 1石川3/23仕|19/27側

東京8/25桐 119/29桐 1京都8/30仕 |'9/20国

マクロ出lml‖明J劉 諜
本の料理・マクロピオティックの真髄
略隅理論を誰でも分かるように分析します

lヶ月に1日  2単位X3ヶ 月 全6単位 30.000円

お問|ヽ合せ事務局姜成美(カ ン=ソ ンミ)

丁EL090-9769-4271
ma‖ kayagum―songmiOsoftbank ne」 p

で
も
夜
も
昼
も
な
く
働
い
て
い
ま
す
。

細
川
先
生
　
こ
の
本
は
本
当
に
感
動
し
ま

し
た
。

吉
村
先
生
　
そ
れ
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
こ
の
本
を
紹
介
し
て
下
さ

い
。お

産
は
ホ
ン
ト
に
基
本
で
す
。
女
性
が

ホ
ン
ト
は
全
く
無
意
識
に
や
る
べ
き
こ
と

で
す
。
無
意
識
に
や
る
べ
き
命
の
中
枢
で

す
。
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
が
変

わ
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ビ
ク
ビ
ク
し

て
い
た
ら
、
そ
の
命
が
、
み
ん
な
衰
弱
し

て
き
ま
す
。
医
学
な
ど
を
学
ん
で
、
ち
ょ

っ
と
出
血
し
た
ら
、
安
静
に
し
て
い
な
い

と
い
け
な
い
だ
と
か
、
ち
ょ
つ
と
お
腹
が

痛

い
と
、
早
産
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
か
、

愚
に
も
つ
か
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か

ら
、
異
常
に
な
る
の
で
す
。

医
者
の
責
任
で
す
。
そ
う
や
っ
て
ビ
ク

ビ
ク
さ
せ
て
お
く
と
異
常
が
増
え
て
、
診

療
費
が
増
え
る
と
い
う
寸
法
で
す
。
私
の

と
こ
ろ
の
妊
婦
さ
ん
を
見
る
と
、
み
な
、

び

っ
く
り
仰
天
し
て
い
ま
す
。

あ
の
妙
竹
林
な
と
こ
ろ

（古
屋
）
で
、

妊
娠
３
カ
月
で
バ
ン
バ
ン
薪
割
り
で
す
。

み
ん
な
や
っ
て
ま
す
。　
一
人
残
ら
ず
薪
割

り
で
す
。
そ
れ
で
早
産
は

一
人
も
い
ま
せ

ん
。
み
ん
な
、
「き
や
あ
き
ゃ
あ
」
言

っ

て
ま
す
。
「
き

ゃ
あ
き

や
あ
」
言
う
と
、

生
命
力
が
上
が
り
ま
す
。
生
命
力
で
産
ま

れ
る
の
で
す
。

そ
れ
を
、
骨
盤
が
狭
い
だ
と
か
、
Ｃ
Ｐ

Ｄ
児
頭
骨
盤
不
均
衡
だ
と
か
、
骨
盤
の
形

と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
の
形
が
合
わ
な
い
か

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
な
い
だ
と
か
。

全
部
ウ
ソ
で
し
た
。

全
部
、
私
が
診
療
の
中
で
、
よ
く
な
い

生
活
を
改
め
さ
せ
て
、
精
神
的
に
の
ん
び

り
さ
せ
た
ら
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
な
ん
て
言
わ
れ
る

も
の
は
、
問
題
で
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

前
に
、
グ
ツ
デ
マ
ン

・
マ
ル
チ
ウ
ス
と
い

う
方
法
が
あ

っ
て
、
西
洋
人
の
、
賢
く
な

い
や
り
方
な
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
方
法

で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
る
と
、
こ
の
赤
ち
ゃ

ん
は
生
ま
れ
な
い
、
」ヽ
の
子
は
生
ま
れ
る
、

そ
う
い
う
判
定
が
出
来
る
、
な
ど
と
い
う

方
法
が
あ
る
の
で
す
。

医
学
書
に
書
い
て
あ
る
の
で
す
。
日
本

で
は
、
こ
れ
を
い
ま
だ
に
や
っ
て
い
る
医

者
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
が
、
外
国
で
は

役
立
た
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
ほ
と
ん
ど

や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
で
絶
対
産
ま

れ
な
い
と
言
わ
れ
た
人
が
、
普
通
に
出
産

し
て
い
ま
す
。
バ
ン
バ
ン
に
運
動
し
て
、

私
の
言
う
よ
う
な
生
活
を
す
れ
ば
大
丈
夫

で
す
。
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大
国
先
生
　
先
生
が
本
に
書
か
れ
て
い

る
、
微
弱
陣
痛
の
意
味
は
感
動
で
し
た
。

一
体
ど
う
や
っ
て
児
頭
が
こ
の
わ
ず
か

な
大
き
さ
の
違
い
に
到
達
し
た
か
、
妊
婦

は
分
か
る
の
か
。
ま
さ
に
自
然
の
摂
理
、

生
命
の
神
秘
で
す
。

吉
村
先
生
　
だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
は
人
間

が
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
神
が
や
っ

て
い
る
、
と
申
す
の
で
す
。
人
間
が
頭
で

考
え
て
出
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

微
弱
陣
痛
が
長
く
て
も
、
そ
れ
は
産
む

力
が
弱
い
の
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
頭

が
小
さ
く
な
っ
て
通
過
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
に
、
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
だ
け
で

す
。
神
の
所
業
で
す
か
ら
待
て
ば
よ
い
の

で
す
。
人
間
が
小
賢
し
く
も
、
こ
れ
を
待

た
ず
に
陣
痛
促
進
剤
で
無
理
に
出
そ
う
と

す
れ
ば
、
児
頭
も
骨
盤
も
準
備
が
で
き
て

ま
せ
ん
か
ら
通
過
で
き
ず
、
お
腹
を
切
る

羽
目
に
な
り
ま
す
。

大
国
先
生
　
待

っ
て
い
れ
ば
、
子
ど
も
の

方
が
骨
盤
に
合
わ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
す

ね
、
時
間
を
か
け
て
。

吉
村
先
生
　
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
骨

盤
自
身
も
働
い
て
い
ま
す
。
骨
盤
は
、
た

く
さ
ん
の
骨
で
出
来
て
い
ま
す
が
、
お
産

が
始
ま
る
と
こ
れ
ら
の
骨
と
骨
を
つ
な
ぐ

靭
帯
を
緩
め
て
産
道
を
拡
げ
る
リ
ラ
キ
シ

ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
骨
盤
が
拡

が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
産
が
始
ま
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
は
小
さ
く
な
り
、
骨
盤
は
大
き

く
な
る
。

こ
れ
は
み
ん
な
神
が
や
っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

大
国
先
生
　
け
れ
ど
、
自
然
な
生
活
を
送

れ
る
妊
婦
さ
ん
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
中
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
出
て
く
る

の
を
待

っ
て
、
待
ち
過
ぎ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

が
亡
く
な
る
例
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

吉
村
先
生
　
も
ち
ろ
ん
、
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
私
は
覚
悟
せ
い
と
い
う
の
で
す
。
で

も
そ
れ
は
待
ち
す
ぎ
た
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
ま
で
の
命
だ

っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
仮
に
帝
王
切
開
を
し
て
も
助
か

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
に
手
術
を

し
て
も
亡
く
な
る
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
婦
さ
ん

は
い
ま
す
。
結
果
は
同
じ
で
す
。
医
者
が

介
入
す
れ
ば
全
員
助
か
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
医
者
を
神
と
勘

違
い
す
る

一
方
で
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る

と
、
そ
れ
が
命
の
限
界
で
あ

っ
た
と
捉
え

る
代
わ
り
に
医
者
を
責
め
る
の
は
実
に
お

か
し
い
で
す
。
死
力
を
尽
く
し
て
助
け
よ

う
と
し
た
医
者
が
結
果
次
第
で
、
逮
捕
、

監
禁
さ
れ
る
よ
う
な
国
な
ら
、
医
療
が
崩

壊
し
な
い
方
が
不
思
議
で
す
。

先
進
国
広
じ
と
い
え
ど
も
、
こ
ん
な
訳

の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
は

日
本
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

吉
田
賢
史
先
生
　
吉
村
先
生
の
と
こ
ろ
で

勉
強
さ
せ
て
も
ら
つ
て
い
た
と
き
、
遠
方

か
ら
来
ら
れ
た
妊
婦
さ
ん
が
、
「先
生
の

と
こ
ろ
に
来
て
か
ら
陣
痛
が
来
れ
ば
い
い

で
す
け
れ
ど
、
遠
い
の
で
、
途
中
で
産
ま

れ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ど

う

し

た

ら

い

い
で
す

か
？
」
と
、
聞

い
た
と

き
、
吉
村
先
生
は
、
「途

中
で
産
ま
れ
る
な
ん
て
、

そ
ん
な
良

い
こ
と
は
な

い
じ

ゃ
な

い
か
」
と
言

つ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
す
。

兼
田
先
生
　
私
も

「
幸

せ
な
お
産
が
日
本
を
変

え
る
」
を
読
む
ま
で
は
、

お
産

に
遭
遇
し
た
ら
、

自
分
は
恐
く

て
何
も
で

き
な

い
と
思

っ
て
い
ま

し
た
が
、
読
ん
で
か
ら

は
、
恐
怖
心
も
な
く
な

り
ま
し
た
。

吉
村
先
生
　
医
者
は
必

要
以
上
に
、
恐
怖
心
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
お
産

の
進
行
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の
大
変
な
妨
げ
と
な
る
。
お
産
が
う
ま
く

い
く
た
め
に
は
、
妊
婦
さ
ん
が
副
交
感
神

経
優
位
の
状
態
で
、
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
大
事
で
す
。

こ
の
お
産
の
家
を
作

っ
た
の
も
そ
れ
が
理

由
で
す
。
自
然
の
素
材
で
昔
か
ら
馴
染
み

の
棟
梁
が
２
年
も
か
け
て
作

っ
た
昔
な
が

ら
の
日
本
の
家
で
す
。

細
川
先
生
　
お
産
が
変
わ
れ
ば
日
本
が
変

の
結
果
分
か
つ
た
こ
と
で
す
。
科
学
で
見

る
か
ら
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

分
か
る
こ
と
は
、
３
歳
に
な
る
ま
で
徹
底

的
に
、
自
然
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
が
撮

っ
た
こ
の
写
真
集

の
本
を
見
て
も
ら
え
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

産
ま
れ
た
時
の
お
母
さ
ん
の
顔
が
全
然
違

い
ま
す
。
も
の
す
ご
い
喜
び
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
顔
で
す
。
こ
れ
を
見
せ
た
ら
、
産
科

の
女
医
が
泣
き
ま
す
。
助
産
婦
が
泣
き
ま

す
。
も
う
二
日
い
た
だ
け
で
分
か
り
ま
す
。

今
の
お
産
が
い
か
に
間
違

っ
て
い
る
か
。

大
国
先
生
　
自
然
に
生
き
る
こ
と
の

一
環

と
し
て
、
母
乳
を
推
進
し
て
い
る
小
児
科

医
が
い
ま
す
。
断
乳
は
い
つ
頃
が
い
い
の

で
し
ょ
う
？

吉
村
先
生
　
私
の
と
こ
ろ
で
は
お
母
さ
ん

に
は
い
つ
ま
で
で
も
飲
ま
せ
て
い
ま
す
。

私
の
と
こ
ろ
で
出
産
す
る
と
、
す
ぐ
次
を

産
み
た
く
て
し
ょ
う
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
お
乳
を
吸
わ
せ
て
い
て
も
、
次
、

産
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
る
せ

い
か
、
性
的
欲
求
が
高
い
よ
う
で
、
す
ぐ

セ
ッ
ク
ス
し
て
次
の
子
を
妊
娠
し
ま
す
。

妊
娠
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
最
初
の
子
供
に

飲
ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。
本
に
は
、
流
産

が
起
き
る
か
ら
、
お
乳
を
吸
わ
せ
て
は
い

け
な
い
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
間
違
い

で
す
。
私
の
と
こ
ろ
は
、
皆
、
ち
ゆ
う
ち

ゅ
う
飲
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
流
産
は

一
例

も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
は
実
に
あ
て
に
な
り

ま
せ
ん
。
本
は
信
じ
な
い
で
は
し
い
で
す
。

と
言
い
な
が
ら
私
も
書
い
て
ま
す
…
。
私

の
本
は
別
で
す

（笑
）

大
国
先
生
　
先
生
の
本
は
中
学
生
、
高
校

生
の
う
ち
か
ら
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

吉
村
先
生
　
こ
の
間
、
名
古
屋
大
学
と
鹿

わ
る
、
は
全
く
そ

の

通

り

だ

と

思

い
ま

Ｕ＞
、　
　
す
。

」
吉ヽ村先
［
崚
¨
ｒ
彙
畔
っ
凱

悧
牲
　
れ
は
最
初
の
３年
間

か
畑　
が
一番
大
事
と
誰
が

υ
　
　
一百
つと
も
な
く
言
っ

脇
　
　
て
き
て
、
分
か
つて

畳
　
　
き
た
。
科
学
で
分
か

概
　
　
った
訳
で
は
な
い
。

士口　
　
何
億
人
に
よ
る
観
察
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児
島
大
学
の
二
人
の
女
子
医
学
生
が
私
の

と
こ
ろ
に
来
て
、
「先
生
の
お
産
は
絶
対

正
し
い
。
私
た
ち
が
先
生
の
跡
を
継
ぎ
た

い
―
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
は
、
で
」
の
本
は
妊
婦
に
読
ま
せ
る
本

で
は
な
い
。
全
て
の
女
性
に
読
ま
せ
る
本

で
あ
る
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
男
と
女
に
同
じ
教
育
と
い
う

の
が
間
違
い
で
す
。
男
は
男
、
女
は
女
と

い
う
特
殊
性
を
生
か
さ
な
い
と
。
男
女
同

権
、
男
女
共
同
参
画
と
い
っ
て
喜
ぶ
女
性

は
ど
う
か
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
男
の
レ

ベ
ル
に
格
下
げ
と
い
う
こ
と
で
す
。
男
な

ん
て
大
事
な
こ
と
は
何

一
つ
出
来
な
い
。

子
供

一
人
産
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
命
を

継
げ
な
い
の
に
威
張

っ
て
い
る
。
今
は
男

の
文
化
で
世
の
中
を
作

っ
て
い
る
。
だ
か

ら
そ
れ
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
女
が
女

で
な
く
な

っ
て
き
て
、
出
産
が
楽
し
く
な

い
。
出
産
で
異
常
が
増
え
て
い
る
。
ど
ん

ど
ん
人
間
が
減

っ
て
き
て
い
る
。
男
の
文

化
が
人
類
を
崩
壊
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

今
の
教
育
は
間
違

っ
て
い
ま
す
。
農
耕

世
界
に
戻
る
こ
と
が
、
人
間
性
の
復
興
に

も
、
い
い
お
産
に
も
必
要
で
す
。
そ
う
な

れ
ば
医
学
も
要
ら
な
く
な
る
。

細
川
先
生
　
母
親
の
愛
は
絶
対
愛
で
す
。

そ
の
絶
対
愛
が
育
た
な
い
よ
う
な
分
娩
を

し
て
い
る
か
ら
母
親
に
も
子
に
も
、
こ
の

一
番
大
事
な
と
こ
ろ
が
育
た
な
い
。

吉
村
先
生
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
母

子
関
係
が
、　
一
番
の
愛
情
の
基
本
な
ん
で

す
。
母
子
関
係
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い

と
、
他
が
み
ん
な
ダ
メ
に
な
り
ま
す
。
今

の
世
の
中
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
母
子

関
係
を
ぶ
ち
壊
し
て
ま
す
。

で
も
、
し
っ
か
り
運
動
さ
せ
、
食
べ
過

ぎ
な

い
と

い
う
指
導
を
守

っ
て
く
れ
れ

ば
、
自
分
か
ら
抱
き
た
く
な
り
ま
す
。
無

意
識
に
…
…
。
す
る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
無
茶

苦
茶
可
愛
い
く
な

っ
ち
ゃ
う
。
命
を
捨
て

て
も
い
い
く
ら
い
可
愛
く
な
る
。

で
も
今
は
、
多
く
の
病
院
で
は
、
ど
ん

な
に
自
然
分
娩
に
し
て
い
る
と
言

っ
て
い

て
も
、
会
陰
切
開
し
た
り
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
押
し
た
り
、
お
腹
の
上
に
乗

っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
早
く
お
腹
か

ら
出
す
と
い
い
と
思

っ
て
ま
す
が
、
そ
れ

は
間
違
い
で
す
。
私
は
何
も
し
て
い
ま
せ

ん
。
亡
く
な
る
と
き
は
亡
く
な
る
。
覚
悟

し
な
さ
い
、
と
言
う
と
、
み
な
ち
ゃ
ん
と

産
ま
れ
て
き
ま
す
。
全
く
自
然
に
し
て
い

る
と
泣
き
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
見
学
に
来
た
二
人
の
若
い
助

産
婦
が
、
お
産
を
最
後
ま
で
見
て
言
い
ま

し
た
。
「何
て
母
親
が
う
れ
し
そ
う
な
ん

だ
ろ
う
。
何
て
赤
ち
ゃ
ん
が
幸
せ
そ
う
な

ん
だ
ろ
う
」
、
「助
産
婦
な
ん
て
や
っ
て
な

い
で
、
早
く
結
婚
し
て
、
早
く
子
供
を
産

み
た
い
」
と
…
。
自
分
で
こ
の
喜
び
を
体

験
し
た
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

細
川
先
生
　
今
の
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
限
界
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

吉
村
先
生
　
自
然
な
お
産
が
い
い
と
い
う

の
は
、
頭
で
考
え
て
分
か

っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
私
の
行
動
の
結
果
で
す
。
皆
さ
ん

に
も
行
動
し
て
も
ら
い
た
い
。
妊
婦
と

一

緒
に
、
田
畑
に
出
て
、
汗
を
流
し
て
も
ら

い
た
い
。
自
然
な
お
産
を
す
る
と
、
う
ち

で
お
産
を
す
る
と
、
た
だ
正
し
く
産
ま
れ

た
、
と
い
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
生
き
方

か
ら
何
か
ら
全
部
変
わ

っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

家
族
も
変
わ

っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
旦
那
が
変

わ

っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
初
め
は
、
旦
那
が
来

て
、
こ
わ
い
顔
を
し
て
、
私
を
晩
み
つ
け

た
り
し
て
ま
す
。
そ
れ
が
妊
娠
末
期
に
な

っ
て
く
る
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
や
っ
て
き
ま

す
。今

日
は
皆
さ
ん
、
私
の
気
持
ち
を
感
じ

て
下
さ
っ
た
よ
う
で
、
私
も
自
信
が
つ
き

ま
し
た
。
も

っ
と
も

っ
と
命
を
賭
し
て
生

き
て
い
こ
う
と
思
う
し
、
主
張
し
て
い
こ

う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

一
同
　

」ヽち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●PRO日 LE
よしむら・ただし

1932年生まれ。名古屋大学医学部卒。

医学博士。1961年 より吉村医院院長と

して約40年間に渡って2万例以上の自

然なお産に取り組んできた。自然なお

産の第一人者。その経験から導きださ

れたテーマは、自然に即した生き方、セ

クシュアリティ・スピリチュアリティの重

要性、哲学、美学、宗教…など幅広い。

2007年 、本来の「自然なお産」の様々

な姿を自ら撮影した写真集を出版。

著書/「しあわせなお産のすすめ」DV
Dbook(春 秋社 )、 写真集「しあわせな

お産」(現代書館 )、「幸せなお産」が日

本を変える(講談社α新書)な と。
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Ⅲ・一
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
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／
絵
ヽ

ト
ー
タ
ル
フ
イ
フ
デ
ザ

Ｔ
Ｌ
Ｄ
～

自

己

治
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力

（
３

）

為

胞
の
肇

図

１

退
伝
了

・

―
・

価市
・・

1“轟■■

生
命
活
動
の
情
報

人
の
体
内
で
は
毎
日
約
７
０
０
０
憶
個

の
細
胞
が
新
生
し
、
同
数
の
細
胞
が
消
滅

し
て
い
る
。
細
胞
を
構
成
す
る
た
ん
ぱ
く

質
を
造
る
た
め
に
は
、
同
じ
型
の
分
子
を

形
成
す
る
情
報

（設
計
図
）
が
必
要
に
な

る
．
細
胞
の
核
の
中
に
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

（デ

オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
）
の

一
部
に
遺
伝
子
が

あ
り
、
こ
こ
に
必
要
な
情
報
が
す
べ
て
納

め
ら
れ
て
い
る
ｃ

細
胞
が
新
た
に
生
ま
れ
る
と
き
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
こ
に
あ
る
情
報

に
よ
っ
て
同

一
の
た
ん
ぱ
く
質
が
つ
く
ら

れ
、
二
つ
の
細
胞
に
な

っ
て
い
く
．
寿
命

が
き
た
古
い
細
胞
は
、
分
解
し
て
排
出
さ

れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
細
胞
は
、
常
に

新
旧
交
代
し
て
新
し
い
細
胞
が
身
体
を
造

り
、
生
命
を
維
持
し
て
い
る
ｃ
体
細
胞
は
、

一
生
の
間
に
平
均
∞
～
Ю
同
生
ま
れ
変
わ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
り

常
に
同
じ
細
胞
が
新
生
し
て
お
れ
ば
、

人
は
正
常
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ピ
ー
ミ
ス
は
１
０
０
億
国
に
１
度
く
ら

い
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
異
常
に
多
く
な
る

と
狂

っ
た
細
胞
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
ｃ

多
く
の
細
胞
が
異
常
に
な
る
と
、
生
命
活

動
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の

状
態
に
陥

っ
た
も
の
の

一
種
が
腫
瘍
で
あ

２一
。腫

瘍
は
、
良
性
と
悪
性
の
２
タ
イ
プ
が

あ
る
。
良
性
腫
瘍
は
、　
一
定
の
大
き
さ
で

増
殖
が
止
ま
る
、
他
の
組
織
に
浸
潤
し
な

い
、
転
移
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

悪
性
腫
瘍
の
特
徴
は
、
無
限
に
増
殖
す
る
、

周
囲
の
組
織
に
浸
潤
し
て
犯
し
て
い
く
、

転
移
し
て
増
殖
し
て
い
く
。
上
皮
に
増
殖

す
る
も
の
を
癌
と
い
い
、
組
織
の
内
部
に

増
殖
す
る
も
の
を
肉
腫
と
い
う
。
良
性
腫

瘍
は
、
イ
ボ
、
ポ
リ
ー
プ
、
筋
腫
な
ど
が

あ
り
、
悪
性
腫
瘍
は
、
癌
、
肉
腫
、
リ
ン

パ
腫
、
自
血
病
な
ど
で
あ
る
。
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細
胞
の
変
異
…
…
腫
瘍

病
の
大
半
は
、
炎
症
か
腫
瘍
で
あ
る
。

炎
症
性
の
病
気
は
、
食
事
を
整
え
て
血
液

を
正
常
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
癒
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
腫
瘍
は
、
血
液

を
正
常
化
し
て
も
細
胞
ま
で
正
常
化
さ
せ

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

血
液
を
正
常
化
し
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
簡
単
に

は
元
に
一戻
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
症
状
は

改
善
さ
れ
、
悪
化
は
食
い
止
め
ら
れ
る
が

根
治
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
た
ら
な
い
の
が

実
情
だ
。

血
液
を
良
質
に
し
て
細
胞
の
環
境
を
良

質
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
活
動
を

円
滑
に
す
る
ベ
ー
ス
が
で
き
る
。
こ
の
条

件
が
満
た
さ
れ
た
？ヽ
え
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
正

常
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
腫
瘍
は
完
治

す
る
。
こ
の
２
つ
の
条
件
、
細
胞
環
境
の

正
常
化
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
正
常
化
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
後
は
正
常
細
胞
が
増
加
し
、
異
常
細

胞
は
新
生
の
た
め
の
条
件
を
失
っ
て
増
殖

が
で
き
な
く
な
り
、
死
滅
し
て
い
く
。

細
胞
環
境
は
、
食
事
を
正
し
生
活
を
正

す
こ
と
に
よ
っ
て
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

食
事
を
正
す
こ
と
で
血
液
が
良
質
化
し
、

良
質
な
血
液
は
細
胞
の
代
謝
を
高
め
、
良

質
な
細
胞
を
造
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
細

胞
の
素
材
が
ど
れ
ほ
ど
完
璧
で
あ
っ
て
も
、

1図
想念 lb像

情念 自己像

下意識

摯靴

蜀|

インパルス

器
官

（臓
器
な
ど
）

細
胞

遺
伝
子

神
経
系

内
分
泌
系
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設
計
図
に
ミ
ス
が
あ
れ
ば
細
胞
の
構
造
が

異
常
に
な
る
。
細
胞
を
造
る
た
め
に
は
、

良
質
素
材
と
正
し
い
情
報
二
つ
の
要
素
必

要
だ
。
こ
れ
ら
の
二
条
件
が
整
え
ば
、
自

己
治
癒
力
は
増
進
す
る
。

遺
伝
子
を
狂
わ
せ
る
も
の

現
代
社
会
に
は
、
遺
伝
子
を
狂
わ
せ
る

も
の
が
氾
濫
し
て
い
る
。
化
学
物
質
の
中

で
は
、
洗
剤
に
含
ま
れ
る
化
学
合
成
の
界

面
活
性
剤
、
溶
剤
、
除
草
剤
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
物
質
は
、
分
解
力
と
浸
透
力
が

強
い
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
と
く
に
台

所
用
中
性
洗
剤
は
、
強
力
で
あ
る
。
浸
透

性
の
強
い
物
質
は
、
皮
膚
や
粘
膜
か
ら
体

内
に
侵
入
し
細
胞
の
内
部
に
入
っ
て
核
に

ま
で
到
達
す
る
。
そ
こ
で
強
力
な
分
解
力

に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
損
傷
が
起
こ
っ
て

く
る
。

物
理
的
な
も
の
で
は
、
電
磁
波
で
あ
る
。

電
磁
波
は
、
遺
伝
子
、
脳
細
胞
、
神
経
細

胞
を
変
異
さ
せ
て
い
く
。
と
く
に
携
帯
電

話
、
電
子
レ
ン
ジ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

電
気
毛
布
、
な
ど
の
影
響
が
大
で
あ
る
。

遺
伝
子
を
正
常
に
戻
そ
う
と
す
る
な
ら
、

悪
影
響
を
与
え
る
原
因
を
す
べ
て
排
除
す

べ
き
で
あ
る
。

意
識
が
遺
伝
子
を
左
右
す
る

血
液
を
浄
化
し
て
も
、
代
謝
を
高
め
て

も
、
い
か
に
効
果
の
高
い
治
療
を
行

っ
て

も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
修
復
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
意
識
を
正
さ
な

い
か
ぎ
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
正
常
化
す
る
に
は
、
意
識
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
以
外
に
方
法
が
な
い

の
で
あ
る
。

意
識
の
深
層
部
に
あ
る
情
報
は
、
脳
と
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僕
が
、
と
い
う
よ
り
女
房
が
、
最
大
の
気
を
遣

っ
て
い
る
こ
と
は
食
生
活
で
あ
ろ
う
ｅ
三
回
の
ガ
ン
に
打
ち
克

っ
た
最

大
の
要
因
は
食
生
活
に
あ
り
と
断
言
で
き
る
。
こ
れ
ば
つ
か
り
は
女
房
に
感
謝
し
て
い
る
。
入
院
中
も
医
師
や
看
護
師
に
、

そ
し
て
見
舞
い
に
来
た
友
人
た
ち
に

「凄
い
精
神
力
で
す
ね
」
、
と
賞
賛
さ
れ
た
。
た
だ
、
僕
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「強
靭
な

る
精
神
は
強
靭
な
る
身
体
に
宿
る
」
で
あ
り
、
「正
食
こ
そ
強
靭
な
る
身
体
の
源
」
だ

「正
食
」
と
い
う
の
は
天
然

・
自
然
食
品
の
こ
と
。
詳
し
く
は
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
定
義
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
土
地
で
と
れ
た
旬
の
も
の
を
丸
ご
と
全
部
摂
取
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
コ
メ
な
ら
玄
米
を
、
野
菜
な

ら
葉
か
ら
茎
か
ら
根

っ
こ
ま
で
を
、
魚
類
な
ら
小
魚
を
摂
る
こ
と
を
い
う
。
魚
は
手
の
ひ
ら
に
乗
る
も
の
を
食
べ
ろ
と
い

う
言
い
伝
え
は
、
生
命
す
べ
て
を
頂
戴
せ
よ
と
い
う
神
仏
の
教
え
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
な
ん
の
こ
た
あ
な
い
、
昔

っ

か
ら
日
本
人
の
食
生
活
の
姿
そ
の
も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
文
二
十
二
ペ
ー
ジ
よ
り
）

定価 (本体価格 1,700円 十税)

■ こ注文は下記ヘ
。日本CI協会および友の店
。最寄の書店もしくは小社

医療文化社
TEL 03-3593‐ 0038
X03-3593-0165
-‐ル :iryo― bun@abox so― net neip
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い
う

「
ハ
ー
ド
」
を
通
じ
て
遺
伝
子
に
反

映
す
る
。
深
層
に
あ
る
設
計
図
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ

っ
て
も
狂
う
こ
と
は
な
い
。

そ
の
情
報
が
、
末
端
の
遺
伝
子
に
ま
で
伝

達
さ
れ
る
過
程
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
正
し
い
情
報
を
遺
伝
子

に
ま
で
伝
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
修
復
さ
せ
れ

ば
、
遺
伝
子
は
元
の
姿
に
戻
る
ｃ
こ
の
条

件
を
満
た
し
た
状
態
で
細
胞
が
正
常
化
し

た
場
合
は
、
そ
の
後
に
遺
伝
子
に
損
傷
を

き
た
す
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も

速
や
か
に
修
復
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
健
康

な
身
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
２
度
と

異
常
細
胞
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。

遺
伝
子
の
正
常
化

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
実
践
で
癌
を

治
そ
う
と
し
た
と
き
、
意
識
の
条
件
が
満

た
さ
れ
ず
良
い
結
果
が
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
多

い
ｃ
そ
れ
は
、
他
の
ど
ん
な
手
段
を

■

総
動
員
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
改
善
ま
で

で
完
治
ま
で
に
は
い
た
ら
な
い
。
意
識
の

改
善
が
不
完
全
で
あ
る
た
め
だ
。

心
を
和
や
か
に
し
て
悪
感
情
を
も
た
な

い
よ
う
に
す
る
、
感
謝
の
念
を
も
つ
、
健

康
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
プ
ラ
ス
志
向
を

心
が
け
る
。
良
く
な
る
と
い
う
思
い
を
自

己
暗
示
的
に
内
面
に
イ
ン
プ
ツ
ト
す
る
Ｇ

健
康
な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
。
な
ど
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
気
を
全
身
に
め
ぐ
ら
し
て
パ
ワ
ー

を
高
め
る
。
特
殊
能
力
者
に
気
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
入
し
て
も
ら
う
。
自
然
界
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
く
。
な
ど
、
他
力

を
頼
る
こ
と
も
す
る
。
し
か
し
、
い
か
に

多
く
の
努
力
を
重
ね
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が

空
し
い
結
果
に
終
わ
る
。
そ
れ
は
、
表
面

の
現
象
の
み
を
と
ら
え
て
仮
想
認
識
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
本
質
が
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。
本
質
は
深
層

に
あ
る
た
め
、
だ
れ
で
も
容
易
に
認
識
す

■
一

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
本
源
か
ら
修

復
さ
れ
な
け
れ
ば
、
望
む
結
果
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
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●PROFILE
ほそかわ かずひろ
1948年 、愛知県豊りll市 生まれ。
東西医学、心身医学、食養法、民間医療等を統合し、総合的健康法・治療法の実践的研
究を30年 間行う。
自分自身を自在にコントロールするセルフコントロールと食養をベースに統合的・根本
的な指導を行う。現在は生活改善指導の講演会や健康セミナーで活躍中。著書に『自然
健康法』『気と食・驚異のパランスパワー』F梅醤たんぼぽ茶健飲法』(共著)『食養生大全』
(共著)なとがある。日本CI協会にて、トータルライフセミナー、ブレイン・リアリティ・
メソッド、個人別健康相談も行う。

il

自分の意思で

身体・ 心・ 能力を自在にコントロール

素早く楽に健康や華せを手に入れる
テクニックを身につける

日 時

場 所:じ涯張担週展尼寮箋更ヨ
講 白雨:細りIⅢ贋讃
参加費 :48,000円 (税込み)

日本CI協会の会員の方が対象です。未入会の方は入会手続 きをお願いします。

※詳細は巻末色紙頁5頁 目をこ覧下さい。
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ニューヨーク在住自然化粧品研究家

小幡有樹子
●PROF:LE
おばた。ゆきこ

1966年千葉県生まれ。カナダブリティッシュコロンビア大学卒業。1996年渡米、現在はニューヨーク在住。

渡米当時から深刻な肌荒れになやまされ、手作り石けんや自然化粧品に出会う。

趣味はお風呂、本屋へ行くこと、猫の写真を撮ること、がらくた探し。

現在は年に2度、東京で手作り石けんの講座をしている。

著書は『キッチンでつくる自然化粧品』(プ ロンズ新社)、『肌に優しい石けん』(祥伝社)ほ か

・
今
回
は
、
マ
ド
ン
ナ
、
ト
ビ
ー
・マ
グ
ワ
イ
ヤ
、
ス
テ
４

ン
グ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
島
η
カ
プ
リ
オ
な
ど
世
界
的
な
著

名
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
と
し
て
活
躍
す
る
エ
リ
ッ

ク
・レ
シ
ャ
ソ
ー
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
奥
様
の

草
千
（さ
な
え
）
さ
ん
と
の
講
演
活
動
の
他
一
著
書
の

「
エ
リ
ッ
ク
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・ス
イ
ー
ツ
矢
パ
ル
コ

出
版
）
、
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
ザ
ー
ト
な
ど
、
日
本
で
も
マ
ク
ロ
ビ
シ
ェ
フ
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
い
ま

ｔ
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
在
住
の
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
が
仕
事
で
１０

日
ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
て
い
る
と
聞
き
、
多
忙

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
間
を
さ
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
自
身
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
の

仕
事
に
つ
い
て
、
な
ど
興
味
深
い
話
し
を
い
ろ
い
ろ
何

つ
て
き
ま
し
た
。

社|タデ莉
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―
―
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
の
目

的
は
？

エ
リ
ッ
ク

（以
下
Ｅ
）
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（映
画
俳
優
の
ト
ビ
ー

・
マ
グ
ワ
イ
ヤ

氏
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る

た
め
、　
一
緒
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
は
旅
先
に

も
同
行
す
る
の
で
す
ね
。
旅
先
で
食
事

の
支
度
と
は
ど
う

い
っ
た
感
じ
な
の
で

し
ょ
つヽ
か
？

Ｅ
　
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
に
い
る
と
き
は
、

主
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
自
宅
で
料
理
を

し
ま
す
が
、
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞

在
で
は
キ
ッ
チ
ン
付
き
の
ホ
テ
ル
に
宿

泊
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
食
事
の
支
度
を
し
ま
す
。
午
前

中
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
朝
食
や
昼
食
を

用
意
し
、
午
後
は
買
い
出
し
や
翌
日
の

準
備
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
、

自
分
の
包
丁
や
自
作
の
ソ
ー
ス
、
ド
レ

ツ
シ
ン
グ
な
ど
を
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
か

ら
持

っ
て
き
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
キ

ツ
チ
ン
に
は
鍋
や
食
器
な
ど
基
本
的
な

も
の
が
全
て
揃

っ
て
い
る
し
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー

で
食
材
が
な
ん
で
も
揃
う
の
で
便
利
で

す
ね
。
以
前
メ
キ
シ
ョ
に
行

っ
た
と
き

は
野
菜
と
水
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

ほ
と
ん
ど
の
道
具
や
食
材
を
持

っ
て
行

き
ま
し
た
。

―
―
セ
レ
ブ
の
食
事
を
作
る
と
い
う
の

は
と
て
も
興
味
深
い
仕
事
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
な
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
に
な
ら
れ

た
の
で
す
か
？

Ｅ
　
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
に
登
録
し
て
な

る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
知
人
に

紹
介
さ
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
を
し
て
い
た
知
人

が
仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
、
私
に
代
理

を
頼
ん
だ
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
れ

が
き

っ
か
け
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
ロ
ス
ア
ン
ジ

エ

ル
ス
に
あ
る
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
エ

フ
を
務
め
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
と
普
通
の
シ
ェ
フ
の

違
い
は
な
ん
で
す
か
？

Ｅ
　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ

ェ
フ
の
場
合
、

自
分
が
作
り
た
い
も
の
を
レ
ス
ト
ラ
ン

の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
作
り
、
そ
こ
に
お

客
さ
ん
が
食
べ
に
来
る
と
い
う
か
た
ち

で
す
。
し
か
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ

の
場
合
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
何
を
食

べ
た
い
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

何
を
望
み
、
何
を
好
ん
で
食
べ
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
普
段
の
会
話

や
食
事
の
様
子
か
ら
好
み
を
知

っ
て
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ェ
フ
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ

つヽ
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私

は
自
分
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー

（品
書
き
）

を
毎
日
書

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
書
き

記
す
こ
と
で
、
準
備
の
段
取
り
が
し
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
ま

た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
食
事
の
記
録
と
も

な
る
た
め
で
す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
が
非
常
に
気
に
入
り
、
ま
た
作

っ

て
ほ
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
を
さ
れ
る
料

理
が
あ
り
ま
す
が
、
好
き
だ
か
ら
と
言

っ
て
頻
繁
に
食
べ
て
い
た
ら
あ
き
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
い
つ
何
を
作

っ
た
か

が
書

い
て
あ
る
記
録
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
食
事
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
、
と
て
も
役
立

つ
の
で
す
。

―
―
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

は
俳
優
や
歌
手
な
ど
有
名
な
方
が
多

い

で
す
が
、
な
ぜ
セ
レ
ブ
は
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク
に
興
味
を
持

つ
の
だ
と
思
い

ま
す
か
？

Ｅ
　
職
業
柄
、
人
前
に
出
る
こ
と
も
多

く
、
忙
し
い
仕
事
な
の
で
、
美
し
く
若

く
健
康
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
望
が
強

い
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
セ
レ
ブ
は
そ
の
た
め
に
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
ラ
イ
フ
ス
タ

小幡有樹子ワークショップのお知らせ

2008年 9月 6日 (土 )「 ハンドメードソープ」和素材でつくる手作り石けん

問い合わせ:よみうり文化センター自由が丘 TEL.03‐ 3723¨ 7100

2008年 9月 10日 (水 )15:00～17100(予 定 )

「手作リコスメ」自然の素材で作る
場所 :日 本Cl協会2階ホール
問い合わせ :日 本C!協会 TEL.03¨ 3469‐ 7631

2008年 9月 15日 (月 )「楽しい石けん作
'メ

」シャンプー石けんを作ろう

間も`合わせ :http:〃 www.mutenkabatake.com/toiawase.htm!
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エリックさんと草千さんの経営するベンションmugen

イ
ル
が
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

マ

ド
ン
ナ
は
７
年
近
く

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
食
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

効
果
は
現
在
の
彼
女
を
見
れ
ば

一
目
瞭

然
で
し
ょ
つヽ
。

―
―
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
料
理

の
シ
ェ
フ
の
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
ビ
ー

ガ
ン
料
理
を
作
り
始
め
た
の
は
、
奥
様

が
ご
病
気
に
な
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け

だ
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
食
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
り
、

奥
様
の
体
調
が
よ
く
な
ら
れ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ご
自
身
の

体
調
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

Ｅ
　
ｌ
９
９
３
年
に
妻
が
子
官
癌
を
宣

告
さ
れ
、
食
事
療
法
で
癌
を
治
そ
う
と

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

初
め
は
妻
に
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
を
作

っ
て
い

ま
し
た
。
私
も
家
で
は
妻
と

一
緒
に
食

べ
て
い
ま
し
た
が
、
勤
め
先
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
普
通
の
西
洋
料
理
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
実
は
そ
の
頃
、
私
は
ひ
ど

い
ア
ト
ピ
ー
を
思

っ
て
い
ま
し
た
。
週

に
二
回
、
医
者
に
通
い
、
ス
テ
ロ
イ
ド

注
射
を
打

っ
て
も
ら

つ
て
い
た
ほ
ど
で

す
。
し
か
し
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

始
め
３
ヵ
月
が
過
ぎ
る
と
、
あ
れ
ほ
ど

酷
か

っ
た
ア
ト
ピ
ー
が
す

っ
か
り
よ
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き

に
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
素
晴
ら

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

―
―

エ
リ

ッ
ク
さ
ん

の
ぎ
お
ヽ
〕
●

∪
①
〓
ｏ
一ｏ
ｃ
∽　
　
ン、の
∞
”
●
　
　
７
〔”
〇
『Ｏ
σ
一〇
一一の

∪
ｏ
協
①
ユ
∽と
い
う
本
は
非
常
に
評
判
で
、

日
本
で
も

「
エ
リ
ッ
ク
の
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク

・
ス
イ
ー
ツ
」
（パ
ル
コ
出
版
）

と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
和
訳
さ
れ
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
本
の
出
版
に
あ
た
り
、
メ
イ
ン
料
理

で
は
な
く
、
ま
ず
デ
ザ
ー
ト
の
本
を
出

さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
？

Ｅ
　
妻
が
闘
病
中
に
非
常
に
甘
い
も
の

を
欲
し
が

っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。

普
通
の
デ
ザ
ー
ト
と
言
え
ば
、
ク
リ
ー

ム
、
バ
タ
ー
、
卵
、
砂
糖
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
こ
そ
が
ガ
ン
細

胞
が
好
ん
で
欲
し
が
る
も
の
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
ガ
ン
に
冒
さ
れ
て
い
た
妻
は
、

そ
う
い
う
も
の
を
食
べ
た
い
と
強
く
要

求
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
デ
ザ
ー
ト
を

mugena->,

mugenの 部屋

Macrobiotique 2008. 8 a 54



エリックさんの著書
Love,E‖ c Dolicious
Vegan Macrobiotic Desserts

エリックさんと草千さんの著書
Love,Erlo&Sanae
Seasonal Vegan Macrobiotic Cuisine

食
べ
さ
せ
る
の
は
絶
対
無
理
だ
と
は
じ

め
は
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
砂

糖
な
ど
を
使
わ
な
い
体
に
よ
い
素
材
で

デ
ザ
ー
ト
を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
闘
病
中
の

妻
に
も
食
べ
て
も
ら
え
る
デ
ザ
ー
ト
を

い
ろ
い
ろ
作
り
始
め
、
デ
ザ
ー
ト
本
を

出
す
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

―
―
エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
す
で
に
シ
ェ
フ

と
し
て
も
著
者
と
し
て
も
大
成
功
を
収

め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
カ
リ
フ
オ

ル
ニ
ア
州
ノ
ー
ス
フ
ォ
ー
ク
で
は
マ
ク

ロ

・
ビ
ー
ガ
ン
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
ロ
“
鴨
ロ

を
奥
様
と
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
き
た

い
で
す
か
？

Ｅ
　
ま
ず
は
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

少
し
緩
和
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
将

来
は
自
分
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン

で
き
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
本

ヘ

の
講
演
活
動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ヽ い ｀ ｀ い ｀ ｀ ｀ ｀ い .},ぃ
■ ,

エリックさんと草千さんのサイ ト         |
http:〃www.!oveedcinc.com/               1

マクロ 。ビーガン 。ベンションmugen       ‐

http://www.loveencinc.cOm/retreats_mugenJa.html

・― ― ― ‐  渕
photo credit:Love,Eric:NC.

写真はエリックさんと草千さんより許可を得て使用させていただきました。

今月はエリックさんのインタビューの中でアトピーで

悩んでいたお話が出ました。手作り石けんや自然化粧

品のワークショップをしていると「アトピーによいもの

は?」 と尋ねられることがたまにあります。そんなときに私

■が紹介するレシピはオートミールの入浴剤でt作り方

爆 護 蹴 射 鴬 暦 綽 Ъ甘 :】催

お風呂に入りながら、袋を手でもむと、乳白色のエキス

が出て、お湯がやわらかくなりま丸 入浴剤は医薬品で

Ii鸞 鋪 毬 悪 琵 躁

ていますので、赤ちゃんにもおすすめです。

|||1鶴

※

エリックのマクロビオティック・スイーツ
エリック・レシャソー著
出版社 :パルコ

定 価 :1,470円 (税込)

ご購入、お問い合わせは……日本C!協会

電話 :03‐3469‐ 7631

FAX:03¨3469‐ 7635

55 O Macrobiotique 2008.8



山
肘
榎

】
朗
の

職
１

霧

″
漏

　

　

Ｋ

　

　

Ｉ

】な
る

　

」

隋
餃
“

―

● PROF!LE
やまむら。しんいちろう
1949年 、岩手県盛岡市生まれ。77年 に岩手山麓雫石

町で自然食品店「い―は・と一ぶ」を始める。80年

盛岡市に移転し、マクロビオティックの普及に専念。
99年渡米しクシインスティチュートMCTを 卒業。帰
国後、盛岡市の大沢神経内科においてコーシュ研究所
を設立。盛岡を拠点に全国各地で食事指導のほか、講
演会、勉強会などを中心に活動。著書に「美人のレシ
ピ」(洋泉社)、 「自分の顔を見るのが好きな人は病気
になりにくい」(サ ンマーク出版)な ど。

今
年
の
立
秋
は
８
月
７
日
。
実
際
の
季

節
か
ら
約
１
カ
月
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
よ
う

な
の
で
、
９
月
の
初
め
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
立
秋
前
の
約
１８
日
間
が
土
用
に
な

り
ま
す
。
土
用
は
と
い
う
の
は
１
年
の
う

ち
の

一
時
期
を
い
う
の
で
は
な
く
、
あ
る

季
節
か
ら
次
の
季
節

へ
と
変
わ
る
期
間
を

い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
立
春
、
立
夏
、

立
秋
、
立
冬
の
前
の
１８
日
間
の
こ
と
を
い

い
、
こ
の
時
期
は
不
安
定
な
天
候
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
季
節
が
変
わ

っ

て
い
き
ま
す
。
い
き
な
り
夏
か
ら
秋
に
、

冬
か
ら
春
に
な
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
土

用
の
中
で
ゆ
っ
く
り
季
節
が
変
わ

っ
て
い

く
の
で
す
。

土
用
は
雨
が
多
く
な
る
の
で
す
が
、
そ

の
水
を
吸

っ
て
植
物
や
動
物
を
生
み
出
す

も
と
が
土
で
す
か
ら
、
土
用
は
陰
陽
五
行

で
は

「土
」
に
配
当
さ
れ
ま
す
。
季
節
の

変
わ
り
目
は
雨
が
降
り
や
す
い
た
め
、
土

用
は
湿
気
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
湿
気

が
体
の
な
か
に
た
ま

っ
て
病
気
に
な
る
こ

と
を
、
「湿
邪
」
と
い
い
ま
す
。

甘
味
の
食
べ
物
は
体
に
「水
け
（湿
気
と

を
と
ど
め
、
潤
す
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
市
販
の
ふ
わ
ふ
わ
パ
ン
や
い

つ
ま
で
た

っ
て
も
柔
ら
か
い
お
餅
は
砂
糖

や
保
湿
剤
が
た

っ
ぷ
り
入

っ
て
い
る
の
で

柔
ら
か
さ
が
持
続
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は

人
も
同
じ
で
、
甘
い
も
の
や
お
酒
が
好
き

な
方
は
む
く
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
は
も
と
も
と
湿
気
の
多
い
気
候
で
す

か
ら
、
他
の
国
の
方
よ
り
も
湿
気
を
体
に

と
ど
め
る
甘
い
も
の
や
お
酒
の
影
響
を
受

け
や
す
い
の
で
す
。

牌

・
胃
は
甘
い
も
の
が
お
好
き
！

「ま
ご
は
わ
さ
い
し
い
」
と

い
っ
て
穀

類
や
豆
、
野
菜
、
海
草
を
し

っ
か
り
食
べ

な
さ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
東
洋
医
学
で

は

「牌
」
は
お
米
や
蕎
麦
、
う
ど
ん
な
ど

の
穀
類
、
あ
る
い
は
豆
類
、
野
菜
な
ど
か

ら
精
を
作
り
、
体
中
に
営
気
を
巡
ら
せ
、

気
や
血
を
充
実
さ
せ
る
大
事
な
臓
器
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
し

っ
か
り
食

べ
な
い
と
精
力
や
気
力
が
で
き
な
い
の
で

す
。
精
気
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
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心臓 口小腸 苦

③ 夕OR秋

縮 (収縮)

肺・大腸

幸

|ダ ∫

旦嚢

腎臓・膀勝

ま
た
、
「牌
」
は

「
思
い
」
の
臓
器
で
す

か
ら
、
牌
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
考
え
す

ぎ
た
り
憂
う

つ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
こ

の
大
切
な

「牌

（胃

・
膵
臓
と

を
癒
し

て
く
れ
る
の
は

「甘
味
」
の
食
材
で
す
。

甘
味
の
食
べ
物
と
い
っ
て
も
精
製
し
た

砂
糖
や
果
物
、
自
米
、
小
麦
、
パ
ン
、
お

酒
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
こ
れ
ら
の

糖
分
は
吸
収
が
良
す
ぎ
て
か
え

っ
て
牌

・

胃
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
さ
ら
に
ま
ず
い
こ
と
に
、
こ
れ

ら
の
甘
味
は
習
慣
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

よ
ほ
ど
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
毎
日
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
て
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

甘
味
と
し
て
は
消
化
吸
収
が
遅
い
全
粒

穀
物
や
野
菜
、
豆
類
な
ど
が
や
っ
ぱ
り
良

い
の
で
す
。
ま
た
、
味
噌
や
醤
油
、
海
草

な
ど
、
腎
を
守
る
戯
味

（か
ん
み
…
…
塩

か
ら
い
味
）
の
食
材
を
、
甘
味
の
ブ
レ
ー

キ
役
と
し
て
使
う
と
さ
ら
に
い
い
で
す
ね
。

あ
る
い
は
辛
味
の
ネ
ギ
や
大
根
、
生
姜
な

ど
で
弱

っ
て
い
る
胃
腸
を
温
め
る
こ
と
の

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
甘
味
の
代
表
に
今
回
紹
介
す
る

『に
ん
じ
ん
』
が
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
が
ま
だ
小
さ
い
と
き
に
、
寝

る
前
に
布
団
の
中
で
良
く
読
ん
で
や
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
に

「
に
ん
じ
ん
ば
た

け
の
パ
ピ
プ
ペ
ポ
」
（か
こ

さ
と
し
著
）

と
い
う
絵
本
が
あ
り
ま
す
。
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顔
色
が
悪
く
て
痩
せ
た
ブ
タ
さ
ん
が
、

に
ん
じ
ん
を
ひ
と
く
ち
食
べ
る
と
、
ポ
ッ

と
ほ
っ
ぺ
が
赤
く
な

っ
て
元
気
に
な
る
。

そ
れ
に
気
が
つ
い
た
ブ
タ
さ
ん
は
、
に
ん

じ
ん
を
栽
培
し
て
ド
ン
ド
ン
増
や
し
て
、

兄
弟
み
ん
な
で
に
ん
じ
ん
を
食
べ
る
と
、

顔
色
が
良
く
な
り
、
ケ
ン
カ
も
し
な
く
な

り
…
…
と
い
う
内
容
の
本
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
。

実
は
こ
の
本
が
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
私

は
に
ん
じ
ん
が
嫌

い
だ
か
ら
で
す

（笑
）
。

本
を
読
ん
で
や
っ
て
い
る
肝
心
の
親
が
に

ん
じ
ん
嫌
い
で
は
話
に
な
り
ま
せ
ん
な
あ

（笑
）
。

と
こ
ろ
で
に
ん
じ
ん
は
、
野
菜
の
中
で

は
陽
性
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

亡
く
な

っ
た
山
西
み
な
こ
先
生
は
こ
ん
な

／
√
Ｊ
喜
―ム

こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。

「
人
参
を
あ
ま
り
食
べ
さ
せ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
が
エ
ヘ
ン
エ
ヘ
ン
つ
て
泣
く
よ
う

に
な
る
よ
」

こ
れ
を
聞
い
た
私
は
ビ
ッ
ク
リ
ー

「え
―

っ
！
　
そ
ん
な
バ
カ
な
。
だ

っ

て
に
ん
じ
ん
は
陽
性
だ
か
ら
、
陰
性
の
泣

き
虫
に
は
な
ら
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
う

オ
　

…
…
」
と
。
で
も
、
山
西
先
生
は
赤
ち
ゃ

ん
に
と

っ
て
い
ら
な
い
食
べ
物
を
取
り
の

ぞ
い
て
い
つ
た
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ

ク
に
た
ど
り
着
い
た
、
と
言
う
実
証
主
義

の
方
で
し
た
。
知
識
や
観
念
で
見
る
の
で

は
な
く
現
実
を
見
な
さ
い
、
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

「陽
性
な
に
ん
じ
ん
を
食
べ
る
と
、
な

ぜ
陰
性
の
泣
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
の

か
？
」

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

さ
て
、
現
在
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

に
ん
じ
ん
は
、
短
根
の
西
洋
種
と
根
が
長

い
東
洋
種
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
古
く
か
ら
発
達
し
た
京
人
参
や

金
時
人
参
な
ど
は
色
が
赤
く
、
香
り
も
強

く
、
堅
く
て
歯
ざ
わ
り
の
よ
い
の
が
特
徴

で
す
。　
一
方
、
西
洋
人
参
は
、
現
在
最
も

普
及
し
て
い
る
タ
イ
プ
で
す
。
色
は
長
根

の
東
洋
種
よ
り
も
薄
い
橙
色
で
、
日
本
人

参
に
比
べ
て
肉
質
が
柔
ら
か
く
、
匂
わ
な

い
の
が
特
徴
で
す
。

に
ん
じ
ん
の
原
産
地
は
中
央
ア
ジ
ア

・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
に
ん
じ
ん
が

一
般
的
に
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
４
０

０
年
ほ
ど
前
の
江
戸
の
初
期
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
に
ん
じ
ん
は
、
そ
の
形
が
高
麗
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¨ 山村慎―郎の薬になる野菜 :第 8回 :こんじん

人
参
と
似
て
い
て
、
ま
た
同
じ
様
な
薬
利

効
果
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
に
ん
じ
ん
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
の

に
ん
じ
ん
に
対
し
て
区
別
す
る
た
め
に
、

食
べ
る
に
ん
じ
ん
を

「菜
に
ん
じ
ん
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
普
及
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
に
ん
じ
ん
と
言
う
と
野
菜
の
に

ん
じ
ん
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
り
な
り

ま
し
た
。

も
と
も
と

「に
ん
じ
ん
」
と
言
う
と
、

一昌
麗
人
参
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
し
た
。

高
麗
人
参
は
、
植
物
分
類
学
上
は

「セ

リ
科
」
の
に
ん
じ
ん
と
は
ま

っ
た
く
別
の

も
の
で
、
貧
血
や
精
力
減
退
に
効
果
が
あ

る

「
ウ
コ
ギ
科
」
の
薬
用
植
物
で
す
。
ち

な
み
に
に
ん
じ
ん
は
中
国
読
み
で
は
ジ
ン

セ
ン
と
言
い
ま
す
。

に
ん
じ
ん
は
油
炒
め
が

効
果
的
っ
て
本
当
？

に
ん
じ
ん
は
根
、
葉
と
も
カ
ロ
テ
ン
が

多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
摂
取
に
は
最
適
な

緑
黄
色
野
菜
で
す
。
に
ん
じ
ん
に
多
く
含

ま
れ
る
β
ｌ
カ
ロ
テ
ン
は
、
体
内
で

一
部

は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
ま
す
。

β
ｌ
カ
ロ
テ
ン
は
発
ガ
ン
抑
制
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
に
ん
じ
ん
の
葉
に
は
、

に
ん
じ
ん
の
根
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
含
有
量
に

は
及
ば
な
い
で
す
が
、
根
の
約
８
割
ほ
ど

あ
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
１５
倍
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
ｌ

は
２
倍
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
は
１３
倍
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
葉
も
捨
て
な
い
で
し
っ
か

り
利
用
し
た
い
で
す
ね
。
よ
く
料
理
の
本

な
ど
に
は

「
に
ん
じ
ん
は
油
と
と
る
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
国
際
家
政

学
会
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

①
油
を
使
わ
な
く
て
も
、
に
ん
じ
ん
を

加
熱
す
る
だ
け
で
、
も
と
も
と
細
胞
内
に

持

っ
て
い
る
脂
質
に
カ
ロ
テ
ン
が
溶
け
込

む
。②

茄
で
た
も
の
と
生
の
も
の
、
二
種
類

の
に
ん
じ
ん
を
人
の
腸
の
細
胞
に
与
え
た

と
き
、
茄
で
た
場
合
の
カ
ロ
テ
ン
吸
収
量

は
生
に
比
べ
２
倍
近
く
に
な
る
。
つ
ま
り
、

油
を
使
わ
な
く
て
も
、
加
熱
す
る
だ
け
で

も
カ
ロ
テ
ン
は
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
の
で

す
。
反
対
に
油
を
使

っ
て
調
理
し
た
場
合
、

カ
ロ
テ
ン
が
油
の
中
で
高
温
に
な
り
、
分

解
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
炒
め
る
と

き
に
油
を
使
い
過
ぎ
る
と
、
油
脂
の
取
り

す
ぎ
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
煮
物
な

ど
の
伝
統
的
な
調
理
に
軍
配
が
上
が
り
良

そ
う
で
す
ね
。

に
ん
じ
ん
の
効
果

・
効
能

疲
労

上
展
弱

・
体
力
低
下

・
夜
尿
症

・

下
痢
…
…
に
ん
じ
ん
を
皮
ご
と
オ
ー
ブ
ン

で
焼
い
て
食
べ
ま
す
。
皮
ご
と
す
り
下
ろ

し
て
煮
詰
め
、
そ
の
濃
い
煮
汁
飲
ん
で
も

良
い
。

肝
臓
病
…
…
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ジ
ュ
ー
ス
。

に
ん
じ
ん
２
０
０
ｇ
、
リ
ン
ゴ
ー
０
０
ｇ
、

レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
１
杯
、
キ
ャ
ベ
ツ
Ю
ｇ

を
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
ま
す
。

に
ん
じ
ん
と
リ
ン
ゴ
は
皮
付
き
、
リ
ン

ゴ
は
種
も

一
緒
に
い
れ
ま
す
。
こ
れ
が

一

日
分
で
す
。

脂
肪
肝
の
場
合
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
代
わ
り

に
大
根
田
ｇ
を
入
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は

飲
む
都
度
作

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
断
食
を

す
る
と
、
肝
臓
病
に
非
常
に
効
果
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
指
導
者
に
指
導
を

受
け
て
や
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね
。

~(1:lilI
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Case.3

風邪

●PROF:LE
いしい・じんぺい
信濃町外苑クリニック院長。「PHC(プラスの健康コンサルティング)」

代表。健康チェック、医療セミナーを担当。外科医・救急救命医とし
て診療を続ける中で、現代医療が抱える矛盾に気づき、東洋医学や
様々な代替医療を学び、「みんなが嬉しい医療」をめざす独自の理
論を展開。外来に来た患者を実わせるのが趣味。m秋 iに てブログ
掲載 (m峡 iネ ーム:じ んペー)。「医療の品格」を4月 に出版。

聯

醸

機

機

　

鞭

　

灘

鸞

　

機

　

驀

鍮

　

轍

　

聯

轍

　

轍

　

聯

働

　

醸

　

隧

鰊

　

醸

　

警

マ
リ
ー
「ド
ク
タ
ー
じ
ん
ペ
ー
、

最
近
、
『風
邪
が
治
ら
な

い
』

っ
て
来
る
人
が
多
い
で
す
ね
」

じ
ん
ぺ
―

「そ
う
だ
ね
。
お
団

子
ナ
ー
ス
は
、
そ
う
言

っ
て

夜
の
救
急
に
来
る
人
の
話
に
、

共
通
点
が
と
て
も
多
い
こ
と
に
気
が
つ
い

た
か
い
？
」

マ
リ
ー

「え
～
と
、
比
較
的
若
い
人
が
多

く
て
、
１
カ
月
く
ら
い
咳
が
止
ま
ら
な
い

と
言

っ
て
来
ま
す
ね
」

じ
ん
べ
―

「
そ
れ
ま
で
受
診
し
た
こ
と

は
？
」

マ
リ
ー

「た
い
て
い
は
、
日
中

に
ど
こ
か
を
受
診
し
て
、
薬
を

も
ら
つ
て
る
の
に
治
ら
な
い
っ

じ
ん
ベ
ー

「そ
う
だ
ね
。
本
当

は
、
『薬
を
も
ら
つ
て
る
の
に
』

じ
ゃ
な
く
て
、
『薬
を
も
ら

つ

て
る
か
ら
』
治
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い

よ
」

マ
リ
ー

「
え
―
　
ど
う

い
う
こ
と
で
す

か
！
」

じ
ん
ベ
ー

「風
邪
の
患
者
に
出
さ
れ
て
い

る
薬
は
、
解
熱
鎮
痛
剤
、
咳
止
め
、
抗
生

物
質
な
ど
が
主
だ
け
ど
、
ど
れ
も
風
邪
を

治
す
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」

マ
リ
ー

「先
生
は
い
つ
も
言
っ
て
ま
す
ね
。

醸

　

轍

　

機

鸞

　

機

　

機

熱
は
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
た
め
に
必
要
で
、

薬
で
下
げ
る
と
免
疫
が
働
け
な
く
な

っ
て

し
ま
う

っ
て
」

じ
ん
ベ
ー

「そ
の
と
お
り
。　
一
時
的
に
は

楽
に
な
る
け
ど
、
逆
に
治
り
が
遅
く
な
る
、

風
邪
の
ロ
ー
ン
み
た
い
な
も
の
だ
ね
。
ご

利
用
は
計
画
的
に
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
」

マ
リ
ー

「は
い
は
い
。
そ
れ
か

ら
、
風
邪
の
多
く
は
ウ
イ
ル

ス
性
だ
か
ら
、
細
菌
に
し
か

効
か
な
い
抗
生
物
質
は
無
意
味
で
、
逆
に

副
作
用
が
怖
い
の
は
わ
か
り
ま
す
」

０
押
雛
酢

珍
し
く
な
い
ね
」

マ
リ
ー

「咳
止
め
薬
も
、
よ
く
な
い
ん
で

す
か
」

じ
ん
ベ
ー

「咳
も
、
気
道
の
ゴ
ミ
を
出
す

た
め
に
体
が
し
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
ね
。

臨
床
研
究
で
も
、
咳
止
め
薬
は
効
果
を
検

証
し
た
ら
偽
薬
と
差
が
な
か
っ
た
、
つ
ま

り
効
い
て
な
か

っ
た
と
い
う
結
論
の
も
の

が
少
な
く
な
い
ん
だ
。
逆
に
め
ま
い
や
吐

き
気
な
ど
の
副
作
用
が
あ
る
け
ど
」

マ
リ
ー

「あ
ら
ら
、
ロ
ー
ン
に
も
な
ら
な

い
ん
で
す
ね
」

じ
ん
ベ
ー

「総
合
感
冒
薬
と
し
て
薬
局
で

売
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
を

Macrobiotique 2008. 8 a 60



融

　

機

　

●

抑
え
る
い
ろ
ん
な
薬
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

も
の
だ
」

マ
リ
ー

「
『市
販
の
風
邪
薬
を
ず

っ
と
飲

ん
で
る
け
ど
治
ら
な
い
』

っ
て
来
る
人
も

多
い
で
す
ね
」

じ
ん
べ
―

「風
邪
の
サ
ラ
金
地
獄
だ
ね
。

そ
の
中
に
は
、
血
圧
を
急
上
昇
さ
せ
る
よ

う
な
薬
物
も
入
っ
て
い
る
」

マ
リ
ー

「風
邪
薬
を
飲
ん
だ
ら
血
圧
が
上

が
っ
て
鼻
血
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
人
が

い
ま
し
た
ね
」

じ
ん
ベ
ー

「不
運
に
も
、
ぼ
っ
た
く
リ
バ

ー
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
う
な
感
じ
か
な
」

マ
リ
ー

「し
ゃ
れ
に
な
り
ま
せ
ん
―
　
治

す
方
法
は
な
い
ん
で
す
か
―
」

じ
ん
ベ
ー

「
お
い
お
い
、
風
邪
の
話
だ

よ
？
　
自
然
に
数
日
で
治
る
の
が
当
た
り

一削
」

マ
リ
ー

「
お

っ
と
、
そ
う
で

し
た
。
薬
を
使
わ
な
け
れ
ば

治
る
の
？
」

じ
ん
ベ
ー

「治
ら
な

い
の
は

薬
だ
け

の
せ

い
じ

ゃ
な

い
。

『風
邪
が
治
ら
な
い
』

っ
て
夜

に
来
る
人
が
異
口
同
音
に
言
う
セ
リ
フ

が
、
も
う

一
つ
あ
る
だ
ろ
う
？
」

マ
リ
ー

「
『仕
事
は
休
め
な
い
』
？
」

じ
ん
ベ
ー

「そ
れ
だ
―
　
病
は
心
と
か
ら

だ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
い
つ
も
言

っ
て
る

機

　

囃

　

磯

鍮

　

鍮

　

鬱

け
ど
、
風
邪
の
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

一

つ
に

『疲
れ
す
ぎ
で
す
よ
―
　
休
ま
せ

て
―
』
が
あ
る
と
思
う
。
薬
で
症
状
だ
け

抑
え
る
こ
と
は
、
赤
信
号
だ
か
ら
と
い
つ

て
目
隠
し
し
て
交
差
点
に
突

っ
込
む
よ
う

な
も
の
だ
ね
」

（（̈〕ヽ一］のヵ、‐ナな「一一̈】〔̈］「

じ
ん
ベ
ー

「咳
を
し
な
が
ら
働

い
て
る
ナ
ー
ス
は
、
看
護
に
来

て
い
る
の
か
、
風
邪
を
広
め
て

病
院
の
営
業
活
動
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
ん
と
思
う
け
ど
？
」

マ
リ
ー

「ひ
ど
～
い
、
が
ん
ば

っ
て
る
の

に
～
」

じ
ん
ベ
ー

「
い
い
か
い
、
過
労
に
な
る
シ

ス
テ
ム
、
病
気
に
な

っ
て
も
休
め
な
い
シ

ス
テ
ム
に
し
て
い
る
の
は
誰
だ
？
　
無
理

し
て
働

い
た
ら
、
管
理
職

。
経
営
者
に

『そ
の
ま
ま
の
シ
ス
テ
ム
で
い
い
』
と
思

わ
せ
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
？
　
勇
気
を
も

っ
て
休
む
こ
と
が
、
長
期
的
に
は
自
分
の

た
め
に
も
、
患
者
の
た
め
に
も
、
そ
の
職

場
の
た
め
に
も
な
る
」

マ
リ
ー

「わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
、
休
め

な
い
ん
で
す
」

じ
ん
ベ
ー

「結
局
は
自
分
の
決
断
し
だ
い

だ
な
」

攀

　

機

　

轍

●

　

０

　

輸

マ
リ
ー

「
ド
ク
タ
ー
じ
ん
ペ

ー
は
、
風
邪
う

つ
さ
れ
ま
せ

ん
ね
。

い
つ
も

マ
ス
ク
も
着

け
ず
に
診
察
し
て
る
の
に
」

じ
ん
ベ
ー

「
ウ
イ
ル
ス
粒
子

の
大
き
さ
か
ら

い
っ
て
、

マ

ス
ク
に
予
防
効
果
が
あ
る
と

は
あ
ま
り
思
え
な
い
。
『風
邪
を
う
つ
さ

れ
た
く
な
い
』
っ
て
マ
ス
ク
を
し
て
い
る

人
ほ
ど
風
邪
を
ひ
く
よ
う
な
気
が
し
な
い

か
い
？
」

マ
リ
ー

「
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
で
し
ょ
う

か
？
」

じ
ん
ベ
ー

「風
邪
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
俺
が

翻
訳
す
る
と

『疲
れ
て
ま
す
よ
』
の
他
に
、

『冷
え
て
ま
す
よ
』
『気
合
が
入
っ
て
ま
せ

ん
よ
』
『余
分
な
も
の
が
溜
ま
っ
て
ま
す

よ
』
が
あ
る
」

マ
リ
ー

「
『冷
え
て
ま
す
よ
』
以
外
は
、

ち
ょ
っ
と
無
理
や
り
な
気
が

・
・
。
」

じ
ん
ベ
ー

「ほ
ん
と
だ
よ
、
こ
れ
は
理
屈

で
は
説
明
し
難
い
が
、
よ
い
食
事

・
生
活

を
し
た
う
え
で
、
『俺
は
う
つ
さ
れ
な
い
』

『俺
は
風
邪
ひ
か
な
い
』
と
勝
手
に
決
め

て
し
ま
う
の
は
意
外
と
有
効
な
気
が
す

る
。
薬
で
風
邪
を
治
せ
な
い
こ
と
を
よ
く

知

っ
て
い
る
医
者
達
が
自
分
を
守
る
た
め

に

一
番
頼
り
に
し
て
い
る
の
は
、
実
は
こ

の

『気
合
い
』
か
も
し
れ
な
い
な
」

や

　

機

　

器

機

　

警

　

攀

機

　

鍮

　

●

マ
リ
ー

「あ
ら
ら
、
現
代
科
学
は
ど
こ
へ

や
ら
。
『余
分
な
も
の
』
と
は
？
」

じ
ん
ベ
ー

「し
ょ
っ
ち
ゅ
う
鼻
を
た
ら
し

て
た
俺
が
風
邪
を
ひ
か
な
く
な

っ
た
の

は
、
食
事
の
基
本
を
玄
米
菜
食
に
し
て
か

ら
だ
。
風
邪
の
後
っ
て
、
な
ん
だ
か
す
っ

き
り
す
る
だ
ろ
う
？
風
邪
は
溜
ま
っ
た
余

分
な
も
の
を
燃
や
す

『体
の
ど
ん
と
祭
』

の
意
味
合
い
も
あ
る
と
思
う
。
夜
勤
で
お

菓
子
を
よ
く
食
べ
る
ナ
ー
ス
は
風
邪
ひ
き

や
す
い
だ
ろ
う
？
」

マ
リ
ー

「ぎ
く
―
」

じ
ん
ベ
ー

「風
邪
を
ひ
か
な
い
た
め
に
は
、

『
マ
ス
ク

・
う
が
い
。
手
洗
い
』
よ
り
も
、

『余
計
な
も
の
を
食
べ
な
い
、
ほ
ど
よ
く

充
実
し
た
生
活
を
す
る
、
気
合
い
を
入
れ

る
』
だ
。
も
し
風
邪
を
ひ
い
た
ら
、
『ね

ぎ
や
生
姜
の
味
噌
汁
や
葛
湯
で
体
を
温
め

る
、
早
く
休
む
、
余
計
な
薬
を
飲
ま
な
い
』。

持
病
が
あ
る
人
や
高
齢
者
を
除
け
ば
、
そ

れ
で
数
日
で
治
る
は
ず
だ
よ
」

マ
リ
ー

「う
～
ん
…
…

”
私

に
は
余
計
な
も
の
を
食
べ
な

い
“
が

一
番
難
し
い
…
…
」

じ
ん
ベ
ー

「
そ
れ
な
ら
風
邪

に
感
謝
し
て
、
あ
り
が
た
く

燃
や
し
て
も
ら
い
な
さ
い
」
●

３

づ
く
〉

鍮

　

艤

　

機

醸

　

醸

　

艤

も ③
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敏感な唇にも優しい

まるで美容液のような
新リップグロスに感動 !

Ｌ

あ

わ

せ

コ
ス

が
し

て

ヽ

、

‐

′

／

／

′

‐

ヽ

ヽ

中
村
祐
子
の

美
容
ア
ナ
リ
ス
ト

ナチュラルな潤いと
ツヤで唇を満たす

2つの天然美容オイル

格 的 (問,f蒙

肌との親和性が高く、酸化し
にくい、国内産・無農薬の椿)由

が唇を優しくつややかに保護
し、うるおいを保ちます。

プミ科「沙棘」の果実や種子か

らとれるオイルはビタミンや
―カロチンを豊富に含み、類
稀ヽな抗酸化力をもつといわ

筵ています。

※グロスのされいなオレンジ色は
このサジー,由 によるものです.

唇を着色はいたしません。

ふつくら&つやや いグロス
リマナチュラルグロス・ヴェラ
椿油とサジー油を酉己合したナチュラルな透明リップグロス。

潤いに満ちた魅力的な唇を演出します。

ρ ひと塗りで、上品な光沢感、潤い感が尋られますね。 
｀

□紅にプラスすると□紅の色と質感を活かしながら、

よリー層美しさが引き出されます。唇のくすみも
カバーでき、唇の色みがプラスされるので、

より若々しい印象になりますよ。 G羊しくは枝 へ) ′

中村祐子 (美容アナリスト)

肌と環境に優しいロハス美容を実践
し、女性誌に連載を持つ。また、自身
のホームページでは、サイト上や東京

(品川)、 関西 (夙川)の会員制ビュー

ティーサロンにて、個人カウンセリング
にも直接こたえている (会 費月額200

円)。 著書に『人生を変える「カリカ美

容」J(マネジメント社)がある。
hψノ/WWW nakamura‐yuko com

Arrrι 。́みノ。′ノ

`″

′ 2008 8● 62
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唇
の
皮
む
け
、
荒
れ
は
、

リ
ツ
プ
グ
ロ
ス
が
原
因
か
も
？

私
が
主
宰
す
る
会
員
制
サ
イ
ト
で
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
す
る
と
、
「唇
の
皮
が
む
け
る
」
、
「唇

が
荒
れ
る
、
く
す
む
」
な
ど
の
悩
み
を
持
つ

人
が
非
常
に
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
で
つ
こ
と
な
ん
で
し

ょ
つヽ
？

そ
も
そ
も
私
た
ち
の
頬
や
腕
の
皮
膚
は
、

厚

い
角
質
層
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
皮
脂
腺
か

ら
出
る
皮
脂
で
肌
の
上
に
皮
脂
膜
を

つ
く

り
、
水
分
の
蒸
発
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
唇

は
角
質
層
が
き
わ
め
て
薄
く
、
細
胞
間
脂
質

や
天
然
保
湿
因
子
が
少
な
く
、
皮
脂
腺
や
汗

腺
も
な
い
た
め
、
皮
脂
膜
の
形
成
が
で
き
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、唇
は
バ
リ
ア
機
能
が
低
く
、

紫
外
線
や
乾
燥
な
ど
の
刺
激
を
と
て
も
受
け

や
す
く
、
皮
む
け
、
荒
れ
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

私
は
こ
れ
に
加
え
、
荒
れ
の
原
因
に
、
今

の
唇
メ
イ
ク
に
欠
か
せ
な
い
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス

が
関
係
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
　
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
、
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
に
は
、

石
油
系
ワ
ッ
ク
ス
、
石
油
系
樹
脂
、
合
成
着

色
料
、
合
成
香
料
、
ラ
メ
、
パ
ー
ル
が
配
合

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
敏
感
な
唇
の

刺
激
に
な

っ
た
り
、
唇
表
面
を
密
閉
し
て
皮

膚
呼
吸
を
妨
げ
た
り
す
る
の
で
は
と
…
…
。

あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た

美
容
液
の
よ
う
な
グ
ロ
ス

そ
う
確
信
し
た
の
は
、
６
月
２３
日
に
全
国

発
売
さ
れ
た
透
明
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス

「
リ
マ
ナ

チ
ュ
ラ
ル
　
グ
ロ
ス

・
ヴ
エ
ラ
」
を
使
い
だ

し
た
の
が
き

っ
か
け
。
私
自
身
、
市
販
の
リ

ツ
プ
グ
ロ
ス
を
つ
け
る
と
、
必
ず
と
言

っ
て

い
い
ほ
ど
、
皮
む
け
し
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
全
然
な
い
ん
で
す
！
　
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
メ
ー
カ
ー
の
リ
マ
ナ
チ
ュ
ラ
ル

・
副

社
長
さ
ん
ご
自
身
も
、
そ
ん
な
悩
み
が
あ
り

「唇
の
皮
が
む
け
な
い
、
き
れ
い
な
光
沢
感

が
出
せ
る
グ
ロ
ス
」
を
至
上
課
題
と
し
て
、

開
発
さ
れ
た
ん
だ
と
か
。

も
ち
ろ
ん
、
石
油
系
ワ
ッ
ク
ス
、
石
油
系

樹
脂
、
合
成
着
色
料
、
合
成
香
料
、
ラ
メ
、

パ
ー
ル
も

一
切
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
目
を

見
張
る
の
は
、
保
湿
成
分
と
し
て
、
リ
マ
ナ

チ
ュ
ラ
ル
化
粧
品
で
は
、
お
な
じ
み
の
国
産

無
農
薬
の
椿
油
、
天
然
の
抗
酸
化
植
物
、
サ

ジ
ー
油
を
配
合
し
て
い
る
こ
と
。
共
に
酸
化

し
に
く
い
の
で
、
ケ
ミ
カ
ル
な
防
腐
剤
に
頼

ら
な
く
て
も
、
製
品
の
劣
化
を
防
げ
る
よ
う

で
す
。

ま
た
、
サ
ジ
ー
油
は
、
中
国
名
で
サ
ジ
ー

（沙
棘
）
と

い
う
、
１
９
０
種
類
以
上
の
栄

養
素
を
含
む
グ
ミ
の

一
種
。
こ
の
中
に
は
ビ

タ
ミ
ン
６
種
類
、
脂
肪
酸
２２
種
類
、
植
物
性

微
量
栄
養
素
な
ど
の
成
分
が
多
数
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
な
こ
と

か
ら
、
中
国
で
は

「ビ
タ
ミ
ン
の
銀
行
」
「国

宝
」
と
言
わ
れ
、
昔
か
ら
美
容
と
健
康
に
よ

い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
損
傷
さ

れ
た
組
織
の
回
復
を
早
め
る
こ
と
か
ら
、
臨

床
で
は
、
火
傷
、
床
ず
れ
、
皮
膚
炎
症
、
子

宮
頸
部
の
た
だ
れ
な
ど
の
治
療
に
も
使
わ
れ

て
き
た
ん
だ
と
か
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
リ
ッ
プ

。
ヴ
エ
ラ
が
、

リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
美
容
液
効

果
も
併
せ
も
つ
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
商
品
は
、
ま
る
で
オ
レ
ン
ジ
ゼ

リ
ー
の
よ
う
な
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
着
色
料
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
サ
ジ
ー

の
オ
レ
ン
ジ
色
に
よ
る
も
の
で
、
唇
に
の
せ

て
も
色
は
つ
き
ま
せ
ん
。

回
紅
の
色
を
邪
魔
せ
ず
引
き
立
て
る

メ
イ
ク
効
果
に
も
注
目
―

も
ち
ろ
ん
、
リ
ッ
プ

・
ヴ
エ
ラ
は
、
メ
イ

ク
効
果
も
抜
群
―
　
ぷ
る
ん
と
し
た
ジ

ェ
ル

タ
イ
プ
で
、
の
び
が
よ
く
、
べ
た
つ
き
が
少

な
い
の
で
、
ひ
と
塗
り
で
も
、
上
品
な
光
沢

感
、
潤
い
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
ラ
メ
や
パ
ー

ル
が
入
り
過
ぎ
て
い
る
グ
ロ
ス
は
、
皮
膚
呼

吸
を
妨
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
変
に
若
作
り

し
た
印
象
に
な
る
の
だ
な
、
と
発
見
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

口
紅
に
プ
ラ
ス
す
る
場
合
も
、
日
紅
そ
の

も
の
の
色
と
質
感
を
壊
す
こ
と
な
く
、　
一
層

美
し
さ
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
∞

代
以
上
の
読
者
の
方
に
は
、
単
品
使
用
で
は

な
く
、
少
し
で
も
、
日
紅
を
混
ぜ
て
使
う
こ

と
を
お
す
す
め
―
　
唇
の
く
す
み
を
カ
バ
ー

で
き
、
唇
の
色
み
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、

よ
り
若
々
し
い
印
象
に
仕
上
が
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
、
リ
ッ
プ
パ
レ
ッ
ト
か
手
の
甲
で

口
紅
と
リ
ッ
プ
グ
ロ
ス
を
よ
く
混
ぜ
て
か
ら

塗
る
と
、
さ
ら
に
き
れ
い
―
　
な
お
、
口
紅

自
体
に
刺
激
と
な
る
成
分
＝
タ
ー
ル
系
色
素

が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
相
乗
効
果
が
期
待
し

に
く
い
の
で
、
必
ず
無
機
顔
料
で
つ
く
ら
れ

た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。0
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マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で

す
く
す
く
子
育
て
日
記

倉田有理

第
２３
回
　
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
は
脳
を
育
て
る

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

小
学
三
年
生
の
そ
ら
、
あ
る
日
の
連
絡

帳
よ
り
担
任
の
先
生
か
ら
の
言
葉
。

「
割
り
算
の

″
■
″
の
マ
ー
ク
の
こ
と

を
、
粘
土
を
鉛
筆
で
上
下
二
つ
に
割
っ
た

ら

″
÷
″
の
マ
ー
ク
に
な
る
ね
』
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
！
　
〃割
る
〃
と

″
マ
ー

ク
″
を
掛
け
て
い
て
ス
ゴ
い
＝
」

実
に
そ
ら
ら
し

い
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

…
…
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
で
割
り

算
が
得
意
に
な

っ
た
と
言
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
女
は
算
数
や
国
語
が
苦
手

で
、
計
算
問
題
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
、
図
や
絵
で
表
し
て
教
え
る
こ
と

で
や
っ
と
問
題
を
理
解
す
る
と
い
う
、
ち

ょ
っ
と
面
倒
な
タ
イ
プ
で
す
。
ま
た
、
漢

字
の
書
き
順
は
何
度
教
え
て
も
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
で
、
上
か
ら
書
く
字
を
下
か
ら
書
い

た
り
、
右
か
ら
書
く
字
を
左
か
ら
書
い
た

り
と
、
自
己
流
で
す
。
文
字
を
絵
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
た
め
、
そ
う
や
っ
て
書
い

て
し
ま
う
よ
う
な
の
で
す
が
、
何
度
言

っ

て
も
本
人
は
直
す
気
は
な
く
、
困

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
〓
．年
生
に
も
な
る
と

「大
文

夫
―
　
読
め
た
ら

一
緒
」
と
、
生
意
気
な

こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
し
よ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
…
…
。

そ
ん
な
彼
女
は
図
工
が
大
好
き
で
、
図

工
に
対
す
る
情
熱
は
熱
く
、
算
数
の
宿
題

は
忘
れ
て
も
図
工
の
準
備
は
絶
対
に
忘
れ

な
い
ほ
ど
。
と
に
か
く
小
さ
い
頃
か
ら
何

か
を
描
い
た
り
、
作
る
こ
と
が
大
好
き
だ

っ
た
の
で
、
図
工
の
時
間
は
彼
女
に
と

っ

て

一
番
好
き
な
時
間
で
も
あ
り
、
先
生
か

ら
も

「と
て
も
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

止
ま
ら
な
い
！

子
ど
も
の
い
た
ず
ら

そ
も
そ
も
こ
の
大
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
発
想
力
と
想
像
力
を
備
え
た
ユ
ニ
ー

ク
な
性
格
の
原
点
は
、　
一
歳
の
頃
の
い
た

ず
ら
時
代
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
い
る
の
が
、
息
子

の
麻
暉
。
彼
を
見
て
い
る
と
、
そ
ら
や
は

な
が
同
じ
年
だ

っ
た
時
に
や
つ
て
く
れ
た

数
々
の
い
た
ず
ら
を
思
い
出
し
ま
す
。
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

一
枚
ず
つ
引

っ
張

り
だ
し
て
は
巻
き
散
ら
か
す
。
食
事
中
、

最
初
は
ス
プ
ー
ン
を
使

っ
て
食
べ
て
い
た

の
に
、
途
中
か
ら
手
づ
か
み
に
な
り
、
最

後
は
食
べ
ず
に
テ
ー
ブ
ル
で
ぐ
ち
や
ぐ
ち

ゃ
に
し
て
遊
ぶ
。
畳
み
終
わ

っ
た
洗
濯
物

を
ひ
つ
く
り
返
し
て
遊
ぶ
。
引
き
出
し
を

開
け
て
、
中
の
も
の
を
全
部
出
し
、
な
ぜ

か

一
番
大
切
な
も
の
を
持

っ
て
い
っ
て
し

ま
う
。
ビ
ー
ズ
を
ひ
つ
く
り
返
し
て
ば
ら

ま
く
、
ま
た
は
日
に
入
れ
る
。
カ
バ
ン
の

中
か
ら
財
布
を
取
り
出
し
、　
一
番
触

っ
て

ほ
し
く
な
い
カ
ー
ド
を
抜
く
。
主
人
の
ギ

タ
ー
の
穴
の
中
に
何
で
も
入
れ
て
し
ま
う

…
…
。
と
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
い
っ
た
い
た
ず
ら
を
忙
し
い
と
き

に
限

つ
て
や
る
も
の
だ
か
ら
、
つ
い
怒
り

た
く
な
る
の
で
す
が
、
私
は
ふ
と
、
こ
れ
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ら
の
い
た
ず
ら
の
瞬
間
、
子
ど
も
の
脳
が

と
て
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
う
の
で
す
。　
一
歳
半
に
な
る

息
子
は
少
し
ず
つ
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な

り
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
も
言
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
嫌
い
な
も
の
は
口
を

へ
の

字
に
し
て
食
べ
な
い
こ
と
も
。
遊
ん
で
い

る
と
き
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
怒

っ
た
り
、

姉
た
ち
の
間
に
入

っ
て
自
分
の
お
も
ち
ゃ

だ
と
主
張
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
が

「ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
う
と

「ど

う
じ
ょ
」
と
言

っ
て
渡
し
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
意
思
を
表
現
し
た

り
、
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

や
っ
て
い
い
こ
と
、
よ
く
な
い
こ
と
の
判

断
は
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
ほ
し

く
な
い
こ
と
を
や
る
の
は
、
好
奇
心
の
せ

い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
た
ず
ら
は
好
奇
心
か
ら

好
奇
心
が
強
い
の
は
知
能
が
優
れ
て
い

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
人
間
に
最
も
近
い

と
言
わ
れ
て
い
る
動
物
の
猿
は
、
あ
ら
ゆ

る
い
た
ず
ら
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
猿
が

好
奇
心
が
強
く
、
知
能
が
発
達
し
て
い
る

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
息
子
も
猿
も
同
じ
な

の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
い
た
ず

ら
を
止
め
て
し
ま
う
の
は
、
知
能
の
発
達

を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
た
ず
ら
す
る
時
期
な
ん
て
、
ず

っ

と
続
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か

は
こ
の
時
期
も
終
わ
る
ん
だ
と
、
日
を
瞑

り
、
危
な
い
こ
と
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
、
母
親

の
仕
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

心
の
中
で
は
と

っ
て
も
迷
惑
な
の
で
す
け

ど
ね
。

こ
う
や
っ
て
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
に
も

寛
容
に
な
れ
る
の
は
、
や
は
り
食
べ
物
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
陰
陽
の
バ
ラ
ン

ス
よ
い
食
事
を
と

っ
て
い
る
と
、
子
ど
も

の
い
た
ず
ら
く
ら
い
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
い
た
ず

ら
を
し
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
と

「お
お
、

脳
が
発
達
し
て
い
る
ぞ
」
と
、
い
た
ず
ら

し
て
い
る
と
き
の
子
ど
も
の
や
ん
ち
ゃ
な

顔
や
、
真
剣
に
集
中
し
て
い
る
顔
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
さ
え
も
―

ば
―
っ
と
瞑
想
す
る

さ
て
、
こ
の
い
た
ず
ら
時
代
が
そ
ら
の

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
力
に
ど
う
影
響
し
て
い

る
か
と
言
う
と
、
彼
女
も
本
当
に
い
た
ず

ら
上
手
な

（？
）
子
ど
も
で
し
た
。
加
湿

器
の
中
か
ら
お
し
ゃ
ぶ
り
が
出
て
き
た
り
、

主
人
の
ギ
タ
ー
か
ら
桃
の
種
が
化
石
の
よ

う
に
な

っ
て
出
て
き
た
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
の
子
育
て
だ

っ

た
の
で
、　
一
つ
一
つ
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
当
時
か
ら
い
た
ず
ら
を
叱

っ
た

り
、
止
め
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
い
た
ず

ら
に
付
き
合

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

と
て
も
想
像
力
豊
か
な
子
ど
も
に
育

っ
た

よ
う
で
す
。
手
芸
が
好
き
な
の
で
、
家
で

過
ご
す
と
き
は
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作

っ
た
り
、

人
形
の
服
を
作

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
と
言

っ
て
内
向
的
な
性
格
と
言
う
わ

け
で
も
な
く
、
友
だ
ち
と
外
で
遊
ぶ
の
も

大
好
き
で
す
。
勉
強
は
苦
手
で
す
が
、
た

く
さ
ん
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
し
、
妹

や
弟
の
世
話
も
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
心

が
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ

う
し
て
心
と
体
が
元
気
な
姿
を
見
ら
れ
る

だ
け
で
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
ら
だ

け
で
な
く
、
は
な
と
麻
暉
も
元
気
で
、
我

が
家
は
子
ど
も
た
ち
が
仲
良
く
、
健
や
か

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
活
あ

っ
て
の
こ
と
だ
な

あ
と
感
じ
ま
す
。

最
近
、
そ
ら
が
ぼ
―
つ
と
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
―

っ
と
し
て
い
る

…
…
つ
ま
り
瞑
想
？
　
人
間
と
動
物
の
違

い
は
、
〃人
間
は
瞑
想
す
る
″
と
言
う
こ

と
だ
と
師
範

コ
ー
ス
の
と
き
に
教
わ
り
ま

し
た
。
今
ま
さ
に
そ
ら
は
瞑
想
中
Ｈ
　
暑

さ
で
大
人
も
ぼ
―
っ
と
し
て
し
ま
い
た
く

な
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
と
き
は
み
ん
な
で

ぼ
―
っ
と
、
瞑
想
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
瞑
想
す
る
時
間
を
持

て
ば
、
争

い
ご
と
も
減
る
で
し
ょ
う
。
子

育
て
は
イ
ラ
イ
ラ
が
多

い
な
ん
て
言
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
見
て
、
感
じ
て
、

一
緒
に
い
た
ず
ら
し
た
り
、
ぼ
―
つ
と
し

て
い
る
と
、
何
だ
か
不
思
議
と
心
が
安
ら

ぐ
も
の
で
す
。

子
育
て
っ
て
本
当
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く

て
、
私
の
方
が
育
て
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

71卵‰
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自然の相関図

畑
に
は
、
実
に
様
々
な
虫
た
ち
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
大
量
発
生
し
て
、
虫
嫌

い
の
人
に
と
っ
て
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
が
、
こ
れ
が
本
来
の
自
然
で
す
。
と
く
に
自

然
環
境
保
全
型
を
標
榜
す
る
自
然
農
法
で
は
、

こ
の
よ
う
な
虫
た
ち
が
作
物
と
共
存
し
な
が
ら

つ
く
る
生
態
系
に
注
目
し
て
、
そ
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。

畑
に
は
、
作
物
を
食
べ
る
草
食
の
虫
、
そ
の

虫
を
食
べ
‐る
偽
食
の
虫
「
受
粉
な
ど
作
物
の
生

ま
す
。
こ
れ
ら‐
‐を
根
こ
そ
ぎ
や
つ
つ
け
る
の
が

農
薬
で
す
が

，
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て

生
か
す
方
向
で
作
物
を
栽
培
す
る
道
を
模
索
し

ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
ア
プ
ラ
ム
シ
の
生
態
が
あ

り
ま
す
。
駆
除
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
以
前
に

牛
乳
の
散
布
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
周

辺
に
取
り
巻
く
虫
た
ち
の
相
関
図
か
ら
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
ア
プ
ラ
ム
シ
と
共
生
関
係
に

あ
る
の
が
ア
リ
で
す
。
ア
プ
ラ
ム
シ
の
出
す
甘

い
分
泌
渡
を
含
■
に
す
る
見
返
り
に
新
し
い
株

へ
の
移
動
を
手
伝
い
ま
す
。　
一
方
の
で
ん
と
う

虫
は
ア
プ
ラ
ム
シ
を
捕
食
し
ま
す
が
、
そ
れ
を

邪
魔
す
る
の
も
蟻
で
す
。
蟻
は
甘
い
蜜
を
も
ら

う
代
わ
り
に
て
ん
と
う
虫
か
ら
ア
プ
ラ
ム
シ
を

守
る
役
目
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
関
係
を
う
ま
く
利
用
し
て
ア
プ
ラ
ム
シ
か
ら

作
物
を
守
り
た
い
の
が
私
た
ち
人
間
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
自
然
農
法
的
に
は
、
作
物

を
丈
夫
に
育
て
る
と
同
時
に
こ
の
一生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。
　
　
―
●
●
●
一
一

てんとう虫

Macrobiotique 2008. 8a 66

アプラムシ



確彗野鑽
1作物|1集団発生してコ甲三=をつくるアプラムシ。  ||■■

]錘事靡馨畔 てんと,虫。肉1食の虫でアプ

ラムシの天敵。

健やかな人や家庭、

地域づくりをめざして
「自然順応。自然尊重」を基本理念とした

MOA自然農法の普及、

その農産物と加工食品の販売、地産地消を

基本とした食育の推進を通して

健康で豊かな心をはぐくみ

心が通い合う地域社会づくりに

取り組んでいます。 蛛輛耐
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ヨ
ガ
教
室
講師薔

謹

ヨ
ガ
の
調
和

●PROF:LE
もりやま・みきよし

東京都国立市出身。リマ・クッ

キングスクール師範科修了。
大森英櫻正食医学講座修了。

龍村ヨガ&呼吸法研究所指導

者養成講座修了。くつろぎ工

房主宰。

調
和
の
取
れ
て
い
る
状
態
と
は

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
ヨ
ガ
の
両
立

か
ら
得
ら
れ
る
効
能
と
し
て
、
「す
べ
て

に
調
和
し
て
い
く
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
適
し
て
い

て
無
理
や
無
駄
の
な
い
自
然
な
状
態
で
あ

り
、
こ
だ
わ
ら
ず
と
ら
わ
れ
ず
自
由
な
状

態

（許
容
範
囲
や
可
動
範
囲
が
広
く
適
応

能
力
が
高
い
状
態
）
で
あ
る
こ
と
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

そ
の
理
論
を
体
感
す
る
た
め
に
は
、
あ

え
て
そ
れ
ま
で
の
習
慣
と
は
逆
の
状
態
を

訓
練
し
そ
の
影
響
を
克
服
し
な
が
ら
バ
ラ

ン
ス
を
維
持
す
る
能
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
高
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ガ
の
高
度
な
ア
サ
ナ

（ポ
ー
ズ
）
な

ど
で
、
「な
ぜ
あ
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
？
」

と
い
う
よ
う
な
ポ
ー
ズ
を
し
て
こ
そ
本
当

の
学
び
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
ポ
ー
ズ
を
形
作
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
い
た
る
ま
で
の

精
神
力
と
実
践
の
積
み
重
ね
の
結
果
と
し

て
大
き
な
意
義
と
な
る
の
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
で
も
同
じ
な
の

で
す
が
、
料
理
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
と
結
び

つ
な
げ
て
応
用

・
実
践
し
て
い
く
か
を
自

分
自
身
で
創
造
し
実
践
し
て
い
く

「自
主

性
」
を
ぜ
ひ
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
ヨ
ガ
の
実
践

で
間
違
え
や
す
い
こ
と
は
、
そ
れ
が

一
番

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
思

い
込
み
を
引
き
起
こ
し
や
す

い
こ
と
で

す
。　
一
つ
の
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
り

。
と

ら
わ
れ
た
り

。
妄
信
的
に
な
り
す
ぎ
て
選

択
範
囲
を
狭
め
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
対

応
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
自

分
や
他
を
害
し
私
利
私
欲
を
追
求
し
す
ぎ

て
い
る
こ
と
す
ら
気
付
か
ず
、
独
善
的
に

な

っ
て
い
る
こ
と
は
本
当
の
幸
せ
に
つ
な

が
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

「
一
人

一
適
食
」
ヨ

人

一
ヨ
ガ
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
な
考
え
方
を
理

解
し
守
り
な
が
ら
も
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ヨ
ガ

や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
あ

っ
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。
他
人
に
対
し
て
も
自
分
自

身
に
も

「あ
れ
だ
め
」
「
」
れ
だ
め
」
な

ど
と
批
判
否
定
す
る
こ
と
は
本
来
の
趣
旨

に
反
し
て
い
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

「今
は
必
要
な
い
…
…
」
く
ら
い
の
心
構

え
で
よ
い
の
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と

お
か
げ
さ
ま
で
、
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
ヨ
ガ
教
室
」
は
４
年
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
ヨ
ガ
の
ブ
ー

ム
に
便
乗
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
営
利

追
求
が
目
的
で
も
な
く
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

イ
ッ
ク
や
ヨ
ガ
の
本
質
と
そ
の
調
和
を
目

指
し
て
本
日
ま
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
を
伝
え
る
場
と
し
て
主
催
い

た
だ
い
て
い
る
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
、
ヨ
ガ

の
学
び
を
深
め
よ
う
と
お
越
し
い
た
だ
け

て
い
る
参
加
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
今

日
ま
で
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ

と
を
本
当
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
３
年
間
は
実
に
多
く
の
方
々
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
同
志

の
交
流
も
年

々
深
ま

っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
私
自
身
が
学
ば
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
多
い
３
年
間
で
し
た
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
で
ヨ
ガ
教
室
を
行
う
こ

と
は
施
設
的
に
は
ヨ
ガ
専
門
ス
タ
ジ
オ
ま

で
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
３
階
は
料
理
教

室
、
２
階
は
書
籍
売
り
場
、
１
階
は
自
然

食
品
店
と
な

っ
て
い
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
の
本
家
本
元
で
学
べ
る
環
境
の
利
点

が
あ
り
ま
す
。
少
人
数
制
で
の
教
室
ス
タ

イ
ル
か
ら
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
や
ョ
ガ

に
対
す
る
個
々
の
ご
質
問
に
充
分
お
答
え

で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
経
験
と
情
報

を
整
え
努
力
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
全
国

各
地
で
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も

恵
ま
れ
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

・
ヨ
ガ
」

に
対
す
る
期
待
な
ど
も
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
独
自
の
体
系
を
作

っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
く
方
々
の

目
標
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、
「
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
と
ヨ
ガ
の
調
和
」
が
様
々
な

分
野
で
役
立

つ
よ
う
、
「知
行
合

一
」
を

も

っ
と
う
に
ス
タ
ッ
フ

一
同
よ
い
こ
と
は

出
し
惜
し
み
せ
ず
実
践
実
行
し
て
参
り
ま

す
。
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否
定
的
な
考
え
か
ら
始
り
自
分
自
身
を

苦
し
め
、
結
果
的
に
調
和
が
取
れ
て
い
な

い
状
態
を
作
っ
て
し
ま
う
と
、
自
業
自
得

の
報
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク

ｏ
ヨ
ガ
の

目
指
す
と
こ
ろ

自
分
自
身
の
行
い
が
今
の
自
分
を
作

っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
想
い
望
ん
で
き
た
こ

と
が
結
果
と
な

っ
て
現
れ
て
き
て
い
る
の

で
、
ど
ん
な
災
難
や
病
気

・
怪
我

・
事
故

さ
え
も

「あ
り
が
た
い
教
え
」
で
あ
り
無

駄
な
事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
人
生
は
楽

し
く
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

立
派
な
理
論
を
い
く
ら
学
び
記
憶
し
人

に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
自
分
自
身

が
実
践
実
行
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
れ
ら
を

理
解
し
体
得
し
て
い
る
こ
と
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

も
、
ど
こ
か
で

「ズ
レ
」
が
生
じ
る
で
し

ょ
う
。
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か

っ
た
…

…
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
は
、
常
に
自

分
自
身
の
状
態
を
客
観
的
に
観
て
い
な
い

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
て
、
ヨ
ガ
や
瞑

想
な
ど
の
実
践
で
そ
れ
に
気
が
つ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
よ
い
運
が
め
ぐ

っ
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

私
が
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

・
ヨ
ガ
」

を
指
導
す
る
上
で

一
番
気
に
し
て
い
る
こ

と
は

「全
肯
定

・
全
活
用
」
（す
べ
て
を

肯
定
し
、
す
べ
て
を
活
用
す
る
）
こ
と
で

す
。
不
殺
生

・
非
暴
力

。
無
執
着

・
無
所

有
な
ど
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
あ
る
が

ま
ま
、
滞
ら
せ
ず
自
然
に
ま
か
せ
る
こ
と

で
す
。

命
の
働
き
の
邪
魔
を
す
る
よ
う
な
、
偏

っ
た
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
や
ヨ
ガ
の
指

導
を
す
る
人
が
最
近
と
て
も
多
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
心
の
声
を
聴
き
今
現

在
の
自
分
自
身
を
適
切
に
見
つ
め
る

（知

覚
す
る
）
こ
と
が
指
導
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ど
ん

な
に
惨
め
で
つ
ら
い
状
態
に
陥
っ
た
と
し

て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
や
与
え
ら
れ

た
使
命
が
あ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
で

必
要
な
課
題
が
与
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
を
理
解
し
受
け
止
め
ら
れ
る
心
の
余

裕
を
作

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
心
と
身
体
の
物
理
的
な
健
康

状
態
が
よ
い
と
い
う
事
も
重
要
で
す
。

浅
い
呼
吸
や
硬
い
身
体
、
狭
い
考
え
方

し
か
で
き
な
い
脳
細
胞
な
ど
、
健
康
的
な

基
礎
と
土
台
と
な
る
肉
体
と
精
神
の
バ
ラ

ン
ス
が
機
能
的
に
不
充
分
で
調
和
が
保
た

れ
て
い
な
い
と
、
幸
せ
な
結
果
に
な
か
な

か
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
「
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク

・
ヨ
ガ
教
室
」
で
は
そ
の
き
っ

か
け
を
自
分
自
身
で
見
つ
け
ら
れ
実
践
で

き
る
よ
う
に
な
る

「気
づ
き
の
場
」
に
な

れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ヨ
ガ
の

生
き
方

私
の
場
合
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
両
親

が
自
然
食
品
店
を
し
て
い
て
、　
一
時
期
リ

マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
姉
妹
校
も

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ

ッ
ク
的
な
生
活
習
慣
は
何
の
抵
抗
も
な
く

身
体
に
染
み
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
あ
え
て

一
般
的
な
食
生
活
と
会
社

勤
め
も
経
験
し
、
現
在
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
だ
け
、
あ
る
い
は
ヨ
ガ
だ
け
で
生

計
を
立
て
る
よ
う
な
仕
事

の
仕
方
は
せ

ず
、
よ
り
広
域
な
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

と

ヨ
ガ
の
調
和
を
実
践

。
実
行
し
な
が

ら
、
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク

・
ヨ
ガ
」

の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

今
は
変
化
の
時
代
で
す
。
食
文
化
の
無

秩
序
で
危
険
な
品
物
が
氾
濫
し
て
い
た

り
、
何
十
年
も
か
か

っ
て
変
化
し
て
い
た

今
ま
で
の
経
済
社
会
の
構
造
な
ど
は
、
わ

ず
か
数
年
で
激
変
す
る
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
今
ま
で
の

悪
循
環
を

一
新
す
る
よ
い
機
会
で
も
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
人
間
が
生
活
す
る

環
境
の
変
化
や
生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な

い
食
料
問
題
、
仕
事
や
経
済
の
問
題
で
は

年
功
序
列
、
定
年
退
職
、
年
金
制
度
な
ど
、

今
ま
で
の
常
識
が
覆
さ
れ
る
結
果
が
た
く

さ
ん
出
て
き
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
進

化
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
べ
き
人
間
と

し
て
の
本
能
的
な
能
力
も
変
化
し
て
き
ま

す
。
変
化
し
て
い
る
環
境
や
時
代
に
適
応

し
た
地
球
人
に
な
る
べ
く
、
お
金
を
か
け

な
く
て
も
海
外
に
出
か
け
な
く
て
も
、
ど

の
時
代
に
も
世
界
各
国
に
行

っ
て
も
、
万

事
に
通
用
す
る
真
理
と
叡
智
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て

「
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と

「
ヨ
ガ
」
を
調
和

さ
せ
、
実
践
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

ｌ
日
５
分
で
も
ご
自
身
の
心
と
身
体
に

耳
を
傾
け
癒
す
時
間
を
作

っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
か
ら
全
て
が
始
ま
る
の
で
す
。

「マクロピオティック・ョ

ガ教室」のご案内・ホー

ムページ・アドレス

httpプんぃ″w.ci‐ kyokai.ip

「くつろぎ工房」のホーム
ベ…ジ・アドレス

http://www.kutsurogi.cia

oJp

豆 ごま

100のレシピ』

¥1,365(1党 込)

B5型 /208頁
Yog∩ 1編集部O編

森山幹麗先生 &く つろぎ工房スタ ッ
フが一部監修。マクロピオテ ィックに

応用できる 100の レシピと、食に関す
る解説付きの充実 した内容が魅力。

薔箱のお問い合わせ ご注文は

日本C協会
TEL:03-3469-7631
FAX:03-3469-7635
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田
村
歯
科
医
院
で
は
、
次
の
よ
う
に
考

え
て
治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。

一■
一

，
一
一

，
，

ト
ベ
ン
シ
ョ
ン　
　
一

Ｍ
Ｉ

（ミ
ニ
マ
ム
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ン
）
と
は

「人
の
体
に
対
す
る
介
入
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば

「
で
き
る
だ
け
削

ら
な
い
、
切
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
自

分
の
回
の
状
態
を
、
で
き
る
だ
け
そ
の
ま

ま
に
保

っ
て
い
こ
う
１
　
と
い
う
こ
と
で

す
。

■

人
の
体
に
は
病
気

（虫
歯
、
歯
周
病
）

に
対
す
る
抵
抗
力

・
免
疫
力
が
あ
り

ま
す
。
東
洋
医
学
や
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
医
学
も
活
用
し
て
、
体
の
力
を
で

き
る
限
り
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

口
痛
く
な
っ
て
か
ら
あ
わ
て
て
治
療
す

る
と

い
う

の
で
は
な
く
、
悪
く
な
ら

な

い
よ
う
に
予
防
に
重
点
を
お
い
た

処
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
現
在
の
歯
科
医
学
に
は

「今
は
虫
歯

じ
ゃ
な

い
け
ど
悪
く
な
り
そ
う
な
所

は

一
緒
に
削
り
取
る
べ
き
だ
」
と

い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現

在
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
が
開
発
さ
れ
、

必
ず
し
も
今
ま
で
の

「
一
緒
に
削

っ

て
お
く
」
と

い
う
考
え
方
は
絶
対
で

は
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
で
ボ

ロ
ボ
ロ
の
部
分
は
削
る
し
か
な

い
け

れ
ど
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
で
き
る

だ
け
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

□

新
し
い
詰
め
物
や
接
着
剤
を
う
ま
く

活
用
す
る
こ
と
で
、
削
る
量
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口

基
本
は
そ
の
人

（患
者
さ
ん
）
の
考
え

方
と
私
の
考
え
方
。
新
し
い
材
料
の
薬

も
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ
て
き
ま
す
が
、

最
後
の
決
め
手
は
、
薬
や
材
料
よ
り
も

「人
の
体
を

い
か
に
生
か
す
か
」
と
い

う
姿
勢
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●PROFiLE
田村歯科医院 医院長

たむら・きょうせい

1954年静岡市生まれ

北海道大学歯学部卒業

東京医科歯科大学補綴学教室にて「かみ合わせ難症例と

格闘」する生活を送る。

1985年田村歯科医院 (静岡県磐田市)開設、現在に至る。

現代歯科医学と東洋医学や食養、代替医療などを融合し

た、いのち輝く歯科治療に専心ています。

URL:http:〃 www.tam‐ d.net/index.html

【診察科目】

先端歯科医学はもちろんのこと、東洋医

学、食養 (食育)を活かした診療を行つ

ています。スポーツ歯科、食育について、

アンチエイジング、金属アレルギニ
t

Minimun:nterven■ on、 咬み合わせ治

療、インプラント治療、矯正1咬合象 t

i ず
戦霊0231静岡県磐日嘉二島轟:||‐‐
【電話1           11■

|

0538‐ 66‐4800                  ‐

【診療時間1           ・

午前9時～12時30分と午後2時～7時

【休診日】
日曜、木曜日

※土曜午後は17時まで。祭日は休診と

なります。(祝日のある週の本曜は、休

まず診察します)
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何事も、心配するより信 頼 したほぅがうまく

いきます。心と体に関しても同じです。

しかし、どうやつて自分の体を信頼したらいい

のかがわからないで、心配ばかりしてしまつてい

ませんか? どうしたら信頼できるのか。

私たちには何か具体的でしかも簡単な方法

の提示が必要です。それが笑うヨガであり、アト

ムさんが教えてくれたバイオヘルス(生命の躍動)

なのです !

この素 B音らしい健康法を、ご一緒にいかがで

すか。笑うヨガではユーモアのセンスがなくても、

ジョークを言わなくても、お腹の底から笑つてい

ただけます。そして、その後のバイオヘルス復習

会では、コツを皆で学び合い、皆で助け合います。

語り合いましょう。

体を動かして、手当てのし合いつこをしましょう!

講 師 有限会社デポル代表 望月 佐知子

日 口寺

 :月 11:1音1 

両

鉤 繁了

|.麟

|.JⅢ

‐‐‐‐          |.・

“

奮

二 ず

参加費1 3,000円 (当日、会場でお支払いください)E護壺鶴

持ち物 服装自由。お薦めは歩きやすい靴。
ヨガマットもいりません。

場  所  日本CI協会 2階 セミナールーム

「僕の選択は間違つてなかつた」°・。と自4言が持てた

牌臓に13 5cmも ある腫瘍が見つかつてからとい

うもの、会社の上司や医者、家族、友人にさえも「あ

なたの体に出来た腫瘍に対抗する為には、手術、

化学療法、放射線しかないんだから、決断しなさい!」

と、毎日のように説得され怒鳴られ、そうしないと恐ろ

しぃことになると脅され続けました。自分で健康に良

いと考えて行なってきたことも否定され、困っていた

時に、バイオヘルスのセミナーを受けました。受講して、

自分が講座前から行なってきた食事療法(玄米菜食)

や運動が、正しいことなのだと自信が持てました。

このセミナー独自のこともた～くさん学べるし、実

際いろいろと体験できたのがとても良かったです o

僕の周りの人たちも、もう少し考え方を柔軟にすれ

ばぃいのにと感じました。

ベンネーム:Blue様  東京都・三十代男性

バイオヘルス4日 間連続講座参加者

≒ 馨 .

日本Ci協会 〒16110065東 京都渋谷区大山町11‐5電話:03(3469)7611/Fax:03・ (3469)7635
E‐ mai::j… info@ci‐ kyokai.ip/URL:www.Ci… kyokai.jp
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雅 替 :鰤 讐鮨 埋
ф

用。スパイス/DNら 調合した本格派カレーです。適度

な辛味とコクがあり食べやすく仕上げました。塩分

1食当り14gと当社比600/att。 砂糖 動物性原料

添加物不使用です。

開封前賞味期間 :常温で2年
原材料 :ロ ース トオニオン (国

内産 )、 ひよこ豆 (ア メリカ

産)、 特別栽培人参 (国 内産)、

菜種油 (国 内産 )、 トマ トベー

ス ト (ト ルコ産 )、 小麦粉・馬

鈴薯でん粉・ りんごジュース

(国 内産)、 メープルシュガー

(カ ナタ産)、 酵母エキス、生姜

(国 内産)、 にんにく (国 内産)、

淡口醤油 (国 内産 )、 白菜エキ
ス、カレー粉、食塩 (海 の精)、

コリアンダー、クミン、シナモ

ン、赤唐辛子、クローブ

210g357円  (税込)

[匙    1備
た後、裏こ ししてクリーム状にしま した。玄米の甘

昧 風味が活きており、喉越 しよく食べやすい。消

化吸収がよく、玄米の栄養を効率よく摂ることがで

きます。塩は海の精使用。添加物不使用。

開封前賞味期間 :常温で1年

原材料 :有機玄米 (国内産)、 食塩 (海 の精)

zoog 3678 <nar

響瓶Ⅲ…  r轟 軽

/欝 義車ゝ、姜 耳

||

国内産特別栽培茶大豆使用
ノンフライのフリーズドライ製法
ネバリなくサクサクした食感

油で揚げてしヽないのでヘルシーです。ヌルヌルネノヾ

ネバがなく特有の匂いも軽減されています。おやつ

やおつまみ、サラダやパスタの トッピングなどに。

開封前賞味期間 :常温で6カ 月
[小粒]原材料 :乾燥粒納豆 (特別栽培大豆 :国内産)、 食塩
(男鹿の塩)

[茶大豆]原材料 :乾燥茶大豆納豆 (特別栽培茶大豆 :国内
産)、 食塩 (男鹿の塩)

[/jヽ粒]40g
450F](税込)

[茶大豆]40g
660F](税込)

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
欄
ま
で

〒
３３５
‐
剛

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
コ

¨
０
１
２
０
１
６
６
７
１
４
４
０
／
詠

一
〇
１
２
０
１
５
８
８
１
０
３
８

|■||

手軽なマクロビオティック惣菜

肉の代わりに大豆ミートを使用
ほどよい甘酸つぱさが美味

植物性原料100%使用。あつさりした トマ ト風味、

ほどよい甘酸つぱさが美味しい。国内産特別栽培人

参 玉ねぎ使用。砂糖 動物性原料 添加物不使用。

開封前賞味期間 :2年
原材料 :た けのこ (国

内産)、 特別栽培人参・

玉ねぎ (国 内産 )、 椎
茸 (国 内産 )、 大豆ミ
ー ト (国 内産大豆使
用)、 有機 トマ トペース

ト (ト ルコ産 )、 メー

プルシュガー (カ ナダ

産)、 淡口醤油、馬鈴
薯でん粉 (北海道産)、

食塩 (海 の精 )、 純米

酢、酵母エキス、ごま

油、おろし生姜 (国 内

産 )、 こしょう (マ レ
ーシア産 )

160g 420円 (税込)

蠅穆マクロピオティック懇菜

よ 員ミ義殆暑
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新・― ム出蜘

特選カムカム鍋Ⅱ新発売!!

強度と耐久性アップ

厚みがまして

「ふつくらもちもち」炊きあがる

弊社オリジナルの黒塗りの圧力鍋用陶器製内鍋です。

火加減や水力目減による失敗がなく玄米を芯までふっ

くらと炊き上げます。玄米特有の糠臭が少なく食べ

やすく仕上がります。圧力鍋に入れて使用します。

I W4 I 6tk ( 1 80mm x 200nrm x 200llm) 8,8208 taar
50004 6 AK(145mmx l85mmx le5rlrl)7,5608 (H; )

玄米ス1舞ス■||||■

―
茨城産うるち玄米100%
農薬不使用 玄米の甘みが美味

具をトッピングしてカナッペ風にも

茨城産特別栽培うるち玄米100%。 うるち玄米を独

自の方法でお餅のようにスライス加工 しました。従

来の玄米食とは違ったメニューが楽 しめます。食べ

やすく調理も簡単です。ピザのように具を トッピン

グしたり、鍋ものにも。

開封前賞味期間 :常温で7カ 月
原材料 :特別栽培うるち玄米 (茨城産)

zooc 3998 rnur

拶

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
い
ま
で

〒
３３５
‐
００２‐

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
コ

一
〇
１
２
０
１
６
６
７
１
４
４
０
／
臨

一
〇
１
２
０
‐
５
８
８
１
０
３
８

■|||■ 1洗濯用フイトン●■■J
植物性天然成分で衣類爽やか

衣類の消臭・抗菌剤

生乾きの臭いをさせない

植物成分「フィ トンα」が主成分の洗濯用消臭 ・抗

菌剤。洗濯 しても取れないしつこい臭いを取 り除

き、爽やかにします。特に室内干 しをする場合や梅

雨の時期におすすめです。今使つている洗斉」と一緒

に使用します。 1本で約70回分の洗濯に使えます。

(水量約30リ ッ トルの場合)

魃 ]「炒翔 |

12 1,890円  (税込)

蜀.洲ιな
夕|

|●||■■■どくだみの雫EX■■||■||

鹿児島産どくだみ葉100% 農薬不使用
デトックスに有効なフラボノイド含有

鹿児島産農薬不使用どくだみ葉100%使用。賦形斉」

等添加物一切不使用。新鮮生葉搾 りの “どくだみ
"

の青汁をフリーズ ドライ乾燥させ、打錠したどくだ

み100%のサプリメン トです。

薬学博士 林輝明師推薦

開封前賞味期間 :常温で 2年
原材料 :ど くだみ草 :農薬不使

0.259x90{i (22.5c) 5,250H tnnr
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書(法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は1行につき5,250円増しになります。

①マークはオーサワジャバン(株 )食品取扱店です。

名店売販 話電所住
営業時間
休  日

主な商品 催しもの

宿＞脚煙賊禁淋域び疇
PO BO× 2263 SEDONA.尾 86339,USA
TEL昼 0335789020 F～く00119282040700

営業受付
予約制 5泊以上

マクロ共 自炊 +水晶全身 hed ng+せせ らぎ瞑想 h
高波動の地掃除造園などヘルプ割引

（
↓

越 田 治 良 院
〔〒0400003〕 函館市松陰町1]20
TEυFAX0138 32 2870

9:lXl～ 18:∞
月

カイロプラクテ イック 自然食品
〈
↓

06eper 〔〒0600061〕 北海道札幌市中央区南 1条西6丁目第2三谷
ビル2F TEL011 223-2980

10:00-20 i lXl
大

オーサワジヤバン全商品 ジユリークスキンケア
ジェーンアイルデール化粧品

〈
↓

自然食品の店―むぎさと一 〔〒0640822〕 札幌市中央区北7条西24丁 目2番 3号
TEL011 644-198 F継 創16441133

13:30～ ]7:30
月 本 金

予約 宅配中心 週 3日 店頭販売日あ り有機米 有

機野菜 マクロピオティック商品 びわ生葉 温灸
〈
↓

ばろま仰
〔〒0630035〕 札幌市西区西野五条2丁 目916
TEL011 665 6624 htp /′ 、ヽ、、～v mahoroba p net

101011～ 18:∞
祝

青果食品雑貨酒全般 エリクサー浄活水器 化粧品
健食 塩製造販売 自然農園営農

〈
↓

や
店

た
内

し
駒

あ
真

〔〒0050014〕 札幌市南区真駒内幸町 2112ミ ュークリスタ
,レ lF TEL011 588 451l FAX01]5884512

10:∞ ～ 20 1 1Xl

年中無休
オーサワジャバン全商品 ムソー商品 有機野菜

天然酵母パン他 売り出しは毎月
〈
↓

自 然 食 品 の 店
た  ん  ぽ  ぽ

〔〒0060803〕 札幌市手稲区新発寒3条 3丁 目59
TEL011‐ 684-5860

∞‐９
月

”■
日

自然食品全般  生活雑貨 化粧品 ビワ温灸 健康

補助食品他  配達 地方発送可 ↓

玄 米 ご |ま ん の
リープズ オブ バース

〔〒04]0806〕 函館市美原2丁目820
TEヒ0138474457 ■ヽ 0138474459

10:llfl～ 18:∞
|‐  日・

オーサワジヤバン ムソー 有機野菜 書籍
生活雑貨 化粧品 他 ↓

貯1言1番 1甲鷲
食の

要
〔〒0411122〕 亀田郡七飯町大川32032
TEL0138‐ 64‐ 9611 l響轟糠

∞有機野菜 オーサワジャバン全商品 各種新鮮食品

無添カロアイスクリーム 大福 他
（●

店

コ

の

コ
品
ル

■
ラ

一
　

ュ

燃
チ

自
ナ

〔〒0800028〕 帯広市西 18条南 5丁 目 3]]
TEL0155‐ 38‐ 3833 l:11"宵

Ю
llll

自然食品 有機 」AS農産物 (野菜、米、豆、刀ヽ麦粉他 )

ヴェレダ化粧品、無添カロ八ムソーセージ、通販宅配
今
↓

玄 米 雑 カ フ ェ あ ま む
〔〒0850007〕 北海道釧路市堀川町 538
TEL/■黙 0154235594

1l iCC～ 19:llll

月
有機野菜 オーサワ商品、第 3世界シ ョップ雑貨

食品、オーガニ ック寝具類、浄活水器 ↓

た ち ば な や 〔〒0300903〕 青森県青森市栄町 1511
TEじFAX017 741フ 202

9:∞ ～ 17:l ll

日 祝
オーサワ商品 C図 書 食養相談、配達 酉己送可

リマクッキング料理教室、野菜朝市 ↓

自 然 食 品 の 店
0あ お ぞ ら

〔〒0300961〕 青森県青森市浪打 卜1610 牧田ビル 1階
Tr‐ L01フ ー743-0824 i 0ヽ17-743-0832

9130～ 1911111

年中無休
無震薬玄米  オーサワ商品 調理師で食養士の店主
の砂浴療法 食養相談もあります ↓

整 骨 院 巴 堂
〔〒0130002〕 秋田県横手市追廻214
TEL0182-32-3331

‐８
祝

０”
辟

オーサワジャノ(ン 商品 強健術 ↓

秋 田 自然 食 品 セ ン ター 〔〒0100951〕 秋田県秋田市山王2丁 目1122
TELO]8823292] =駄 0]88620879

9130～ 181110

8祝
オーサワジャバン アルソア化粧品 ビワ温灸 生

鮮食品 料 I里教室 食養講座
（
↓

ナ 食然目マ
〔〒0200114〕 岩手県盛岡市高松 11531
TEL0196-62-6205

9:KXl～ 19:∞
年中無休

食品 野菜雑穀 図書 配違 食養指導、地方発送 ↓

店

田の鳩
品
ゥ

食

ン

然

．

ロ
グ

〔〒0200015〕 岩手県盛岡市本田]通 ]1612
TEL/i 0ヽ196228844

9 i Cll～ 19:∞
日 連体

オーサワジ ヤバン商品 アルソア化粧品 毎月特売
日と料理教室 食養美容相談 発送可 ん

ム
舎

．
遊

ホ

自

プ

家
一レ

の

グ

社
〔〒0295701〕 岩手県和賀郡沢内村大字川舟 4983
TEL/6｀ 0く0197813020 年中無休

痴果性高齢者介護 各種体験 (農作業 乗馬 山菜

採り、自然観察 薪割り 豆腐 昧噌カロエ )
●

オ榊 ク
〔〒9800822〕 宮城県仙台市青葉区立田]2214
TEL022 211 0938 F継 022214428

91∞ ～ 1900
日

食事処 「友苑J TEL022 266 4095料 理講習 へ
じ

玄

前情
学疇大

品食
津

然自
会

〔〒9650005〕 福島県会津若松市―箕大字鶴賀字上居合
]75‐ 8 TEL0242 32 1850

9:30～ 18:30
年中無休

自然食品 バン 生鮮食品 生活雑貨 書籍 他 C

(善  林  庵 )
〔〒9708026〕 福島県いわき市平古鍛,台町 102
T∈ L0246 25 2952 FⅨ 0246‐ 252275

9:30～ 20:∞
第 ]日

OJ食品、C書 籍 マクロビオティック レス トラ

ン有 料理教室 (第 4日 曜日)、 食養相談 C
の

ン

茶い

□

れき

一

らさ

シ

らさ
輸

〔〒97]8]72〕 福島県いわき市泉玉露 6189
TEL0246-56-8690  FAX0246-56-6010

∞
祝

‐８”
日

綱
士

さらさらきれい茶は糖分に反応 し腸内バランスを整

える身体にやさ しLlお茶です。

な

や

ん

の

ぜ

も
ん

ベ

あ

た
〔〒9608105〕 福島県福島市仲FB5町 43
T巨 L024‐ 523‐2237

10100～ 19:∞
■|1日 :祝

無農薬 無化学肥料の野菜 自然食全般、健康食品、

健康肌化粧品、他市内配達可 C
澤 屋会

〔〒9660896〕 福島県喜多方市諏訪 156]
TEL0241‐ 22‐4193 0～く0241-22-4360

「
黙癬("

無農薬野菜、純正食品 C図 書 食養相談、配達、

配送 C
す

ン
一
デ

〓

一哺ガ
ゆ‐
ル

●
■

な
り

〔〒9638046〕 福島県郡山市町東1200
TEL024-961-5782 111響ミ .|∞

オーサワジヤバン ムソー 創健社等商品
バン 生鮮食品 エコ雑貨 自然派化粧品 他

冷
も

自 然 食 品 と み や
〔〒9638851〕 福島県郡山市開成 2415
TEL024 939 7555 FⅨ 024‐ 939-7666 ♀1臨∞オーサワ全商品 自然食品全般 シルク衣類 化粧

品、エコ雑貨洗剤等、びわの葉療法、地方発送可

（
↓

自 然 食 品 麿 わ か ば
〔〒9791521〕 福島県双葉郡浪江町字町場183
TEL0240 35 2フ 9フ Fκく0240355719

∞

‐８‥瑚
一
月硼

辟
バン、豆腐、調味料、菓子、健康食品、衣料、雑貨、

食養指導 化粧品 書籍 料理会など
´
も

山 本 自 然 食 品 店
おつぱい救急病院 操体法

〔〒9218062〕 石川県金沢市新保本 1222
TEL076 249 4805 F～ く0762494188

年中無休24時間
(leし震霊舌確認)

アレルギーベ ジタリアン対応食品 バン 無震薬野
菜果物 米 豆腐 ゆば 雑貨 料理教室

´
も

ン
の

ラ
か

卜
た

ス
房

レ
エ

食
食

菜
康

穀
健

〔〒9200944〕 石川県金沢市三口新町31122
TEυ島へ)く0762637730

1l i llll～ 19100
営業時間延長可

お食事 オー ドブル お弁当 浄活水器
hip l″ mレ u4vo9 hp hioseek co p/

〈
ム

元 気 な 野 菜 た ち
の つ ぽ  く ん

〔〒9218815〕 石川県石川郡野々市町本町2124
TEL/FAX076 246 0210

10100～ 18131

月
無農薬野菜、お米、バン、豆腐、石けん、化粧品
書籍 雑貨他料理教室 配達可

（
も

ン フ ズサ
〔〒9400092〕 新潟県長岡市昭和1710
TEL0258 39 3130 F～ く0258393127

91∞ ～ 18:∞
日

純正食品 無農薬野菜 特別牛乳 生活雑貨 産地
直送品 無料個人宅配専門店 発送有

（
ム

美 と 健 康 の 店  角 幸
〔〒9470021〕 新潟県小千谷市本町]75
TEL0258 83 2750 FA40258 83 4859

10 1 11Cl～ 19 i llll

年中無体
自然食品 健康食品 シヤボン玉石けん官足法足反

射区療法 整体バランス活性療法
冷
も

一
¨

？知
タ

贖
ン

群
セ

〔〒370084フ 〕群馬県高崎市和田町 713
TEL0273-22-5484

10 1 Klll～ 20 1 1Xl

月
図書、食品、料理教室、陰陽勉強会、食事相談、健
康相談

冷
こ

店商藤須
〔〒3760053〕 群馬県桐生市東久方町2621
丁EL0277-44-5733

9:∞ ～ 2Xl i lXl

日
純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室

〈
Ａ

自 前 薬 局 上 原 店
〔〒3780051〕 群馬県沼田市上原町 180122
丁EL0278-24-3678

8:∞ ～ 21D:tXl

日
漢方薬、カイロフラクティック併設 C

Ｅ

恵

０Ｈ
理

Ｓ
麻

〔〒3792123〕 群馬県前橋市山王町 22510
TEL/FAX027 266 5334(山 王病院よ り西徒歩 1分 )

9:∞ ～191∞
水 木

自然食品 無農薬野菜 天然酵母バン 化粧品 配

達 料理教室 カフェ
〈
ι
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皇||lr l書 品 菫〔〒371-∞ 16〕 群馬県前橋市城東町4102
TEυ FAX027 232 2399

101畿

=藉

:" オーサワジャバン商品 米雑穀等 アレルギー対策

食品 全国尾配 ①

男う雫,I守スち 〔〒3700002〕 群馬県高崎市日高町3561
TEυFAX027 364 0360 硼

蹴
「
瀾

回
飢

ビーガン対応の食事 (持ち帰り可)自 然食品 全

粒粉バン ケーキ、書籍、料理教室 他 ①

雲 菫 フ ァ ー ム 〔〒3730846〕 群馬県太田市中根町801

TEυFAX0276 31 8850
10 1 CXl～ 19:lXl

不足休
自然農法農産品 玄米 地粉 そば粉 野菜 調味

料 豆腐 天然酵母バン ①

宙 代 米 浦 部 農 口
〔〒 375111142〕 群馬県藤岡市鮎川 337番 地
TEL0274 23 8770 FAX0274 23 8970

8:311～ 17:3tl
土 日

」AS認証有機栽培の古代米各種、特殊米、玄米

専門生産販売震家。1個から全国発送。 ①

北軽井沢 癒しをいざなう

宿 ・ダ ル シ ャ ン・
〔〒3771411〕 群馬県吾妻郡長野原町応桑 1544988
TEυFAX0279 85 2329

北軽井沢の自然の中で癒 しの時を過こしにしヽらっし

ゃしヽませんか ? 穀物菜食料理。

栃木 自然食センター
オ  ア  シ  ス

〔〒3280017〕 栃木県栃木市錦町 143
TEυ FAX0282 22 1044

10:lXl～ 191110
日 祝

健康食品、化粧品、衣類、野菜 雑貨、書籍、カイ
ロプラティック ①

法
つヽ
続

く
自

房
＆

然
窒

自
教理料

〔〒3293446〕 栃木県那須郡那須町沼野丼626
TEυ FAX0287 75 2101 htp:“ nOnbOu kuu com/

10:∞ ～16:∞
水

料理教室 植物自然療法 ソフ トカイロ 環境風水

鑑定  オーサワジヤバン全商品 自然農法野菜 ①

自然 食 品 の 店 こ こ ち
〔〒327-0832)栃 木県佐野市植上町13024
T巨 L0283 21 5636 FAX0283 2]5658

月～±10:∞～19ilXl

日]3 1 1Xl～ 18:lXl

自然食品全般 健康食品 自然化粧品 書籍
天然酵母バン 生活雑貨 ①

セーフティーショップ
なま ベ

〔〒3270843〕 栃木県佐野市堀米町 1フア1

TEL0283 22 8261 FAX0283 21 6935
10:tXl～ 19 i CKl

日
自然食品全般 生活雑貨 C

食 の 提 案 ス ペ ー ス
ミ  レ  ッ  ト

〔〒3100851〕 茨城県水戸市千波町46037
TEυFAX029 2黎 6112

11:lXl～ 19100
日 祝

オーサワ商品 バン 豆腐 雑貨 化粧品

ランチ 11:30～ 料理教室第 3 4火 第 4土
〈
↓

房ら5 く く
〔〒3114141〕 茨城県水戸市赤塚 ]]ミ オスタワー]F

TEL029‐ 309‐ 5353
10‐ 100～ 20:∞1   

日
枇杷葉温圧 オーサワジャバン商品 オーガニック

化粧品 健康食品 雑貨 書籍 他

人
ι

1筆考
'デ

リで部ζ〔〒3130102〕 茨城県常陸太田市赤土町27404
TEL0294 76 9800 htpプ /vvνvw veganpuЮ vegetaHan com lll堪γ″|:∞ 動物性食品と自砂糖、化学調昧料不使用のベジタリ

アン カフェ
〈↓

1自然 ‐食 品  イ ナ バ
〔〒3061X113〕 茨城県古河市東本町35■ 4

TEL0280-32-1543 ||ザで
―
‐1聟

マ クロビオティック食品、C図書、オーサワジャ

パン商品、書籍 他
今
↓

撃ず警脊電礁 〔〒3161X101〕 茨城県日立市諏訪町lJ8]0
TELrFAX0294 33 2424 11攣1亀‐

18100 カフエ 自塚焙煎珈琲豆 オーガニツク食品
マクロスイーツ&天然酵母パン 料理教室他 ↓

全
一水山

〔〒3160026〕 茨城県日立市みかの原町112
TEL0294-53-6863 117,:∞

オーサワジャバン商品 料理教室 書籍 バン
フェア トレー ドの食品と雑貨 輸入雑貨 他 ●

堂陽太
〔〒3430025〕 埼玉県越谷市大沢4]05
TEL048‐ 962‐ 3479

'1撃

亀響i tXl 純正食品、岬菜 自然化粧品、書籍、料理教室 Э

店

Ｊ

売

場

直

市
の

の

畑

き

き

ん

ん
ザ

げ

Ｆ
〔〒3430807〕 埼玉県越谷市赤山町 1963
TEL048-967-2888

10:lXl～ 1911111

年中無体
産地直送玄米の専門店 (分 づき可)各 種自然食品

取扱  生産者の直売市開催中 HPも有 e
院格

”

骨
整

堂
均

勢

”

姿 〔〒3400011〕 埼玉県車加市栄町2113-201
TEL048-932-6196

9∞ ～ 19 i CKl

水躍午後体み
怪我の リブヽビリ、病気治療 体型 体質改善

21世紀の気功系手技療法です。

大 橋 自 然 食
〔〒3501109〕 埼玉県川越市霞ヶ関北422‐ 17

TEL0492 32 9445
91∞ ～ 19

日
Ctl 無農薬野菜 食品 図書、化粧品、配達 地方発送

料理教室 e

川 越 自 然 食 品
〔〒3500063〕 埼玉県川越市幸町 810
TEL049 224 1126/FAX049 226 4577

10∞ ～]9:lXl
土

昭和 45年創業 無低農薬野菜 無農薬有機米 天

然酵母バン 生鮮品 手造 リケーキ 雑貨 化粧品

健康食品 産地直送品 地方発送可
Э

お ば あ ち ゃ ん の 店
〔〒3530005〕 埼玉県志本市幸町32310
TEυ Fだく0484764855

10∞ ～ 18:fXl
土

自然米 自然食品 天然酵母バン 生活雑貨
オーガニックコットン衣類 布ナプキン ①

レフ0 リ
〔〒3550328〕 埼玉県比企郡」JI町 大塚 ]3043
TEL0493 74 0971 FAX0493 74 3562

91311～ 19:30
日

配達地域 :東松山市、嵐山町 」JI町  滑川町、寄

居町、江南町 都幾川村、玉ナい寸など
〈
▲

春日部自然食品センター
「 正 食 の 門 」

〔〒3440032〕 埼玉県春日部市備後東8477
TEL048 736‐ 7008

∞‐８
祝

”∞
日

自然食品 健康補助食品 有機野菜 雑貨類 食養

相談 整体治療院併設 ①

店
家

専
か

品食
な

然自
い

〔〒3660052〕 埼玉県深谷市上柴田]西 428‐ 16

TEυFAX048 573 1763
11:lXl～ 19:lXl

日
自然食品、健康食品、無農薬野菜 米、バン、化粧

品、ヘナ 雑貨、書籍など ①

サンスマイルショップ 〔〒3581X152〕 埼玉県入間郡大井町苗間11527
TEL049-264-1903 FAX049‐ 264‐ 1914

10,∞ ～ 19:∞
年中無体(盆 正月除く)

無農薬お米、野菜豊富 1豆腐、バン、調昧料、石け

ん、雑貨 化粧品などなど ①

に
店

だ

の

ら
食

か
然自い

森

し
の
さ

桜
や

〔〒3390052〕 埼玉県さいたま市岩槻区太田 2168東武野田
線岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 TEυFAxo48 749 5995

10'∞ ～ 19:CXl
l‐ 火

純正食品 無農薬有機野菜、化粧品雑貨書籍、フェ

ア トレー ド商品、健康食品、配達 宅配 ○

オ ダカ 自然 食 品 店
〔〒 339‐ 0057〕 埼玉県さいたま市岩槻区本町 2丁 目丸山病院
そば TEυFAX048 757 5463 f纏渕

(創業昭和 響 年)食事相談 自然食品 健康食品

その他全般 配達 発送可 C
品
店

な
一

自
日

諸 〔〒3570033〕 埼玉県飯能市八幡町85
TEL0429-72 2326 FAX0429-73-6094 :IЪI磐1撃

お米、オーサワジャバン商品全般、EM商品。

浄水器、備長炭、百年茶、アロエなど 400種。 C

小 ||■ |■|1然 食 品 店
〔〒3620037〕 埼玉県上尾市上町2725
TEL048-77485“

10■ lXll～ 119 1 1Xl
オーサワジヤバン商品、エバメール化粧品

健康相談、自然食品健康食品 バンキー取扱

（
↓

株・式1会 社 ヤ マ キ
〔〒3670311〕 埼玉県児玉郡神川町大字下阿久原 955
TEL0274-52-7070 11lF場 |"

(守る自然残す自然)有機及び国産原料を使用し天
然水で仕込んだ商品類調味料類、豆腐類、漬物類他

↑
み

0て ら さ き 建 食 材
〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢11522
TEL048 581 4968 FAX048 581 7220

10100～ ll:∞
|■ 日 祝

オーサワジャバン全商品 書籍 健康グッズ サプ
リメン ト 食養 美容 (リ ンパ)相談

〈
●

ス
店

ウ
本

八
沢

康
所

備
新

〔〒35911]1〕 埼玉県所沢市緑町4720
TEL04-29252551

101∞ ～ 19100
1  日

オーサワジャバン全商品 有機野菜 バン 生鮮商

品 生活雑貨 書籍 サプリメン ト他
（
ι

アロマテラビー専門店
ス ロ ー 八 ウ スCOCO

〔〒2993203〕 千葉県山武郡大網自里町四天木乙257487
TEL0475 77-5363

9:∞ ～21:lXl
日 祝

オーサワジャバン全商品 アロマテラピー商品 バ
ッチフラワーレメディーズ 書籍

〈
↓

鸞櫻鞘
〔〒2640004〕 千葉市若葉区干城台西 13412
千葉都市モノレール千城台Jヒ駅徒歩 1分
TEL043 237 8131 FAX043 236 4255
http://、 v、～Nv sunife― kenko com

∞‐８
祝眸肝

創業 30年 自然健康食品店。天然塩、有機野菜、工

コ雑貨 腰痛に効果的股関節ベル ト、イチョウ葉リ

ンを始めとしたサプリ等 18111ア イテムの品揃え。

全国発送 OK、 年 4回セール実施

〈
↓

備柔糧震稲黎望 〔〒2700034〕 松戸市新松戸 3158ソミール新松戸 105

TEυFAX047 340-]021(メ ディカル ヘルス カウンセラー)

9311～ 17:∞
日 祝

健康相談、医療講演、オーサワジヤバン商品他 メタ

ボリックシン ドローム解消、デ トックスに関するもの
〈
↓

島
／
野力

禾 〔〒2730853〕 船橋市金杉8129
TEυF想0474401339

9 1 CIl～ 21:lXl
第 135水

O」 商品等日常素材全般。喫茶と食事。「禾野輪のひ
ろばJ配布。会員制度割引と親睦交流会.料理勉強
会 玄米を食べる一尾形妃樺怜―相似象を読む

〈
↓

自然食品の店 タンポポ
〔〒2770022〕 千葉県柏市泉町657
TELl1471-67-1997

10 1 1Xl～ 19:llkl

第 2日 食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各地発送
〈
↓

店

Ａ

の口中
Ｋ

食然自

Ｔ

〔〒2750011〕 千葉県習志野市大久保414‐ 17

TttL047 471 1661 FAX04フ 4711661
11:l10～ 19:00

火 日
オーサワジヤバン ムソー商品他アレルギー対応食

品 生活雑貨 書籍 自然食品
（
ａ

房
店

工
品

ぎ

食
ろつ

然

・く
自

〔〒 272-0111〕 千葉県市川市妙興 5]5-10ミ ルフィーユ弐極
館 203 TEL7FAX047 399 3922

10:KXl～ 18:lXl

土:日 祝(盆 正月)

自然食品 無農薬有機栽 1音 農産物、無添加生鮮食品、

天然酵母バン、雑貨、書籍他。∃ガ教室、料理教室開催。
〈
こ
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あ い  り ん 堂
〔〒2860036〕 千葉県成田市カロ良部 451
TEL0476 29 6153 ■黙 0476296163
URL http:〃hOmepage3 n ty com/aけ ndo/

13 i CX3～ 18:∞
土

不耕機 &無震薬のお米 無震薬の野菜 天然酵母パ
ン みそ 醤油 石鹸洗剤 他。各種発送 &配達承
ります。徳月玄米菜食の勉強会 &健康相談有。

IKUKO   HERBS 〔〒29702]3〕 千葉県長生部長柄町徳増 806
TEL0475-35-1236

9:∞ ～20 i lXl

水

オーガニック食品 アロマテラピー製品、バッチフ
ラワーレメディ、オープリーオーガニクス オーガ
ニックコットン 八―ブティー

〈
↓

ア レ アグ
〔〒2720111〕 市川市妙興 31112 東西線妙興脚 分
TEυ■は 0473060123

101∞ ～ 18:∞
日 祝

OJ商品&く らしの模様くらしフを楽しむ「済の会」
オリジナリレプロポリスエキス&天然サプリメント

（
↓

品
場

食
市

康
の

健
も

然
ん

自
ほ

〔〒1040045〕 東京都中央区築地2141
T匡し03-5148-3383 10 ilX～ 18:∞ アンチエージング向け健康食品

オーガニ ックカフェ
メ  リ  ッ  サ

〔〒 1060041〕 港区麻布台 173]F
TEヒ 033587]831 or9an c‐ me ssa coin

11100～ 23 i lXl

(■ )12:∞ ～日祝
マクロヒオテ ィックレス トラン 日比谷線神谷町駅
3分 東京タワー 3分 .バーテイ貸切 70名様まで可

褥 医 療 文 化 社
〔〒 1050004〕 港区新橋 352 新橋 OWKビル 3F

FAX03 3593姻 65
10 Clll～ 17:∞
土 日 祝 祭

角行之著「僕は元気なガン憲者J発売 .

A5半J 268ベ ージ 定価 1フ85円 (税込 )

中疇一出
〔〒1500002〕 目黒区目黒本町3193 T巨 ヒ033794-]848
日`0〈03 3794 1850 http 1//vvwν v ara guma net co nア

11:lll～ 20 i lXl

月
マクロヒオテイック食堂あり(l130～ 22110)オ ー
サワ商品、野菜、雑貨 hup ′/araguma exЫ 091pハ 2 ①

ク
ケ
ジ

一
マ

マ
ト

一イ
ン

テ

ミ
ヽ

〔〒 1520004〕 目黒区鷹番 353
TEヒ0337160039 F´ じく0337161733

1]:llll～ 18:∞
土 日 祝

′ヽ一ブティー アロマテラピー用品 健康食品他
hitp:″ wvvw rakute∩ co lp′ mmtnag c/ ①

ナ チ ュ ラ ル マ ー ト
〔〒 1500012〕 渋谷区広尾 5195 1F
TEL03‐ 6408-2528 hIIp://∩ aturalman ip/

11:00～ 2Xl i

定体日なし
lXl 有機野菜  オーガニック輸入食品 玄米弁当

自然派コスメ オーガニックペ ッ トフー ド
（
↓

バ ン プ キ ン ハ ウ ス 〔〒ll]0036〕 台東区松が谷3106
TEL03 3841 6315 iヽ 033844-4034

10,lXl～ 211 1 1Xl

日 月 祭
自然食品、無農薬野菜とお米、雑穀、化粧品健康補
助食品、バジャン好評 十穀こ飯炊 く

（
↓

い る ふ ぁ 事 務 局
〈lB未来食アトリエ・風)

〔〒 1620851〕 新宿区弁天町 ]435 大江戸線牛込柳町5分
T匡L03 3203 2093 hipll… tsubutSubu p

12:∞ γ 17 1 1Xl

年■無体(正月除)

雑穀レス トランと SHOP(通 販).セ ミナーの開催、
雑穀料理専門誌 Fつ

=ヽ

つ
=IJ発

行 .

描,動輝:れ●
〔〒 1130031〕 文京区根津 ]]14 根津駅徒歩 1分
TEL03‐ 3823‐ 0030 ■ヽ 03-3823-0031

10100～ 21:lI
II 日

レス トラン ]1:30～ 14130(日 祭休)無震薬有機
野菜 無 i不加食品全般 雑貨 化粧品等豊富な品揃

プ

ら
シ
げ

う
ま

ユチ

・

ガ
ぐ

〔〒1320014〕 江戸川区東瑞江1131F
TEL/F～ く036909935] 11堪

=∬

:"
ナチュラルシー ド野菜、自然食品 生活雑貨

（
↓

品
ル

食
ラユ

然
チ

自
オ

〔〒 1330057〕 江戸川区南小岩 72415
」R小岩駅 ビルポポ Bl TEL03 3659 1301 10.:∝ ～21:∞ オーサワジヤバン商品 栄養保助食品 自然化粧品

良質波動発生装置 健康雑貨 通信販売アリ

あ

場

じ

市

ろ

然由
日
こえ

[〒 ]450071〕 大田区田園調佃 620
TEヒ0337226476/お 客様専用 0120404421

」AS有 機震産物を中心に安全 安心な商品が約
1500ア イテム http:|,www d ecolog a corr

自 然 農 場  ま ほ ろ ば
〔〒1430016〕 大田区大森北512
TEL/FA 403 3768 5275

]0 1 Cll～ 18 i llll

日 月 祝
元気 しヽ つ まいの旬の野菜や元気なお米他 石けん
等々

リ マ 東 北 沢 店
〔〒 1510065〕 渋谷区大山町 115(lF)
TEL03 3465 5021 Fだ く0334655022

10 i CXl～ 19111C

正月を除く年中無休

日本 CI協 会食品事業部無添加 純正マ クロピオテ
ィック食品約 600品 目.無農薬有機栽 1音 の野菜 果
物 米 雑穀.天然酵母 llン 多種.天然にかり豆腐 .

手作り冷凍惣菜.圧力鍋 土鍋 浄水器アルティマ

肌着 タオル 膚製品.自 然素材の生活雑貨各種 .

海 の 精 株 式 会 社
〔〒1600023〕 新宿区西新宿フ229
TEL03-3227-5601 F継033227-5602

9:00～ ]7:00
土 日 祝

自然i毎 塩 「海の精Jの生産販売と「海の精Jを 用し
た醤油 味噌 梅干 漬物などの開発販売.

経 堂 自 然 食 品 セ ン タ ー
〔〒 1560052〕 世田谷区経掌 23フ
TEヒ03-3428 9555 FAX03 3706-9252

101∞ ～20:llll

毎月 1日
自然栽培米 野東等 惣菜 JAS有 機野菜等 オー

サワジャパン商品 各種配送承 ります .

プ

一
″
ガ一ズシ”

”
ン

ヲ
ウ

角
ラ

ナ
ブ

〒1660003,杉並区高円寺南3606
Eヒ0333163]62 http:′ /、wvw raktien co jp/br su9ar

10:00～ 1811X
土 日 祝

オーサワ商品 自然農法米 パン 調味料 お菓子
生

'舌

雑貨 書籍 lll

グ ル ッ ペ 本 店
〔〒1670051〕 杉並区荻窪5275
TEヒ 03-3398-7427

1000～ ]91∞
日

有機、無農棄野菜 果物 米 自然食品 生鮮品
酒 雑貨 化粧品等 配達 地方発送アリ

（
ι

や

ば
み

ろ

る
ひ

く

の

店

陽
の
太

品
社

食
会

然
限

自
有

[〒 1570073〕 世田谷区砧 5246
TEL03 34]51663 Fκ く0334151485 ]ヽ 田急線祖師谷大蔵

ll l10～ ]9 1 1Xl

日 祝
オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑貨 健康相
談 hitp l″ 師 、(aり ounonroba cO lp

へ
じ

自 然 食 の 健 康 食 卓
〔〒]580091〕 世田谷区中町487
TEL03 5758 7500 URL http:″ kenkoshokutaku p

1011111～ 19

日 祝
Gll 無農薬玄米 (分 づき可 )大豆 オ多樽仕込味噌 蜀菜

自然食品 ,自 然酒`自然化lli品  生活雑貨
ヘ
ル

健 康 綜 含 開 発 株 式 会 社
〔〒1600022〕 新宿区新宿541新宿Qフラットビル301

T匡L0333543948 い■p:″NllA7W kenkosogo lp

10'00～ ]7:∞
二 日 祝

マスタークック土鍋 ガスマッ ト 土びん 理想の
展具パシーマ 健康食品、全国発送 こ

早 稲 田
自 然 食 品 セ ン タ ー

〔〒 1620044〕 新宿区喜久井町 51 地下鉄東西線早稲田駅
夏目坂□ TEL03 3202 9611

9130～ 19:llll
. 1日 視

オーサワ商品 野菜 雑貨等.カ タログ誌有
`

http i ll椰雨 bunnshon cOlp'Waseda/ ↓

〔〒 1690075〕 新宿区高田馬場 124143F
TEL/■鏃 0332050495
」R高田馬場駅徒歩 3分

∞

∞

中̈”
八 り治療、姿勢のゆ rJ・ み 健康相談。「患者と家族
の気功 操体法教室J「お灸 温灸講座 J、 F操 体法
の医学と食養 上下」 (た にくち書店)上梓

赤 と う が ら し
〔〒1140015〕 北区中里]24 J跡寸ビル lF
TEL/■ま 0338231268 l♂富l‰∞オーサワジャバン全商品 無震薬有機野菜 食品

化粧品 雑貨 本駅から歩いて 0分 0
富 士 見 台 自 然 食 品 店

〔〒176002]〕 練馬区買丼31416
TEL03-3990-6773

91011■ 19:llll

l ■目
自然農法食品 野菜 化粧品、図書

村然自
〔〒 1770051〕 練馬区関町北 23312
TEL03 5927 7787西 武新宿線「武蔵関J駅南口歩 3分

10:∞ ～ 19:∞
‐ 日

低農薬野菜 自然食品 生活雑貨、化粧品、本
月末の金土はセール お近 くは配達無料

釦
¨
笙
寸

〈
↓

0デボル (プ八ン普及会・
パイオヘルスジャバン)

〔〒1760025〕 練馬区中村南331フ 2階
TEL03 3998 0968 ,ヽ 0964 http″ makettposdbe jp

10:CIC～ 17:∞
水 日 祝

自分で浄血できる 「フハン」の通販と卸 生命の可
育ど性を取 り戻 し 躍動させる方法

0わ く わ く
リカーショップすぎうら

〔〒]360074〕 江東区東砂31626
TEL03 8644 6401 F継033644M03

101∞ ～211:∞
火 祝

地酒 銘醸ワイン 本格焼酎 ベルギービール
自然食品 htp ′′、ぃ nomrrienp

ク
会

ツ
協

イ
ス

テ
ク

ス

ツ

リ
ト

十
じ
ア

〔〒]800022〕 東京都武蔵野市境4515
TttυFAX042 387 5974

10:lXl～ lフ :∞

日 月 祝
20年に亘る世界の伝承医学研究をもとに したデ ト
ックス (毒 素排出)法の通信講座を開講中

さ   い   村や
〔〒 ]8卜 00]3〕 三鷹市下連雀 3625坂 本ビル ]F

TEL0422-47-6639
10 i llll～ ]9 i tXl

日
有機野菜、無農薬米 天然酵母バン 生鮮食品、生
活雑貨 自然化粧品 海の素 他

品
社粧鉄

化
株然

一″
自

レマ
角

リ
ナ

〔〒 1870004〕 小平市天神町 卜232C 東京本部
物流センター TEL042 344 1フアO FAX042 344 41フ ア

9 1 1Xl～ 17:30
日祝(■ は不定体)

リマ自然化粧品卸販売 いんやん倶楽35の愛情シ
リーズア トビーアレルギー対策卸販売

自 然 食 品 の 店
0小 平 マ ナ

〔〒18701141〕 小平市美園町1331
TEL042-341-2908

10 1 1Xl～ 201∞
±

自然食品 健康食品 有機震法野菜 化粧品 アレ
ルギー対応食品菓子 生鮮食品 宅配

ス
店

ル
ウ酌∝

八
学
前

・
は
鋤

ジ
南
屋

ナ螺瀾

工
国
紀

〔〒 1860002〕 国立市東 1]6]フ ポボロビル地下―階
下りエスカレーター右側
TEL/Dや く0425722500

101∞ ～ 19 i lXl

第 3火
正月|よ 4日より

オーサワ商品 自然健康食品 化粧品 備長炭 お
茶 調味料 ア トビー対応 OS工業シジュウム全商
品 リフレクソロジー 全国宅配

〈
↓

JAPAN,c)MBF
東京本部 〔〒 1920054)東 京都八王子市小 P号 町 202
TEL042 625 0096(代 )FAxo42 627 0923(長 野 会津支部有 )

http 1//vぃ ″,v resetbody com

10 1 1Xl～ 20 i lXl

日 祝
各種半断食通いて出来ます (38年 の実績 )。 翔進 (精

lt)懐 石イイ。草農法断菜他自然食品販売.

〈
ん

Macrobiorique 2008. 8 o 76



インチの糧屋八王子店
〔〒 1930833〕 ノk王子市めじろ台 4125
TEL0426 63 591l FAX0426 66 4622
京王高尾線めじろ台駅より歩 3分

l課墓IL]
オーサワジャバン全商品、無農薬朝どり野菜、認証

有機玄米、天然酵母バン、健康食品、衣料品、パイ
ウォーターなど。

今
↓

齢 ドリー ム ビジ ョン 〔〒202∞ 23〕 西東京市新町5520
TEL0422‐ 36‐ 2055

91∞ ～19:∞ 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

食然自
人

品
参

〔〒2080021〕 武蔵村山市三ツ藤卜4213
TEL042-560-4459 hitp:″ ぃハ

^ハ

″e― n nln lp/

10 i lXl～ 鋤 l lXl

・ 年中無休
マクロビオティック商品、バン 有機野菜、健康食

品、自然派化粧品、生活雑貨 全国発送 配達
〈
ａ

八 丈 自 然 館
〔〒1001401〕 八丈島八丈町大賀郷7590
TEL04996 2]81111

91111～ 20'CKl
祝

真空浄血療法、自然食品販売
（
↓

岩 井 の 胡 麻 油株式会 社
〔〒22]∞ 53〕 横浜市神奈川区橋本町2126
TEL045 441 2033 F2045-4412037

9:∞ ～17:∞
土 日 祝

良質な黒こまを圧搾法で搾つた純正黒胡麻油「無量
寿」無添カロ 無香料の自然な風味

ハ
も

マ ニ ホ ー ジ ユ
G鄭壼腱レストラン&販売)

〔〒2591325〕 秦野市荻が丘841
TEL0463 89 3831 http:〃 homepage3 n tycom/man holu

10 1 CXl～ lフ i lX3

年中無体
毎月 4コ ースの料理教室開催 ランチ お弁当

コース料理もすべて予約制でお待ち しています / O
ン
願

′”］帯
環
運一韓雌

マ
心
革

〔〒 2410824〕 横浜市旭区南希望が丘 2

TEL045‐ 363‐ 0846 FAX045-363‐0847

南回よリバス通り信号 2つ 目左折 200m角

9130～ 18:30
水 日

相鉄線希望が丘

オーサワジャバン商品 輸入冷凍食品 食べ方0出
し方0セミナー随時●安くてきれいで幸せ若返 り研

究会,コーヒー腸内洗浄取扱店
①

店

ド
の

一

品

ロ

食

ス

然

ル

自

ヘ

〔〒2420021〕 大和市中央5]42
TEL046 262 111120 hitp l″ wヽ～w hrh colp

10100～ 19 i lXl

l自
自然食品、OJ商品多数、有機野菜、エバメール化

粧品、毎月 「日曜を除く月末の 5日間 特売」 ①

す こ や か 広 場

〔〒2440003〕 横浜市戸塚区戸塚町 ]18山 ロビル lF
」R戸塚駅西□徒歩約 5分
TEL045-881-7636 FAX045‐ 881‐2772
htp i〃sukoyakah“ oba com

10:lXl～ 19:∞

1轟躍酵ば
オーサワジヤバン全商品、野菜、天然酵母バン、食

器 衣類、生活雑貨 図書、通信販売、近隣区内無

料配達、売出 しは毎月です。

E‐ mal:sato@sukoyakah Юba com

①

鸞 与著黛辮 専〔〒240 Cl123〕 横浜市保土ヶ谷区岩井B11フ
TEL045 337 2228 FAX045 335 3896 彗暑曖

オーナーは生薬漢方認定薬剤師 保険調剤 健康食

品 自然化粧品 精油全国発送可 C

肇|=有‐機錮七普及会 〔〒241111105〕 横浜市旭区自根83330
TEL045 953 9107 FAX045 953 9]27 m..響 「田七人参全草液J&「全草花茶」は田七人参の根に

地上部位 (花 葉 茎 実)の養分を組み込みました。

鑢 ‐事
・

葬ゝ 〔〒2230062〕 横浜市港北区日吉本B1338
TEL045 564 8351 FAX045 564 8352 l蹴 ギ

玄米菜食レス トラン (食事、お茶、手作リデザー ト

等 )、 自然食品販売、陶芸ア トリエ有り
（
■

ア|■―スマ
ー
マ シ ョップ 〔〒 2470006〕 横浜市栄区笠間 12]1

TEυ Fつくい58938965 大船駅笠間口徒歩 2分 躙
自然食品 自然療法の器具 エコ雑貨 毒性ゼロの

シャンプー 化粧品 全国発送可。 3

洞鶴陰
〔〒2490006〕 逗子市逗子7158
TEL0468-73-7137 FAX0468-71-4383 T‐昔■∞

食品、無震薬野菜、豆腐 化粧品、食養相談、配達 今●

K AY A本  店
〔〒228∞ 24〕 座間市入谷426139
TEL0462 55 9326 F～ く0462573664

10100～ 19:∞
年始 :夏期6日

無農薬有機野菜 伝承自然食品健食雑貨全般
全国宅配有 宅配料割安 宅配害J引セール有

（
↓

勘 く す り の 泰 観
〔〒25400]3〕 平塚市田村73020
TEυFAX0463 53 2683

9130～ 201∞
1   日

医薬品、健康食品、リスブラン化粧品、足心道

健康指導教室、食品
（
↓

自 然 食 品 店  麦
〔〒2540807〕 平塚市代宮町 712 平塚駅南口徒歩 5分
TEL0463 25 5558 FAX0463 25 5559

∞‐８
祝

”∞
日

産直無農薬野菜 果物 ヘナ バン 化粧品 (米

雑穀づくリイベン ト有 )

4月 開講 リマ クッキングスクール平塚教室主宰
Э

やなか
〔〒2480014〕 鎌倉市由比が浜394フ
TEL0467 24 0664 FAX0467 23 7264

9i3fl～ 18:3Kl

土
有機野菜 果物 自然派化粧品、無料配達 (横須賀、

茅ケ崎 藤沢 戸塚 )
0

店
プ

お

ツ

の

ヨ

品食
シ

然

ン

自
サ

〔〒2500863〕 小田原市飯泉 2714
TEL0465‐47 0558 EAxo465-47-0611

8 3tl～ ]7 i CKl

日 祝

マクロビオティック食品等 配達あり、地方発送も
あり、http:|INsunshop co p/ 0

マ ル ナ カ 薬 局
〔〒4031104〕 山梨県富士吉田市下吉田 251

TEL0555‐ 22‐0200

91∞ ～21 1 1Xl

第24日 漢方薬、健康相談、リスブラン化粧品、食品 Э

自 然 食 品 有 機 村
〔〒4001X165〕 山梨県甲府市貢川 1318
TEL055 222 1872 http l〃 wヽvwll pa a o‖ p/u kmur″

10:∞ ～ 19111
年申無休

自然食品全般 オーガニ ックコッ トン 自然

化粧品 書籍 文具 CD 生活雑貨 e

い 光 彩 工 芸 〔〒4070194〕 山梨県甲斐市竜地3049
TEL055‐ 128‐ 4181

9:lXl～ 18:lXl
日

貴金属装身具メーカー (年 2回 ダイレク トセール開

催)htip l//w、wv kosako90 cOlp/

ウ エ マ ツ
自 然 医 療 セ ン タ ー

〔〒 4080002〕 山梨県北杜市高根町村山北割 10983
TEL0551 47 4585 htp:″ vvマvw u Chro com ♀:"Ъ ttilXl

八ヶ岳南麓にある総合自然療法施設。久司道夫認定。

通院 滞在型療養施設。完全予約制。 ①

河 口湖アルカンシエール
〔〒4010305〕 山梨県南都留郡富士河口湖町大石24982
TEL0555 76 6662 =N555766682

8:∞～閣 l lX3

1‐ |1年中無体
マクロ食の宿泊施設。1泊朝食付 8,900円。

松花堂 2,730円会席 5,250円 。半断食他 ①

[|'巌 f‐

=母
Lの 言

〔〒3800803〕 長野県長野市三輪 ]2511
TEυ FAX026 259 1151 ■T総 .T オーサワジヤバン バン 米 野菜 化粧品 フラ

ワーエ ッセンス 森修焼 本 他自然食 ①

書想轟轟聴驚藁轟震
〔〒381111121〕 長野県小諸市甲32322
TEL0267-24-861111 1覇:‐‐|1撃

オーサワ商品取扱い マクロを主体とした自然療
法、手作リフー ド、メディカルアロマ e

食
伎

然
崚■

一
●

，貯
〔〒3860042〕 長野県上田市上塩尻4541
TEL0268-21‐ 4187 FAX0268-2]-4188 ‰ l∵撃

オーサワジャバン商品、天然酵母バン、雑貨、花と
マクロビオティック料理教室 3

ん りど●
〔〒3861102〕 長野県上田市上田原 8761
TEL0268-26-9355 瞥 ぽ

オーサワジャバン商品 根を守る核酸有機肥料 核

酸 &キ レー ト酸素食品 無農薬野菜
ヽ
ん

玄|′ |‐ 菫 ‐1穂 乃 禾 〔〒3998605〕 長長野県北安曇郡池田町陸郷天池6583
TEL0261 62‐ 5561 FAxo261 62 3343 lil雛轟傑100‐

オーサワ商品、自然食品全般、雑貨、肥料、環境浄
化用品、鉱泉イオンパック&ピーリング

⌒
ル

自
‐
然 1食 1品‐五 購 調 稀

〔〒43フ ∞63〕 静岡県袋丼市田町271
TEL0538-44-2107

一欄
釧

一「
「躍 無農薬野菜 自然食品

健康教室 バイタルチェック
一ｔ

場
＞ぎ

広

ろひつヽ

車
一や

書
‘

〔〒4370]27〕 静岡県袋丼市可睡の社 41
TEL0538 48 8002 FAX0538 48 8052

9:∞～18:3tl
l 無休

無農薬野菜、自然食品、生活雑貨、書籍。野草こと

も診療所の診察室の語らいから生まれました。
（
↓

フ
イ

イ

レ

ラ

モ

然
ス

自
コ

〔〒4338117〕 浜松市高丘東4261
TEL053‐ 438‐ 8323

10:∞ ～18:30
月

無震薬野菜、自然食品 オーサワジャバン商品、料

理教室、配達
（
ん

半 断  食 温  泉 道 場
桐 生 リフ レ ッシ ュ学 目

〔〒 4130002〕 熱海市伊豆山 1062

TEL0557 80 2101(代 表)

毎月 1日～ 8日
基本研修

「宿便とり」半断食 拡大な施設と 20年の歴史「指
導者養成」  道場開設自立営業の人に

〈
ん

ア イ ジ ヤ バ ン(株 )

伊 豆 健 康 セ ン タ ー
〔〒4130232〕 静岡県伊東市八幡野 1737

TEL0557-54-lXl1l F～ぐ3557-54-0110
7:∞ ～20130

年中無休
断食療法 食事療法 物理療法など総合的な健康づ

くりの場。資料を無料で郵送 します。
（
↓

店

ン

品

．

食
グ

然
士

自
富

〔〒418111161〕 静岡県富士宮市北町413
TEL0544 22 3741(ニ コニコミナ∃イ)

10 1 1Xl～ 18 1 1Xl

日 祝
リマ クッキング富士宮校 (毎 月第 1水 ‐初級、第

2水 ‐中級、第 3水 ‐上級)食品、野菜
〈
↓

カ ミ ナ リ ヤ
〔〒4200842〕 静岡県静岡市銭座町 681
TEL054-247-8754

10 1 1Xl～ 19 i lXl

年中無休 有機野菜、食品
〈
↓

セ レ ク トシ ョ ッ プ
サ  ニ  ー  ズ

〔〒4210421)静岡県牧之原市細江 1487¬

TEL0548 24 1414 FAX0548 24 1415
10:∞～19:lXl.  

水
国際有機認承自丼博隆

｀
田七人参

・
の店。有機無震

薬野菜、自然食品、化粧品。
（
↓

自 然 食 品 リ ー フ 〔〒4100882〕 静岡県沼津市町方町43
TEυ FAX055 963 4888

9:∞ ～18:lXl
秘

無農薬農業物、自然食品、オーサワジヤバン

エバメール、浄水器、海洋保全活動グッツ
（
↓
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富|‐rl,多尋,夢 〔〒4110848〕 静岡県三島市緑町32
TEL0559 75 0643 FAX0559 75 3208 1111‐lll聟

自然食品 健康食品 こだわり農産物 書籍
調理器具 料理講習会へのお誘い C

のびらわ
[〒 4240943〕 静岡県静岡市清水区港町 卜512
TEL0543 52 9649

10i"～ 13 1 1Xl
.■  日

自然食品 化粧品 生活雑貨 有機野菜果物 天然
酵母バン 生鮮食品 ①

鶴麟 鴇 嘉震
〔〒4250033〕 静岡県焼津市4り 36086
TEL054-624-4246 8:‐ 30‐ ■18:∞

医食同源、あなたが家庭の名医にな りましょう。

難病、奇病にとりくむオーラ治療法。 ○

株伊勢吉  健幸事業部
〔〒4110912〕 静岡県駿東郡渭水町卸団地 305
TEL055 971 0584 FAX055 973 2038

0:130■8:∞
1日 祝

日本 CI協会、健康食品、食器、シュタイナー関連
商品、介護用品 ○

一
ル

エ
ナ

一
シ

オ

ナ
ム

．タ
ェ

ン

い

イ
〔〒41 3 1Xl11〕 静岡県熱海市田原本町9]
URL http7/、 ～～v～v nter moanet co p/

自然米 自然食品販売。岡田式健康法 (統合医療)

による健康増進セミナー、料理教室。

い玄気
〔〒4420857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳247
TEL0533 86 5679 FAX0533 89]072

10:∞ ～19:∞
月

マクロビオティック商品、野菜、バン、生鮮 サプ
リメント イヒ粧品 オーガニックワイン 自然洒

①ス
＞店

ラ
襦

フ
最

キ
気

ン
玄い

ゲ
＜

〔〒綱00831〕 愛知県豊橋市西岩田 61611
TEL0532 69 0655 FAX0532 69 0656 htp lll-9enに shop coゎ

10:∽ ～211i∞
B

雑貨。発送配達有。波動測定、血流血液細胞測定 (豊

橋店は針灸治療院も併設 )

畳僣自然食品センター旧市
民 病 院 跡 地 前

〔〒

“

00897〕 愛知県豊橋市松葉町365
TEL0532-54-5876

91∞ ～ 18:∞
日

オーサワジャバン全商品 バン 生鮮食品 生活雑
貨 書籍 免疫力強化食品 他

（
↓

帥 井 上 砂 犠 店 〔〒

“

40813〕 愛知県岡崎市]2根町若宮27
9 i lltl～ 18:lXl

水
マクロビオティック&オ ーガニック食材と食品 国
産小麦粉 &蕎麦粉&豆類 国内外の無添加食品

（
↓

ゴ ジ マ フ ー ズ 〔〒4570011〕 愛知県名古屋市南区呼続元町927
TEL052‐ 821‐ 8746

8 ilXl～ 19:∞
‐ 日 祝

自然農,去米の販売、玄米餅、玄米粥、玄米こはん、
〔大豆、小豆 金時豆、黒豆〕の水煮等製造及び販売

寿 元 ナ ゴ ヤ
〔〒4610004〕 名古屋市東区葵 3丁 目 2311
」R 地下鉄千種駅 5番出□前
TEL052 935 2366 FAX052 935 2373

∞‐７
祝

”
一
・

冊

―日

マクロビオティック商品 純正食品、書籍、無 減
農薬野菜、天然酵母バン、生活用品
セミナーあり htp l″ 、Ⅷwl]ocn nelp～ ,9enny/

〈
↓

ヽ |―ル|シ ン グ あ い 〔〒4510031〕 愛知県名古屋市西区城西2]5-]3
TEL052 602 5930 FAxo52 602 5950 li磐島課:撃

無晨薬有機栽培野菜、お米や天然酵母バン、木桶醤
油 etc。 喫茶では無農薬コーヒー、ランチをどうぞ

今
ι

書 然‐■ 食 3,0 〔〒4670807〕 愛知県名古屋市瑞穂区駒場町59
TEυFAX052 842 5010 htp il■

…
S bOjp 1為ギ11撃

リマ クッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍 雑貨他

（
↓

店

一

の
ジ

食
ロ

お
一

■ 〔〒4710069〕 愛知県豊田市高原町434
TEL0565 35 0238 FAX0565 35 0216 ヽ 野 ‐1100

健康食品、無農薬野菜、化粧品 シルク生活雑貨
浄活水器、書籍、純正食品

首1緊|=霧 鳥莉皇 〔〒4580014〕 名古屋市緑区神沢2丁目18062
TEL052 878 102]FAX052 878 1031 http:″manan s com 撃ヽ亀1'1響

オーサワジャバン商品 バン 野菜 生鮮食品 生
活雑貨 絹製品 化粧品 書籍 他

（↓

卜
店

イメ
社

シ 一
本

ル
無

ヘ綺
鶴

〔〒4440832〕 愛知県岡崎市柱曙11011
TEL0564 52 7000 FAX0564 52ア ]19

loi mt 19:∞ 店舗面積 42坪 取扱い品目 3000以上 駐車場 8台
htp:〃 vv、vw hea‖ hymate lp

（
し

卜
店

ィ
山

メ一
焼

シ
屋引

古
③
名

〔〒4680002〕 愛知県名古屋市焼山 1丁目 313
TEヒ052 800 3533 FⅨ 052-8003544

10:30～ 191∞ 店舗面積 80坪 取扱い品目 35∞ 以上 駐車場 10台
http i″ wvvw heathvmae p

（
じ

いか破 Iぁ
〔〒4680041〕 名古屋市天自区保呂町 2016
TEL052 804 0036 htip l″vvvvw karuna co lp

∞
＞一

相
一

＜

∞
祝

０
日

大豆ミー トなどを中心に 2FDll種 類以上のベジタリア
ン食品を全国発送.SHOPで は菜食弁当も販売

（
↓

棟 乃 里 (ム ク ノサ ト)
〔〒4870005〕 愛知県春日丼市押沢台フ10‐ 17

TEL0568 9]0666 FAX0568 91 4445
101∞ ～ 18 i CXl

金は101∞ ～16:∞
高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水

・
活 取扱

店 無晨薬野菜 食品 化粧品 森修焼
〈
↓

チ ル チ ル ミ チ ル 〔〒4750924〕 愛知県半田市東郷町 3391
TEL0569‐ 22‐ 1076

9:∽ ～ 19 1 1Kl

日
自然震法野菜、自然食品、天然酵母バン 生活雑貨
自然化粧品 カフェあり 電話注文承 ります

へ
ι

0ア ル テ ィ
〔〒 4801154〕 愛知部長久手町塚田 1922番 地シェフォーム
エタニ l F TEL7FAX0561 63 9799地下鉄藤ヶ丘駅

Ⅷ
祝

”　　【】【̈
∞
辟

鍼灸手技療法、母乳育児相談、プロポリス

健康自然食品 書籍 雑貨
（
ι

より安全でblEな食品の専
門店   和 楽

〔〒49卜 0002〕 愛知県―宮市時之島丸先 212
時之島公民館の前 TEL0586 51 9559 htt"ん varaku138 net/

1011111～ 19 i lXl

第1 3日 月
オーサワジャバン商品など全国より厳選 した、安全
安心の、こだわり食品と雑貨 1800種。

へ
↓

ど
怒

よ
黒 〔〒4880823〕 愛知県尾張旭市庄南町 2510

TEL052 776 1251 FAX052 776 1241
911111～ 17:∞
土 ,日 祝

会社 目的 ―自己の確立と人間本来の暮 くらし具現
化。取扱品―ぬか床 伝統野菜の種他 1000品

キ
ん

一

や
ユ

ち
店

っ
の

あ

り

の
わ

酒
だこ

〔〒5060824〕 岐早県高山市片野町5228
TEL0577 32 5078 FAxo577 36 1588

9:●Il～ 2C i∞

日 第1 3水
オーサワジャバン商品 無農薬栽培野菜
オーガニック食品 雑貨 天然水 ↓

果脅
章

藤
葉

加
湯の

社
ま

会
ゆ

限
生

有 〔〒5030836〕 岐阜県大垣市大井町45]
TEヒ 0584-89‐ 5776

7 1 0tl～ 16:∞
‐日‐水 IIR

オーサワジャバン全商品 生鮮食品 生活雑貨 書
籍 他 ①

榊 わ ら べ 村
〔〒5050051〕 岐阜県美濃加茂市加茂野町鷹之巣342
TEL0574-541355

9‐ |∞～
18:llll

●口■第4土
自然食品 無農薬野菜 生活雑貨 書籍、フェアト
レー ド品、料理教室 イベン ト、通販あり。 ①

=1鰐

甲鶴響電 ん〔〒5060013〕 岐阜県高山市有楽町46S NGビ ル2F
TEυFAX0577 35 1057 顎曜晶場|♂ マクロビオティック食材 オーガニ ックコットンの

衣類、エコロジー雑貨 書籍 他 e
ト輸 ヒ ノ モ

〔〒 9]00032〕 福丼県福丼市堀ノ宮 ]803市 内バス三郎
丸団地下車 1分 第 2堀ノ宮下車 3分  TEL0776 21 38]] 甲 11,|.00

体質別食養指導、料理教室、試食会、自然食品、健
康食品 (プロポリス)、 波動測定 ↓

米
や

機姜”
こ
・牌

〔〒5150075〕 三重県松阪市新町830
TttL0598 21 2602 FAX0598 21 8799 http:||… e kanekova com 彎 |‐i‐

‐‐‐撃
有機米 天然酵母バン 有機野菜 豆腐 調味料な
ど。基本の食生活を大切に考えてしヽる

今
一〕

信 |■ 山 1斯 食 道 場
〔〒6360832〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
TEL0745-73‐ 2507 雛 %智

断食または半断食と正食指導
案内書送呈、入場費 ]泊 6,600円

か ん と り い 〔〒 631-0002〕 奈良県奈良市東登美ヶ丘 4165(東 登美ヶ丘
5丁ロバス停より徒歩 1分 ) l響育●1撃

自然食品全般、あしヽがも農法米、無農薬 低農薬野
菜 果物、自然素材雑貨、石鹸、八―ブ Э

庵乃梅
〔〒6380811〕 奈良県吉野郡大淀BI土田38
TEυFAX0747 52 6907 l「 :ヽ察″

l lXl 楽健法、家庭医学協会フレッシャー、要予約。
自然食品、オーサワジャバン商品、書籍、雑貨。

（
↓

樹 鏡
ヒ ノ モ ト 出 産

〔〒6391121〕 奈良県大和郡山市杉町451 年中無体
有機 特別栽培農産物 安心畜産物 米 果物
雑穀類 農産加工品を小売店様へ卸 しています

ン
合

シ
う

一テ

一」

スス
ん

ルへ
け

〔〒5200851〕 滋賀県大津市唐橋町 14-14
TELOフ アー537‐ 3878 FAX077 537-4122

9 i lXl～ 20:∞
日

自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法 （
↓

ケ  リ  ケ  リ ・
マ クロ ピオテ ィクス

〔〒5260831〕 滋賀県長浜市宮司町457
TELO]20-298‐ 564

9:30～ 19:∞
土 日

マクロビオティック商品中心に、免疫力を向上する
ためのいろいろのエッセンスを集約

〈
↓

ズ

マ
一
マ

フル

イ

ラ
ジ

ユチ
ナ

ナ

エ
〔〒6020934〕 京都市上京区新町通リー条上ルー条殿町4832
TEL075-431‐ 51C5

10:00～ 19130
日

無晨薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オーサワジャパ
ン商品から生活関連雑貨まで。市内配達可

〈
ι

マクロピオティック京都
〔〒6068]01〕 京都市左京区高野蓼原町77
TEL075-7]1-455]

〈
↓

ヘ ル ス 伏 見
〔〒 6128037〕 京都市伏見区桃山町鍋島 フ
」R桃山駅西 50m TEЮ 756]10337

10:IXl～ 20 1 1Xl

日
純正食品、洗剤、無農薬野菜 〈

ん

ら
舗

むん
店囃

実響『
〔〒 6168125)京都市右京区太秦組石町 ]01
太秦駅南側ホーム内 TEL075 873 3877

∞‐９
祝

一∞
日

http:ねⅧw b nchotan com又 は http lね Ⅷ w「akuten

CO lp/uzumas夕 で注文可 即発送 |
C

ポ ケ ッ ト く ら ぶ 〔〒6038167〕 京都市北区小山西大野 581
TEL075 415 1333 htp://vv～ vw pocket dub colp

∞‐８
，
”
・

∞
旧

オーサワ オルターなどのこだわり食品。日用品。
ヘナ染 ○
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ム ス ピ ガ ー デ ン 〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TEL06-6945 0618 FAX06 69]06237 1嚇争自然食品全般 (無農薬野菜 調味料 書籍 鍋 玄

米弁当など)約 2111111ア イテム通信販売有 り

協食正
〔〒MO IX121〕 大阪市中央区大手通227
TEL06-6941‐ 7506 ,100‐■

1':Ψ
料理教室、本部講座、研究会 入門講座

実 身 美 (サ ン ミ )

梅   田   店
〔〒53000]4〕 大阪市北区鶴野町 310
ブヽ一クスレイ研修センタービル lF

11:∞ ～η ilXl

日 月
玄米料理、自然派スイーツの提供、オーサワジヤパ

ン商品、マクロビオティック食材の販売 他

（
↓

家のぎむ
〔〒5320002〕 大阪市淀川区東三国4175 1階
TEL06-6395-7806

∞‐８
日

一∞
土

純正食品、無震薬野菜、健康議習会 干坂式ミネラ

ル健康法
（
も

NATURE SuPPORT
癒 しと自然食品のお店

〔〒5320003〕 大阪市淀川区宮原2514
TEL06 6399 8666 natuЮ  suppon com

10 1 1Xl～ 21:lXl
火 第3月

自然食品 天然サプリ 化粧品 オーガニ ック八―

ブ アロマオイル 健康指導 足浴 岩盤浴
ヽ
ル

八 ッ コ ー 山 海 フ ー ズ

健康自然食品の店 和楽
〔〒 5330033〕 大阪市東淀川区東中島 12012-414号
UR新 大阪駅東□出て正面 ユニソーン新大阪キドビル4F414号  TEL06 6326 6682

∞

∞

Ю

‐７冊勝
印
１０

平
土

取扱品自然食品 健康食品 自然派化粧品 浄水器

圧力鍋 書籍 日曜休日
（
↓

健 康 サ ポ ー ト専 門 店
〔〒562111112〕 大阪府箕面市自島1121 ミヤコビル3F
TEL0120-14-141フ

9:30～ 18:∞
土 日 祝

穀菜食の方のこ要望の有機食材 健康食品 手当て

商品 水 温熱器など健康関連商品全般 ①

光線治療院 ドレナージュ

( 訪  問  可  )
〔〒5620036〕 大阪府箕面市船場西]1217
TEυ「AX072 700 8880

10:∞ ～2tl l lXl

l年中無休
光線治療  リンパ ドレナージュ

オーサワジャバン全商品 食育

薬然
配

自
宅 ①

ナ チ ユ ラ ル フ ー ズ
グ   ラ   ン

〔〒5731]11〕 大阪府枚方市楠葉朝日163
TEL072 855 0114 http l〃 vvNvNv nf gra n com

101∞ ～ 19:GXl

日
野菜から食品全般 関連雑貨まで、高品質なものを

取揃えています。 C
卜

一

”̈
も
オ

ペ素

・ ク
安
ワ

〔〒5840048〕 大阪府富田林市西板持町235
TEL0721 34 2600 FAx0721 34 2777

91‐ ∞ ～ 19:∞1   
日

無震薬野菜、鮮魚など安全なたぺもの全般、代替医

療品、代替衣、住グッズなど 14000ア イテム
〈
↓

Q協 〔〒5840061〕 大阪府富田林市伏山5470
TEL0721 40 1175 FAX0721 40 1175 11撃百191"

無農薬野菜 米、自然食品 生鮮全般、ゼノア化粧

料、フェア トレー ド商品、木の玩具 宅配 OK
（
↓

か
屋

す
百

で
人

き
の

ん
き

げ
う

お
ゆ

〔〒5840092〕 大阪府富田林市昭和町1613
TEL072卜 26 2619 FAxo721 26 3419 ■撃惜:'響

無農薬野菜 果物約 60品 米 天然酵母バン

健康自然食品全般 1500品 (全国宅配 OK) 倉

オ■ |ガ ニ ックプラス
〔〒5900412〕 泉南郡熊取町細屋22310
TEL0724-52-5641  局やく0724-52-5741 Ъ鶴ぷ|♂

自然食品全般 健康用品 健康講座 波動測定 フ

ッ トケア アロマスチームサウナ 他
（
一一

整 美 波 ‐勁 療1法 研 究 所
〔〒6511331〕 神戸市北区有野町唐櫃213

TEヒ078 987 3440 FAx078 987 3470 ヤk■:撃
整美波動療法 (浄 雲等 )、 操体法、波動姓名学 陰

陽学等による病気や健康相談いた します。

躍‐晨イ説鷲覇雇
〔〒6790104〕 兵庫県加西市常吉町字東畑6479
TEL0790 47 2220 htp:〃 ppuku com 1蛛 有機玄米せんべいづくリー筋 50年。有機 JAS認証

工場には、直売店も併設 しています。

勢 彎 唇奮 菫〔〒6580015〕 神戸市東灘区本山南町9845
TEυ FAX078 431 9151 翻 も

アンチエイジング 1健 康で美しくクッキングしまし

ょう甲 Ematss ktchen@kcc zaq neip

神 戸 ヘ ル ス フ ー ズ
〔〒6580072〕 神戸市東灘区岡本 1フ ア2F
TEυFAX078 453 1777

iCl 100～ 19:lXl

大 祝
オーサワ商品 野菜 バン 生鮮品 ブヽ一ブ &アロ

マ商品 バ ッチフラワー エコ雑貨

（
ム

自 然 食 品 の 店 向 日英
〔〒 6900064〕 島根県松江市天神町 82

TEL0852‐ 26‐ 3801  FAX0852-31-4172
9:llk～ 191011

日 祝
無農薬野菜 天然酵母バン、自然食品、配達有、料

理教室、食養相談 健康セミナー ↓

自然 食 品 の 店 陽 木 舎
〔〒6980021〕 島根県益田市華町口1786

TEL0856 22 4ア 16 htpl″ .・ ..w yOubOkusha com/
10 i CXl～ 18 ilX

日 祝
(土曜日のみ 13:00～ 17100)宅 配も致 します。

☆料理教室開催 ☆食に関するこ相談も承 ります。
（
↓

ツ チ・ メ リ ッ ト
wOad HarmOnv Tera

〔〒7000824〕 岡山県岡山市内山下 11016
TEL086 234 9790 http //vvν vw wh tera com

10:∞ ～ 191∞
大

自然食品 無農薬野菜 健食 エコ雑貨  自家製天

然酵母バン レス トラン 整体 ギ ヤラリー
（
ん

自 然 食 百 科 柿 の 本
〔〒7100132〕 岡山県倉敷市藤戸町天城222]

TEL086‐ 428‐8227
9:∞ ～ 19 1 1Xl

日
無震薬野菜と自然食品豊富な品揃え酉己達有

へ
ん

シ ラ イ シ 薬 局
〔〒7010142〕 岡山市自石西新B18111
TEL086-253-5575

∞２‐
祝眸訃

処方箋調剤 ア ドピーなど健康相談 化粧品 自然

食品 各種健康食品一度 TEし してみてね |

〈
ん

本多由里恵ピューテイ
ク リニ ック 00SMOS

〔〒7028012〕 岡山市北浦 97025
TEL086 267 1096 FAxo86 267 1083

10:∞ ～18:lXl

日 月 祝
三面美容「身体 肌 心」の提唱、メイク ∪P
マリアンボレ化粧品、自然食品、全国発送可

〈
↓

株式会社ビバ
ビバおはようショップ

〔〒7300806〕 広島市中区西十日市町912
TEL082-293-8321

∞‐９
祝眸肝

健康 自然食品 33年の実績と信頼。健康関連の食品

機器 グッズ 図書の販売 卸 し

店
き

の品
さ

食加
め

添無
う

〔〒 73卜 5127〕 広島県広島市佐伯区五日市 2925
TEL082-922-5228 FAX082-922-4940
JR五 日市駅北□徒歩 3分

101∞～ 19 1 1Xl

日 祝

オーサワジャバン全商品、野菜、自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。

天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

〈
↓

有限 会社 ツル シマ 〔〒7470027〕 山口県防府市南松崎町54
TEL0835-22 0347 FAX0835-22-0316

∞
土

‐７
第蹴●

■
鶴島純正自然食品販売元

健康学園、料理教室

米●|く|に

‖|‐■中
創
店

の
町

土て
菫

〔〒7510853〕 山口県下関市川中豊町121
TEL0832‐ 55-1440 11彎1lli撃

オーガニ ック玄米 玄米粉のパン

オーサワジヤバン全商品 電子水による電子体験
（
↓

フ
ル

イ
わ

ラ
バ

レ
ス潟懇

〔〒6830841〕 鳥取県米子市上後藤 3丁目430
TEL0859-24-3833 FAX0859-243833 ■ツ:♂F 自然食品、玄米、マクロピオテック関連書籍、環境

雑貨、調理器具、クッキング教室、セミナーと講演
（
■

露1豪1進
.:

ク
店吉

り
倉

〔〒 6800852〕 鳥取県鳥取市東今在家 1074
TEL0857 39 2888(本 部)

lll=1嚇.22100 純だ し 醤油 ドレッシング ソース マ ∃ネーズ

庵栞蓮
〔〒7918023〕 愛媛県松山市朝美2827
TEL089 924 2128 111翠編課1撃

予約制玄米食庵 玄米食料理教室 健康相談 玄米
バン 軽食付きエステ、千坂式健康法講習会

今
↓

カフ ェ'マ グ ノ リア 〔〒7940109〕 愛媛県今治市玉り町長谷甲1060]
TEL&FAX0898 55 4350

す100～ 18100
1‐水1祈日の月

マクロビオティック食材 書籍 自然化粧品 (全国
発送可)い岬 caFe― magndね jp 0

ち ろ り ん 村
〔〒7600073〕 香川県高松市栗林町31024
TEL0878-37-2976

10 i tKl～ 191∞1年中無体
無晨薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富な品揃

え、宅配有 ①

自 然 食 品  ら び っ と
〔〒7600067〕 香川県高松市松福町179
TEL087 822 1539 HP i http:″ www rabbl foods com

9100～ 19:∞
月

玄米食の普及 料理教室 母手し育児相談、有機農法

玄米 (3分、5分 7分 8分鶴)発送可 ①

松見饉科診療所 〔〒7618015〕 高松市香西西町 7

TEL087 881‐ 2323 FAX087‐881-8499
E ma i mukh～ uan@matsumishka lp
http i〃 b og 9oo neip/mukhayuan

∞‐７
月ケ肝

できるだけ歯を抜かない、削らない治療を実施。専
P局 の重度歯周病や虫歯など 完全治癒 予防を実現
するための指導にマクロピオティック料理教室やセ

ミナー、自律神経免疫療法、調和道丹田呼吸法、温

熱療法、整体等を採用。お手当、食養相談も受付。

歯科診療は完全自由診療です。お問い合せ下さしヽ

C

SCHULE
シ ュ ー レ

Ｅ

ベ

Ａ

ア
〔〒7700866〕 徳島県徳島市末広2142
TEL088 653 6401 htp i″ www schu eabelp

10:∞ ～ 19 1 1Xl

水 祝
焼菓子、天然酵母バン、自然食品、製菓道具

教室 (穀物菜食料理、お菓子、バン作 り)

（
↓

サ =― サ イ ド
〔〒8130042〕 福岡県福岡市東区舞松原 1817(東 福岡自動
車学校そば)TEL092 681 0883 FAX092 681 0815

10 1 1Xl～ 18130
水 祝(金は除く)

自然食品、無晨薬玄米野菜 天然酵母バン、圧力鍋、

書籍、健康相談 月 1回 サービスデー
〈
↓

自 然 生 活 館  空 の 時
〔〒8110214〕 福岡県福岡市東区和自東22713
TEL092 608 95]l FAxo92 608 9512

∞‐３
月トト

自然食品全般 天然酵母バン 有機無農薬野菜 健

康食品 書籍 WELEDA化粧品 ヘナ 他
〈
↓

ン

ン

ラト

チ
スレ

ツ

クツ
キ

ニガ

ナ
一オ

マ
〔〒8100015〕 福岡県福岡市中央区那の川 2930
(西鉄「平尾」駅より徒歩 3分)TEL092 525 4147

9 i lXl～ 17 i lXl
雑穀料理のランチ スウィーツ、弁当、ケータリン

グ、パーティ、料理教室、自然食品販売 Э

79 o Macrobiotique 2008. 8



アイリスオーガニック
テラス

〔〒8100062〕 福岡県福岡市中央区荒戸 341セ ン トラル西
公園 2F TEヒ 0927513005

9 1 fKl～ 18:30
日 祝 :第 3土

有機野菜 無農薬野菜 選ひ抜いた数多くの自然健
康食品 化粧品 月一回美容相談会  他 ①

ク
グ

・ ”
わ

オ

ア

曜

岬
ク

フ
マ
カ

〔〒8100073〕 福岡市中央区舞鶴 ]93
TEに 092‐ 731-2122

l]:30～ 2:∞
不定体

マクロピオティックランチ デ ィナー、弁当
ケータリング オリジナル穀物 コーヒー販売

多

ん

博フ
ろ

カラ

，ｔ

ユチナ

こ
〔〒 8111302〕 福岡県福岡市南区丼尻 42]23
TEL092-5857477

10 1 1Xl～ ]9:∞
年中無体

オーサワジャバン全商品 天然酵母バン フェア ト
レー ド マクロランチ 500円 ～コスメ

（
↓

番 椎 自然 食 品 セ ン ター 〔〒8130044〕 福岡県福岡市東区干早5]319
TELノFAx092 671 3534

1000～ 18:3Cl

日 祝
自然食品 無晨薬、有機栽培野菜 化粧品 生活雑
貨、書籍 天然酵母バン、他 .

〈
↓

え こ わ い ず 村
〔〒807]131〕 福岡県北九州市八幡西区馬場山東 216
TEL0120 37 471l http:/′

～ヽゃ、w ecow se coip
10:∞ ～ 1911111

手技療法 波動測定 血流測定、自然食品 健康食
品  ビーバンジョア化粧品など約 2000種

〈
↓

品

ん

額

じ

自

ん
のり

に詢貨
こ
雑

〔〒8020042〕 福岡県北九州市小倉北区足立2123
TEL093-9224753

1011C～ 19:∞
日

自然食品 無農薬米野菜果物、健康食品、出来たて
豆腐 天然酵母バン トルマリン製品

〈
↓

′ヽ輸廣 堂
〔〒8380018〕 福岡県朝倉市日向石 1202
TEL0946 25 031l F想 0946‐ 25-1259

8:lXl～ 17:∞
土 日 祝

葛粉 蕨粉 その他澱粉各種 葛、蕨商品各種 (葛

湯 葛きり 蕨餅等 )

産 直 や 蔵 庫
〔〒8390863〕 福岡県久留米市国分田]2961
TEヒ 0942-21-3130

9130～ 18
食糧品 無晨薬無除車剤無化字月巴料野東
地産地消地域型循環社会を目指 して .

（
ι

筑 紫 自然 食 品 セ ンター 〔〒8180072〕 福岡県筑紫野市二日市中央 488
TEL/F～く0929240238

10 i lXl～ 18:30
土 日 祝

健康講座 料理教室 自然食ニュース 自然食品全
般 雑貨など (配達可 )

〈
ん

未 知 草 の 〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武 352]フ
TEヒ092325-0496 最寄駅筑肥線「―貴山」駅 5～ 7分

∞
∞

‐６

‐８
一　
”

∽
∞

１０
９

食養料理教室 陰陽のこと 生き方を考える .

純正食品 書籍 食養常備食品他販売。 ①

漢 方 薬 局 HDな か む ら
〔〒 8320824〕 福岡県相Ⅳ I市 立花通 (西鉄,WI駅より
歩いて 5分)TEL0944 72 1061

9:lXl～ 19:∞
日 第24月

漢方薬 (煎 じ、エキス 末)純 正食品 玄米
雑穀類、生活雑貨、食養補助食品 他 ①

玄 米 食  お ひ さ ま
(料理教室 &レス トラン )

〔〒8400811〕 佐賀県佐賀市柳田]43
TEL0952 28 7883 FA/0952287886

9:r ll.～ 18i311
■ 日 祝

自然食品 無農薬有機野菜 玄米 調味料 お菓子
生活雑貨 書籍 化粧品 料理教室  ランチ ↓

店

ス
の
ウ

コｍ
ヽ

食然
ラ

自
〓
ア

〔〒8528104〕 長崎県長崎市茂里町31坂上ビル lF
TEL095 841 7236 ■臥0958417236

10'llll～ 19 1 1xl

ll ‐日
無農薬野菜、健康食品 純正食品、アロマテラピー
マ ッサージ 酵母 llン 教室、ランチ。

（
↓
・

店

る
の品

ま

食

ん
然・自

て
〔〒8500017〕 長崎県長崎市新大工町68 古賀ビル lF
T巨 L095-820‐ 4057

10● 00～ ‐18:30
■■■日 |

オーサワジャllン全商品 天然酵母バン
書籍 他食養相談 Э

店
ロ早

臥
諫

一ケ
館

一燃貯
日
本

〔〒854001]〕 長崎県諫早店八天町 ]41
TEL0957 23 6670 http i″ A.・ .・.・7 Shttenkan net

10 i l10～ ]9:00
日

電気発芽器「発芽美人」野菜、天然酵母バン 食器
リマ CAC化 粧品 健康教室 通販宅配 Э

自 然 食 品  和 み
〔〒85951]フ 〕長崎県平戸市魚の棚町 3115
TEL0950-225149 F継 0950‐ 22‐ 5529

9:∞ ～ 18:30
日

玄米 穀物、調昧料、有機食品 埋設用炭素など環
境改善商品も多数あります . ⊃

自然食と有機野菜の店
0 天  粧

〔〒 8600854〕 熊本県熊本市東子飼町 35
子飼店 TEL096 343 4043 下通店 TEL096 354 9161

9 i llC～ ]91∞
日 ‐盆 正月

有機野菜生産 &販売オリーブ自然化粧品
マクロピオティック食事会 &勉強会宅配有

〈
ι

場
＞

二
年

腐
３

豆
応

品
慶

食
業

部
創

岡
＜

〔〒8614601〕 熊本県上益城郡甲佐町岩下 143

TEL096-234‐0447
7:OCl～ 19 i llll

日
純正豆腐 食養11究会ヽ焼霊腐のみそつけ ①

ビ オ 天 粧 錦 ヶ 亘
〔〒8620912〕 熊本市錦ヶ丘 ]4]6
TEL096 374 6786 i 、ヽ0963746791

10100～ 19:∞
木

有機野菜 マクロビオティック商品 雷籍等家族て
マクロ楽 しんでます 1遊 びに来てね , ①

自 然 な く ら し の 店
ガ  ン  ガ  ー

[〒 8620926〕 熊本県熊本市保田窪 2丁目25
TttL/F継 0963855978

9 Cll～ ]9:∞
日 祝

純正食品、無震薬野_~ 天然酵母バン、化粧品 書
籍 他.宅配可.料 1里 教室 テルミー治療 . ①

0 そ う け ん
N atural   Tru e

〔〒8690502〕 熊本県宇城市松橋町松橋 8601
TEヒ0964333751 ,ヽ、0964331917

9:l10～ 18:∞
年中無休

自然食品 健康補助食品 ジュポン化粧品 浄水器、各
種セラミック 小橋規賽男先生による健康セミナー ①

ド

一
一
ナ

フ

一

ト

コ
ツ
品

工
食

イ
康

ダ

健
〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼 27313
TEし FA4o96-232-6571

∞
土

ヽ
第Ⅷ

搬
９

日
健康自然食品全般 書籍他.病院食事療法用食品全
般。 ①

院

とこ

医

ま

―

古
宙
院 長

〔〒869]]01〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼 8685
TEL096 232]566 http://v、 ルvw dr mako net

9∞ ～ 19:∞
日 祝

オーサワジャバン商品 玄米を食べる会 tl理 教室
無添加化41■品 健康講話 デイサービス「星の里」 ①

場広ろ
〔〒8700037〕 人分市東春日田]1523
TEヒ 0975-37-1193

‐８
祝トト

無震薬野菜 低震薬果物 自然食品 食養手当
食品 正食料理教室 (毎 週土曜)講 演会等 ○

亀鶴
〔〒8700126〕 大分市横尾 4266
TEL097-529-6886

1011111～ 191111

月
有機食材 有機野菜 マクロピオテ ィック食材 洗
剤 化粧品、書籍 健康教室、勤強会 他 Э

Naturalfoods S 9oods Shop

あ い・ む っ か ら

〔〒8700888〕 大分市三ヶ田町 4組
TEL7■象 097 546 0600 E ma hfo@mukkan nd
htip://1ww mukkara net

∞９
月

”
　

大

細
獅
一

*と にかく美味 しい 日まだ木干 し椎茸J総発売元 *
無震薬野菜 玄米 調味料 天然酵母バン お菓子
オーガニ ックコットン 化粧品 書籍 (貸本有 )

*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配 OK*

〈
↓

や
村

お

コ

やの

二

食
・コ

然

・

自

二
〔〒87409]9〕 大分県別府市石垣東 2621
TEL7■転 0977 25 4464 http:″ nkonkomura comノ 11撃高

]9:撃 有機農産物 純正食品 オーガニ ックコットン 天
然酵母バン マクロキムチの製造販売

〈
↓

店
な

品食
す

然

●

自
な

〔〒 8750342〕 大分県臼杵市野津町大字落谷 21811
TEL0974-32-711] 11馨島課|" 無農薬無化学肥料野菜、自然食品全般、バン菓子、

書籍など 宅配可
（
ι

11鰻 鵞穫禽昌霧電
〔〒8830061〕 宮崎県日向市大王町5丁目29番地
TEL0982 52 9353 F～ く0982529360 年中無体

健康に関するコンサルタン ト
オーサワジャバン全商品 粗糖 紅塩販売他

今
↓

△〓
△〓

商
帥

輝
健紅』

０
産

〔〒8900054〕 鹿児島県鹿児島市荒田 2373
シャトレ2110]TEL099 251 8440

11:l101ん 17:∞
‐土 ,日 祝

食養入門教室 料理教室 オーサワジャバン商品
SBK商品、純正食品、化粧品、健康美容 美顔

村さや
〔〒 8920871〕 鹿児島県鹿児島市吉野田J23901
TEL099-2“ -806]

10:30～ 181∞
日 祝

無農薬野菜、自然食品 料理教室、健康相談 正食
勉強会

〈
ム

マクロピコンシェルジュ
VeFn‖Onバ ーミリオン

〔〒8920822〕 鹿児島県鹿児島市泉町 25
TEL/1FAX099‐ 2275222(グ リーンホテル錦生館よこ)

11:fKl～ 19 i lXl

日 祝
オーサワジャバン全商品 自然派化粧品 生活雑貨
健康チェック &食事指導 通販 宅配 ↓

店
店

田

田

西
荒

畑
猫

球
づ

地

い
〔〒 891-0101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町 3646
かこしま有機生産組合 TEL099 282 6867 10 i llC～ 19:lXl

有機野菜 有機米 生鮮食品 天然酵母バン 無添
加食品 生活雑貨 書籍 衣料 化粧品 ①

自 然 食 品 の お 店
ア ン ジ ェ リ ク

〔〒 8930∞フ〕鹿児島県鹿屋市北田町 1]]321]
TEL0994‐ 43‐ 4265

101∞ ～ 211 i lXl

日 祝
自然食品 野菜 天然酵母バン 惣菜 オーガニッ
クスイーツ 化粧品 雑貨 書籍 O

自 然 食 の 宿  天 然 村
〔〒891440]〕 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 335(バス停高平 )

TEL7FAxo997 4フ 2541
年中無休
予約制

天然村産の玄米 野菜 果実と山の幸 海の幸によ
る自然食料 1里 1泊 2食 6.000円 Э

オー ガニ ックは うす
陽       報

〔〒9010152〕 沖縄県那覇市小禄 5141
TEL098-8588376 5ヽく098-8588387

10:lll～ a:∞
日 祝

有機野菜 玄米、純正食品 自然派化粧品
洗剤 書籍 食養相談、勉強会 3

オーガニックスペース
プ  ル  ー  ナ

〔〒9000022〕 沖縄県那覇市樋川1281
TEげF以0988351389

10 i lXl～ 19 1 1Xl

日 祝
有機野菜 マクロピオティック商品 天然酵母バン
生活雑貨 アーユルヴ I― ダ商品 書籍 他 Э

マ ザ ー ズ ア イ 〔〒9010156〕 沖縄県那覇市田原 224
TEL098-857-4919

11:lXl～ 2111∞
日

オーサワジャバン全商品天然酵母バンまんじゅう
有機野菜 書籍14理教室 D

なかのまちクリニック 〔〒9040022〕 沖縄県沖縄市園田145
TEヒ098-9307700 5～く0989305555

8:311～ 17:∞
日 祝

内科 胃腸科、マクロビオティックセミナー アロ
マセラピー 健康相談、書籍など

舎流清
〔〒 9040156〕 沖縄県読谷村古堅 85]

TEL098-956-4000
10:lXl～ 1フ :∞

年中無体
自然食品  リマ クッキングスクール、天然酵母パ
ン マクロビオティック木灰沖縄そば、ランチ

〈
↓
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●

赤

素材の味を引き立て生かす

穂の天 塩
玄米は “粗 食"

天塩は “粗 塩"

いつまでも伝えていきたい赤穂の塩づくり

『赤穂の天塩』は、日本の塩田がすべて廃止された1973年、
「音ながらの塩田産の塩」を求める人たちの消費者運動を背景にうまれました。

自然をこの手に

Lttξコ ロ

「

M
餞蒻螢もお―■|十ピ

100g4,200円 (1脱込 )

【やんせん】

桜沢如一先生の直弟子佐 井々譲が開発
マクロビオティックの創設者、桜沢如一の直弟子佐々井譲は、

試行錯誤の末、タンポポエキスの製造法を開発しました。本品

は国内産タンポポ根を一切添加物を加えず、そのまま40数時間

煮つめた、Hく て日当たりのよい極陽性の食品です.エキス状

になっていますので、バンに塗っても大変おいしく召しあがれます。

特に陰性体質の方には体質改善食品としておすすめです。

⊂醸 )日 本 正 食 品研 究所 佐々り}騰可
〒196-0061東 京都町田市鶴り|13-6-9 TEL&FAX042(736)8587

Q壼∋ 71-リワジャパリ株ゴ会社
〒335-0021埼 玉県戸田市新曽424フリーダイヤルTEL 0120‐ 667‐ 440

FAX 0120-588-038

美 術 印 刷 一般
製 造

販 売
Ｌ
Ｆ

‘
「

費 縦
限
祓

盤「一奮
代表取締 役 :野 ヶ 山 勝

二
子

丁
表

４
代

橋
＞

草

２

浅

６８

区

３

東
＜

ムロ
一中（

都
東

一示
話

東

電
目 16番 8号 〒 111-0053
627～ 9番
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▼
轡
テ
Ш
口
＝
諄
（日
冒
墨
部
Ｉ

・・．凹
谷
墨
口
星
）

６
月
上
旬
、
水
芭
蕉
を
見
た
く
な
り
、
尾

瀬
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
登
山

を
し
な
く
て
は
と
、燃
ヶ
岳
（２
３
５
６
Ｍ
）

に
も
登
り
ま
し
た
。
尾
瀬
の
天
気
は
晴
れ
、

期
待
通
り
水
芭
蕉
が
可
憐
に
咲
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
黄
色
い
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
や
自
い

ミ
ツ
ガ
シ
ワ
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
と
、
二
週
間
も
す
れ
ば
カ
キ
ツ
パ
タ

が
咲
く
と
聞
き
、
次
の
尾
瀬
は
カ
キ
ツ
パ
タ

を
見
に
来
よ
う
と
思
い
ま
す
。
平
ら
な
尾
瀬

の
木
道
で
は
物
足
ら
ず
、
燃
ヶ
岳
に
登
り
ま

し
た
が
、
ず
っ
と
雪
渓
で
し
た
。
雪
解
け
の

頃
だ
っ
た
の
で
、
何
回
も
ズ
ボ
ッ
と
足
は
埋

ま
る
し
、
滑
る
し
で
ア
イ
ゼ
ン
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
登
り
や
す
か
っ
た
と
反
省
で
す
。
で

も
、
う
ぐ
い
す
の
透
き
通
る
鳴
き
声
が
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
山
頂
に
立
て
ば
全
て
忘

れ
、
充
実
感
で

一
杯
に
な
る
の
が
、
登
山
の

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
今
度
は
、
至
仏
山
に

登
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
鳩
待
峠
か
ら
尾
瀬
ヶ
原

↓
見
晴
経
由
↓
隧
ヶ
岳
―
尾
瀬
沼
↓
沼
山
峠

を
歩
き
ま
し
た
。
（約
１０
時
間
）

▼
草
取
り

（編
集
部

“
加
藤
正
子
）

６
月
２‐
日

（土
）。
栃
木
県
大
田
原
市
に

あ
る
加
藤
英
治
さ
ん

（リ
マ
の
通
販
カ
ム
カ

ム
ク
ラ
ブ
米
生
産
者
）
の
田
ん
ぼ
へ
、
草
取

り
の
作
業
の
た
め
訪
れ
た
。

田
ん
ぼ
に
着
く
と
、
青
い
空
と
田
ん
ぼ
の

緑
が
広
が
り
、
ま
さ
に
夏
の
景
色
。
い
ざ
草

取
り
へ
。
裸
足
で
入
っ
て
夢
中
で
作
業
し
、

気
が
つ
け
ば

一
時
間
以
上
、
そ
れ
で
も
多
少

は
草
が
残
っ
て
い
た
。
普
通
な
ら
除
草
剤
な

ど
に
頼
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
。
そ
れ
を
使
わ

な
い
と
い
う
努
力
が
い
か
に
大
変
を
思
い
知

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
大
変
さ
が
あ
っ
て

の
美
味
し
い
お
米
。
感
謝
で

一
杯
に
な
る
。

さ
ら
に
加
藤
さ
ん
に
毎
日
の
食
事
の
こ
と
を

う
か
が
う
と
、
自
宅
で
採
れ
た
野
菜
が
豊
富

に
並
ぶ
食
卓
の
よ
う
で
、
お
肉
は
滅
多
に
食

べ
な
い
と
の
こ
と
。
確
か
に
周
り
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
。
田
園
地
帯
。
意
識
し
て
い
な
く

て
も
身
土
不
二
が
当
た
り
前
の
環
境
で
生
活

が
営
ま
ね
て
い
る
。
そ
ん
な
細
か
い
こ
と
か

ら
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
作
物
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

草
取
り
が
終
了
す
る
と
、
近
所
の
農
家
さ

ん
の
お
庭
で
野
菜
の
収
穫
と
お
花
摘
み
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
採
れ
た
て

の
食
材
な
ど
で
作
ら
れ
た
美
味
し
い
お
昼
を

参
加
者
全
員
で
い
た
だ
い
た
。

次
回
は
９
月
２７
日

（土
）
の
収
穫
祭
で

一

年
の
田
ん
ぼ
の
イ
ベ
ン
ト
は
締
め
く
く
ら
れ

る
。
も
し
こ
れ
を
読
ん
で
収
穫
祭
に
参
加
希

望
さ
れ
た
い
方
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
ら
、

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
ま
で
是
非
こ
連
絡
を
く
だ
さ

い
。

▼
薔
雰
至
Ｘ
化
喜
側
ヘ

６
月
某
日
、
米
沢
駅
か
ら
車
で
約
２０
分
の

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
、
蒼
玄
文
化
村
へ
。

人
里
を
離
れ
た
そ
の
場
所
は
、
標
高
が
高

く
、
少
し
眺
め
の
よ
い
場
所
に
で
る
と
絶
景

が
見
渡
せ
る
。
鳥
の
声
と
、
風
の
音
が
よ
く

間
こ
え
る
本
当
に
静
か
で
心
地
よ
い
場
所
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
あ
え
て
敷
い
て
い
な
い

（太
陽
の
熱
で
タ
ー
ル
が
出
る
と
の
こ
と
）。

縄
文
時
代
よ
り
変
わ
ら
な
い
土
壌
で
、
水

や
空
気
が
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
日
本
で
も
稀

少
な
土
地
で
あ
り
、
無
い
野
草
は
無
い
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
多
種
多
様
な
草
が
揃
い
、
自
給

自
足
を
す
る
の
に
も
大
変
適
し
て
い
る
と
の

こ
ル
ヽ

現
在
は
雅
楽
堂
、
洋
楽
堂
な
ど
の
音
楽
堂

や
、
職
人
を
育
て
る
技
芸
塾
な
ど
の
学
校
も

建
設
予
定
と
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
こ
の
土
地

に
移
り
住
ん
で
来
て
も
村
の
中
だ
け
で
充
分

生
活
が
で
き
る
ま
で
に
な
る
そ
う
だ
。
完
成

が
大
変
待
ち
遠
し
い
。
（詳
し
く
は
蒼
玄
Ｈ

Ｐ
に
て
耳
ぎ
ヽ
ぎ
どξ
ヽ
お
∽
聟
σ
ｏ
Ｑ
＜
ｏ
ｏ
ヨ
じ

登山をした隧ヶ岳の風景 :

平成20年 6月 6日

初夏の尾瀬:水芭蕉
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>

００８

ｎ

バ

υ

つ
４

●主なセミナー・講習会・イベントのこ案内

ラフターヨガ バイオヘルス入門 講座  >詳 細 5頁

マクロピオティック ヨガイブニング教室 >詳細6頁

10日 (日)   ブハン体験 とバイオヘルス講座    >詳 細 6頁

11日帽)   マクロピオティック ヨガ教室   >詳 細6頁

13日 lXl    官足法セミナー         >詳 細6頁

14日 lal     マクロピオティック ヨガ+陰陽五行特別集中講座時細5頁

24日 (日)  …岡部賢二先生のMI塾

22・ 23日 に 'コ  マク ロ ピオ テ ィ ックスター トセ ミナー>詳 細 7頁

25。 お日偏・菊  マクロピオティック ヨガ教室   >詳 細6頁

26日 ω     細川順護 食養料理実習セミナー  >詳 細4頁

29・ 30日はいJ― 細川順讃 個人別健康相談      >詳 細7頁

29-31日 は ～日)…プチ断食&ヨ ガ合宿 h福島 奥会津

31日 (日)  ―細川順讃 TL指 導者育成セミナー 第 2期

口本CI協 会のご案内
CI(Le c“ tre 18norα m● s)と は、「無知なる者のセンターJの意味。

こざかしい知恵をすて、無知であることに徹底したものが

真の幸福を得ることができる、ということです。

[住  所]〒 151-0065 東京都渋谷区大山町11-5

電話03-3469-7631//FAX03-3469-7635

◎小田急線各駅停車 「東北沢駅」下車北口より徒歩2分

躙館時間
:ξξtti景三T砂リストァ]詣 3h91。。

,Ell墨嵩
クツキングスクール

]ξ、6f絆 1雪デ

●日本C!協会案内図

大山交羞点 。 。

しなのや ●

八百鷹●

丼の頭通 リ

::》冽
lbtr a

東北沢
―下北沢   ~~~~~一                   代々木出 蒙 締

6・ 7日は二・日) 細川順讃先生ブレイン リアリテイ メソッド>詳細5頁

8・ 9日編・匁  …マクロピオティック ヨガ教室   >詳 細6頁

11日 l■l     マクロピオテイック ヨガ+陰陽五行特別集中講座>詳 105責

:4日 (日)   …ラフターヨガ バイオヘルス入門 講座  >詳細5頁

:5日0)  …ビワの葉温灸講習会       >詳 細6頁

19・ 20日 eト コ  細川順讃 個人別健康相談     >詳 細7頁

…自然食品店経営セミナー     >右 記参照

…細川順調 TL指 導者育成セミナー 第 2期

22日 い )   マク ロピオ テ ィ ック ヨガ教室    >詳 細 6頁

23日の    …プハン体験とバイオヘルス講座    >詳 細6頁

27日 0   …山村慎―郎の食養医学講座第2期 初級編

23日 (日)   岡部賢二先生のMI塾

30日り0    マクロピオティック ヨガ教室   >詳細6頁
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これ を食べ て はいけな い
危 ない良 品のカ ラク リ

ロ ロ:ロロ 和夫

i[ζ:鉤           む」itit
日 時:平成20年 9月 21日 (日 )

10:30～ 16:30(10:00受付開始)

会 場 :メルバルク京都 4階セミナールーム
京椰市下京区東用H七 条下ル東燿小日口676‐ 13

参カロ費 :10,000円

11と ∞～13 3Cl藻量
…… …¬ 司秩

|

: 13i30 ～ 16:30 商品勉強会                |

郵 |,
主 催 :日 本Cl協会

協 贅 :(株 )B&Sコ ーボレーション、 (有 )ア セン ト石鹸
コジマフーズ (株 )、 オーサワジヤバン (株 )

お問い合せ お申し込みは 日 フト C‖鵜 会 1電話:03-3469-7631/FAX:03-3469-7635/ホ ームペ ーシ :ww.d‐ kyokai.jp
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2008年

初級コースヤ塾4質金

付‐ヤノ.`
●受付方法 :日本CI協会ホームページ、または左記へ必要事項ご記入の上お申込ください。

→日本C:協会ホームページ :http:〃呻 .ci… kyOkai.jp/

(お電話での申込は受付しておりませんので、予めご了承ください
=→

||||■

各コースのご案内

初 級
ベーシツク コース

全 12回

初 め て の 方 、 基 本

を し つ か り勉 強 さ

れたい方のための

基礎講座です。陰

陽にもとついた野

菜の切り方、人の

通し方、主食 副

食のパランスや四

季折々の調理法な
どを身につけてい

ただきます。

インターミデイエイト コース

全 12回

初級を修了した方力ゝ 寸

象となります。日々の

家庭料理として、さら

に一歩進んだマクロビ

オテイック料理を毎日

の食卓に取り入れてい

ただくためのコースで

す。また、身近な食物

を使つた手当法の講義

もあります。

ヤ 上 級
アドバーンス コース

全 12回

初級 中級を修了し

た方力対象となりま

す。マクロビオテイ

ック料理ならではの

アイディアが光る応

用料理、おもてなし

料理を、自由な発想

で楽しんでいただき

ます。

師
ブロフェッショナル

全 24回

3コ ースを修了した方の

み力叡寸象となります。基

本から応用までしつかり

と身につけ、手当法も臨

機応変にできるよう復習

し、必要に応 じ指導者に

なり得る力を養います。

また、多彩なゲス ト講師

をお招きしてプ回の技と

オリジナリティあ′ゝれる

料理や手づくり教室など

も組み込まれています。

インス トラク

範

コ・ス

養戌講座
全 16回 +試 験

受 講 料 :180.000円
受 験 +認 定 料 :50,000円

師範科を修了した方が

対象となります。
「リマ クツキングス

クール認定インストラ

クターJになるための

講座です。 「自然食品

店の経営J「インスト

ラクターとして教室の

開イJな ど、目的意識

をはつきりとお持ちの

方にお勧め致します。

※詳細は事務局まで
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金  1 土   日
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10/29

11/5

11/12

11/19

9/4

9/11

9/18

9/25

10/2

10/9

10/16

10/23

10/30

11/6

11/13

11/20

lo/7 \1ZolrB

10/21 ち＼ 10/1911°
/24

11/4  11/15
11/11

11/18  1

16111/14

11/“ 111/21

15,000円       1        20,000円        1     30,000円
初級のみ→入校料 110,000円 (含 :桜沢如―著作本、C協会誌友年会費 1年分)中級以降、年会責が有効期限過きた場合誌友年会費6,600円 が必要となります

2008年 11月 30日 (日 )駒場エミナースにて (予定 )

ウイークデイ イブニング|ウイークエンド ウィークティイブニング  ウイークエンド ウイークテイ|イ ブニンク| ウイークエンド

1liC0 18:30 11:00 9100 1 1 :m 18 :30 1 1 :OO 9:OO

15:OO 13:OO

◎受講料と修了証申請料 日本CI協会年会費は、お申し込み時に一括して郵便振替にてお支払いください。 [001003194125]0年 会費は、 1年間有効です。

詳しくは8頁「入会案内」をこ覧ください。0-度 こ入金いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承ください。O欠席された場合は、同じコース内で振替が可能です

②



お申込の方へ……

こちらの用紙を

FAX:03-3469‐ 7635
またはこ郵送ください。

ヤトしく

リマ
・おいしく。rlt康 に

,y+Yf 7)-r,/ sinc€ re6s

秋期初級コースヤ込用紙
(※ 下記節句のお菓子とお寿司の講座の申込用紙としてもご活用 ください。)

●/Ak開講座 節句のお菓子とお寿司  □ 9月 9日 (火)重陽

を愛 で て
どなたでもご参かいただける貧rf路座

ふりがな

氏 名 1職
業 1生年月日

年 月 日

住所 (〒 )

電話番号/携帯電話 FAX番 号

E― ma‖

受講動機

▼ご希望クラス1つに印|ン行つけてください。 お申し込み日 :2008年    月   日

・
粛れ

lliザ等重り見ヨナ:ラモ
「

季

畜黙下車徒歩2分 )

●平塚教室一ロゥィークエンドクラス
■神奈川県平塚市明石町2413r手づくり食工房J」 R平塚駅 徒歩約10分
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『
″印 句のお某子 とお寿 司

場  所 :リ マ ・ ク ッ キ ン グ ス ク ー ル

持ち物 :エプロン、二角中、筆記月具、お持ら帰り月容器

講 師 :吉野由樹子先生 (リ マクソキングスクール専仕詩夕千)

参か費 :日 本CI協会会員 :4,000円 /4に 会員 :5,000円

※お寿司llそ の場でご議会となり、お菓子llお持ち帰りとなりますので、ご末族で節句をお祝いいただけます。

0

リマ・クッキングスクール事務局 日本CI協日可 電話103(3469)7631/Fax:03(3469)7635



マクロビオティックは100年も前から「食による治病」=食養生をしてきました。

現代は医師が増えているのにも関わらず、患者の数は増え続けるばかりです。

マクロビオティックの食養料理で心も身体も健康になることを学びませんか?

今が健康な方でも、さらに身体の内側からより高いレベルの健康になることができます。何か病気や健康の

トラブルがある方は、食養料理の基本的な料理を学ぶことで、改善することができます。

今回の食養料理実践編は、私たちわヽらも身体も健康になるための基本料理を学ぶものです。毎日の食事のベ

ースとなるものですので、しつかり身に付けてください。講師は個人相談、TLセミナー、BRMの細川順

讃先生と、食養指導歴の長い兼田員知子先生が指導いたします。

瑣眸剋莉蝙匈鰊躙財蝙磋辟諦Ⅲ

1塑八薫奪碁:I東

リ

日 時 :8月 26日 (央)午前 10日寺～午後5時 鉢 憩あり)

il::1羹襄彗蒙1

日本CI協会3Fリ マ ・クツキングスク

15,000円 (テ キスト、食材、セミナー含む)

25名 (定員となり次第締切)

細川順讃先生 、兼田員LEl子先生

PROF LE● ほそかわ かずひろ :1948年 愛知県豊川市生まれ.

東西医学、心身医学、食養法、民間医療等を統合し、総合的健康法 治療法の実践的研究を25年間行う。自分自身を自在にコ

ントロールするセルフコントロールと食養をベースに統合的 根本的な指導をする。現在は生活改善指導の講演会や健康セミ

ナーで活躍中。著書に「マクロピオティック食養生大全』 (共著)な どがある。月刊『マクロピオティックJl_「マクロピオ

ティックでトータルライフデザインJを連載中。日本C協会にてトータルライフセミナー BRM 個人Я」健康相談も行う。

日本Cl協会 〒151…0065東京都渋谷区大山町11‐5電話:03(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかじめご予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をご入金ください。郵便振替口座 :100100‐ 3‐ 1941251カロ入者名 :日本Ci協会

お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必すご記載ください (受領証は講座当日ご持参ください)。

※入金後の返金には応しかねますのであらかじめこ了承ください。

ホームベージからもお申し込みいただけますt WWW.Ci― kyokal.ioまで

セミナー内容

場

料

員

師

講

会

受

定

講

④

食養生の

基本料理レシピ

食養生の基本手当て法

クッキングスクール



細 川 順 調 先 生 に 学 ぶ
自分の意思で

身体・ 心・ 能力を自在にコントロール

素早く楽に健康や華せを手に入れる
テクニックを身につける

健康 学習 スポーツ 老化防止など人に関するあらゆるものは、下意識 (潜

在意識)に大きく左右されます。下意識をコン トロールできれば、すべては早

く、楽に、安全に実現することがてきます。

意識コントロールは、コツさえつかめば簡単に出来ることてす。そのコツは、2

日間の トレーニングてだれても身につけることができます。ほとんど、リラツ

クスしてくつろいているだけの、とても楽な訓線です。 1度マスターすると、

あらゆる場面で一生活用することができます。

日

場

時 :

所:憫可謳薩泉 E麟
1日目  12:∞ ～受付開始

13:〔D～ ワークショツ利 G職 トレーニング→ミーティングー応用トレーニン功

2日目…… 6:30-ワークシヨツプ薔限3(応用トレーニングーミーティング→応用トレーニンの

15:∞ 終了・解散 ×内容は都合により変更になることがございます。予めご了承下さい。

参カロ費 :48,000円 (腿み)

(日 本CI協 会の会員の方が対象です。

未入会の方は入会手続きをお願いします。 )

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

'■
■■‐   |■|'■ ■■|||

8月 9日 (土 )

9月 14日 (日 )

10時 開始～

12時 30分 終了

講 師 有限会社デポル代表 望月 佐矢口子

会場でお支払いください )

持ち物  服装自由。お薦めは歩きやすい靴:

ヨガマットもいりません。

場 所 日本CI協会 2階 セミナールーム

何事も、心配するより信頼したほうがうまくいきます。心と

体に関しても同じです。しかし、どうやつて自分の体を信頼

したらいいのかがわからないて、心配ばかりしてしまってい

ませんか? どうしたら信頼できるのか。

私たちには何か具体的てしかも簡単な方法の提示が必要

です。それが実うヨガであり、アトムさんが教えてくれたバ

イオヘルス(生命の躍動)なのです!

この素情らしい健康法を、ご一緒にいかがですか。笑うヨガ

ではユーモアのセンスがなくても、ジョークを言わなくても、

お腹の底から実つていただけます。そして、その後のバイオ

ヘルス復習会では、コツを皆で学び合い、皆で助け合います。

語り合いましょう。体を動かして、手当てのし合いつこをしま

しよう!!

‐■‐鑢解翼昇i:fttB嵯翡斬篤ゴ鋪重

計lil%こ蘇麟鮮×聯

が諄亀諜お1謝蟹捕翠万
括は電∞呵

乳磐こ製雪」み鑑 ご亀ド にさぃ。
※いずれも木曜日、時間は午前10時～12時

す甲い電 B:盤じ場
合まで

春ヨガ :4月 10日

夏ヨガ :6月 19日

秋ヨガ :8月 14日

冬ヨガ :10月 9日

まとめ :12月 11日

5月 8日

7月 10日

9月 11日

11月 13日

⑤



日本Cl協会 2階ホール開催 大好評 :: 健康セミナ…のこ案内

鞠鯛ビウ0薫温羹麟曹会
ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法
のひとつです。幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊
藤祥子先生 によるこの講習会は、難病だけでなく日常の困つ
たときにも役に立つ、分かりやす く充実 した内容です。
―E,加 されると、二鷹日、三度目……のリピーターとなる
方がたくさんいらつしゃいます。初心者の方も大歓迎です。
ぜひと,加下さい !!

●講 師 伊藤祥子 東北ビワ健康センター
●日 時 2008年 9月 15日 (火)13:30～15:30
●参加費 4,000円

●持ち物熙 ]ヽお努菫電亀盤 lT0
●定 員 30名 (定員を超える場合はお断りする

こともあります)

*お断り :講義中の録音、撮影等はこ遠慮下さい。

ワンポイントレッスン :

肩がこったら……ビワの業の表をこっている部分に当ててはると、楽

兵

'ど

療:i編鬼島認浩鶏 3費
がとれて、ビワの葉がバリ

●体験者の声●
★先生の望診に驚きました。お話も大変興味深かつたです。
★ 個人個人に具体的なアドバイスいただけたのが大変参考にな

りました。

★ 初めてびわの葉温灸を体験 しましたが、とても気持ちの良い
あたたかさで、体が温まりました。個人的にいただいたア ド
バイスを今後実行 してみたいと思います。

|:1]l;]ilII]鷲 ]〉lIX尋|‰

●講 師 望月佐知子 (有)デポル代表

●日 時 2008年 8月 10日 (日 )。 9月 23日 (火 )

各日14:30～ 17:30    ・

揉 煽 〕T観
週   ‐■ 「ヽ ‐|ら

◎服装は前あきのシャツやカーディガンが便利です。
◎各―回完結です。何回でも参加できます !!

2500年 の伝統をもつ

お蒙でできる健康法  ¨

ブハンで自然治意力upl!

マクロのお食
=の

効果を後押し!!

ひとりで、みんなで楽しめる!!

0体験者の声●

★実際の体験談など生活に密着した話 しが聞けてよかつたです。
望月さんの明るい人柄に優しさ、爽ゃかさが感じられ、プハン
以外にも心の爽快感がしみわたるセミナーでした。

★望月さんのお話は、 「うん、そのとおり 1」 とうなずける点ば
かりで した。とても楽しくてあっという間の3時間でした。

自建法ltミ ■二 |

I面確直爵姜Ъ瞭鷹■T~「 Fl‐
1

師 行本昌弘 文化創作出版社長
時 2008年 8月 13日 (水 )・ 10月 15日 (水 )

EOfrntnnHTS60HEtDrlsH,
足もみ健康法が静かなブームになつています。そのブームの発端
が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だ

屋札 厚 疏 翌 。t翡 紫 l唄勇誕 習 [難 欝
にわたり、実技指導している文化創作出版の行本社長が講師を務
める大満足のセミナーです。

●講
●日

―プログラムー

14:30～ 15:30

15:30～ 16:30

14:30～ 16:30
●参加費 3,500円 (税込)

足と人体全体の健康地図
足の健康自己診断
グリグリ棒を使つた症状別実技指導
質疑応答

※足もみ専用のグリグリ棒は当日販売致します。1本 630円 税込み。
※足の反射区地図 その他資料付き。

●体験者の声●
★とにかく痛かつたです。でも不思議なことに後はスーッとして
気持ちいい ! この痛みを乗 り越えれば病気がよくなるんじゃ
ないかと希望がわいてきました。ありがとうこざいました。

★行本先生のお話はとても楽 しく分かりやすかつたです。はじめ
は痛 くてびつくりしましたが、たんだん皮膚が柔らかくなつて
きました。生涯ずっと続けていきたいと思います。

健 康 に な る
体 を動 か す

ナリ断 力 が ア ッ フ
゜
す る !

とが 楽 し くな る !
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今話題の 「マクロビオティック」と「ヨガ」の調和により、自然の原理 原
則と本格的なヨガを分かりやすく、個々のレベルに応してお伝えします。お
子様連れのお母様やこれからヨガを始めたいとお考えの方、経験者の方や学
生の方も歓迎致 します。同じ目的をお持ちの方々と心身共にリフレッシュで
きるひとときを共有してみませんか ?

募 集 ク ラ ス
×
こζ晨曾源籍号審育ぴ寄&そ手「

。
 定8:各 2ο名

曰嗜 ク ラ ス

夭喀 ク ラ ス

土 嗜 ク ラ ス

8月

11日、25日

月
1

9月     lo月     11月
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‐
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26日
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9日
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分 月 1回 )一月のテーマに■づいた実技 (基本と応用ボーズ)→ リラツクゼーション及び瞑層 :

●会 場 :日本CI協会2階ホール
●料 金 :3,000円 (消 費税込)/1回 (入会金不要。小学生未満無料)

チケット110,000円 /4回 (3カ月有効)

(リ マ東北沢店店頭でお求めいただけます。)

⑥
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人HIJ健康相談
8/29(金 )・ 30(土 )

9/19(金)020(土 )

ビ蜀薔襴
■ご相談は誌友・正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■ご相談は予約が必要です。日時を指定させて
いただきます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が
マクロビオティックを実行されていくための
アドバイスですので、ご了承ください。

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しします。
■相談料は相談日の3日 前までに当協会にご入
金ください。

■ご入金後の返金は容赦願います。

■
腱

…
話m

嘔

常時受け付けております:

事前にお申込みください。

正食を実行するうえでの トラブルは

よ りよい解決法で……

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分 )

*誌友・正会員の方が対象です。

■講師プロフイール/日 本CI協会顧問。

群馬マクロビオテイックセンターMAttN駐宰。

著書に『生活革命』『元気の革命』ほか。

MACROB10TIQUE
START SEMINER

●マクロピオテイックスター トセミナー●

日 時 :8月 22日 (金)023日 (土)13時～15時

これからマクロビオテイックを始めたいけれと、どうしたらいい?
マクロビオテイックスター トセミナーは、初心者向けにマクロビオテイックを易し
く解説 します。これから料理教室やセミナーを受講する方にも、ベースとなる理論
が学べます。さらに玄米など、基礎食品の試食もします。
マクロビオテイックスター トセミナーで基礎を学べば、料理教室やセミナーがスム
ーズに受講できます。

師

所

料

員

講

講

場

受

定

日本C!協会勝又、山谷

日本C:協会2F
l,000円 (テキス ト

※
、試食含)

30名 (定員となり次第締切 )

※マクロビオテイックガイドブック
がテキストとなります

【カリキュラム】マクロピオテイックの歴史、概要、考え方、
食による病気治 し、効果  陰陽の基本、

【試食内容】玄米食、味噌汁なと

環境、食事、
手当てとは……など

日 本 Cl協 会  〒1510065東 京都渋谷区大山町11-5電 話 :03(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[001003‐194125]加 入者名 :日本CI協 会
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載 ください(受領証は講座当日こ持参ください)。        /
※入金後の返金には応 しかねますのであらかしめこ了承ください。

,r.-A^(-rr.66 *r+ LLarL\t tit! *f | - www.ci-kyokai.jp*<
⑦
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E日本 ●1協 菫入菫の 案 内

I NttE R N A丁 10NAL MACROB10丁 IC N tt E R

日本CI協とは………

マクロビオティックの倉」設者である桜沢如一 (1893-1966年 )によって創立され、

活動62年がたつ最も歴史あるマクロビオティックの普及団体です。

マクロビオティックは、穀物菜食を中心とした

「健康維持、体質改善、治病、長寿」のための食事法です。

′・・0°・… … ・・・・… … ・ ご 入 会 方 法 …… … … … … … ・・・t

o ■ 全 た 卜 基 胡 ハ 士 :+ Eミ ■ m鮮 :「 贄 位 齢 _¨ 住

“

_ヽ 洒 捜 生  =‐ _・EE鵬 1,m日 皇
^、

こ ⌒ 二 胡 ヽ た  1入会をご希望の方は、振込用紙にお名前 。こ住所 。こ連絡先、また通信欄に何月号からの希望かを
こ記入いただき、下記口座にお振込をお願い致します。こ入金が確認さねた時点で入会手続き完了
となります。

なお、詳しいこ案内、こ不明な点につきましては、お電話、メールにて受付けておりますので、お
気軽にお問い合わせください。

渕鷺畢]録鸞 覇 !

i 
※雷会

'選

雰tl危是ま竃際の受領証は、月名金がお手元に届くまで大切に保管をしてください : 三
・―‐‐̈・ 嚇̈
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◎お申し込み 。お問い合わせは……

日本 CI協 会  〒151-0065東京都渋谷区大山町 11…5

フリーダイヤリレ:0120-306… 193/FAX.0120-306…293
メーリレアドレス :j―info@ci… kyokal.jp

0

,fi-a^-Y : WWW.Ci-kygka i. jp



素朴な優品
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玄米リゾットシリーズ
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玄米粥シリーズ

郵



‖鱚蒻闊
9784889211153

‖ⅢⅢ明Ⅷ‖
1920047006003

!SBN978-4-88921-115-3
C0047 ¥600E Ohsawa

純 国 内 産 0国 内 加 工

中国産原料 ―切不使 用

安全なものだけを

食べさせてあげたい。
プ
鼈
鶉

>無農薬有機栽培優先 >食品添加物不使用 >遺伝子組み換え作物不使用

>国内産野菜使用 >動物性原料不使用 >砂糖不使用 >伝続製法優先

●かばちゃコロッケ ●野菜コロッケ ●おからコロッケ ●豆乳クリームコロッケ ●コーフーカツ ●玄米おにぎり(胡麻入り)●玄米焼

おにぎり(胡麻入り)●玄米チャーハン ●書巻き ●豆腐八ンパーグ(フレーン)●豆腐八ンパーグ(野菜)●餃子 ●豆腐シュウマイ

●焼うどん ●洋風野菜ミックス●和風野菜ミックス●オニオンソテー ●こぼう(乱切り)●きんびら用こぼう&人参ミックス ●ナチュ

ラルカットポテト●乱切りじゃがいも●わヽヨおゃ●枝豆●小松菜 ●大和芋0蝦き芋(― )●種子島産環錮睦芋●うどん●和そば


